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要 約  

 

 ニ オイの知覚は，複雑な化学信号を一つのまとまりを持った対象物と

して統合的に捉えることで成立する。そのためには，多様な化学物質に

対する受容パターンを意味づける知覚学習が必要となる。知覚学習の内

容は個人の経験に依存する。そのためニオイの知覚は，知覚場面におけ

る様々な文脈や，知覚者の期待に依存して柔軟に変化する。 知覚者の期

待は，知覚場面の文脈や，知覚者の人格特性などから形成される構え（ s e t）

によって促される。通常，知覚処理は多感覚的であり，視覚的手がかり

など嗅覚以外の情報が存在する場合には，その刺激が持つ意味や価値に

合わせてニオイの知覚が変容される。しかしながら，同じ知覚場面に存

在する他の嗅覚刺激から受ける影響に関しては，これまでに詳細な検討

が行われてこなかった。本論文では，複数の刺激を一つずつ評価する過

程の時間的な処理順序によって生じる文脈に着目し，先行した刺激と現

在の刺激との関係性や差異により，後続刺激に対するニオイの知覚が影

響を受けるか（第 2 章），さらに，好ましさの基準に照らして刺激を比較

する過程で，比較対象の刺激間の関係性によって，選択の過程で現れる

ニオイの知覚に付随する行動や，最終的な選択結果へどのような影響が

及ぶかを検討した（第 3 章）。  

 第 2 章では，まず実験 1 より，あるニオイに対する感情反応（快不快）

が，時間的に近接して提示された評価対象の他のニオイとの関係性によ

って相対的に変化するという，本研究目的の前提となる現象が確認され

た。具体的には，様々なカテゴリから集められたニオイの弁別性が高い

刺激セットに比べて，単一カテゴリから集められた弁別性の低い刺激セ

ットでは，同じセット内のニオイの間の快不快度の差が縮小し，各セッ

トに共通して属する特定のニオイの快度もこれに連動して低下した。実

験 2 では，カテゴリが同じ刺激が続いた後に，それらとは異なるカテゴ

リの刺激が提示された場合の，ニオイの質への影響を，ニオイの可食性

をカテゴリ変化として検討した。その結果，非食品カテゴリの刺激後に
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提示された，食品カテゴリの刺激に対しては，ニオイのポジティブな印

象や特徴性が，やや低下して評価された。一方で，何のニオイであるか

名前が付けやすく，親近性の高い刺激は，先行刺激から影響を受けない

ことが示された。  

 先 行刺激との特徴の差異による影響は，刺激の濃度（実験 3）や感情

価（実験 4， 5）の側面で現れた。すなわち，先行刺激と現在の刺激との

濃度や感情価の差異に対して，その差異が拡大される方向へ評価される

という対比の現象が生じた。特に，ニオイの快不快における対比につい

て，視覚との比較を含めて行った一連の実験結果より，嗅覚では，刺激

の感情価が不快から快方向へ切り替わった際には，その感情価差が過大

評価される規模が小さく，明確な対比が生じない特徴が見出された。  

 対 比の現象を検討する過程で，感情価が同程度である複数の刺激に対

する好ましさの評価は，系列後半にかけて徐々に低下する傾向も認めら

れた。系列評価の場面では，次に出現する刺激が未知であるため，評価

者は先行刺激によって形成された構えに照らして後続刺激を知覚し，そ

のフィードバックを受けて構えが更新されると推測される。したがって，

評価に際して第一の基準となる系列初めの刺激は，相対的に評価が高く

なりやすく，上記のような評価の変動が生じると考えられた。そこで実

験 6 では，感情価が同程度である複数の嗅覚刺激を一通り嗅いだ後に，

改めて各刺激の好ましさ評価を系列的に行ったところ，刺激系列内での

評定値は変動しなかった。これより，対象刺激に関する事前の情報が無

い系列評価では，刺激毎に構えの更新が行われているという上記の仮定

が支持された。このように，評価前に形成された構えは，形容語を用い

たニオイの質の評価においては，ニオイの評価基準を大きく変えるよう

な影響は認められなかった（実験 7）。ただし，対象刺激のニオイが互い

に似ているという構えが事前にあることで，ニオイの特徴を明確に弁別

しようという評価態度が促進される傾向がみられた。したがって，ニオ

イの質に関して分析的に知覚する場合には，評価に際しての態度や評価

対象への関心度といった，個人特性に基づいて形成される長期的な構え
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が，より大きく影響する可能性が示唆された。  

 第 3 章では，はじめに，好ましさの基準による多肢選択の過程で，各

選択肢に費やす知覚処理の時間と，最終的な選択結果との関連性を検討

した。実験 8 より，複数のニオイを自由に嗅ぎ比べて選好判断を行った

場合には，最初に各刺激をそれぞれ嗅いだ時点で，最終的に選ばれた刺

激は，選ばれなかったその他の刺激よりも長く嗅がれるという，処理時

間のバイアスが示された。この現象は，各刺激を最初に知覚した段階で，

よ り 選 択 基 準 に 適 し た 刺 激 に 対 し て 選 択 的 に 符 号 化 処 理 （ G la ho l t  &  

Re in g o ld ,  2 0 09a ,  b ;  S c ho t t e r  e t  a l . ,  20 1 1）が行われるために生じると考えら

れる。すなわち，個人の嗜好が自覚的な判断に先立って行動に現れるこ

とを示すものである。ただし嗅覚では，選択刺激に対する処理時間のバ

イアスが，特徴の弁別が容易な刺激を選択肢とした場合や，評価者が刺

激間のニオイを弁別できていた場合に限って生じることが，触覚との比

較も含めて示された。これは，刺激間の弁別処理が，他の感覚に比べて

困難である嗅覚の特性を反映したものと考えられる。また，知覚処理の

バイアスは，各刺激への初回接触時点に限り生じ，嗅覚では，最初の接

触時点で行われる知覚過程が重要であることが示唆された。  

 そ こで実験 9 では，選択肢の各刺激へ 1 回ずつ接触した場合に，一つ

だけ長く嗅がせた刺激に対して選好が形成されるかを検討した。しかし，

鼻呼吸周期を実験的に制御して吸入時間を操作しても，長い嗅ぎ時間が

選好を促すような傾向は認められなかった。鼻呼吸周期の制御が完全で

はなかったという方法論的な課題も残されたが，実験 8 の一部で現れた

知覚処理と選択結果の関連は，自発的な知覚処理によって生じるもので

あり，嗅ぎ時間がニオイの選好へ影響した結果ではないと考えられる。  

 1 回接触により選好判断を行う場合，知覚処理の時間的順序がより大

きく影響することが推測される。そこで実験 10 では，互いに弁別性の高

い刺激セットまたは弁別性の低い刺激セットについて， 1 回ずつ接触後

に選好判断を求め，接触順序別の選好割合を比較した。その結果，弁別

性低セットでは， 1 番目に嗅いだ刺激へ選好が偏った（初頭効果）。系列
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評価において，特徴の類似した刺激へ反復接触することによって，その

特徴に対する感覚的な馴化が生じ（ Bi sw a s  e t  a l . ,  2 0 14），最初に接触した

刺激の印象が相対的に強くなったことが，選好に結びついたと考えられ

る。また，実験 1 0 で生じた初頭効果は，感情価が同程度の刺激に対する

好ましさの評価が，刺激系列の後半にかけて徐々に低下する変動傾向を

反映したものとも考えられる。  

 以 上の二つの評価過程に関する実験結果より，嗅覚において特に重要

な快不快の知覚は，同一知覚場面に存在する他の嗅覚刺激から影響を受

けることが明らかとなった。複数刺激への系列接触で知覚処理の時間的

順序が発生する場合に，現在の刺激に対するニオイの知覚は，先行した

刺激の関係性から形成された構えによる影響を受ける。本研究の一連の

知見は，この知覚過程のモデルを支持するものであり，他の感覚モダリ

ティで確認されている現象が，嗅覚でも生じることを示した。その一方

で，嗅覚特有の傾向もいくつか見出された。一つは，系列評価で生じた

快不快の対比現象の生起傾向より，ニオイに対する感情反応は，快方向

と不快方向で異なる可能性が示唆され，嗅覚における快不快の知覚につ

いての検討では，感情価の方向性を下位分類する必要性が認められた。

また，選好判断の過程で生じる，選択刺激への知覚処理バイアスには，

選択肢間の弁別性という刺激の関係性が影響要因となり，接触順序 が選

好判断に関与する場合にも影響を及ぼすことが示された。  

 こ れまでの嗅覚心理学研究では，ある嗅覚刺激に対して知覚されたニ

オイの質的特徴に依存して，快不快の知覚が生成されるという，オブジ

ェクト中心理論を支持する実験的検討が多く提示されてきた。本研究の

知見は，従来の知覚過程モデルに，刺激間の関係性と知覚の時間的順序

性という次元を新たに加え，その理解の拡張に貢献するものである。  
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1 . 1  本 研 究 の 位 置 づ け  

 

 ニ オ イ 1の 知 覚 は ，空 気 中 の 化 学 物 質 が 鼻 腔 へ 入 る こ と か ら 始 ま る 。

そ の 後 ， 強 さ ， ニ オ イ の 質 （ 何 の ニ オ イ か ， ど の よ う な 印 象 の ニ オ

イ か ），感 情 反 応（ 快 不 快 ）な ど が 相 互 に 作 用 し て 嗅 覚 経 験 が 形 成 さ

れ る 。 味 覚 も 含 め た 嗅 覚 な ど の 化 学 感 覚 に 対 し て ， 視 覚 や 聴 覚 は 高

次 の 感 覚 と さ れ て き た 。 知 覚 基 盤 に 関 す る 研 究 が 特 に 視 聴 覚 で 発 展

し て き た こ と は ， 人 が 如 何 に 視 聴 覚 に 依 存 し て 生 活 し て い る か を 省

み れ ば 自 明 の 理 で あ る 。 嗅 覚 系 の 基 本 的 な 機 能 は ， 食 物 採 取 や 生 殖

相 手 の 嗅 ぎ 分 け な ど 生 存 に 関 わ る も の で あ り ， 人 に と っ て の 重 要 性

は 他 の 感 覚 と 比 較 し て 低 い 。 し か し 嗅 覚 に は ， 危 険 物 の 察 知 や 病 気

の 回 避 と い っ た 安 全 面 で の 機 能 が あ る こ と に 加 え て ， 食 物 嗜 好 性 の

多 様 化 や ， 気 分 状 態 へ の 作 用 ， 対 人 関 係 に お け る 印 象 形 成 と い っ た

“ Q u a l i t y  o f  L i f e ” に お い て も 重 要 な 役 割 を 果 た し て お り （ M i w a ,  

F u r u k a w a ,  T s u k a t a n i ,  C o s t a n z o ,  D i N a r d o ,  &  R e i t e r ,  2 0 0 1）， 人 の 生 活 を 形

作 る 礎 の 一 つ と な っ て い る 。 ま た 近 年 で は ， 日 用 品 か ら 公 共 施 設 に

至 る ま で ， 積 極 的 に 「 香 り 」 を 取 り 入 れ よ う と い う 傾 向 が 加 速 度 的

に 高 ま り ， ニ オ イ を 利 用 し て 日 常 の 「 質 」 を 向 上 さ せ る こ と へ の 期

待 が 窺 え る 。 し か し ， 有 益 な ニ オ イ の 利 用 に は ， 人 の ニ オ イ の 知 覚

特 性 を 十 分 に 踏 ま え る こ と が 不 可 欠 で あ る 。 科 学 技 術 の 発 展 に よ っ

て ， 末 梢 レ ベ ル で の 嗅 覚 機 構 の 解 明 は 進 ん で い る が ， 人 が ど の よ う

に ニ オ イ を 認 識 し て い る か と い う 中 枢 レ ベ ル の 機 構 に つ い て は ， 未

だ 不 明 な 点 が 多 い 。「 原 始 的 な 感 覚 」と 言 わ れ て き た 嗅 覚 に 関 心 が 向

け ら れ る よ う に な っ た 今 ， 嗅 覚 心 理 学 が さ ら な る 発 展 を 遂 げ る こ と

                                                        
1
 本 論 文 で は ，嗅 覚 物 質 を 受 容 し て 知 覚 さ れ た ，い わ ゆ る「 に お い（ 英 語 で

は o d o r）」 を ，「 ニ オ イ 」 と 片 仮 名 表 記 し た 。 漢 字 表 記 で は 「 匂 い 」 と 「 臭

い 」が あ る が ，前 者 は 快 い ニ オ イ を ，後 者 は 不 快 な ニ オ イ を 意 味 し ，ニ オ イ

全 般 を 示 す 漢 字 が な い と い う 点 に 加 え て ，平 仮 名 表 記 の 場 合 に は ，前 後 に 助

詞 を 伴 っ た 場 合 に 読 み 難 さ が 生 じ る た め で あ る 。  
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が 求 め ら れ て い る 。  

 他 の 感 覚 モ ダ リ テ ィ と 同 様 に ， ニ オ イ の 知 覚 は 経 験 を 通 し て 学 習

さ れ る 。 し か し 嗅 覚 の 場 合 は ， 特 定 の ニ オ イ 発 生 源 か ら 揮 発 し た 多

様 な 化 学 物 質 の 混 合 物 を ， 空 気 中 に 漂 う 無 数 の 化 学 物 質 の 中 か ら ，

一 つ の ま と ま り を 持 っ た ニ オ イ と し て 統 合 的 に 知 覚 す る 過 程 を 経 る 。

そ の た め ， 混 合 物 を 構 成 す る 各 要 素 を 物 理 化 学 的 に 特 定 す る こ と だ

け で は ， ニ オ イ の 知 覚 機 構 を 明 ら か に は で き な い 。 あ る ニ オ イ を 嗅

い で ， ど の よ う な ニ オ イ に 知 覚 さ れ る か は ， 過 去 に 学 習 さ れ た ニ オ

イ の 記 憶 と の 照 合 に よ っ て 形 成 さ れ る た め ， 個 人 の 記 憶 や 期 待 な ど

の 認 知 的 な 要 因 に 強 く 依 存 す る 。  

 し か し ， わ れ わ れ の 知 覚 処 理 は ， 個 人 の 経 験 の み を 手 が か り に 成

立 す る も の で は な く ， あ る 刺 激 に 接 触 し た 際 の 状 況 や 環 境 的 文 脈 か

ら 得 ら れ る 情 報 も 手 が か り と し て 相 対 的 に 形 成 さ れ る 。 環 境 か ら の

情 報 は 通 常 多 感 覚 的 で あ り ， 知 覚 対 象 の 嗅 覚 刺 激 と 同 じ 環 境 内 に 存

在 す る 嗅 覚 以 外 の 情 報（ 言 語 ラ ベ ル や 他 の 感 覚 モ ダ リ テ ィ 刺 激 な ど ）

に よ っ て ，ニ オ イ の 知 覚 が 変 容 す る こ と が い わ れ て い る（ 1 . 4 節 に て

詳 述 ）。 こ れ は ま た ， 同 一 感 覚 モ ダ リ テ ィ 内 に も い え る こ と で あ る 。

す な わ ち ， 知 覚 場 面 に 複 数 の 嗅 覚 刺 激 が 存 在 す る 場 合 に ， あ る 嗅 覚

刺 激 に 対 す る ニ オ イ の 知 覚 が ， 直 前 に ど の よ う な 特 徴 の ニ オ イ を 嗅

い で い た か に よ っ て ， 相 対 的 に 変 わ り 得 る 可 能 性 が あ る 。 こ の 問 題

は ， 嗅 覚 系 に お け る 知 覚 の 変 動 性 に つ い て 理 解 を 深 め る た め に 検 討

す る 必 要 が あ る 。 本 研 究 で は ， あ る ニ オ イ の 知 覚 過 程 に お い て ， そ

の 前 後 に 経 験 し た 他 の ニ オ イ が 構 成 す る 文 脈 情 報 ， す な わ ち 刺 激 文

脈 が ど の よ う に 利 用 さ れ て い る の か ， あ る い は 干 渉 を 受 け て い る の

か を 明 ら か に す る た め に ， 様 々 な 嗅 覚 刺 激 の 文 脈 に お け る ニ オ イ の

評 価 を 通 し て 検 討 を 行 っ た 。  
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1 . 2  ニ オ イ の 知 覚 機 構  

 

 ニ オ イ の 知 覚 過 程 を 理 解 す る た め に は ま ず ， 感 覚 器 官 で 行 わ れ る

刺 激 の 受 容 機 構 を 踏 ま え る 必 要 が あ る 。 通 常 ， 知 覚 さ れ る ニ オ イ の

多 く は 単 一 物 質 か ら 成 る も の で は な く ， 多 く の 揮 発 性 化 学 物 質 か ら

構 成 さ れ た 混 合 物 で あ る 。 空 気 中 に 揮 発 し た 様 々 な 化 学 物 質 が ま と

ま り を 成 し て 鼻 腔 へ 入 り ， 鼻 腔 の 奥 部 に あ る 嗅 上 皮 の 嗅 粘 膜 に 吸 着

す る こ と か ら ， ニ オ イ の 知 覚 が 始 ま る 。 嗅 粘 膜 に あ る 嗅 細 胞 に は 構

造 が 異 な る 嗅 覚 受 容 体 が 存 在 し ， そ れ ぞ れ の 構 造 に 応 じ て ニ オ イ 分

子 を 選 択 的 に 受 容 す る 。 ニ オ イ の 感 覚 を 喚 起 さ せ る 化 学 物 質 は 4 0

万 種 と も 言 わ れ て い る が ，嗅 覚 受 容 体 の 数 は 動 物 種 に よ っ て 異 な る 。

人 に お け る 受 容 体 の 種 類 は 約 3 8 0（ M o m b a e r t s ,  2 0 0 4）と さ れ て い た が ，

現 在 も 続 け ら れ て い る 検 証 の 結 果 か ら ， そ の 数 は 徐 々 に 増 え て い る

（ e . g . ,  N e i ,  N i i m u r a ,  &  N o z a w a ,  2 0 0 8）。 嗅 覚 受 容 体 と ニ オ イ 分 子 と の

対 応 関 係 は 一 対 一 で は な く ， 一 つ の 受 容 体 は 複 数 の ニ オ イ 分 子 を 受

容 し ， ま た 一 つ の ニ オ イ 分 子 は 複 数 の 嗅 覚 受 容 体 で 受 け 取 ら れ る 。

こ の と き ， 受 容 体 の 反 応 は 興 奮 性 に は た ら く 場 合 も ， 抑 制 性 に は た

ら く 場 合 も あ り ， 後 の 経 路 へ の 伝 達 情 報 に さ ら な る 複 雑 性 を 与 え て

い る 。  

 あ る ニ オ イ 分 子 と の 組 合 せ に よ っ て 活 性 化 さ れ た 受 容 体 の 反 応 は ，

電 気 信 号 に 変 換 さ れ ， 受 容 体 細 胞 の 軸 索 か ら ， 中 枢 と の 最 初 の 中 継

点 で あ る 嗅 球 に 存 在 す る 糸 球 体 へ 入 力 さ れ る 。 同 じ 種 類 の 受 容 体 が

一 つ の 糸 球 体 へ 入 力 す る た め ， あ る ニ オ イ 情 報 の 入 力 は 空 間 的 な パ

タ ー ン を 持 つ 。 入 力 さ れ た ニ オ イ の 情 報 は ， 嗅 覚 受 容 体 細 胞 の 応 答

パ タ ー ン と し て ， 過 去 に 符 号 化 さ れ た 嗅 覚 に 特 有 の 表 象 と 一 致 す る

か 照 合 さ れ る 。 一 致 し た 場 合 に は ， 嗅 覚 表 象 （ 記 憶 さ れ て い る ニ オ

イ の 心 的 表 象 ） と 連 合 さ れ て い る 意 味 表 象 が 活 性 化 し ， ニ オ イ の 知

覚 が 成 立 す る 。 嗅 球 ま で に 行 わ れ る ボ ト ム ア ッ プ 的 処 理 の 過 程 を 経

た 刺 激 の 情 報 は ， 視 床 を 経 由 す る 神 経 路 と 経 由 し な い 神 経 路 の 二 つ
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の 経 路 へ 伝 達 さ れ ， 統 合 的 処 理 が 行 わ れ る 。  

 嗅 覚 の 受 容 機 構 は ， 嗅 上 皮 に お け る ニ オ イ 分 子 と 受 容 体 の 対 応 関

係 が 複 雑 で あ る 点 や ， 鼻 腔 に 入 り 込 む 空 気 の 流 れ に よ っ て も そ の 機

能 が 変 化 す る な ど 常 に 一 定 で は な く ， 感 覚 器 官 の 機 能 レ ベ ル で 状 況

依 存 的 な 側 面 が あ る 。 こ れ を 踏 ま え た 上 で ， 以 降 の 節 で は ， 人 の ニ

オ イ の 知 覚 に 影 響 を 及 ぼ す 様 々 な 要 因 に つ い て ， 主 に 実 験 心 理 学 的

手 法 に よ っ て 検 討 さ れ た 既 存 の 知 見 を 挙 げ て 概 観 す る 。 1 . 3 節 で は ，

嗅 覚 刺 激 へ の 接 触 経 験 に よ っ て ， ニ オ イ の 知 覚 が ど の よ う に 形 成 さ

れ る の か ， 胎 児 期 か ら 成 人 期 に つ い て 検 討 さ れ た 知 見 に つ い て 述 べ

る 。 次 節 で は ， 嗅 覚 刺 激 に 接 触 す る 際 の 状 況 や ， 環 境 的 文 脈 が 知 覚

へ 及 ぼ す 影 響 要 因 に つ い て ， 同 一 知 覚 場 面 に 存 在 す る 嗅 覚 以 外 の 情

報 が 及 ぼ す 影 響 ， 本 研 究 の 検 討 点 で あ る 同 一 知 覚 場 面 に 存 在 す る 嗅

覚 刺 激 が 及 ぼ す 影 響 ， さ ら に は 環 境 的 文 脈 に よ る 影 響 と 相 互 に 関 係

し ， 嗅 覚 情 報 処 理 に 影 響 を 及 ぼ す と 考 え ら れ る 「 ニ オ イ へ の 気 づ き

や す さ 」 の 個 人 特 性 に つ い て 述 べ る 。  

 

 

1 . 3  経 験 依 存 的 な ニ オ イ の 知 覚  

 

 嗅 覚 情 報 処 理 に お い て ，数 十 か ら 数 百 に も 及 ぶ 化 学 物 質 に 対 す る ，

複 雑 で 流 動 的 な 応 答 パ タ ー ン を ，「 バ ラ の ニ オ イ 」な ど の よ う に 一 つ

の ま と ま り を も っ た ニ オ イ と し て 認 識 す る 。 こ れ を 可 能 に す る た め

に は ， ニ オ イ を 構 成 す る 多 様 な 化 学 物 質 の 受 容 に よ り 獲 得 さ れ た 新

た な 活 性 パ タ ー ン に 対 し て ， 何 ら か の 意 味 情 報 と の 連 合 を 形 成 す る

知 覚 学 習 が 必 要 と な る 。 知 覚 学 習 の 過 程 を 通 し て ， 様 々 な ニ オ イ の

検 出 ， 弁 別 ， 同 定 （ 何 の ニ オ イ で あ る か を 正 し く 言 い 当 て る こ と ）

な ど が 可 能 と な る た め ， ニ オ イ の 知 覚 は 経 験 に よ る 学 習 に 強 く 依 存

す る （ H u d s o n ,  1 9 9 9）。  

 ニ オ イ と 味 の 感 覚 は ，受 精 後 2 4 週 で 機 能 的 に 発 達 し ，五 感 の 中 で
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は 触 覚（ 体 性 感 覚 ）に 次 ぐ 早 さ と さ れ て い る（ Va u c l a i r ,  2 0 0 4  明 和 監

訳  2 0 1 2）。 胎 児 は ， 母 親 の 胎 内 で 羊 水 を 介 し て 「 母 親 の ニ オ イ 」 に

接 し ，生 後 そ の ニ オ イ に 対 し て 選 好 を 示 す（ S c h a a l  &  O r g e u r ,  1 9 9 2）。

ま た ， 胎 児 期 や 授 乳 期 に ， 母 親 を 介 し て 接 触 し た ニ オ イ に 対 し て ，

幼 児 期 （ M e n n e l l a ,  J a g n o w,  &  B e a u c h a m p ,  2 0 0 1 ;  S c h a a l ,  M a r l i e r ,  &  

S o u s s i g n a n ,  2 0 0 0） や 成 人 期 （ H a l l e r ,  R u m m e l ,  H e n n e b e r g ,  P o l l m e r ,  &  

K ö s t e r ,  1 9 9 9）に 嗜 好 を 示 す 例 も あ り ，ニ オ イ の 知 覚 は ，初 期 の 発 達

段 階 か ら 潜 在 的 な 学 習 も 含 め た 記 憶 に よ り 形 成 さ れ て い る 。  

 生 後 の 発 達 過 程 で 飛 躍 的 に 増 え る ニ オ イ へ の 接 触 経 験 を 通 し て ，

人 は 様 々 な ニ オ イ を 学 習 し ， 弁 別 が で き る よ う に な る 。 そ の た め ，

個 人 の 生 育 環 境 や 文 化 的 背 景 が ， ニ オ イ の 質 や 感 情 に 関 わ る 快 不 快

の 形 成 に 大 き く 関 与 す る 。 こ の 点 を 示 す 根 拠 が ， 文 化 間 比 較 を 行 っ

た 研 究 よ り 提 出 さ れ て い る 。 あ る 文 化 に 特 有 の ニ オ イ は ， そ の 文 化

で 育 っ た 人 に と っ て は 快 く ， 何 の ニ オ イ で あ る か 言 い 当 て 易 い が ，

そ の ニ オ イ に 親 し み の 無 い 文 化 に 属 す る 人 に と っ て は 不 快 に 感 じ ら

れ ， 食 品 の ニ オ イ か 否 か の 判 断 な ど も 異 な っ て 知 覚 さ れ る

（ A y a b e - K a n a m u r a ,  S c h i c k e r ,  L a s k a ,  H u d s o n ,  D i s t e l ,  K o b a y a k a w a ,  &  

S a i t o ,  1 9 9 8）。 ま た ， 歯 科 医 院 で 医 薬 品 と し て 使 わ れ て い る オ イ ゲ ノ

ー ル の ニ オ イ が ， 歯 の 治 療 に 訪 れ た 際 の ネ ガ テ ィ ブ な 経 験 の 記 憶 と

結 び つ い た 場 合 に は 不 快 に 感 じ ら れ る （ R o b i n ,  A l a o u i - I s m a ï l i ,  

D i t t m a r ,  &  Ve r n e t - M a u r y,  1 9 9 8） な ど ， 個 人 的 な 経 験 に 基 づ く ニ オ イ

へ の 意 味 づ け に よ っ て も ， ニ オ イ の 知 覚 は 形 成 さ れ る 。  

以 上 の よ う に ， 経 験 の 影 響 は ， ニ オ イ の 快 不 快 あ る い は 嗜 好 性 に

強 く 反 映 さ れ る 。 ニ オ イ に 対 す る 感 情 反 応 は ， 遺 伝 的 要 因 に よ っ て

決 定 さ れ る 側 面 も あ る が（ e . g . ,  O b e r ,  We i t k a m p ,  C o x ,  D y t c h ,  K o s t y u ,  &  

E l i a s ,  1 9 9 7）， 日 常 的 に 多 様 な ニ オ イ 物 質 へ 接 触 し て い る 状 況 を 鑑 み

る と ， 経 験 的 要 因 に よ り 決 定 さ れ る 部 分 が 大 き い と 考 え ら れ る 。  
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1 . 4  文 脈 依 存 的 な ニ オ イ の 知 覚  

 

 嗅 覚 経 験 は 通 常 ， 複 数 の 他 の ニ オ イ が 存 在 す る 環 境 内 で 生 じ ， ま

た 多 感 覚 的 で あ る 。 そ の た め ， 受 容 器 か ら の 反 応 パ タ ー ン と ， 個 人

の 中 で 過 去 の 経 験 に よ っ て 蓄 積 さ れ た 記 憶 と の 照 合 に お い て ， 知 覚

場 面 の 環 境 的 文 脈 や ， そ れ に よ っ て 促 さ れ る 知 覚 者 の 期 待 や 予 期 に

伴 う 構 え が 大 き く 影 響 す る 。  

 構 え（ s e t）と は ，あ る 特 定 の 状 況 に 対 す る 予 期 や 行 動 の 準 備 状 態

を 取 る こ と や ， 認 知 や 反 応 の 仕 方 に あ ら か じ め 一 定 の 方 向 性 を 持 つ

こ と と 定 義 さ れ て お り ， 心 理 学 の 分 野 で は ， 知 覚 の 他 に 問 題 解 決 や

学 習 な ど の 様 々 な 領 域 で 用 い ら れ て い る 。 本 研 究 に お け る 構 え の 概

念 は ，特 定 の 刺 激 系 列 に 順 々 に 接 触 あ る い は 評 価 す る こ と に よ っ て ，

評 価 対 象 の 刺 激 間 の 関 係 性 が 把 握 さ れ ， 次 に 提 示 さ れ る 刺 激 も 同 様

の 特 徴 を 持 つ で あ ろ う と い う 知 覚 者 の 予 期 を 促 す も の と し て ， 知 覚

に 限 定 し て 扱 っ て い る 。 ニ オ イ の 知 覚 は 発 生 源 の 手 が か り の 後 に 行

わ れ る 場 合 も 多 く （ W i l s o n  &  S t e v e n s o n ,  2 0 0 6）， ト ッ プ ダ ウ ン 的 処 理

に よ り 形 成 さ れ る 所 が 大 き い た め ， 知 覚 者 の 構 え は ， 重 要 な 要 因 の

一 つ と し て 考 え ら れ る 。  

 本 節 で は ， 知 覚 者 の 構 え に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 に つ い て ， ま ず は 従

来 多 く の 知 見 が 示 さ れ て き た ， 嗅 覚 以 外 の 情 報 が ニ オ イ の 知 覚 へ 及

ぼ す 影 響 に つ い て 1 . 4 . 1 節 で 述 べ る 。 1 . 4 . 2 節 で は ， 同 一 の 知 覚 場 面

に 存 在 す る 嗅 覚 刺 激 に よ る 影 響 に つ い て の 未 検 討 点 を 示 し た 上 で ，

本 研 究 で 明 ら か に す る 点 を 述 べ る 。 以 上 の 環 境 的 要 因 に 加 え ， 本 研

究 で は ， 嗅 覚 に 関 す る 個 人 特 性 に も 着 目 し た 。 知 覚 者 が ニ オ イ の 知

覚 に 際 し て 構 え を 形 成 す る 際 に ， そ の 形 成 の さ れ 方 や 内 容 は ， 日 常

生 活 の 中 で 嗅 覚 情 報 に ど れ だ け 注 意 配 分 を す る か ， あ る い は 重 視 す

る か の 程 度 に よ っ て 変 わ る と 考 え ら れ る 。 そ こ で 本 研 究 で は ， 日 常

生 活 に お け る ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ（ o d o r  a w a r e n e s s）の 側 面 に 焦

点 を 当 て ， 構 え の 形 成 に お け る 影 響 要 因 と し て 併 せ て 検 討 し た 。
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1 . 4 . 3 節 で は ，ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ の 個 人 差 を 測 る 既 存 の 尺 度 を

日 本 人 向 け に 改 変 し ， ニ オ イ の 検 出 や 同 定 成 績 と の 関 連 性 に つ い て

得 ら れ た 著 者 の 知 見 を 挙 げ る 。 そ の 上 で ， 本 研 究 の 検 討 点 と の 関 連

性 に つ い て 述 べ る 。  

 

 

1 . 4 . 1  同 一 の 知 覚 場 面 に 存 在 す る 嗅 覚 以 外 の 手 が か り に よ る 影 響  

 

 嗅 覚 独 自 の 性 質 と し て ， ニ オ イ の 知 覚 経 験 を 記 述 す る 言 語 性 の 乏

し さ 故 の ， ニ オ イ の 命 名 や イ メ ー ジ 化 の 困 難 さ ， そ れ に 伴 う 意 味 表

象 と 嗅 覚 表 象 の 連 合 の 弱 さ が あ る 。 何 の ニ オ イ で あ る か を 正 し く 言

い 当 て る こ と は ， 日 常 的 な 経 験 頻 度 の 高 い ニ オ イ に 対 し て も ， 嗅 覚

情 報 の み で は 困 難 に な る と さ れ て い る （ C a i n ,  1 9 7 9 ;  D e s o r  &  

B e a u c h a m p ,  1 9 7 4）。日 常 生 活 で ニ オ イ を 知 覚 す る 際 に は ，他 の 感 覚 手

が か り が 伴 う こ と が 多 い 。 そ の た め ， ニ オ イ の 物 質 的 発 生 源 と 一 致

す る 視 覚 的 手 が か り の 存 在 が ， ニ オ イ の 検 出 を 促 進 し （ G o t t f r i e d  &  

D o l a n ,  2 0 0 3），主 観 的 強 度 を 強 め る（ D u B o s e ,  C a r d e l l o ,  &  M a l l e r ,  1 9 8 0 ;  

Z e l l n e r  &  K a u t z ,  1 9 9 0） な ど ， ニ オ イ の 「 輪 郭 」 を 際 立 た せ る 役 割 を

果 た す 。 し か し ， こ の よ う な 特 性 は 同 時 に ， 特 に 視 覚 な ど の 主 要 な

感 覚 系 の 情 報 と 嗅 感 覚 が 一 致 し な い 場 合 や ， 嗅 感 覚 自 体 が 曖 昧 な 場

合 に お い て ， 嗅 覚 系 の 方 が 再 調 整 さ れ や す い 側 面 も 持 つ 。  

 嗅 覚 以 外 の 情 報 が ニ オ イ の 知 覚 へ 及 ぼ す 影 響 に つ い て は ， 評 価 対

象 の 嗅 覚 刺 激 に つ い て ， 特 定 の 方 向 へ 予 期 さ せ る 情 報 を あ ら か じ め

教 示 し ，評 価 者 に 構 え を 取 ら せ る 実 験 的 手 法 に よ り 検 討 さ れ て き た 。

た と え ば ， i s o v a l e r i c  a c i d と b u t y r i c  a c i d の 混 合 臭 を ，“ v o m i t”あ る い

は “ p a r m e s a n  c h e e s e” の 言 語 ラ ベ ル と 共 に 提 示 さ れ た 場 合 に ， 前 者

の ラ ベ ル と 提 示 さ れ た 混 合 臭 は ， 後 者 の 場 合 と 比 べ て 快 度 が 低 く 評

価 さ れ た （ H e r z  &  v o n  C l e f ,  2 0 0 1）。 評 価 者 は ， そ れ ぞ れ の ラ ベ ル を

見 た 上 で ニ オ イ を 知 覚 し た た め ， 言 語 ラ ベ ル が 構 え を 取 ら せ た と い
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え る 。同 様 の 現 象 は ， 2 種 の ラ ベ ル（“ 干 し 葡 萄 ”，“ 汗 の 染 み た シ ャ

ツ ”）の う ち ，一 方 の ニ オ イ の 物 質 的 発 生 源（ 干 し 葡 萄 ）を 刺 激 と し

た 場 合 で も 生 じ て い る（ 杉 山・綾 部 ・菊 地 ， 2 0 0 0）。こ の よ う な ，異

な る ラ ベ ル の 付 加 に よ る 快 不 快 の 変 容 は ， 脳 機 能 研 究 の 結 果 で も 確

認 さ れ た こ と が ， H e r z  &  v o n  C l e f（ 2 0 0 1） と 同 じ 刺 激 を 用 い た 研 究

よ り 報 告 さ れ て い る （ d e  A r a u j o ,  R o l l s ,  Ve l a z c o ,  M a r g o t ,  &  C a y e u x ,  

2 0 0 5）。 ま た ， 1 5 種 の ニ オ イ を 用 い た 研 究 （ D j o r d j e v i c ,  L u n d s t r o m ,  

C l é m e n t ,  B o y l e ,  P o u l i o t ,  &  J o n e s - G o t m a n ,  2 0 0 8） で は ， 同 じ 嗅 覚 刺 激

に ポ ジ テ ィ ブ な ラ ベ ル を 付 加 し た 場 合 に 比 べ て ， ネ ガ テ ィ ブ な ラ ベ

ル を 付 加 し た 場 合 に ， 皮 膚 電 位 反 応 の 増 強 や ， ニ オ イ 吸 入 時 の 流 量

の 減 少 と い っ た ，自 律 神 経 系 反 応 や 行 動 が 変 化 す る こ と が 示 さ れ た 。

他 に も ，i s o b o r n y l  a c e t a t e を 2 0 分 間 連 続 提 示 し ，1 分 毎 に そ の 主 観 的

強 度 を 評 定 さ せ た 実 験 （ D a l t o n ,  1 9 9 6） で は ， こ の ニ オ イ に つ い て ，

「 芳 香 療 法 で 用 い ら れ る も の で 健 康 に 良 い 」 と 事 前 に 教 示 さ れ た 評

価 者 は ，時 間 の 経 過 に 伴 い ニ オ イ の 主 観 的 強 度 が 減 衰 し た が ，「長 期

間 接 触 し た 場 合 に 健 康 や 認 知 機 能 へ の 影 響 が 報 告 さ れ て い る 」 と 教

示 さ れ た 評 価 者 は ，ニ オ イ の 提 示 開 始 か ら 2 0 分 後 で も 主 観 的 強 度 が

低 下 す る こ と は な か っ た 。 事 前 に ニ オ イ に 関 す る ネ ガ テ ィ ブ な 情 報

を 与 え ら れ て い た 評 価 者 は ，「 提 示 さ れ る ニ オ イ の 性 質 に 危 険 性 が あ

る 」 と い う 構 え が 形 成 さ れ ， ニ オ イ に 対 す る 注 意 が 維 持 さ れ た た め

に ， 感 度 の 低 下 が 生 じ な か っ た と い え る 。 ま た ， ニ オ イ に 付 加 す る

ラ ベ ル の ポ ジ テ ィ ブ ・ ネ ガ テ ィ ブ 条 件 を ， 参 加 者 内 要 因 と し た 場 合

に は ，ニ オ イ の 強 度 へ の 影 響 は 生 じ ず（ 小 林 ・ 小 早 川 ・ 秋 山 ・ 戸 田 ・

斉 藤 ， 2 0 0 5）， 参 加 者 間 要 因 と し た 場 合 に 生 じ た （ 小 林 ・ 小 早 川 ・ 秋

山 ・ 戸 田 ・ 斉 藤 ， 2 0 0 7） こ と か ら ， 言 語 的 ラ ベ ル に よ る ニ オ イ の 知

覚 へ の 影 響 は ， 初 回 接 触 時 の 文 脈 が 重 要 で あ り ， 学 習 の 影 響 を 受 け

る こ と が 示 唆 さ れ て い る 。  

 色 も ニ オ イ の 同 定 結 果 を 変 容 さ せ る 。 非 典 型 色 で 着 色 さ れ た 飲 料

の フ レ ー バ ー （ た と え ば ， 緑 色 の オ レ ン ジ フ レ ー バ ー 飲 料 ） は ， そ
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の 色 と 通 常 連 合 さ れ て い る ニ オ イ の 特 徴 （ こ の 場 合 は ラ イ ム フ レ ー

バ ー ） と し て 認 識 さ れ た （ D u B o s e  e t  a l . ,  1 9 8 0）。 ま た ， 人 工 的 に 赤

色 で 着 色 さ れ た 白 ワ イ ン の 評 価 に は ， 色 の 操 作 を し て い な い 白 ワ イ

ン や ， 着 色 し た 赤 ワ イ ン を 目 隠 し 状 態 で 評 価 し た 場 合 に 比 べ て ， 赤

ワ イ ン の 評 価 で 使 わ れ る 語 彙 が よ り 多 く 使 わ れ た （ M o r r o t ,  B r o c h e r ,  

&  D u b o u r d i e u ,  2 0 0 1）。  

 以 上 の 研 究 結 果 が 示 す よ う に ， 知 覚 し た ニ オ イ が 何 の ニ オ イ で あ

る か を 判 断 す る 際 に は ， ニ オ イ の 物 質 的 発 生 源 を 示 す 言 語 情 報 や 色

な ど 嗅 覚 以 外 の 手 が か り が 提 示 さ れ る こ と に よ っ て ， ニ オ イ の 知 覚

が そ れ ら の 持 つ 意 味 や 感 情 価 に 合 わ せ て 変 容 す る 。  

 

 

1 . 4 . 2  同 一 の 知 覚 場 面 に 存 在 す る 他 の ニ オ イ に よ る 影 響  

 

 嗅 覚 以 外 の 情 報 が 文 脈 と な っ て ， ニ オ イ の 知 覚 へ 及 ぼ す 影 響 に つ

い て は ，上 述 し た よ う に 多 く の 研 究 結 果 が 報 告 さ れ て い る 。一 方 で ，

あ る 刺 激 の 知 覚 は 多 く の 場 合 ， そ れ と 同 じ 感 覚 モ ダ リ テ ィ の 他 の 刺

激 が 同 じ 環 境 内 に 存 在 す る 中 で も 行 わ れ る 。 K u r t z ,  W h i t e ,  &  H a y e s

（ 2 0 0 0） は ， 実 験 参 加 者 に 二 つ の ニ オ イ セ ッ ト に つ い て ， 各 セ ッ ト

に 含 ま れ る ニ オ イ 間 の 知 覚 的 類 似 度 を 評 定 さ せ た 。 両 セ ッ ト に は ，

バ ラ ， リ コ リ ス ， ミ ン ト ， ナ フ タ リ ン の 4 種 の ニ オ イ が 共 通 し て 含

ま れ て い た が ， 一 方 に は ， こ の 4 種 と は ニ オ イ の 質 的 特 徴 の 差 異 が

小 さ い 「 消 毒 用 ア ル コ ー ル 」 が ， も う 一 方 に は ， 4 種 と の 特 徴 の 差

異 が よ り 大 き い ， 刺 激 性 の 強 い 「 酢 」 の ニ オ イ が 含 ま れ て い た 。 実

験 の 結 果 ， 4 種 間 の 類 似 度 は ，「 酢 」 が 含 ま れ た 場 合 に ，「 消 毒 用 ア

ル コ ー ル 」 が 含 ま れ た 場 合 よ り も 高 く 評 定 さ れ た 。 つ ま り ， 特 徴 の

突 出 し た ニ オ イ の 存 在 に よ っ て ， そ れ 以 外 の 4 種 間 の 知 覚 的 な 類 似

性 が よ り 高 ま っ た と い え る 。 こ の 結 果 は ， 評 価 者 が ， 対 象 刺 激 間 の

関 係 性 に 基 づ い て そ れ ぞ れ の ニ オ イ を 知 覚 し て お り ， 同 一 の ニ オ イ
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に 対 す る 知 覚 は ， 同 じ 場 面 で 時 間 的 に 近 接 し て 存 在 す る 他 の ニ オ イ

と の 関 係 性 に 基 づ い て 相 対 的 に 行 わ れ る こ と を 示 唆 し て い る 。 こ れ

よ り ， 複 数 の ニ オ イ を 対 象 と し て ， そ れ ぞ れ の 評 価 や 判 断 を 行 う 場

合 に は ， 評 価 対 象 の 刺 激 を ど の よ う な ま と ま り を 持 つ カ テ ゴ リ と し

て 捉 え る か が ， 個 々 の ニ オ イ の 知 覚 内 容 や ， そ の ア ウ ト プ ッ ト と し

て 表 さ れ る 評 価 ま た は 判 断 へ の 影 響 要 因 に な る と い え る 。  

刺 激 の 知 覚 処 理 に お け る 特 性 の 側 面 で は ， 嗅 覚 系 は ， 視 覚 系 の よ

う に 同 時 に 複 数 の 刺 激 を 知 覚 す る こ と は で き な い た め ， そ れ ぞ れ の

刺 激 を 一 つ ず つ 系 列 的 に 処 理 す る こ と に な り ， 必 然 的 に 知 覚 処 理 の

時 間 的 順 序 が 発 生 す る（ こ の 特 性 は 聴 覚 や 触 覚 に も 該 当 す る ）。ニ オ

イ の 知 覚 は ， 刺 激 提 示 の 順 序 に 対 す る 感 受 性 が 高 い た め ， 嗅 覚 の 情

報 処 理 に お け る 系 列 的 な 文 脈 に つ い て 研 究 す る 必 要 が あ る（ D u b o i s ,  

2 0 0 0） と い う 指 摘 も さ れ て い る 。 ニ オ イ の 知 覚 が 接 触 時 の 環 境 的 文

脈 に 依 存 し て 柔 軟 に 変 容 す る 特 性 を 踏 ま え る と ， 複 数 の ニ オ イ を ど

の よ う な ま と ま り と し て 捉 え る か は ， 処 理 順 序 や ， 先 行 し た 刺 激 の

特 徴 に 依 る と こ ろ が 大 き い と 考 え ら れ る 。 し か し な が ら ， 嗅 覚 情 報

処 理 に お け る 系 列 的 な 処 理 過 程 や ， 他 の 嗅 覚 刺 激 と の 関 係 性 の 捉 え

方 と い う 観 点 に 基 づ い た ， ニ オ イ の 知 覚 特 徴 に つ い て の 体 系 的 な 検

討 は ， 現 在 ま で の と こ ろ ほ と ん ど 行 わ れ て い な い 。  

 系 列 的 な 処 理 過 程 を 踏 ま え て 検 討 す る た め に は ， 先 行 刺 激 よ り 形

成 さ れ る 評 価 者 の 構 え に 着 目 す る 必 要 が あ る 。本 研 究 で 扱 う 構 え は ，

前 述 し た よ う に ，「 特 定 の 刺 激 系 列 に 順 々 に 接 触 あ る い は 評 価 す る こ

と に よ っ て ， 評 価 対 象 の 刺 激 間 の 関 係 性 が 把 握 さ れ ， 次 に 提 示 さ れ

る 刺 激 も 同 様 の 特 徴 を 持 つ で あ ろ う と い う 知 覚 者 の 予 期 を 促 す も の 」

で あ る 。 こ の 定 義 に 基 づ い て 検 討 を 行 う た め に は ， 特 定 の 刺 激 系 列

の 提 示 に よ っ て ，評 価 者 に 自 然 に 構 え を 取 ら せ る 方 法 が 利 用 で き る 。

以 下 に 挙 げ る 知 見 は ， 嗅 覚 刺 激 の 間 で 生 じ た 現 象 で は な い が ， 実 験

手 続 き 上 の 時 間 的 順 序 に よ る 影 響 も 報 告 さ れ て い る 。 ニ オ イ に 及 ぼ

す 言 語 ラ ベ ル の 影 響 を み た H e r z  &  v o n  C l e f（ 2 0 0 1） で は ， 実 験 で 用
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い た 嗅 覚 刺 激 の 一 つ で あ る v i o l e t  l e a f に つ い て ， 最 初 に ポ ジ テ ィ ブ

ラ ベ ル 条 件 （「 新 鮮 な き ゅ う り 」） で 評 価 を し た 後 に ， ネ ガ テ ィ ブ ラ

ベ ル 条 件 （「 白 カ ビ 」） で 評 価 を し た 実 験 参 加 者 は ， こ の 逆 の 順 序 で

評 価 を 行 っ た 参 加 者 に 比 べ て ，v i o l e t  l e a f の ニ オ イ の 親 近 度 が 全 体 的

に 高 い 傾 向 が あ っ た 。 つ ま り ， 最 初 に ポ ジ テ ィ ブ な 意 味 を 持 つ ラ ベ

ル と 共 に ニ オ イ を 経 験 す る こ と に よ っ て ， そ の ニ オ イ に 対 す る 親 近

度 が 高 ま り ， そ の 影 響 が 後 の 試 行 に も 及 ぶ 可 能 性 を 示 し て い る

（ f i r s t - l a b e l  e f f e c t）。聴 覚 刺 激 の 先 行 提 示 が ，後 続 す る 嗅 覚 刺 激 の 知

覚 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た S e o  &  H u m m e l（ 2 0 1 1） で は ， 快 な 音 （ た

と え ば 赤 ち ゃ ん の 笑 い 声 ） に 続 い た ニ オ イ は 快 に ， 不 快 な 音 （ た と

え ば 赤 ち ゃ ん の 叫 び 声 ） に 続 い た ニ オ イ は 不 快 に 評 価 さ れ る こ と を

示 し た 。 ニ オ イ と 音 の 概 念 的 な 関 連 性 と は 独 立 し て ， 先 行 し て 知 覚

し た 聴 覚 刺 激 の 感 情 価 が ， 評 価 者 の 情 動 系 あ る い は 評 価 の 態 度 へ 影

響 を 及 ぼ し ， 続 い て 知 覚 し た 嗅 覚 刺 激 に 対 す る 快 不 快 の 評 価 を 変 動

さ せ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 以 上 二 つ の 研 究 は ， 先 に 知 覚 し た 刺 激

の 影 響 が ， 次 の 刺 激 に 対 す る 知 覚 へ 持 ち 越 さ れ た 可 能 性 を 示 し て お

り ，文 脈 効 果（ 第 2 章 で 詳 述 ）に お け る 同 化 の 現 象 と 類 似 し て い る 。

こ れ と は 反 対 に ， 標 的 刺 激 の 特 徴 が ， そ れ に 先 行 し た 刺 激 の 特 徴 と

は 反 対 の 方 向 へ 過 大 評 価 さ れ る 対 比 と い う 現 象 も あ る 。 こ れ ら の 現

象 は ， 複 数 の 画 像 や 複 数 の 飲 料 を 続 け て 評 価 す る 場 合 な ど ， 同 一 感

覚 モ ダ リ テ ィ の 刺 激 間 で 生 じ る こ と が 多 く 報 告 さ れ て い る 。 刺 激 に

対 す る 主 観 的 強 度 や 快 不 快 に お い て 対 比 の 現 象 が 生 じ る こ と は ，

様 々 な 感 覚 モ ダ リ テ ィ で 見 い だ さ れ て い る が ， 嗅 覚 刺 激 を 対 象 と し

た 検 討 は こ れ ま で に ほ と ん ど 行 わ れ て い な い 。 こ の 点 に つ い て は ，

第 2 章 の 研 究 背 景 の 節 で 詳 述 す る が ，他 の 感 覚 モ ダ リ テ ィ と 同 様 に ，

複 数 の 嗅 覚 刺 激 の 強 度 や 快 不 快 度 と い っ た 知 覚 的 側 面 を 系 列 評 価 す

る 場 合 に も ， 文 脈 効 果 が 生 じ る こ と が 推 測 さ れ る 。  
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1 . 4 . 3  ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ に お け る 個 人 差 の 要 因 2  

 

 前 節 ま で は ，知 覚 者 の 構 え を 形 成 す る 環 境 的 要 因 に つ い て 述 べ た 。

し か し ， 最 終 的 な ニ オ イ の 知 覚 は ， 嗅 覚 刺 激 へ の 接 触 状 況 と 知 覚 者

の 認 知 的 特 性 が 相 互 に 影 響 し て 成 立 す る 。 日 常 生 活 で ニ オ イ か ら 影

響 を 受 け る 程 度 の 個 人 差 を 測 る た め に ， 様 々 な 質 問 紙 尺 度 が 作 成 さ

れ て い る 。 た と え ば ， ニ オ イ の 情 動 価 が ， そ の ニ オ イ と 関 連 す る 対

象 や 場 所 ， 人 へ の 好 意 度 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 尋 ね る も の

（ Wr z e s n i e w s k i ,  M c C a u l e y,  &  R o z i n , 1 9 9 9） や ， 生 活 環 境 を 評 価 す る 際

に ， ニ オ イ が 果 た す 役 割 に つ い て の も の （ C u p c h i k ,  P h i l i p s ,  &  

Tr u o n g , 2 0 0 5）な ど が あ る 。し か し ，ニ オ イ の 知 覚 過 程 を 検 討 す る 上

で は ， 日 常 生 活 の 中 で 嗅 覚 情 報 の 処 理 に ど れ だ け の 注 意 配 分 を 行 う

か ， す な わ ち ， 周 囲 の ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ や ニ オ イ の 重 視 度 に

お け る 個 人 差 が ， よ り 基 本 的 な 側 面 で あ り ， ニ オ イ の 知 覚 へ の 影 響

要 因 と し て 考 慮 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。  

 生 活 環 境 内 に は ， 常 に 多 様 な ニ オ イ 物 質 が 漂 っ て い る が ， 発 生 源

が 特 定 で き た 場 合 や ， 強 い 悪 臭 な ど で な い 限 り は ， 閾 上 濃 度 の ニ オ

イ で あ っ て も 気 づ か な い こ と が 多 い （ S e l a  &  S o b e l ,  2 0 1 0）。 複 数 の 感

覚 モ ダ リ テ ィ か ら 入 力 さ れ る 情 報 は 同 時 に 処 理 さ れ る が ， 総 量 に 限

界 の あ る 処 理 資 源 が ， 感 覚 モ ダ リ テ ィ 間 で ど の よ う に 配 分 さ れ て い

る か を 説 明 す る 理 論 が い く つ か 提 出 さ れ て い る 。 そ の 一 つ で あ り ，

複 数 の 実 験 的 根 拠 が 報 告 さ れ て い る も の と し て ， 処 理 資 源 は 感 覚 間

で 共 有 さ れ ， 心 的 活 動 に 必 要 な 資 源 は ， 単 一 の 中 心 的 な 資 源 プ ー ル

か ら 配 分 さ れ る と い う 考 え 方 が あ る 。 こ れ を 支 持 す る 根 拠 と し て ，

視 覚 と 聴 覚 の 二 重 課 題 を 課 し た 場 合 に ， 視 覚 課 題 へ の 認 知 的 負 荷 が

聴 覚 課 題 の 成 績 を 干 渉 す る （ S ö r q v i s t ,  S t e n f e l t ,  &  R ö n n b e r g ,  2 0 1 2 ;  

                                                        
2  本 節 は ， 中 野 ・ 綾 部 （ 2 0 1 3） を 元 に 加 筆 修 正 さ れ た 。  
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Ve r g a u w e ,  D e w a e l e ,  L a n g e r o c k ,  &  B a r r o u i l l e t ,  2 0 1 2） こ と が 示 さ れ て い

る 。ま た ，視 覚 刺 激 あ る い は 嗅 覚 刺 激 の 提 示 側（ 視 覚 で は 左 右 視 野 ，

嗅 覚 で は 左 右 鼻 腔 側 ） を 答 え る 速 さ は ， ど ち ら の 感 覚 刺 激 が 提 示 さ

れ る か あ ら か じ め 分 か っ て い た 場 合 に よ り 速 い こ と が 示 さ れ て お り

（ S p e n c e ,  K e t t e n m a n n ,  K o b a l ,  &  M c G l o n e ,  2 0 0 1）， 嗅 覚 刺 激 に 対 し て

選 択 的 注 意 が 働 く こ と ， 視 覚 と 嗅 覚 の 間 で 処 理 資 源 が 共 有 さ れ て い

る こ と が 示 唆 さ れ て い る 。  

 処 理 資 源 の 配 分 は ， 感 覚 情 報 へ の 関 心 度 か ら も 影 響 さ れ る 。 実 験

参 加 者 に と っ て 関 心 度 の 高 い 映 像 を 視 聴 中 に ， 同 時 に 系 列 提 示 さ れ

る 音 刺 激 の 中 で タ ー ゲ ッ ト 音 に 反 応 さ せ た 際 の 事 象 関 連 電 位 （ P 3）

の 振 幅 は ， 関 心 度 の 低 い 映 像 を 視 聴 し た 条 件 や ， 映 像 の 視 聴 が な か

っ た 条 件 よ り 小 さ か っ た （ S u z u k i ,  N i t t o n o ,  &  H o r i ,  2 0 0 5 ;  入 戸 野 ，

2 0 0 6）。 タ ー ゲ ッ ト 音 に 注 意 が 向 い て い れ ば P 3 成 分 は 大 き く な る た

め （ W i c k e n s ,  K r a m e r ,  Va n a s s e ,  &  D o n c h i n ,  1 9 8 3）， 同 時 に 処 理 し て い

た 映 像 情 報 へ の 関 心 が 高 い 場 合 に は ， よ り 多 く の 注 意 が 映 像 に 向 け

ら れ ， タ ー ゲ ッ ト 音 の 検 出 に 割 か れ る 資 源 が 減 少 し た と い え る 。 嗅

覚 研 究 に お い て も ， 普 段 の 生 活 で ニ オ イ に 関 心 を 示 す 傾 向 の あ る 個

人 は ， ニ オ イ に 注 意 を 集 中 さ せ る こ と が で き ， 共 に 提 示 さ れ た 形 刺

激 の 特 徴 に よ る 干 渉 を 受 け ず に ， ニ オ イ の 特 徴 を 評 価 で き る 可 能 性

が 示 さ れ て い る（ 綾 部 ， 2 0 1 1）。こ れ よ り ，多 く の 処 理 資 源 を 嗅 覚 の

情 報 処 理 に 配 分 し ， ニ オ イ へ 注 意 が 向 き や す い 個 人 は ， 環 境 内 の ニ

オ イ に も 気 づ き や す い こ と が 示 唆 さ れ ， 人 の 嗅 覚 情 報 処 理 を 検 討 す

る 際 に 考 慮 す べ き 要 因 の 一 つ と い え る 。  

 ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ を 直 接 的 に 測 る 目 的 で ， O d o r  A w a r e n e s s  

S c a l e  （ 以 下 OA S） が 作 成 さ れ た （ S m e e t s ,  S c h i f f e r s t e i n ,  B o e l e m a ,  &  

L e n s v e l t - M u l d e r s ,  2 0 0 8）。 OA S は ，「 快 い ニ オ イ が す る と 楽 し く な っ

た り 幸 せ を 感 じ た り す る か 」 の よ う な ポ ジ テ ィ ブ な ニ オ イ 場 面 と ，

「 集 中 し て 勉 強 し て い る 最 中 に ， 周 囲 の ニ オ イ の せ い で 邪 魔 さ れ る

こ と が あ る か 」の よ う な ネ ガ テ ィ ブ な ニ オ イ 場 面 に 関 す る 計 3 3 の 質
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問 項 目 で 構 成 さ れ ， 各 項 目 に 対 し て 5 件 法 で 回 答 す る 尺 度 で あ る 。

S m e e t s ら の 実 験 で は ， 5 0 0 名 の 実 験 参 加 者 を ， OA S 合 計 得 点 の 中 央

値 に よ っ て 高 得 点 群 と 低 得 点 群 に 分 類 し ， S n i f f i n ’  S t i c k s（ H u m m e l ,  

S e k i n g e r ,  Wo l f ,  P a u l i ,  &  K o b a l ,  1 9 9 7）を 用 い て ，ニ オ イ の 検 出 ，弁 別 ，

同 定 の 成 績 を 査 定 し ， OA S 得 点 群 の 間 で 比 較 し た 。 そ の 結 果 ， 高 得

点 群 が 低 得 点 群 に 比 べ て ，嗅 覚 課 題 の 成 績 が 全 体 的 に 高 か っ た 。OA S

は ， S m e e t s ら と 同 じ ヨ ー ロ ッ パ 地 域 の 他 の 国 で も 翻 訳 さ れ ， そ の 妥

当 性 が 支 持 さ れ て い る（ D e m a t t è ,  E n d r i z z i ,  B i a s i o l i ,  C o r o l l a r o ,  Z a m p i n i ,  

&  G a s p e r i ,  2 0 1 1 ;  B u r ó n ,  B u l b e n a ,  P a i l h e z ,  &  C a b r é ,  2 0 1 1）。  

 本 研 究 で は ，既 存 の 尺 度 で あ る OA S を ，作 成 者 の 承 認 を 得 た 上 で

日 本 語 へ 翻 訳 し ， 測 定 を 簡 易 に す る た め の 項 目 削 減 ， 日 本 人 の 生 活

習 慣 に 適 し た 質 問 内 容 へ の 改 変 を 行 っ た 。学 生 4 3 名 に 対 し て ，日 本

語 訳 し た OA S 全 3 2 項 目 3へ の 回 答 を 求 め た 。 S m e e t s  e t  a l .（ 2 0 0 8）の

OA S は ，「 ポ ジ テ ィ ブ 因 子 」「 ネ ガ テ ィ ブ 因 子 」 の 2 因 子 構 造 と さ れ

て い る が ， 各 因 子 の 下 位 概 念 を 確 認 す る た め に ， 最 尤 法 ， バ リ マ ッ

ク ス 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 戸 外 や 他 人 の 家 ， タ

バ コ や 食 べ 物 の ニ オ イ へ の 気 づ き を 尋 ね る 項 目 で 負 荷 量 の 高 か っ た

「 ニ オ イ 全 般 に 対 す る 敏 感 さ 」（ 第 1 因 子 ）， 体 臭 の 快 不 快 と 人 物 の

魅 力 と の 関 連 や ， 快 い ニ オ イ に よ る 気 分 へ の 影 響 を 尋 ね る 項 目 が 含

ま れ る 「 快 い ニ オ イ へ の 希 求 性 」（ 第 2 因 子 ）， 第 1 因 子 に 比 べ て ガ

ス や 香 水 と い っ た 限 定 さ れ た ニ オ イ に 関 す る 気 づ き を 尋 ね る 項 目 が

含 ま れ る 「 特 定 の ニ オ イ に 対 す る 敏 感 さ 」（ 第 3 因 子 ）， 商 品 の 購 買

理 由 に お け る ニ オ イ の 重 要 視 度 に 関 す る 項 目 が 含 ま れ る 「 購 買 に 関

わ る ニ オ イ へ の 関 心 」（ 第 4 因 子 ）， 腐 敗 し た 食 べ 物 の ニ オ イ へ の 気

づ き や す さ を 尋 ね る 項 目 が 含 ま れ る 「 食 べ 物 の ニ オ イ へ の 敏 感 さ 」

                                                        
3  S m e e t s  e t  a l .（ 2 0 0 8） の O A S に お け る ，「 片 方 の 聴 力 」「 嗅 覚 」「 片 方 の 足 の

小 指 」の う ち 最 も 失 い た く な い も の を 尋 ね る 質 問 項 目 は ，得 点 化 が 出 来 な い

た め 初 め か ら 除 外 し た 。  
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（ 第 5 因 子 ），他 人 の 体 臭 や 日 用 品（ 新 し い 本 ）の ニ オ イ に 対 す る 態

度 を 尋 ね る 項 目 が 含 ま れ る「 ニ オ イ へ の 接 近 行 動 」（第 6 因 子 ）と 解

釈 さ れ る 6 因 子 （ 累 積 寄 与 率 5 4 . 6 %） が 含 ま れ る こ と が 示 さ れ た

（ Ta b l e  1 - 4 - 1）。  

 こ の 結 果 を 基 に ， 各 因 子 で 内 容 が 重 複 し て い る 項 目 の う ち ， 負 荷

量 の 低 い も の と ， 日 本 人 の 生 活 習 慣 に そ ぐ わ な い 内 容 の も の （ た と

え ば 「 森 林 浴 の 際 に 周 り の ニ オ イ へ 注 意 を 向 け る 」） を 併 せ た 1 2 項

目 を 除 外 し ， 全 2 0 項 目 と し た （ Ta b l e  1 - 4 - 2）。 1 9 項 目 ま で は 5 件 法

（ 1：全 く 当 て は ま ら な い ， 2：ほ と ん ど 当 て は ま ら な い ， 3：ど ち ら

で も な い ， 4： ほ と ん ど 当 て は ま る ， 5： 非 常 に 当 て は ま る ） で の 回

答 と し た 。 シ ャ ン プ ー 購 入 時 に 重 視 す る 四 つ の 属 性 の 順 位 づ け を 求

め る 第 2 0 項 目 で は ，「ニ オ イ 」の 順 位 を 逆 転 項 目 と し て 得 点 化 し た 。

改 変 前（ 3 2 項 目 ）と 改 変 後（ 2 0 項 目 ）に お け る 各 実 験 参 加 者 の 得 点

に は 強 い 相 関 関 係 が 認 め ら れ た （ r  4 3  =  . 9 8 ,  p  <  . 0 1）。 し た が っ て

S m e e t s ら の オ リ ジ ナ ル と 同 様 に ，ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ の 個 人 差

を 十 分 に 説 明 で き る こ と が 示 さ れ た 。 以 上 よ り ， 日 本 人 を 対 象 と し

た 場 合 に も OA S が 適 用 で き る 可 能 性 が 示 さ れ た 。し か し ，実 験 サ ン

プ ル 数 の 不 足 や ， 重 回 帰 分 析 に お け る 決 定 係 数 の 低 さ と い っ た 問 題

点 も 残 さ れ て お り ， 日 本 語 版 尺 度 と し て の 実 用 化 に 向 け て は ， さ ら

に 検 討 す る 余 地 が あ る 。  

 ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ は ， ニ オ イ の 検 出 で は な く ， 意 味 処 理 が

関 与 す る ニ オ イ の 同 定 や 記 憶 課 題 と 関 連 す る （ A r s h a m i a n ,  W i l l a n d e r ,  

&  L a r s s o n ,  2 0 1 1） と さ れ て い る 。 本 研 究 に お い て ， 改 変 し た OA S を

用 い て 検 討 し た と こ ろ ， OA S 得 点 と ニ オ イ の 検 出 能 力 と の 間 に は 関

連 が 認 め ら れ な か っ た 。 し か し ， ニ オ イ の 同 定 能 力 は ， OA S 得 点 が

低 い 個 人 （ 5 点 満 点 中 平 均 4 . 1 2 点 ） よ り も 高 い 個 人 （ 平 均 4 . 4 8 点 ）

で 優 れ て い た こ と が 示 さ れ た 。 し た が っ て ， 嗅 覚 情 報 へ の 関 心 が 高

く ， ニ オ イ に 気 づ き や す い 個 人 特 性 は ， 意 味 情 報 に 結 び つ く 高 次 の

情 報 処 理 と 関 連 す る 可 能 性 が あ る 。 ま た ， ニ オ イ の 同 定 成 績 に は ，   
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Ta b l e  1 - 4 - 1  

日 本 語 訳 し た OA S  3 2 項 目 の 因 子 分 析 結 果  

 

質問項目 I II III IV V VI

勉強しているときや集中しているとき，周囲のニオイに邪魔されることがありますか。 .736 .311 .085 .147 .013 .065

他人の家を訪れたとき，その家のニオイに気付きますか。 .684 .013 .335 -.129 .131 -.261

身の周りで，はっきりとしない馴染みのないニオイがすると，

怒りを感じたり，イライラしたりすることがありますか。
.637 .147 .106 .466 .321 .131

戸外で，家々から漂ってくるニオイに気付きますか。 .634 -.210 .150 -.247 .187 .097

あなたは自分がニオイに対してどのくらい敏感だと思いますか。 .576 .440 .161 .300 -.017 -.024

身の周りに残っている不快なニオイで不安な気持ちになることがありますか。 .499 .343 .108 .460 .098 -.016

大学構内を歩いているとき，周囲のニオイに注意を向けますか。 .478 .295 .329 .125 .101 .219

昨夜からのタバコや食べ物のニオイが服についたまま残っています。

ニオイがするので，違う服を着ますか。
.462 -.102 .211 .342 -.076 -.067

日常生活で，ニオイはあなたにとってどのくらい重要ですか。 .429 .382 .225 .394 .145 .034

誰かがキッチンにいるとき，用意されている食事のニオイに気付きますか。 .424 .179 .092 .075 -.062 .369

ニオイのせいで，その食べ物を避けることはありますか。 .249 -.165 -.003 .230 .213 .167

快い体臭の人がいたら，その人に魅力を感じますか。 .095 .670 .137 .104 .087 -.043

不快な体臭の人がいたら，その人には惹かれないと思いますか。 .255 .624 .157 .063 .097 -.158

部屋の中の嫌なニオイは，あなたの気分に影響を与えますか。 .030 .615 .133 .364 .214 -.118

あなたにとって花が香ることはどのくらい重要ですか。 -.034 .572 -.003 .082 -.162 -.064

快いニオイがすると，楽しくなったり，幸せを感じたりしますか。 .209 .453 .212 .329 .299 .310

他人が使っている香水，ローション，デオドラントに注意を向けますか。 .441 .175 .737 .186 .132 .131

ガスのニオイにすぐ気付きますか。 .133 .063 .707 .056 .041 -.006

火が燃えているニオイにすぐ気付きますか。 .046 .150 .569 .080 .299 .091

ニオイで非常に鮮明な記憶を思い出すことがありますか。 .142 .442 .545 .098 .339 .308

友人が新しい香水をつけていたりすることで普段と違うニオイがしていたらすぐに気付きますか。 .351 .040 .471 .293 .310 .008

服を着る前にそのニオイを嗅ぎますか。 .174 -.008 .425 .359 .396 -.002

鼻が利かないせいでニオイが嗅げなくなったとき，あなたはどのくらいイライラしますか。 .258 .133 .310 .157 .019 -.157

多目的洗剤購入時に，ニオイがどのくらい重要ですか。 .052 .231 .282 .588 .061 -.007

あなたが買い物しているスーパーで嫌なニオイがしていると想像してください。

このことは，もうここには来ない理由になりますか。
-.006 .131 .009 .500 .024 -.092

他人の息や汗のニオイに気付くことがありますか。 .370 .161 .450 .452 .274 -.079

シーツの洗いたてのニオイは，あなたにとってどのくらい重要ですか。 .078 .090 .087 .356 .186 .067

冷蔵庫の中で食べ物が腐ったニオイにすぐ気付きますか。 .260 -.030 .207 .104 .814 -.076

牛乳の腐ったニオイにすぐ気付きますか。 -.165 .199 .367 .227 .813 .071

あなたは公共の場所で不快な体臭のする人の近くに座っています。

可能なら別の席へ移動しますか。
-.001 .174 -.028 .169 .066 -.671

新しい本のニオイをくんくん嗅ぎますか。 .181 -.354 .282 .403 .346 .554

あなたの(未来の／将来なりうる)パートナーのニオイが快いことは，どのくらい重要ですか。 .326 .374 .121 .021 -.233 -.398

因子寄与 4.22 3.24 3.23 2.70 2.52 1.55

累積寄与率 13.19 23.30 33.40 41.84 49.72 54.56
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Ta b l e  1 - 4 - 2  

項 目 削 減 と 項 目 内 容 を 改 変 し た 日 本 語 版 OA S  

 

  

質問項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*ポジティブ項目

1.他人の家を訪れたとき，その家のニオイに気づく

2.新しい本のニオイをくんくん嗅ぐ*

3.他人の息や汗のニオイに気づくことがある

4.他人が使っている香水，ローション，デオドラントに注意を向ける*

5.ガスのニオイにすぐ気づく

6.食べ物がだめになったか確かめるときそのニオイを嗅ぐ

7.快いニオイがすると，楽しくなったり幸せを感じたりする*

8.身の周りで，はっきりとしない馴染みのないニオイがすると，怒りを感じたり，イライラしたりする

9.ニオイによって，非常に鮮明な記憶を思い出すことがある*

10.タバコや食べ物のニオイが服に残っていたら，それとは違う服を着る

11.ニオイのせいでその食べ物を避けることがある

12.不快なニオイのする人に対して魅力は感じない

13.快いニオイのする人に対して魅力を感じる*

14.自分はニオイに対して敏感だと思う

15.鼻が利かないせいでニオイが嗅げなくなったときにイライラする

16.リネン類（タオルやシーツなど）の洗いたてのニオイは重要である*

17.自分のパートナーのニオイが快いことは重要である*

18.日常生活でニオイは重要である*

19.公共の場所で不快なニオイのする人が近くにいたら出来るだけ早くそこから離れる

20.商品を購入するときには，さまざまな特性が重要になります。シャンプーを購入するときに，

次のA～Dの特性をあなたが重要視する順に並びかえてください*

A: パッケージ　B: 価格　C: ニオイ　D: 性能
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第 2 因 子 で 抽 出 さ れ た 「 快 い ニ オ イ へ の 希 求 性 傾 向 」 が 関 与 し て い

る 可 能 性 も ， 重 回 帰 分 析 の 結 果 よ り 示 さ れ た 。 す な わ ち ， 日 常 的 に

周 囲 の ニ オ イ へ 注 意 を 向 け る 傾 向 の 高 い 個 人 は ， ニ オ イ に 接 す る 経

験 が 多 く ， ニ オ イ を 言 葉 で 表 そ う と す る 意 識 も 高 い と 推 測 さ れ ， そ

の よ う な 違 い が ， ニ オ イ の 同 定 能 力 の 高 さ に 関 与 し て い る と 考 え ら

れ る 。 ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ に は ， 他 に も 様 々 な 要 因 が 挙 げ ら れ

る 。 た と え ば ， 先 天 的 な 視 覚 障 害 者 は ， 晴 眼 者 よ り も 嗅 覚 感 度 が 優

れ ， OA S 得 点 も 高 い （ B e a u l i e u - L e f e b v r e ,  S c h n e i d e r ,  K u p e r s ,  &  P t i t o ,  

2 0 1 1）と い っ た 知 見 や ，神 経 症 傾 向 の 人 は 嗅 覚 感 受 性 が 高 い（ P a u s e ,  

F e r s t l ,  &  F e h m - Wo l f s d o r f ,  1 9 9 8） な ど ， パ ー ソ ナ リ テ ィ と の 関 連 を 示

唆 す る 知 見 も 提 出 さ れ て い る 。本 研 究 で は ，ニ オ イ の 同 定 能 力 と OA S

得 点 と の 関 連 の み が 見 ら れ た が ， 対 象 者 の 年 齢 や パ ー ソ ナ リ テ ィ ，

生 活 習 慣 に よ っ て は ， 両 者 の 関 連 性 に 本 研 究 の 結 果 と は 異 な っ た 特

徴 が 現 れ る 可 能 性 も あ る 。  

 本 研 究 で は ， 同 一 知 覚 場 面 に 存 在 す る 他 の ニ オ イ の 文 脈 が ， ニ オ

イ の 知 覚 へ 及 ぼ す 影 響 要 因 の 一 つ と し て ， ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ

に お け る 個 人 差 を 含 め て 検 討 し た 。 本 研 究 で 行 っ た 実 験 の う ち ， 実

験 参 加 者 間 の OA S 得 点 の 違 い に よ っ て ，各 実 験 で 扱 っ た 主 な 指 標 へ

影 響 が み ら れ た 場 合 に 限 り ， そ の 結 果 と 考 察 点 を 記 述 し た 。  

 

 

1 . 5  本 研 究 に お け る 検 討 点  

 

 本 研 究 は ， ニ オ イ の 知 覚 過 程 に お い て ， 同 一 の 知 覚 場 面 に 存 在 す

る 他 の ニ オ イ が 及 ぼ す 影 響 を ， 嗅 覚 刺 激 が 構 成 す る 様 々 な 文 脈 に つ

い て の 検 討 に よ っ て 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。 ニ オ イ の 知 覚

的 側 面 と し て ，強 さ ，質 ，快 不 快 が 挙 げ ら れ（ e . g . ,  W i l s o n  &  S t e v e n s o n ,  

2 0 0 6），本 研 究 で は こ れ ら の 各 側 面 に つ い て 検 討 を 行 っ た 。こ の 中 で

も ニ オ イ に 対 す る 感 情 反 応 （ 快 不 快 ） は ， ニ オ イ の 分 類 に お い て 主
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要 な 評 価 基 準 と し て 抽 出 さ れ る こ と が ， 多 く の 研 究 で 示 さ れ て お り

（ e . g . ,  斉 藤 ,  1 9 9 4 ,  p p . 1 4 0 1 - 1 4 1 2）， 1 . 4 節 で も 述 べ た よ う に ， ニ オ イ

の 知 覚 を 構 成 す る 主 要 な 側 面 と い え る 。 し た が っ て 本 研 究 で は ， 主

に ニ オ イ の 快 不 快 に 焦 点 を 当 て た 実 験 を 中 心 に 実 施 し た 。な お ，「 快

不 快 」 と は ， あ る 刺 激 に 対 し て 知 覚 さ れ た も の を 指 し ， 刺 激 が 持 つ

特 徴 を 指 す 場 合 に は 「 感 情 価 」 と い う 言 葉 を 用 い た 。  

 ま た ， 多 く の 嗅 覚 研 究 で は ， 刺 激 の 提 示 方 法 の 統 制 や ， 知 覚 へ の

影 響 に つ い て 物 質 間 で 比 較 す る こ と が 容 易 な た め に ， 単 体 の 化 学 物

質 あ る い は ， 日 常 で 接 す る ニ オ イ と 類 似 す る よ う に 作 成 さ れ た 合 成

香 料 を 用 い た も の が 多 い 。 し か し ， こ れ ら の 嗅 覚 刺 激 か ら 知 覚 さ れ

る ニ オ イ は ， 馴 染 み の な い も の で あ っ た り ， 実 物 か ら 発 せ ら れ る ニ

オ イ と は 質 が 異 な っ て 感 じ ら れ た り す る も の で あ る 。 そ の た め ， 評

価 者 に と っ て ニ オ イ の 評 価 や 判 断 が 難 し く な る 可 能 性 も あ る 。 よ り

自 然 な 状 況 で ニ オ イ の 知 覚 へ の 影 響 を 検 討 す る た め に ， 本 研 究 で 行

っ た ほ と ん ど の 実 験 で は ， 実 験 参 加 者 が 日 常 で 接 す る 機 会 が 比 較 的

あ る 日 常 的 な 材 料 を 用 い た 。 実 験 に 用 い る 上 で は ， 基 材 が 共 通 で あ

り ， ニ オ イ の 種 類 が 豊 富 で あ る こ と ， 保 存 性 が 良 い も の が 条 件 と し

て 適 し て お り ， こ れ に 該 当 す る と 考 え ら れ た 茶 葉 や 入 浴 剤 な ど を ，

主 な 実 験 刺 激 と し て 扱 っ た 。  

 本 研 究 で は ， ニ オ イ の 評 価 過 程 と し て ， 大 き く 二 つ の 過 程 に つ い

て 検 討 し た 。 ま ず 第 2 章 （ 研 究 1） で は ， ニ オ イ の 系 列 評 価 に 焦 点

を 当 て た 。 複 数 の 刺 激 を 一 つ ず つ 評 価 す る 過 程 で 生 じ る 時 間 的 順 序

の 文 脈 に 着 目 し ， 先 行 刺 激 と の 特 徴 の 関 係 性 や 差 異 に よ り ， 後 続 刺

激 に 対 す る ニ オ イ の 知 覚 が 影 響 を 受 け る か 検 討 し た 。 系 列 評 価 の 過

程 で は ， 個 々 の ニ オ イ に 対 す る 知 覚 の 結 果 が 評 価 や 判 断 と し て 出 力

さ れ ， ニ オ イ の 評 価 者 は ， 刺 激 系 列 を 構 成 す る 刺 激 間 の 特 徴 を 比 較

す る 必 要 が な い 。 そ こ で 第 3 章 （ 研 究 2） で は ， 刺 激 間 の 特 徴 比 較

が 求 め ら れ る 多 肢 選 択 の 過 程 に 焦 点 を 当 て た 。 す な わ ち 多 肢 選 択 の

状 況 で は ， 比 較 対 象 間 の 関 係 性 が 刺 激 文 脈 と な る 。 比 較 対 象 と し て
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与 え ら れ た 選 択 肢 の ニ オ イ の 中 か ら ， あ る 判 断 基 準 に 最 も 適 す る も

の を 選 ぶ 過 程 で は ， ニ オ イ の 嗅 ぎ 比 べ や ， 先 に 嗅 い だ ニ オ イ と の 特

徴 比 較 が 行 わ れ る 。 こ の 過 程 に お い て ， 選 択 肢 の 刺 激 間 の 関 係 性 に

よ っ て ， 選 択 結 果 や 選 択 過 程 で 現 れ る 行 動 が ど の よ う な 影 響 を 受 け

る か 検 討 し た 。以 下 で は ，各 章 で 実 施 し た 具 体 的 な 実 験 内 容 を 示 す 。  

 第 2 章 で は ， 系 列 評 価 の 過 程 に 関 し て 次 の 3 点 を 検 討 し た 。 第 一

に ，ニ オ イ の 知 覚 が 他 の ニ オ イ と の 関 係 性 に よ っ て 変 化 す る と い う ，

本 研 究 の 問 題 意 識 に お い て 前 提 と な る 現 象 を 確 認 す る た め に ， あ る

ニ オ イ の 知 覚 が ， 属 す る カ テ ゴ リ の 多 様 性 に よ っ て 変 化 す る か を ，

ニ オ イ の 快 不 快（ 実 験 1）お よ び ニ オ イ の 質（ 実 験 2）の 側 面 に つ い

て 検 討 し た 。 実 験 2 で は ， 系 列 評 価 で 生 じ る 知 覚 処 理 の 時 間 的 順 序

を 要 因 と し て ， 標 的 刺 激 の ニ オ イ に 対 し て カ テ ゴ リ が 異 な る ニ オ イ

が 先 行 提 示 さ れ る と い う 刺 激 文 脈 を 設 定 し た 。た だ し ，「 ニ オ イ の 質 」

と い う 表 現 に つ い て ， 通 常 は ニ オ イ に 対 し て 知 覚 さ れ た 強 度 や 快 不

快 度 な ど も 含 め て 扱 わ れ る こ と も あ る が ， 本 研 究 に お け る ニ オ イ の

質 （ ま た は 質 的 特 徴 ） と は ， 具 体 的 な ニ オ イ の 発 生 源 （ バ ラ な ど ）

を 指 す も の で は な く ，「 活 気 の あ る 」「 甘 い 」 な ど の 情 動 も 含 む 状 態

や ， 他 の 感 覚 経 験 を 表 す 形 容 語 に よ り 記 述 さ れ る ニ オ イ の 知 覚 的 側

面 を 指 す も の と し て ， 限 定 的 に 扱 う 。  

 第 二 に は ， 先 行 刺 激 と の 特 徴 の 差 異 に よ る 後 続 刺 激 へ の 影 響 に つ

い て ， 先 行 提 示 さ れ た ニ オ イ と の 濃 度 （ 実 験 3） や 感 情 価 （ 実 験 4

お よ び 5） の 差 異 が ， 後 続 提 示 さ れ た ニ オ イ に 対 す る 強 度 や 好 ま し

さ の 評 価 へ 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。  

以 上 の 実 験 で 行 わ れ る ニ オ イ の 知 覚 過 程 で は ， 実 験 参 加 者 に と っ

て 次 に 評 価 す る ニ オ イ は 未 知 で あ る た め に ， 先 行 評 価 し た ニ オ イ の

特 徴 か ら 構 え を 形 成 し ， 次 の 新 た な ニ オ イ を 知 覚 す る 度 に 構 え が 更

新 さ れ る と い っ た 知 覚 過 程 が 仮 定 さ れ る 。 こ の 知 覚 過 程 を 確 認 す る

た め に ， 対 象 刺 激 の ニ オ イ を 実 験 参 加 者 が 事 前 に 経 験 し ， 評 価 に 先

立 っ て 構 え が 形 成 さ れ て い た 場 合 に お け る ， ニ オ イ の 快 不 快 （ 実 験
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6） や 質 （ 実 験 7） へ 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。  

 第 3 章 で は ， 意 思 決 定 に お い て 特 に 重 要 な 判 断 基 準 と 考 え ら れ る

選 好 に 基 づ く 多 肢 選 択 の 過 程 に 焦 点 を 当 て た 。多 肢 選 択 の 過 程 で は ，

選 択 肢 間 の 特 徴 比 較 ， す な わ ち 弁 別 処 理 が 行 わ れ る た め ， 選 択 肢 間

の 関 係 性 が 大 き く 影 響 す る と 考 え ら れ る 。 そ こ で ， 本 章 で 行 っ た 実

験 で は ， 選 択 肢 の ニ オ イ 間 の 弁 別 性 を 共 通 の 要 因 と し て 変 数 に 取 り

入 れ た 。 多 肢 選 択 の 過 程 で は 以 下 の 2 点 を 検 討 し た 。 第 一 に ， ニ オ

イ の 多 肢 選 択 の 過 程 で 行 わ れ る 知 覚 処 理 と 選 択 結 果 の 関 連 性 に つ い

て ， 知 覚 処 理 の 指 標 と し て 嗅 ぎ 時 間 に 着 目 し た 。 実 験 8 で は ， 選 択

し た ニ オ イ に 対 す る 知 覚 処 理 の バ イ ア ス 現 象 の 生 起 に つ い て ， 選 択

ま で の 過 程 で ， 選 ば れ た ニ オ イ が 他 の ニ オ イ よ り 長 く 嗅 が れ て い た

か ， 選 択 ま で の 嗅 ぎ 時 間 の 推 移 を 含 め て 検 討 し た 。 実 験 9 で は ， 実

験 的 な 嗅 ぎ 時 間 の 操 作 に よ る 選 好 へ の 影 響 に つ い て ， 各 選 択 肢 へ の

接 触 回 数 や ， 選 択 肢 に 対 す る 構 え の 事 前 の 形 成 を 要 因 と し て 検 討 し

た 。 第 二 に ， 刺 激 間 の 比 較 が 行 わ れ る 多 肢 選 択 に お い て も ， 各 選 択

肢 の 知 覚 処 理 は 系 列 的 に 行 わ れ る た め ， 知 覚 処 理 の 順 序 に よ る 影 響

を 受 け て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 そ こ で ， 選 択 肢 へ の 接 触 順 序 が

選 好 判 断 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た （ 実 験 1 0）。  

 第 4 章 の 全 体 的 考 察 に お い て は ， 系 列 評 価 と 多 肢 選 択 の 過 程 に お

け る ニ オ イ の 知 覚 過 程 に つ い て ， 本 研 究 の 実 験 結 果 か ら 得 ら れ た 知

見 を ま と め た 。 ま た ， 刺 激 文 脈 の 要 因 を 取 り 入 れ た 知 覚 過 程 の 説 明

を ， 特 に ニ オ イ の 快 不 快 に 焦 点 を 当 て て 提 示 す る と と も に ， ニ オ イ

の 快 不 快 に お け る 知 覚 過 程 に 関 し て 本 研 究 が 新 た に 示 し た 知 見 に つ

い て 述 べ た 。 最 後 に ， 今 後 さ ら に 検 討 す べ き 展 望 点 を ま と め ， 刺 激

文 脈 の 影 響 を 制 御 す る 方 法 に つ い て ， 本 研 究 の 結 果 か ら 提 案 可 能 な

範 囲 で 挙 げ た 。  
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第 2 章  

 

系 列 評 価 の 過 程 に お け る 刺 激 文 脈 の 影 響  

（ 研 究 1）  
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研 究 背 景  

 あ る ニ オ イ の 知 覚 は ， 同 じ 知 覚 場 面 に 存 在 す る 他 の ニ オ イ に よ っ

て 構 成 さ れ た 文 脈 に 依 存 し て 相 対 的 に 行 わ れ る （ c f . ,  K u r t z ,  2 0 0 0）。

そ の 際 に は ， 必 然 的 に 知 覚 処 理 の 時 間 的 順 序 が 生 じ る た め ， 現 在 の

刺 激 は ， 先 に 知 覚 し た 刺 激 の 特 徴 か ら 影 響 を 受 け る 。  

 

文 脈 効 果  

 複 数 の 刺 激 を 系 列 的 に 評 価 す る 際 に ， 現 在 の 刺 激 の 知 覚 が 前 の 刺

激 に よ り 影 響 を 受 け る こ と を 文 脈 効 果 （ c o n t e x t  e f f e c t） と い う （ 古

井 ,  1 9 9 4 ,  p p . 1 1 2 8 - 1 1 3 9）。 文 脈 効 果 は 包 括 的 な 概 念 で あ り ， そ の 中 の

一 つ で あ る 系 列 効 果 （ s e q u e n t i a l  e f f e c t） に は ， 先 行 し た 刺 激 と 現 在

の 知 覚 対 象 で あ る 刺 激 （ 標 的 刺 激 ） と の 特 徴 の 差 異 が 拡 大 し て 知 覚

さ れ る 対 比 （ c o n t r a s t） と ， 縮 小 し て 知 覚 さ れ る 同 化 （ a s s i m i l a t i o n）

が あ る 。  

 音 量 の 大 き い 音 の 後 に 提 示 さ れ た 音 は よ り 小 さ く 評 価 さ れ る

（ H o l l a n d  &  L o c k h e a d ,  1 9 6 8） な ど ， 刺 激 の 物 理 的 特 性 に 関 す る 系 列

効 果 が こ れ ま で に 研 究 さ れ て い る （ e . g . ,  明 る さ ： F r e d e r i k s e n ,  1 9 7 5 ;  

見 え の 大 き さ ： P e t z o l d  &  H a u b e n s a k ,  2 0 0 4）。 味 嗅 覚 研 究 で も ， ニ オ

イ の 主 観 的 強 度 が ， よ り 低 濃 度 の 同 じ 嗅 覚 刺 激 の 後 に 評 定 し た 場 合

で は よ り 強 く な る こ と や（ P o l ,  H i j m a n ,  B a a r é ,  &  v a n  R e e ,  1 9 9 8），蔗 糖

溶 液 の 甘 味 の 主 観 的 強 度 が ， 高 濃 度 の 蔗 糖 溶 液 の 後 で は よ り 弱 く ，

低 濃 度 溶 液 の 後 で は よ り 強 く な る （ L a w r e n c e ,  S h e p a r d ,  B u r g e r ,  &  

C h a k w i n ,  2 0 1 2 ;  M a r k s ,  S h e p a r d ,  B u r g e r ,  &  C h a k w i n ,  2 0 1 2 ;  S c h i f f e r s t e i n  &  

F r i j t e r s ,  1 9 9 2） こ と が 報 告 さ れ て お り ， い ず れ の 研 究 も ， 先 行 提 示

さ れ た 刺 激 と の 物 理 的 な 濃 度 差 に よ っ て ， 現 在 の 刺 激 に 対 す る 主 観

的 強 度 に 対 比 が 生 じ た こ と を 示 し て い る 。 対 比 と 同 化 の い ず れ が 生

じ る か を 決 め る 要 因 に つ い て は ， 現 在 も 議 論 さ れ て い る と こ ろ で あ

る が （ e . g . ,  M c K e n n a ,  1 9 8 4 ;  M e y e r s - l e v y  &  S t e r n t h a l ,  2 0 1 4）， 一 般 に ，

感 覚 刺 激 の 知 覚 で は 対 比 が 生 じ や す い と い う 主 張 が さ れ て い る （ 古
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井 ,  1 9 9 4 ,  p p . 1 1 2 8 - 1 1 3 9 ;  Z e l l n e r ,  S t r i c k h o u s e r ,  &  To r n o w,  2 0 0 4）。  

 対 比 は ， 感 覚 刺 激 に 対 す る 快 か 不 快 か と い っ た 主 観 的 な 評 価 に お

い て も 生 じ る （ 快 不 快 の 対 比 ， h e d o n i c  c o n t r a s t） こ と が 報 告 さ れ て

い る 。 H a r r i s（ 1 9 2 9） は ， 快 な 色 刺 激 の 好 ま し さ は ， そ れ の み を 評

価 し た 場 合 に 比 べ て ， 不 快 な 色 刺 激 を 評 価 し た 後 に よ り 高 く な り ，

正 の 方 向 に 対 比 が 起 き た こ と を 示 し て い る 。 ま た ， Z e l l n e r ,  R o h m ,  

B a s s e t t i ,  &  P a r k e r（ 2 0 0 3）は ，初 め に 魅 力 度 の 高 い 鳥 の 写 真 1 0 種（ 先

行 刺 激 ） を 一 つ ず つ 評 価 し た 後 に ， 魅 力 度 が そ れ ら よ り も 高 く な い

鳥 の 写 真 1 0 種 （ 標 的 刺 激 ） を 評 価 す る と ， 標 的 刺 激 1 0 種 に 対 す る

魅 力 度 は ， 先 行 刺 激 が 提 示 さ れ な か っ た 群 よ り も 低 く な り ， 負 の 方

向 に 対 比 が 起 き た こ と を 示 し た 。他 に も ，聴 覚 刺 激（ P a r k e r ,  B a s c o m ,  

R a b i n o v i t z ,  &  Z e l l n e r ,  2 0 0 8）や 顔 写 真（ C o g a n ,  P a r k e r ,  &  Z e l l n e r ,  2 0 1 3 ;  

H a y n - L e i c h s e n r i n g ,  K l o t h ,  S c h w e i n b e r g e r ,  &  R e d i e s ,  2 0 1 3） に 対 す る

好 ま し さ や 魅 力 度 の 評 価 に お い て ， 正 と 負 の 両 方 向 の 対 比 が 起 き る

こ と が 認 め ら れ て い る 。  

 一 方 ， 飲 料 の フ レ ー バ ー （ 口 中 で 感 じ ら れ る ニ オ イ ） を 対 象 と し

た 研 究 で は ，様 々 な 飲 料（ ジ ュ ー ス ，Z e l l n e r  e t  a l . ,  2 0 0 3 ;  コ ー ヒ ー ，

ビ ー ル ， Z e l l n e r ,  K e r n ,  &  P a r k e r ,  2 0 0 2） を 刺 激 に 用 い て ， 負 の 対 比 が

生 起 し た こ と を 報 告 し て い る 。 ま た ， 一 般 的 に 好 ま れ な い ド リ ア ン

ジ ュ ー ス の ニ オ イ や フ レ ー バ ー に 対 し て ， 快 な ニ オ イ （ バ ニ ラ や レ

モ ン な ど 8 種 ） を 先 行 評 価 し た 群 で は ， 不 快 な ニ オ イ （ 魚 や ブ ル ー

チ ー ズ な ど 8 種 ） を 先 行 評 価 し た 群 や ， 先 行 刺 激 が 提 示 さ れ な か っ

た 群 に 比 べ て ， よ り 不 快 に 評 価 さ れ ， 負 の 対 比 が 生 起 し た こ と が 報

告 さ れ て い る （ S t e v e n s o n ,  To m i c z e k ,  &  O a t e n ,  2 0 0 7）。 好 ま し さ を 評

価 す る 際 に ド リ ア ン ジ ュ ー ス を 試 飲 し た 量 を 群 間 で 比 較 し た と こ ろ ，

快 な ニ オ イ を 嗅 い だ 後 で は 試 飲 量 が よ り 少 な く ， 負 の 対 比 が 行 動 レ

ベ ル で も 認 め ら れ て い る 。 そ の 一 方 で ， 彼 ら の 実 験 結 果 で は ， 正 の

対 比 の 生 起 は 認 め ら れ て い な い 。 嗅 覚 刺 激 で も ， 正 と 負 の 両 方 向 で

快 不 快 の 対 比 を 示 し た 研 究 （ B e e b e - C e n t e r ,  1 9 2 9 ;  K n i e p ,  M o r g a n ,  &  
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Yo u n g ,  1 9 3 1） は あ る が ， 後 者 の K n i e p  e t  a l .（ 1 9 3 1） で は ， 負 の 対 比

が 正 の 対 比 よ り も 明 確 に 生 じ た と し て い る 。 こ の よ う に ， 味 嗅 覚 刺

激 に お け る 快 不 快 の 対 比 は ， 負 の 方 向 が 正 の 方 向 よ り も 生 じ や す い

傾 向 が あ る 。  

 対 比 が 生 起 す る 要 因 は ， 先 行 評 価 す る 刺 激 と 標 的 刺 激 を ， 同 じ 評

価 対 象 に 属 す る も の と 評 価 者 が 捉 え る こ と と さ れ て い る 。た と え ば ，

評 価 者 が 先 行 刺 激 と 標 的 刺 激 を 異 な る カ テ ゴ リ と 捉 え る よ う に 実 験

的 に 教 示 を 与 え た 場 合 や （ Z e l l n e r ,  M a t t i n g l y ,  &  P a r k e r ,  2 0 0 9）， 先 行

刺 激 と 標 的 刺 激 の 感 情 価 の 差 異 を 極 端 に 調 整 し た 場 合（ C o g a n  e t  a l . ,  

2 0 1 3） に は ， 対 比 が 生 じ な か っ た 。 ま た ， 快 不 快 に お け る 対 比 の 研

究 を 先 駆 け て 行 っ た H a r r i s は ，先 行 刺 激（ 色 ）と 標 的 刺 激（ ニ オ イ ）

が 異 な る 感 覚 モ ダ リ テ ィ の 場 合 に は 対 比 が 生 じ な い こ と を 示 し て い

る （ H a r r i s ,  1 9 3 2）。 S t e v e n s o n  e t  a l .（ 2 0 0 7） で も ， ド リ ア ン ジ ュ ー ス

に 先 行 し て 快 ま た は 不 快 な 画 像 を 評 価 し た 場 合 に は 対 比 が 生 じ な か

っ た 。 こ れ よ り ， 異 な る 感 覚 モ ダ リ テ ィ 間 で は ， 先 行 刺 激 の 感 情 価

に よ る 影 響 を 受 け な い 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。 た だ し ， 先 行 し た 音 の

感 情 価 へ ニ オ イ の 快 不 快 が 近 づ く よ う に 評 価 さ れ た と い う ， 同 化 の

傾 向 を 示 し た 報 告 も あ る （ S e o  &  H u m m e l ,  2 0 1 1）。 ま た ， 不 快 な 嗅 覚

刺 激 の 先 行 提 示 が 触 覚 刺 激 を よ り 不 快 に 評 価 さ せ た と い う 報 告 も あ

る （ C r o y ,  D ' A n g e l o ,  &  O l a u s s o n ,  2 0 1 4）。 い ず れ の 研 究 も ， 異 な る 感 覚

刺 激 間 に 概 念 的 な 関 連 性 は 無 く ， 先 行 刺 激 と の 関 連 性 が 無 い 場 合 に

は 同 化 の 現 象 が 起 き や す い こ と も 考 え ら れ る 。  

 

本 章 の 検 討 点  

 本 章 で は ， 系 列 評 価 の 過 程 に お い て ， 対 象 刺 激 間 の 関 係 性 が ニ オ

イ の 知 覚 へ 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し た 。 刺 激 を 系 列 的 に 処 理 す る

過 程 で ， 先 行 刺 激 が ど の よ う な ま と ま り を 持 つ も の で あ る か が 把 握

さ れ る こ と で ， 次 の 刺 激 に 対 す る 評 価 者 の 構 え が 形 成 さ れ る 。 そ の

構 え に 対 応 し て 後 続 す る 刺 激 が 知 覚 さ れ ， そ の 知 覚 結 果 が 評 価 と し
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て 出 力 さ れ る 。 こ の 知 覚 過 程 を 踏 ま え ， 本 章 で は 以 下 の 3 点 に つ い

て 検 討 し た 。  

 実 験 1 で は ， あ る ニ オ イ の 快 不 快 が ， そ れ が 属 す る ニ オ イ カ テ ゴ

リ の 多 様 性 に よ り 変 動 す る か 検 討 し た 。 様 々 な カ テ ゴ リ の ニ オ イ に

よ り 構 成 さ れ た 刺 激 セ ッ ト か ら ， 単 一 カ テ ゴ リ の ニ オ イ か ら 成 る 刺

激 セ ッ ト ま で カ テ ゴ リ 内 の ニ オ イ の 弁 別 性 が 異 な る 三 つ の 刺 激 セ ッ

ト の 中 に ， 共 通 の 刺 激 を 含 め た ニ オ イ の 快 不 快 評 価 を 比 較 し た 。  

 次 に ， 先 行 刺 激 と は 特 徴 が 異 な り ， 系 列 評 価 の 過 程 で 形 成 さ れ た

構 え に よ る 評 価 者 の 予 期 と 一 致 し な い 刺 激 が 出 現 し た 場 合 に ， そ の

後 続 刺 激 に 対 す る 評 価 に ど の よ う な 影 響 が あ る か を 検 討 し た 。 実 験

2 で は ， 先 行 刺 激 と の カ テ ゴ リ 変 化 （ 食 品 の ニ オ イ か 否 か ） に よ る

ニ オ イ 質 へ の 影 響 に 焦 点 を 当 て た 。 実 験 3 で は ， 先 行 刺 激 と の 濃 度

差 に よ る 影 響 を ， そ し て 実 験 4 か ら 5 で は ，感 情 価（ 実 験 4， 5）の

差 異 に よ る ニ オ イ の 知 覚 へ の 影 響 に つ い て ， 系 列 効 果 に お け る 対 比

の 現 象 に 関 す る 先 行 研 究 の 刺 激 系 列 を 参 考 に 実 施 し た 。  

 刺 激 の 系 列 評 価 を 行 う 場 合 に は 通 常 ， ニ オ イ に 対 す る 先 入 観 を 評

価 者 に 与 え な い よ う に す る た め ， 対 象 刺 激 に 関 す る 情 報 は 与 え ず に

提 示 し て い る 。 次 に 出 現 す る 刺 激 の 特 徴 が 未 知 で あ る 場 合 ， 系 列 処

理 を 行 う 過 程 で ， 先 に 嗅 い だ ニ オ イ に よ っ て 形 成 さ れ た 構 え が ， 次

の 刺 激 を 嗅 ぐ 度 に 更 新 さ れ て い く と 考 え ら れ る 。 こ れ に 対 し て ， 事

前 に 評 価 対 象 の ニ オ イ を 知 覚 的 に 経 験 す る こ と に よ っ て ， 対 象 刺 激

に つ い て の 構 え が あ ら か じ め 形 成 さ れ て い た 場 合 で は ， 刺 激 間 の 関

係 性 を 踏 ま え た 上 で の 評 価 が 行 わ れ ， 刺 激 文 脈 か ら の 影 響 は 受 け 難

く な る と 推 測 さ れ る 。 そ こ で ， 実 験 6 で は ， ニ オ イ の 快 不 快 評 価 に

お け る 評 定 順 序 間 で の 変 動 に 対 象 刺 激 の 事 前 提 示 が 及 ぼ す 影 響 を 検

討 し た 。 ま た 実 験 7 で は ， 実 験 1 で 用 い た ニ オ イ の 弁 別 性 の 程 度 が

異 な る 刺 激 セ ッ ト に つ い て ， ニ オ イ の 質 的 特 徴 を 表 す 形 容 語 に よ る

ニ オ イ の 評 価 を 行 い ， 刺 激 セ ッ ト の ニ オ イ の 関 係 性 に 対 す る 構 え の

事 前 の 有 無 に よ っ て ，ニ オ イ の 質 の 評 価 基 準 が 変 化 す る か 検 討 し た 。  
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2 . 1  評 価 対 象 の カ テ ゴ リ  

 

2 . 1 . 1  属 す る カ テ ゴ リ の 多 様 性 が ニ オ イ の 快 不 快 へ 及 ぼ す 影 響  

   ［ 実 験 1］ 4  

 

目 的  

 あ る ニ オ イ に 対 す る 快 不 快 の 知 覚 が ， 同 一 の 知 覚 場 面 に 存 在 す る

他 の ニ オ イ と の 関 係 性 に よ っ て 変 動 す る か を 検 討 し た 。 同 一 の ニ オ

イ が ， ニ オ イ 間 の 知 覚 的 弁 別 性 が 相 対 的 に 異 な る 三 つ の ニ オ イ カ テ

ゴ リ に そ れ ぞ れ 属 し た 場 合 の 快 不 快 度 の 違 い を 比 較 し た 。 ニ オ イ の

知 覚 的 弁 別 性 の 違 い は ， ニ オ イ の 多 様 性 を 示 す も の で あ り ， 標 的 刺

激 と し た ニ オ イ と の 関 係 性 を 変 化 さ せ る も の と 考 え ら れ る 。 本 実 験

で は ，ニ オ イ の 物 質 的 発 生 源 の 異 な る 材 料 を 嗅 覚 刺 激 と す る こ と で ，

ニ オ イ 間 の 知 覚 的 弁 別 性 を 操 作 し た 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  学 生 6 1 名 （ う ち 女 性 3 4 名 ， 平 均 2 1 . 1± 1 . 4 歳 ） が 参 加

し た 。 実 験 に 先 立 っ て 特 に 嗅 覚 検 査 は 行 わ な か っ た が ， 実 験 中 に ，

ニ オ イ を 嗅 ぐ こ と に 困 難 を 訴 え た 者 は い な か っ た （ 本 研 究 で 行 っ た

以 降 の 実 験 で も 同 様 ）。  

刺 激  概 念 的 に も ， ニ オ イ の 物 質 的 発 生 源 と し て も 階 層 が 異 な り ，

ニ オ イ の 弁 別 性 が 相 対 的 に 異 な る 三 つ の カ テ ゴ リ を 用 い た 。 弁 別 性

高 カ テ ゴ リ と し て ， 日 常 生 活 の 中 で 接 す る 食 品 や 生 活 用 品 な ど で ニ

オ イ の す る も の 8 種 （ ぬ か み そ ， に ん に く ， 消 毒 液 ， 木 ， 煮 干 し ，

ピ ー ナ ツ ， キ ャ ラ メ ル ， ジ ャ ス ミ ン テ ィ ） を ， 日 本 人 に 馴 染 み の あ

                                                        

4  実 験 1 は 3 6 t h  A s s o c i a t i o n  f o r  C h e m o r e c e p t i o n  S c i e n c e s  A n n u a l  M e e t i n g に て

ポ ス タ ー 形 式 で 発 表 さ れ た 。  
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る 日 常 生 活 臭 の 分 類 （ 斉 藤 ・ 綾 部 ， 2 0 0 2） を 参 考 に 選 定 し た 。 弁 別

性 中 カ テ ゴ リ と し て ， フ レ ー バ ー テ ィ 8 種 （ カ モ ミ ー ル ， ラ ベ ン ダ

ー ， バ ニ ラ ， シ ナ モ ン ， モ モ ， ジ ャ ス ミ ン ， グ レ ー プ フ ル ー ツ ， リ

ン ゴ ） を ， 弁 別 性 低 カ テ ゴ リ と し て ， 銘 柄 の 異 な る 8 種 の ジ ャ ス ミ

ン テ ィ を 用 い た 。各 ニ オ イ の 提 示 分 量 を Ta b l e  2 - 1 - 1 に 示 し た 。三 つ

す べ て の カ テ ゴ リ に 属 す る 1 種 の ジ ャ ス ミ ン テ ィ を 標 的 刺 激 と し た 。

日 常 生 活 臭 は す べ て 実 物 を 材 料 と し ， フ レ ー バ ー テ ィ と ジ ャ ス ミ ン

テ ィ は 茶 葉 を 材 料 と し た 。 各 刺 激 材 料 は ， 9 . 5× 7 . 0 c m の ポ リ エ ス テ

ル と ポ リ エ チ レ ン の 複 合 繊 維 素 材 で あ る 茶 パ ッ ク に 提 示 分 量 を 入 れ

た も の を ， 容 積 2 5 0 m l の 無 臭 素 材 で あ る ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 ボ ト ル へ

入 れ 作 成 し た （ F i g u r e  2 - 1 - 1）。 刺 激 材 料 か ら 揮 発 し た ボ ト ル 内 の ヘ

ッ ド ス ペ ー ス ガ ス を 嗅 覚 刺 激 と し て 実 験 参 加 者 に 提 示 し た 。 ボ ト ル

の 内 側 胴 部 に は 白 色 の 紙 を 巻 き ， 刺 激 材 料 が 見 え な い よ う に し た 。  

手 続 き 実 験 参 加 者 に 対 し て 嗅 覚 疲 労 に よ る 負 担 を 与 え る こ と が 懸

念 さ れ た た め ， 初 め に 弁 別 性 中 カ テ ゴ リ の ニ オ イ を 評 定 し た 後 に ，

弁 別 性 高 カ テ ゴ リ （ 中 高 群 3 0 名 ）， あ る い は 弁 別 性 低 カ テ ゴ リ （ 中

低 群 3 1 名 ） を 評 定 す る 2 群 に 分 け た 。  

 ニ オ イ の 快 不 快 度 お よ び 強 度 に つ い て ， カ テ ゴ リ 別 に 1 種 ず つ 評

定 を 行 っ た 。 各 ニ オ イ の 評 定 に お い て ， 実 験 参 加 者 は ボ ト ル の 蓋 を

開 け て 鼻 先 を 近 づ け 一 呼 吸 分（ 約 1～ 4 秒 ）嗅 い だ 後 に ，ニ オ イ の 快

不 快 度 お よ び 強 度 の 順 序 で 評 定 し た 。 評 定 尺 度 に は ， 提 示 さ れ た 視

覚 的 な 線 分 の 長 さ に よ っ て 程 度 を 表 す 1 0 0 m m の V i s u a l  A n a l o g  S c a l e

（ 以 下 VA S） を 用 い た （ F i g u r e  2 - 1 - 2）。 快 不 快 度 評 定 は ， 線 分 の 左

端 に「 不 快 」，右 端 に「 快 」の ラ ベ ル を ，強 度 評 定 は ，左 端 に「 無 」，

右 端 に 「 強 」 の ラ ベ ル を 付 し た 尺 度 を 用 い た 。 VA S は ， ス ク リ プ ト

言 語 H o t  S o u p  P r o c e s s o r  v e r .  3 . 1 に よ り 作 成 さ れ た プ ロ グ ラ ム に よ り ，

コ ン ピ ュ ー タ 上 で 提 示 し た 。 実 験 参 加 者 は ， デ ィ ス プ レ イ 上 に 提 示

さ れ た 尺 度 の 適 当 な 箇 所 に ， マ ウ ス で マ ー カ ー を 移 動 さ せ る こ と に   
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Ta b l e  2 - 1 - 1  

実 験 1 で 用 い た 嗅 覚 刺 激 材 料 と 提 示 分 量  

カ テ ゴ リ  嗅 覚 刺 激 材 料  提 示 分 量 （ g）  

弁 別 性 高  

日 常 生 活 臭  

ピ ー ナ ッ ツ  

煮 干 し  

乾 燥 に ん に く  

ぬ か み そ  

キ ャ ラ メ ル （ ス ナ ッ ク 菓 子 ）  

木 （ 1 0 %  c e d e r  w o o d  o i l）  

消 毒 液 （ ク レ ゾ ー ル 石 鹸 液 ）  

ジ ャ ス ミ ン テ ィ  

1 0 . 0  

1 0 . 0  

 7 . 0  

1 0 . 0  

1 4 . 0  

 0 . 5  

0 . 0 1  

 5 . 0  

弁 別 性 中  

フ レ ー バ ー テ ィ  

シ ナ モ ン  

グ レ ー プ フ ル ー ツ  

リ ン ゴ  

モ モ  

バ ニ ラ  

カ モ ミ ー ル  

ラ ベ ン ダ ー  

ジ ャ ス ミ ン  

 5 . 0  

1 0 . 0  

 7 . 0  

1 0 . 0  

1 3 . 0  

1 0 . 0  

 8 . 0  

 9 . 0  

弁 別 性 低  

ジ ャ ス ミ ン テ ィ  

A  

B  

C  

D      異 な る 銘 柄 8 種  

E  

F  

G  

標 的 刺 激（ 他 カ テ ゴ リ と 共 通 ） 

全 て 1 0 . 0  
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F i g u r e  2 - 1 - 1  嗅 覚 刺 激 を 提 示 し た ボ ト ル  

※ 実 験 参 加 者 は 上 部 の 蓋 を 開 け て 中 の ニ オ イ を 嗅 い だ  

 

 

 

 

 

F i g u r e  2 - 1 - 2  快 不 快 度 の 評 定 に 用 い た V i s u a l  A n a l o g  S c a l e  

※ 線 分 の 中 心 に あ る マ ー カ ー を 当 て は ま る 位 置 へ 動 か し て 評 定 し た  

  

不

快  

快  
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よ っ て 評 定 を 行 っ た 。 各 カ テ ゴ リ 8 種 の ニ オ イ は 実 験 参 加 者 間 で ラ

ン ダ ム な 順 番 に 提 示 し ， 各 ニ オ イ の 評 定 間 に は 嗅 覚 疲 労 が 起 き な い

よ う 十 分 な イ ン タ ー バ ル を と っ た 。 ブ ロ ッ ク 間 に は 5 分 程 度 の 休 憩

を 設 け た 。 各 実 験 参 加 者 は ， 二 つ の カ テ ゴ リ の ニ オ イ に つ い て 評 定

を 行 っ た 後 ， 改 変 さ れ た OA S の 2 0 項 目 （ c f .  第 1 章 1 . 4 節 ） へ 回 答

し ， 実 験 を 終 了 し た 。  

 

結 果  

カ テ ゴ リ 間 の 階 層 性 の 確 認  各 ニ オ イ に 対 す る 快 不 快 度 評 定 値 の ば

ら つ き を 示 す 変 動 係 数 を カ テ ゴ リ 別 に 算 出 し た と こ ろ ， 弁 別 性 高 カ

テ ゴ リ か ら 低 カ テ ゴ リ に か け て 変 動 係 数 の 値 は 低 下 し た （ 日 常 生 活

臭 0 . 5 2，フ レ ー バ ー テ ィ 0 . 4 1，ジ ャ ス ミ ン テ ィ 0 . 2 8）。す な わ ち ，カ

テ ゴ リ 内 の ニ オ イ の 弁 別 性 が 低 下 す る に 従 っ て ， ニ オ イ の 間 で 知 覚

さ れ る 快 不 快 の 差 も 小 さ く な っ た こ と が 示 さ れ た （ F i g u r e  2 - 1 - 3）。  

標 的 刺 激 に 対 す る 評 価 の カ テ ゴ リ 間 比 較  群 の 構 成 上 ， 弁 別 性 中 カ

テ ゴ リ の 評 定 値 で 実 験 参 加 者 が 重 複 し て い る た め ， 群 間 お よ び 群 内

で そ れ ぞ れ 比 較 検 定 を 行 っ た 。 強 度 に つ い て は ， 中 低 群 に お い て ，

弁 別 性 中 カ テ ゴ リ に 属 し た 場 合 ［ 平 均 （ 以 下 ， M） =  4 6 . 2 9 ,  標 準 誤

差（ 以 下 ，S E）=  4 . 1 9］に ，弁 別 性 低 カ テ ゴ リ に 属 し た 場 合（ M  =  5 4 . 7 4 ,  

S E  =  2 . 8 1）よ り も 弱 く 評 定 さ れ た 傾 向 が あ っ た（ t  3 0  =  - 1 . 9 5 ,  p  =  . 0 6 ,  

d  =  0 . 4 3）。  

 各 カ テ ゴ リ に 属 し た 場 合 の 標 的 刺 激 に 対 す る 快 不 快 度 評 定 値 を

F i g u r e  2 - 1 - 4 に 示 し た 。ま ず 群 内 で 比 較 し た 結 果 ，標 的 刺 激 の 快 度 は ，

三 つ の 中 で 最 も 弁 別 性 が 高 い 日 常 生 活 臭 カ テ ゴ リ に 属 し た 場 合 に ，

弁 別 性 が 中 程 度 の フ レ ー バ ー テ ィ カ テ ゴ リ に 属 し た 場 合 よ り も 高 か

っ た （ t  2 9  =  - 2 . 5 2 ,  p  <  . 0 5 ,  d  =  0 . 3 8）。 ま た ， 弁 別 性 が 最 も 低 い ジ ャ

ス ミ ン テ ィ カ テ ゴ リ に 属 し た 場 合 に ， 弁 別 性 中 カ テ ゴ リ に 属 し た 場

合 よ り も 快 度 が 低 か っ た （ t  3 0  =  3 . 4 9 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  0 . 7 6）。 群 間 で 比 較

し た 結 果 ， 弁 別 性 低 カ テ ゴ リ に 比 べ て 弁 別 性 高 カ テ ゴ リ に 属 し た 場   
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F i g u r e  2 - 1 - 3  各 カ テ ゴ リ の ニ オ イ の 快 不 快 度 評 定 値  

※ 灰 色 の 棒 グ ラ フ は 標 的 刺 激 。 エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 。  

 

F i g u r e  2 - 1 - 4  各 カ テ ゴ リ に 属 し た 標 的 刺 激 の 快 不 快 度  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  
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合 に 快 度 が 高 か っ た （ t  5 9  =  3 . 1 3 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  0 . 8 2）。 弁 別 性 中 カ テ ゴ

リ に 属 し た 場 合 の 標 的 刺 激 に 対 す る 快 不 快 度 に 群 間 で 差 は な か っ た

（ t  5 9  =  - 1 . 2 9 ,  n s ,  d  =  0 . 3 4）。  

ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ の 違 い に よ る 影 響  全 実 験 参 加 者 の OA S 合

計 得 点 に つ い て ， 3 3（ 6 9 点 ） お よ び 6 6（ 7 6 点 ） パ ー セ ン タ イ ル 値

に よ り ， 得 点 の 高 群 （ 第 1 群  1 2 名 ， 第 2 群 1 0 名 ） と 低 群 （ 第 1 群

9 名 ，第 2 群 1 3 名 ）に 分 類 し た 。カ テ ゴ リ 別 に ，快 不 快 度 評 定 値 を

み る と ，日 常 臭（ 高 得 点 群 M  =  5 3 . 3 6 ,  S E  =  2 . 5 0，低 得 点 群 M  =  4 8 . 2 1 ,  

S E  =  1 . 8 7）， フ レ ー バ ー テ ィ （ 高 得 点 群 M  =  5 9 . 8 8 ,  S E  =  2 . 7 4， 低 得

点 群 M  =  5 5 . 8 7 ,  S E  =  2 . 0 9），ジ ャ ス ミ ン テ ィ（ 高 得 点 群 M  =  5 5 . 5 6 ,  S E  

=  1 . 5 1， 低 得 点 群 M  =  5 2 . 8 0 ,  S E  =  2 . 1 7） カ テ ゴ リ の い ず れ に お い て

も ，高 得 点 群 が 低 得 点 群 よ り 快 度 を 高 く 評 定 す る 傾 向 が 認 め ら れ た 。

し か し ， 統 計 的 に は 非 有 意 で あ っ た （ a l l  t s  ≤  1 . 5）。  

 ま た ， 標 的 刺 激 に 対 す る 快 不 快 度 評 定 値 に つ い て ， OA S 得 点 群 ×

カ テ ゴ リ の 2 要 因 混 合 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 ， 第 1 群 ， 第 2 群 と も

に ， カ テ ゴ リ の 主 効 果 の み が 有 意 で あ っ た 。 標 的 刺 激 が 弁 別 性 中 カ

テ ゴ リ に 属 し た 場 合 と 比 較 し て ， 高 カ テ ゴ リ に 属 し た 場 合 の 快 度 が

高 く （ 第 1 群 ： F  1 ,  2 7  =  5 . 6 3 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 0 3）， 弁 別 性 低 カ テ ゴ リ に

属 し た 場 合 に よ り 快 度 が 低 か っ た（ 第 2 群： F  1 ,  2 8  =  1 1 . 1 1 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  

=  . 1 1）。 し た が っ て ， 属 す る カ テ ゴ リ に よ る 標 的 刺 激 の 快 不 快 度 の

変 動 は ， ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ の 個 人 差 に よ ら ず 同 様 で あ っ た 。  

 

考 察  

 本 実 験 で 用 い た 三 つ の ニ オ イ カ テ ゴ リ は ， 物 質 的 発 生 源 が 階 層 的

に 異 な り ， 互 い の 弁 別 性 の 高 さ も 異 な る も の で あ る こ と が 確 認 さ れ

た 。 カ テ ゴ リ の 弁 別 性 が 低 下 （ す な わ ち ， 質 的 な 類 似 性 が 向 上 ） す

る に 従 い ， 各 種 ニ オ イ の 間 の 快 不 快 の 差 が 縮 小 す る こ と が 認 め ら れ

た 。ま た ，標 的 刺 激 に 対 す る 快 不 快 度 評 定 値 の カ テ ゴ リ 間 比 較 よ り ，

同 一 の ニ オ イ に 対 す る 快 不 快 は ， そ の ニ オ イ が 属 す る カ テ ゴ リ に 含
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ま れ る 他 の ニ オ イ と の 快 不 快 の 差 異 に よ っ て 相 対 的 に 変 動 す る こ と

が 示 さ れ た 。  

本 実 験 で 扱 っ た 三 つ の カ テ ゴ リ の 中 で ， 最 も 弁 別 性 の 高 い 日 常 生

活 臭 は ， こ れ に 属 す る 8 種 の ニ オ イ を ， ピ ー ナ ツ や キ ャ ラ メ ル な ど

の 「 食 品 の ニ オ イ 」 と ， 木 や 消 毒 液 な ど の 「 非 食 品 の ニ オ イ 」 の カ

テ ゴ リ に 分 類 で き る 。 本 実 験 で 行 っ た ニ オ イ の 評 定 順 序 は 実 験 参 加

者 間 で ラ ン ダ ム で あ っ た が ， ニ オ イ の 評 価 順 序 に よ っ て 後 に 嗅 い だ

ニ オ イ の 知 覚 が 影 響 を 受 け る 可 能 性 も あ る 。 た と え ば ， 同 じ ピ ー ナ

ツ の ニ オ イ で も ， 先 に 非 食 品 の ニ オ イ を 何 種 類 か 続 け て 評 価 し た 後

に 嗅 い だ 場 合 に は ， 非 食 品 の ニ オ イ が 続 い た こ と に よ っ て 次 も 同 様

の カ テ ゴ リ の ニ オ イ で あ ろ う と い う ， 評 価 者 の 構 え と 不 一 致 の ニ オ

イ が 提 示 さ れ る た め に ， 先 行 刺 激 が 無 か っ た 場 合 と 比 べ て ， ピ ー ナ

ツ の ニ オ イ に 対 す る 印 象 が 変 化 す る 可 能 性 も あ る 。 そ こ で ， 次 の 実

験 2 で は ， 系 列 評 価 に お け る 時 間 的 順 序 の 要 因 に 焦 点 を 当 て ， 先 行

し た ニ オ イ と 後 続 し た ニ オ イ と が ， 食 品 の ニ オ イ か 否 か と い う 点 で

カ テ ゴ リ が 異 な る 場 合 に ， 後 続 し た ニ オ イ に 対 す る 質 の 知 覚 が 影 響

を 受 け る か 検 討 し た 。   
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2 . 1 . 2  先 行 刺 激 と の カ テ ゴ リ 変 化 が ニ オ イ の 質 へ 及 ぼ す 影 響  

［ 実 験 2］  

 

目 的  

 本 実 験 で は ， 先 行 評 価 し た ニ オ イ と は カ テ ゴ リ が 異 な る ニ オ イ が

続 い た 場 合 に ，後 続 し た ニ オ イ の 質 の 知 覚 が 変 容 す る か を 検 討 し た 。

序 論 で も 述 べ た よ う に ， 本 研 究 に お け る ニ オ イ の 質 （ ま た は 質 的 特

徴 ） は ， 具 体 的 な ニ オ イ の 発 生 源 で は な く ， 他 の 感 覚 経 験 を 表 す 形

容 語 に よ り 記 述 さ れ る ニ オ イ の 知 覚 的 側 面 を 指 す 。  

 先 行 刺 激 と 後 続 す る 標 的 刺 激 の 間 で 変 化 す る カ テ ゴ リ に は ， ニ オ

イ の 可 食 性（ e d i b i l i t y）を 利 用 し た 。可 食 性 の 知 覚 は ，食 物 摂 取 に お

い て 重 要 な 役 割 を 持 ち ，快 不 快 と 密 接 に 関 連 す る 次 元 で あ る（ Z a r z o ,  

2 0 0 8）。ニ オ イ や フ レ ー バ ー に 対 す る 嗜 好 性 が ，胎 児 期 の 母 親 の 摂 食

習 慣 や ， 新 生 児 期 の 摂 食 経 験 に よ っ て ， 早 期 の 発 達 段 階 で 形 成 さ れ

る こ と か ら も （ H a l l e r  e t  a l . ,  1 9 9 9 ;  M e n n e l l a  e t  a l . ,  2 0 0 1 ;  S c h a a l  e t  a l . ,  

2 0 0 0），可 食 性 の 判 断 は ，嗅 覚 の 基 本 的 か つ 重 要 な 側 面 と い え る 。ま

た 嗅 覚 系 に は ， 同 定 の 困 難 さ と い う 特 性 が あ る が ， 馴 染 み の あ る 食

品 の ニ オ イ に 対 し て は ， そ の 物 質 的 発 生 源 が 同 定 で き な い 場 合 で も

可 食 性 の 判 断 が 可 能 と さ れ て い る （ Ay a b e - K a n a m u r a  e t  a l . ,  1 9 9 8）。 こ

れ よ り ， 食 品 ま た は 非 食 品 の ニ オ イ を 実 験 刺 激 に 用 い る こ と で ， 嗅

覚 情 報 の み で 先 行 刺 激 と の カ テ ゴ リ 変 化 を 評 価 者 に 認 識 さ せ る こ と

が 可 能 と 考 え た 。  

 た と え ば ， 食 品 の ニ オ イ を 続 け て 評 価 す る こ と に よ っ て ， 評 価 者

に 対 し て 次 も 食 品 に 関 連 す る ニ オ イ が 提 示 さ れ る で あ ろ う と い う 期

待 が 促 さ れ ， 次 の ニ オ イ の 知 覚 に 対 す る 構 え が 形 成 さ れ る 。 そ こ で

食 品 で は な い ニ オ イ が 提 示 さ れ る と ， 評 価 者 の 期 待 は 裏 切 ら れ る こ

と に な る 。 そ の 場 合 に ， 本 来 は 捉 え ら れ る は ず の ニ オ イ の 質 的 特 徴

が 変 化 す る 可 能 性 が あ る 。 本 実 験 で は ， 食 品 の ニ オ イ の 後 に 非 食 品

の ニ オ イ が 続 い た 場 合 と ，そ の 逆 の 場 合 に つ い て そ れ ぞ れ 検 討 し た 。 
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方 法  

実 験 参 加 者  学 生 3 2 名 （ う ち 女 性 2 0 名 ， 平 均 2 1 . 5 3± 3 . 0 1 歳 ） が ，

食 品 先 行 群 と 非 食 品 先 行 群 に 1 6 名 ず つ 分 か れ て 参 加 し た 。  

刺 激 食 品 の ニ オ イ と し て ， に ん に く ， ピ ー ナ ツ ， キ ャ ラ メ ル を ，

食 品 で は な い ニ オ イ と し て ，石 鹸 ，木 ，バ ラ を 用 い た（ Ta b l e  2 - 1 - 2）。

木 の ニ オ イ に は c e d a r  w o o d  o i l を ， バ ラ の ニ オ イ に は p h e n y l  e t h y l  

a l c o h o l を 用 い ，楽 に 嗅 げ る 程 度 の 強 度 に な る よ う ， d i e t h y l  p h t h a l a t e

に よ り 質 量 パ ー セ ン ト 濃 度 1 0 %に 希 釈 し た 。 そ の 他 の 嗅 覚 刺 激 は 全

て 実 物 を 材 料 と し た 。 選 定 調 査 で 求 め た 可 食 度 評 価 （ 0 食 べ ら れ な

い ～ 1 0 0 食 べ ら れ る： VA S）の 結 果 よ り ，可 食 度 の 判 断 と ニ オ イ の 命

名 が 容 易 な ニ オ イ と し て ， ピ ー ナ ツ （ 可 食 度 M  =  8 9 . 6 3 ,  S E  =  4 . 8 2）

と 石 鹸（ M  =  3 . 0 0 ,  S E  =  1 . 1 1）を ，食 品 の ニ オ イ と 食 品 で な い ニ オ イ

の 標 的 刺 激 と し て そ れ ぞ れ 選 定 し た 。 先 行 刺 激 に は ， 食 品 先 行 群 で

は 食 品 の ニ オ イ を ， 非 食 品 先 行 群 で は 食 品 で は な い ニ オ イ を そ れ ぞ

れ 3 種 用 い た 。 ニ オ イ の 提 示 方 法 は ， 実 験 1 と 同 様 で あ っ た 。  

ニ オ イ の 質 の 評 価 用 語  2 4 の 形 容 詞 を 用 い た 。こ れ ら は ，S D 法 に よ

る ニ オ イ の 評 価 を 行 っ た 先 行 研 究 （ D a l t o n ,  M a u t e ,  O s h i d a ,  H i k i c h i ,  &  

I z u m i ,  2 0 0 8）で 用 い ら れ た 形 容 詞 5 0 対（ 計 1 0 0 語 ）を ，原 語（ 英 語 ）

の 意 味 に 近 い 日 本 語 へ 翻 訳 し た 上 で ， 嗅 覚 心 理 学 を 専 門 と す る 3 名

に よ り ，ニ オ イ の 質 の 評 価 に 適 切 な 記 述 語 と し て 選 定 さ れ た（ Ta b l e  

2 - 1 - 3）。  

手 続 き 実 験 は 二 つ の セ ッ シ ョ ン で 構 成 さ れ た（ F i g u r e  2 - 1 - 5）。第 1

セ ッ シ ョ ン に お い て ， 実 験 参 加 者 は 各 ニ オ イ を 一 呼 吸 分 嗅 い で ， 2 4

形 容 詞 と の 当 て は ま り 度 を 1 0 0 m m の VA S（ 全 く 異 な る ～ 完 全 に 一 致

す る ） で 評 定 し た 。 食 品 先 行 群 は ， 先 行 刺 激 で あ る ピ ー ナ ツ ， キ ャ

ラ メ ル ， に ん に く に 続 い て ， 標 的 刺 激 で あ る 石 鹸 を 評 定 し た 。 非 食

品 先 行 群 は ， 石 鹸 ， バ ラ ， 木 に 続 い て ， 標 的 刺 激 で あ る ピ ー ナ ツ を   
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Ta b l e  2 - 1 - 2  

実 験 2 で 用 い た 嗅 覚 刺 激 材 料 お よ び 提 示 分 量  

 嗅 覚 刺 激 材 料  提 示 分 量 （ ｇ ） 

食 品 の  

ニ オ イ  

ピ ー ナ ツ  1 0 . 0  

キ ャ ラ メ ル  1 5 . 0  

乾 燥 に ん に く   7 . 0  

非 食 品 の  

ニ オ イ  

固 形 石 鹸   4 . 0  

バ ラ （ 1 0 %  p h e n y l  e t h y l  a l c o h o l）  0 . 7  

木 （ 1 0 %  c e d a r  w o o d  o i l）   1 . 0  

 

 

Ta b l e  2 - 1 - 3  

ニ オ イ の 質 の 評 価 に 用 い た 2 4 形 容 詞  

形 容 詞 項 目  

あ い ま い な  女 性 的  力 強 い  

明 る い  人 工 的 な  特 徴 的 な  

温 か い  新 鮮 な  濁 っ た  

甘 い  シ ン プ ル な  ネ ガ テ ィ ブ な  

重 い  ス パ イ シ ー な  深 い  

活 気 の あ る  鋭 い  複 雑 な  

腐 っ た  澄 ん だ  ポ ジ テ ィ ブ な  

質 素 な  清 潔 な  柔 ら か い  
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評 定 し た 。 各 群 で 1 番 目 に 評 価 す る 先 行 刺 激 は ， 他 方 の 群 に お け る

標 的 刺 激 と す る こ と で ，評 定 値 を 比 較 す る た め の 統 制 刺 激 と し た 。2

番 目 以 降 の 先 行 刺 激 の 評 定 順 序 は ， 実 験 参 加 者 間 で カ ウ ン タ バ ラ ン

ス さ れ た 。 な お ， 同 じ ニ オ イ を 何 度 も 嗅 ぐ こ と に よ る 嗅 覚 疲 労 の 影

響 を 実 験 参 加 者 に 伝 え た 上 で ， 評 定 中 の 嗅 ぎ 直 し は 可 と し た 。 約 5

分 間 の 休 憩 後 ， 第 2 セ ッ シ ョ ン に お い て ， 実 験 参 加 者 は 再 度 各 ニ オ  

イ を 一 呼 吸 分 ず つ 嗅 ぎ ， 強 度 （ 無 ～ 強 ）， 快 不 快 度 （ 不 快 ～ 快 ）， 可

食 度（ 食 べ ら れ な い ～ 食 べ ら れ る ），接 触 頻 度（ 全 く 接 し な い ～ 非 常

に よ く 接 す る ），熟 知 度（ 全 く 知 ら な い ～ 非 常 に よ く 知 っ て い る ）を

1 0 0 m の VA S で 評 定 し ， 可 能 な 場 合 は ニ オ イ の 命 名 も 併 せ て 回 答 し

た 。 全 て の 評 定 が 終 了 後 ， 改 変 さ れ た OA S 2 0 項 目 へ の 回 答 を 行 い ，

実 験 を 終 了 と し た 。  

 

結 果  

実 験 に 用 い た ニ オ イ の 特 徴  

食 品 の ニ オ イ と 非 食 品 の ニ オ イ の 可 食 度 比 較  各 ニ オ イ に 対 す る ，

強 度 ， 快 不 快 度 ， 可 食 度 ， 接 触 頻 度 ， 熟 知 度 の 各 評 定 値 を ， 群 別 に

F i g u r e  2 - 1 - 6 に 示 し た 。 は じ め に ， 先 行 刺 激 3 種 と 標 的 刺 激 の 間 で ，

設 定 通 り に 可 食 性 判 断 が 行 わ れ た か を 群 別 に 確 認 し た 。 1 要 因 参 加

者 内 分 散 分 析 の 結 果 ，非 食 品 先 行 群 に お い て 主 効 果 が 有 意 で あ り（ F  

3 ,  4 5  =  2 1 . 9 7 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 2 7），H o l m 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果（ 以 下 ，

本 研 究 で 実 施 し た 多 重 比 較 は ，断 り が な い 限 り H o l m 法 を 使 用 し た ），

標 的 刺 激（ ピ ー ナ ツ ）の ニ オ イ の 可 食 度（ M  =  7 3 . 8 8 ,  S E  =  9 . 3 2）が ，

先 行 刺 激 で あ っ た 非 食 品 の ニ オ イ 3 種 （ M  =  1 1 . 8 3 ,  S E  =  2 . 9 8） よ り

も 有 意 に 高 か っ た （ M S e  =  7 3 2 . 0 1 ,  p s  <  . 0 5）。 食 品 先 行 群 で も 主 効 果

が 有 意 で あ り （ F  3 ,  4 5  =  5 3 . 1 5 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 5 2）， 標 的 刺 激 （ 石 鹸 ）

の ニ オ イ の 可 食 度 （ M  =  4 . 5 6 ,  S E  =  1 . 7 4）が ，先 行 刺 激 で あ っ た 食 品

の ニ オ イ 3 種 （ M  =  7 7 . 0 0 ,  S E  =  3 . 7 1） よ り も 有 意 に 低 か っ た （ M S e  =  

4 3 4 . 4 2 ,  p s  <  . 0 5）。 以 上 よ り ， 食 品 と 非 食 品 の ニ オ イ に 対 す る 可 食 性   
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    非 食 品 先 行 群 n = 1 6         食 品 先 行 群 n = 1 6  

 

F i g u r e  2 - 1 - 6  各 ニ オ イ に 対 す る 強 度 ， 快 不 快 度 ， 可 食 度 ，  

接 触 頻 度 ，熟 知 度 の 評 定 値（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  
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    非 食 品 先 行 群 n = 1 6         食 品 先 行 群 n = 1 6  

 

F i g u r e  2 - 1 - 6（ 続 き ） 各 ニ オ イ に 対 す る 強 度 ，快 不 快 度 ，可 食 度 ，  

接 触 頻 度 ， 熟 知 度 の 評 定 値  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  
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は ， 設 定 通 り に 実 験 参 加 者 に 判 断 さ れ て い た と い え る 。  

 た だ し ， に ん に く （ M  =  6 0 . 8 1 ,  S E  =  6 . 9 5） は ピ ー ナ ツ （ M  =  8 4 . 3 1 ,   

S E  =  5 . 5 6） と キ ャ ラ メ ル （ M  =  8 5 . 8 8 ,  S E  =  4 . 6 8） に 比 べ て 可 食 度 が

低 か っ た 。 に ん に く の ニ オ イ に つ い て は ， 食 品 に 関 す る 名 詞 （ キ ム

チ ， 香 辛 料 な ど ） に よ っ て 命 名 さ れ る 傾 向 が 高 く ， 食 品 の ニ オ イ と

し て 実 験 参 加 者 に 認 識 さ れ て い た と 考 え ら れ る が ， ニ オ イ の 快 度 が  

低 か っ た （ M  =  3 0 . 0 6 ,  S E  =  5 . 3 4） た め に 可 食 度 も 低 く 評 定 さ れ た 可  

能 性 が あ る 。  

ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ に お け る 個 人 差 の 影 響  実 験 参 加 者 の OA S

得 点 に つ い て ，全 実 験 参 加 者 の 得 点 範 囲 に お け る 3 3（ 7 2 点 ）お よ び

6 6（ 8 0 点 ）パ ー セ ン タ イ ル 値 を 基 準 に ， OA S 得 点 の 高 い 個 人 と 低 い

個 人 に 分 類 し た（ 非 食 品 先 行 群：高 8 名 ，そ の 他 8 名 ，食 品 先 行 群 ：

高 6 名 ，低 7 名 ）。非 食 品 先 行 群 で は ，OA S 低 群 に 分 類 さ れ た 実 験 参

加 者 数 が 4 名 と 少 な か っ た た め ， OA S 高 群 と そ れ 以 外 の 実 験 参 加 者

と の 間 で 比 較 し た 。 各 ニ オ イ に 対 す る 評 価 に つ い て ， 群 お よ び 評 価

項 目 別 に OA S の 得 点 群 間 で 比 較 し た 結 果 ，非 食 品 先 行 群 の 各 ニ オ イ

の 熟 知 度 に お い て ，OA S 得 点 高 群 が 全 体 的 に 高 い 傾 向 が あ っ た（ F  1 ,  

1 4  =  3 . 1 9 ,  p  <  . 1 0 ,  η 2  =  . 0 3）。  

 

先 行 刺 激 と の カ テ ゴ リ 変 化 に よ る ニ オ イ の 質 へ の 影 響  

ニ オ イ の 質 の 評 価 基 準  各 群 の ニ オ イ 質 の 評 価 基 準 を 確 認 す る た め

に ， ニ オ イ と 形 容 詞 の 当 て は ま り 度 の 評 定 値 に つ い て 群 別 に 主 成 分

分 析 を 行 っ た （ Ta b l e  2 - 1 - 4）。 そ の 結 果 ， 両 群 に お い て ， 第 1 主 成 分

は「 ポ ジ テ ィ ブ な 」「明 る い 」「女 性 的 な 」「清 潔 な 」な ど が 正 に ，「腐

っ た 」「ネ ガ テ ィ ブ な 」「複 雑 な 」な ど が 負 に 負 荷 し ，「快 － 不 快 」と

解 釈 さ れ た 。 第 2 主 成 分 は ， 群 間 で 負 荷 量 の 高 い 形 容 詞 が や や 異 な

っ て い た も の の ， い ず れ の 群 も 「 シ ン プ ル さ 」 と 解 釈 さ れ た 。 第 3

主 成 分 は ，非 食 品 先 行 群 で は「 質 素 さ 」，食 品 先 行 群 で は「 鋭 さ 」と  
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Ta b l e  2 - 1 - 4  

各 群 に お け る 主 成 分 分 析 結 果  

 

  

ポジティブな .898 明るい .847
明るい .856 女性的 .833
清潔な .815 清潔な .820
女性的 .794 ポジティブな .816
柔らかい .787 澄んだ .702
新鮮な .778 新鮮な .664
澄んだ .735 甘い .632
温かい .636 柔らかい .632
甘い .588 腐った -.811
活気のある .541 濁った -.788
腐った -.799 ネガティブな -.741
ネガティブな -.782 スパイシーな -.628
複雑な -.688 複雑な -.615
濁った -.671 重い -.562
重い -.633
鋭い -.573
スパイシーな -.554

寄与率 39.39% 35.73%
シンプルな .588 深い .686
深い .580 温かい .682
力強い .543 質素な -.705
特徴的な .503 シンプルな -.672
人工的な -.455

寄与率 10.44% 15.09%
(甘い) .429 鋭い .780
質素な -.608 力強い .689
(シンプルな) -.493 活気のある .526

あいまいな -.648
寄与率 8.33% 13.62%

累積寄与率 58.16% 64.44%

非食品文脈群 n=16 食品文脈群 n=16

第3主成分

第2主成分

第1主成分
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解 釈 さ れ た 。 以 上 の 結 果 を 基 に し て ， 次 に ， 標 的 刺 激 の ニ オ イ と 形

容 詞 の 当 て は ま り 度 に つ い て ， 群 間 で 比 較 し た 。  

食 品 の ニ オ イ に 対 す る 先 行 刺 激 の 影 響  非 食 品 先 行 群 の 標 的 刺 激 で

あ る 食 品 の ニ オ イ（ ピ ー ナ ツ ）に つ い て は ，可 食 度 評 定 値 が 5 0 未 満

で あ っ た 実 験 参 加 者 5 名 （ う ち 4 名 が 非 食 品 先 行 群 ） を 除 い て 分 析

を 行 っ た 。 こ の ニ オ イ を 1 番 目 に 評 定 し た 非 食 品 先 行 群 が 統 制 群 と

な る た め ， 群 × 2 4 形 容 詞 の 2 要 因 混 合 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 ， 交 互

作 用 が 有 意 で あ っ た（ F  2 3 ,  5 7 5  =  3 . 1 6 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 9）（ F i g u r e  2 - 1 - 7）。

単 純 主 効 果 検 定 の 結 果 ， 非 食 品 先 行 群 は 統 制 群 に 比 べ て ， ピ ー ナ ツ

の ニ オ イ と「 温 か い 」「柔 ら か い 」「女 性 的 な 」「深 い 」「重 い 」「複 雑

な 」 の 一 致 度 が 低 く ，「 鋭 い 」「 シ ン プ ル な 」 と の 一 致 度 は 高 か っ た

（ F  1 ,  2 5  =  9 . 0 8 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 1）。  

非 食 品 の ニ オ イ に 対 す る 先 行 刺 激 の 影 響  食 品 先 行 群 に お け る 標 的

刺 激 （ 石 鹸 ） に つ い て 上 記 と 同 様 に 分 析 し た 結 果 ， 群 の 主 効 果 が 有

意 で あ り（ F  1 ,  3 0  =  7 . 9 2 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 0 1），食 品 先 行 群（ M  =  4 8 . 8 9 ,  S E  

=  4 . 3 5） が 統 制 群 （ Ｍ  =  4 4 . 4 5 ,  S E  =  4 . 8 2） に 比 べ て 全 体 的 に 評 定 値

が 高 か っ た（ F i g u r e  2 - 1 - 8）。し か し ，交 互 作 用 は 非 有 意 で あ り（ F  2 3 ,  

6 9 0  =  1 . 0 8 ,  n s ,  η 2  =  . 0 2）， 食 品 の ニ オ イ が 先 行 し た 場 合 に ， 後 続 し た

非 食 品 で あ る 石 鹸 の ニ オ イ 質 へ の 影 響 は 認 め ら れ な か っ た 。た だ し ，

ニ オ イ の 各 特 性 項 目 の 評 定 値 に お い て は ， 接 触 頻 度 （ t  2 5  =  1 . 7 7 ,  p  

<  . 1 0 ,  d  =  0 . 7 4） お よ び 熟 知 度 （ t  2 5  =  2 . 5 2 ,  d  =  1 . 0 5） に お い て ， 食 品

の ニ オ イ が 先 行 し た 場 合 に よ り 低 く 評 定 さ れ て い た 。  

 

考 察  

 非 食 品 の ニ オ イ の 後 に 食 品 の ニ オ イ を 評 価 し た 群 で は ， ピ ー ナ ツ

の ニ オ イ に 対 す る ，「 温 か い 」「柔 ら か い 」「女 性 的 な 」「深 い 」「重 い 」

「 複 雑 な 」 の 当 て は ま り 度 が 統 制 群 に 比 べ て 低 く ，「 鋭 い 」「 シ ン プ

ル な 」 と の 当 て は ま り 度 は 高 く 評 定 さ れ た 。 非 食 品 先 行 群 で 抽 出 さ

れ た 主 成 分 に お い て ，「 温 か い 」「 柔 ら か い 」「 女 性 的 な 」 は ，「 快 －  
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F i g u r e  2 - 1 - 7  食 品 標 的 刺 激 （ ピ ー ナ ツ ） に お け る  

2 4 形 容 詞 と の 当 て は ま り 度  

（ *  p  <  . 0 5 ,  * *  p  <  . 0 1）  

  

*

**

*

**

**

*

*
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F i g u r e  2 - 1 - 8  非 食 品 標 的 刺 激 （ 石 鹸 ） に お け る  

2 4 形 容 詞 と の 当 て は ま り 度  
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不 快 」と 解 釈 さ れ た 第 1 主 成 分（ 寄 与 率 3 8 . 5 8 %）で 高 い 正 の 負 荷 量

を 示 す も の で あ り ，「重 い 」「複 雑 な 」「鋭 い 」は ，高 い 負 の 負 荷 量 を  

示 す も の で あ っ た 。ま た「 シ ン プ ル な 」は ，第 2 主 成 分（ 寄 与 率 1 0 . 0 7 %）

で「 質 素 な 」と と も に 高 い 負 の 負 荷 量 を 示 し た 形 容 詞 で あ り ，「深 い 」

は 「 特 徴 性 」 と 解 釈 さ れ た 第 3 主 成 分 （ 寄 与 率 9 . 6 1 %） で 高 い 正 の

負 荷 量 を 示 す も の で あ っ た 。 し た が っ て ， 食 品 の ニ オ イ で は な い と

い う 点 で ， ピ ー ナ ツ と は カ テ ゴ リ が 異 な る ニ オ イ を 先 行 評 価 し た こ

と に よ り ， ピ ー ナ ツ の ニ オ イ に 対 す る ポ ジ テ ィ ブ な 印 象 や 特 徴 性 が

低 下 す る 一 方 で ， よ り 単 純 で ， 鋭 さ を 持 つ ニ オ イ と し て 知 覚 さ れ る

傾 向 が 示 さ れ た 。  

 ま た ， ピ ー ナ ツ の ニ オ イ に 対 す る 命 名 率 は ， こ の ニ オ イ を 1 番 目

に 評 価 し た 食 品 先 行 群 で は 1 0 0 %で あ っ た の に 対 し て ，非 食 品 先 行 群

で は 8 1 %と 低 か っ た 。 可 食 度 評 価 に お い て も ， 食 品 の ニ オ イ で は な

い と 認 識 し た（ 評 定 値 5 0 未 満 ）実 験 参 加 者 が ，統 制 群（ 1 名 ）よ り

も 非 食 品 先 行 群 （ 4 名 ） で 多 か っ た 。 以 上 の 結 果 よ り ， 複 数 の 非 食

品 の ニ オ イ を 先 に 評 価 し た こ と に よ っ て ， 刺 激 間 の 関 係 性 に 対 す る

実 験 参 加 者 の 構 え が 形 成 さ れ ， 続 い て 提 示 さ れ た 食 品 の ニ オ イ に 対

す る 質 の 知 覚 が 正 し く さ れ な か っ た 可 能 性 が あ る 。 た だ し ， 命 名 率

や 可 食 度 に 対 す る 評 価 の 違 い は 群 間 で 確 認 さ れ た も の で あ り ， 個 人

差 の 要 因 が 影 響 し て い る 可 能 性 も 否 定 は で き な い 。  

 一 方 ， 食 品 の ニ オ イ の 後 に 非 食 品 の ニ オ イ （ 石 鹸 ） を 評 価 し た 群

で は ， 統 制 群 と の 間 に 評 定 値 の 違 い は 無 く ， 先 行 刺 激 に よ る 影 響 は

認 め ら れ な か っ た 。 石 鹸 の ニ オ イ は ， 接 触 頻 度 や 熟 知 度 が 他 の ニ オ

イ に 比 べ て 最 も 高 く ，命 名 率 も 両 群 で 1 0 0 %で あ っ た 。そ の た め ，嗅

覚 情 報 の み で ニ オ イ の 特 徴 が 明 確 に 把 握 さ れ や す く ， 馴 染 み の あ る

ニ オ イ で あ っ た と 考 え ら れ る 。 特 徴 の 明 確 な ニ オ イ に 対 す る 質 の 知

覚 は ， 先 行 刺 激 と の カ テ ゴ リ 差 異 と い う 刺 激 文 脈 か ら は 影 響 を 受 け

な い 可 能 性 が あ る 。 し か し ， 先 に 食 品 の ニ オ イ を 評 価 し た 後 に 石 鹸

の ニ オ イ を 評 価 し た 群 で は ， 統 制 群 と 比 べ て ， 接 触 頻 度 ， 熟 知 度 共



49 

 

に 低 い 傾 向 が 認 め ら れ ， ま た 統 計 的 有 意 差 は な い が ， 可 食 度 の 評 定

値 も わ ず か に 高 い 傾 向 が あ っ た 。さ ら に ，「 石 鹸 」の ニ オ イ と 正 同 定

し た 実 験 参 加 者 の 割 合 も ， 統 制 群 が 7 5 %で あ っ た の に 対 し て ， 先 行

刺 激 の あ っ た 群 で は 5 6 %と 低 か っ た 。 こ れ よ り ， 先 行 評 価 し た 「 食

品 の ニ オ イ 」 と い う 刺 激 文 脈 に 合 わ せ る よ う に ， 非 食 品 で あ る 石 鹸

の ニ オ イ の 質 が 知 覚 さ れ た 側 面 が 部 分 的 に み ら れ た 。 た だ し ， 各 知

覚 特 性 の 評 定 は ， 形 容 詞 と の 当 て は ま り 度 評 価 に お い て ， 先 行 刺 激

と の カ テ ゴ リ 変 化 を 既 に 経 験 し た 後 に 行 っ た も の で あ っ た 。 そ の た

め ， 群 間 で み ら れ た 上 記 の 違 い が ， 先 行 刺 激 の 存 在 に よ る 知 覚 へ の

影 響 を 実 際 に 反 映 し た も の と 結 論 づ け る こ と は で き な い 。  

 ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ の 個 人 差 は ， 刺 激 文 脈 に よ る 影 響 と の 関

連 性 を 示 さ な か っ た 。し か し ，各 ニ オ イ の 知 覚 特 性 の 評 価 結 果 で は ，

非 食 品 先 行 群 の 各 ニ オ イ に 対 す る 熟 知 度 が ，O A S 得 点 の 高 い 実 験 参

加 者 で よ り 高 い こ と が 示 さ れ た 。 非 食 品 の ニ オ イ に は ， 他 の ニ オ イ

に 比 べ て 質 的 特 徴 が 捉 え ら れ に く い 傾 向 の あ っ た 木 や バ ラ の ニ オ イ

も 含 ま れ て お り ， 嗅 覚 情 報 に 注 意 を 向 け や す い 個 人 に お い て は ， 日

常 的 な ニ オ イ へ の 接 触 経 験 が 多 く ， ニ オ イ の 同 定 能 力 も 高 い 傾 向 が

あ る と い う 知 見（ c f .  第 1 章 1 . 5 節 ）が 反 映 さ れ た 結 果 と 考 え ら れ る 。  

 本 実 験 の 結 果 ， 先 行 刺 激 と の カ テ ゴ リ 変 化 に よ る 後 続 刺 激 の ニ オ

イ の 質 へ の 影 響 は ， 後 続 刺 激 が 何 の ニ オ イ か が 比 較 的 曖 昧 な 場 合 に

生 じ た 。 評 価 者 の 構 え と の 不 一 致 が 生 じ た 場 合 に ， 元 々 特 徴 が 曖 昧

な ニ オ イ の 方 が ，知 覚 の 変 容 が 起 き や す い と 考 え ら れ る 。K u r t z  e t  a l .

（ 2 0 0 0） は ， 突 出 し た 質 的 特 徴 の ニ オ イ が 含 ま れ る と ， 他 の ニ オ イ

と の 類 似 性 の 差 異 が よ り 明 確 と な る 対 比 的 傾 向 が 示 さ れ た が ， 本 研

究 で は ピ ー ナ ツ の ニ オ イ の 特 徴 性 が 弱 ま る な ど 刺 激 文 脈 の 影 響 が 異

な っ た 。 ニ オ イ の 質 は ， 強 度 や 快 不 快 よ り 分 析 的 な 知 覚 が 求 め ら れ

る た め ， 刺 激 文 脈 に よ る 影 響 の 現 れ 方 を 定 性 的 に 検 討 し 難 い 点 も 指

摘 さ れ る 。 次 の 2 . 3 節 で は ， 先 行 刺 激 と の 濃 度 や 感 情 価 の 差 異 に よ

る 知 覚 へ の 影 響 を ，文 脈 効 果 の 研 究 パ ラ ダ イ ム に 基 づ い て 検 討 し た 。  
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2 . 2  先 行 刺 激 と の 特 徴 の 差 異  

 

 実 験 3 か ら 5 で は ， 先 行 刺 激 と の 間 に 知 覚 的 な 差 異 を 生 じ さ せ る

要 因 と し て ， 嗅 覚 刺 激 の 濃 度 や 感 情 価 を 対 象 と し ， 系 列 効 果 の 研 究

（ e . g . ,  Z e l l n e r  e t  a l . ,  2 0 0 3） で 用 い ら れ て き た 刺 激 系 列 の 手 法 を 参 考

と し て ， ニ オ イ の 系 列 評 価 を 実 施 し た 。  

 実 験 3 で は ， 先 行 刺 激 と の 濃 度 の 差 異 に よ る ， ニ オ イ の 主 観 的 強

度 へ の 影 響 を 検 討 し た 。 ニ オ イ の 強 度 に つ い て 対 比 効 果 が 生 じ る こ

と は 先 行 研 究 で も 既 に 報 告 さ れ て お り （ P o l  e t  a l . ,  1 9 9 8）， 本 実 験 で

は ， 同 様 に 対 比 効 果 が 生 じ る か を 確 認 し た 。 続 い て 実 験 4 お よ び 5

で は ， 先 行 刺 激 と の 感 情 価 の 差 異 に よ る ニ オ イ の 好 ま し さ へ の 影 響

を 検 討 し た 。 な お ， 本 研 究 で は ， 先 行 刺 激 と の 感 情 価 差 に よ る ニ オ

イ の 知 覚 へ の 影 響 が ， 評 価 者 自 身 の 感 情 反 応 を 反 映 し た も の と 解 釈

で き る よ う に ，刺 激 の「 快 」や「 不 快 」で は な く ，「好 ま し さ 」で 評

定 す る よ う 求 め た 。 本 章 の 研 究 背 景 に お い て も 述 べ た よ う に ， 強 度

の 対 比 効 果 に 関 す る 報 告 数 に 比 べ て ， 好 ま し さ な ど の 高 次 の 評 価 基

準 に お け る 系 列 効 果 に つ い て は ， 嗅 覚 刺 激 を 対 象 と し た 研 究 は ほ と

ん ど 行 わ れ て い な い （ 以 前 に 行 わ れ た 報 告 例 と し て ， B e e b e - C e n t e r ,  

1 9 2 9 ;  K n i e p  e t  a l . ,  1 9 3 1）。  

 実 験 4 で は ， 4 つ の 刺 激 毎 に ， 感 情 価 が 快 か ら 不 快 へ ， あ る い は

不 快 か ら 快 の 方 向 へ 変 化 す る 刺 激 系 列 を 用 い て ， 視 覚 刺 激 に 対 す る

系 列 評 価 と の 比 較 を 含 め て 検 討 し た 。 実 験 5 で は ， 刺 激 間 に お け る

感 情 価 の 差 異 が 異 な る 二 つ の ニ オ イ の ペ ア に つ い て ， そ れ ぞ れ の ニ

オ イ の 好 ま し さ を 評 価 し ， 先 行 評 価 し た ペ ア の 刺 激 間 の 感 情 価 の 差

が 及 ぼ す ， 後 続 ペ ア の ニ オ イ の 好 ま し さ へ の 影 響 を 検 討 し た 。   
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2 . 2 . 1  先 行 刺 激 の 濃 度 ［ 実 験 3］  

 

目 的  

 本 実 験 で は ， 先 行 評 価 し た 刺 激 と の 濃 度 の 差 異 が ， 後 続 し て 評 価

し た 標 的 刺 激 の ニ オ イ の 主 観 的 強 度 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る た め ，

濃 度 の 異 な る 同 一 の ニ オ イ を 用 い た 系 列 評 価 を 行 っ た 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  学 生 6 9 名 （ う ち 女 性 2 8 名 ， 平 均 2 0 . 2± 2 . 2 歳 ） が ， 高

濃 度 先 行 群 （ 2 9 名 ）， 低 濃 度 先 行 群 （ 2 8 名 ）， 統 制 群 （ 1 2 名 ） に そ

れ ぞ れ 分 か れ て 参 加 し た 。  

刺 激 嗅 覚 刺 激 に a n e t h o l e を 用 い た 。 無 臭 の 希 釈 液 p r o p y l e n e  g l y c o l

を 用 い て ， 質 量 パ ー セ ン ト 濃 度 が そ れ ぞ れ 0 . 5 %， 1 %， 1 0 %の 刺 激 3

種 を 作 成 し た 。濃 度 が 中 程 度 で あ る 1 %刺 激 を 標 的 刺 激 と し ，残 り の

2 種 を 先 行 刺 激 と し た 。各 溶 液 を 染 み 込 ま せ た 綿 球 を ，容 積 1 1 m l の

ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 ボ ト ル へ 入 れ て 実 験 参 加 者 へ 提 示 し た 。  

手 続 き  実 験 参 加 者 は ，一 つ ず つ 提 示 さ れ た ニ オ イ を 一 呼 吸 分 嗅 ぎ ，

そ の 強 度 お よ び 快 不 快 度 を 1 0 0 m m の VA S（ 強 度：無 ～ 強 ，快 不 快 度：

不 快 ～ 快 ）で 評 定 し た 。高 濃 度 先 行 群 は 1 0 %刺 激 に 続 い て 1 %刺 激 を ，

低 濃 度 先 行 群 は 0 . 5 %刺 激 に 続 い て 1 %刺 激 を ，統 制 群 は 1 %刺 激 の み

を 評 定 し た 。  

分 析：ニ オ イ の 強 度 に お け る 対 比 が 生 じ た か を 確 認 す る た め に ， 1 %

濃 度 の 標 的 刺 激 に 対 す る 強 度 評 定 値 を ，3 群 の 間 で 比 較 す る た め に 1

要 因 の 分 散 分 析 を 行 っ た 。  

 

結 果  

各 刺 激 の 主 観 的 強 度 お よ び 快 不 快 度 の 評 定 値  高 濃 度 先 行 群 で は ，

1 0 %刺 激 が 1 %刺 激 よ り 有 意 に 強 く （ t  2 7  =  3 . 8 7 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  0 . 8 9），

低 濃 度 先 行 群 で は 0 . 1 %刺 激 が 1 %刺 激 よ り 有 意 に 弱 く 評 価 さ れ （ t  2 8  
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=  - 6 . 4 1 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  1 . 3 7）， 各 刺 激 の 濃 度 設 定 が 妥 当 で あ っ た こ と が

確 認 さ れ た（ Ta b l e  2 - 2 - 1）。快 不 快 度 は ，両 群 で 濃 度 差 に よ る 違 い は

な か っ た（ Ta b l e  2 - 2 - 2）。ニ オ イ に お け る 強 度 と 快 不 快 度 の 相 関 係 数

を 算 出 し た と こ ろ ， 1 0 %刺 激 で の み ， 比 較 的 強 い 負 の 相 関 関 係 が 認

め ら れ （ r  2 8  =  - . 5 2 ,  p  <  . 0 1）， ニ オ イ を 強 い と 感 じ る ほ ど 快 度 を 低 く

評 価 し て い た 。  

強 度 の 対 比  標 的 刺 激（ 1 %）の 主 観 的 強 度 に お い て ，群 を 要 因 と し

た 1 要 因 参 加 者 間 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 ，主 効 果 が 有 意 で あ り（ F  2 ,  

6 6  =  2 0 . 5 1 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 3 8）， 多 重 比 較 の 結 果 （ M S e  =  4 2 5 . 7 3）， 高 濃

度 先 行 群 の 評 定 値 は ， 低 濃 度 先 行 群 （ p  <  . 0 5 ,  d  =  1 . 7 0） と 統 制 群 （ p  

<  . 0 5 ,  d  =  1 . 1 7） よ り も 有 意 に 低 か っ た 。 ま た ， 統 計 的 有 意 差 は 認 め

ら れ な か っ た が ， 低 濃 度 先 行 群 は 統 制 群 よ り も 評 定 値 が 高 く ， 低 濃

度 刺 激 が 先 行 し た こ と に よ り ， ニ オ イ の 強 度 が 増 強 さ れ る 対 比 の 傾

向 が 認 め ら れ た （ d  =  0 . 5 1）。 な お ， 標 的 刺 激 に 対 す る 快 不 快 度 評 定

値 に は ， 群 間 で 差 が な か っ た （ F  <  1）。  

 

考 察  

 先 に 高 濃 度 刺 激 を 評 価 し た こ と に よ り ， 後 続 し た 中 濃 度 刺 激 に 対

す る ニ オ イ の 主 観 的 強 度 が よ り 弱 く な る 対 比 の 現 象 が 認 め ら れ ， 先

行 研 究（ P o l  e t  a l . ,  1 9 9 8）の 結 果 を 支 持 し た 。ま た ，低 濃 度 先 行 群 は ，

統 制 群 よ り も 標 的 刺 激 の 主 観 的 強 度 が 強 く ， 先 行 し た 低 濃 度 刺 激 に

よ り 強 度 が 増 強 し た 傾 向 が 認 め ら れ た が ， 両 者 の 間 に 統 計 的 有 意 差

は 認 め ら れ な か っ た 。 た だ し ， 中 程 度 の 効 果 量 が あ っ た こ と か ら ，

統 制 群 の 人 数 が 少 な か っ た こ と が 原 因 と 考 え ら れ ， 低 濃 度 刺 激 の 先

行 評 価 に よ り ニ オ イ の 強 度 が 強 ま る 方 向 へ の 対 比 も 生 じ て い た 可 能

性 が 高 い 。 ま た ， ニ オ イ の 快 不 快 度 評 価 に お い て ， 強 度 の 対 比 に よ

る 影 響 が な か っ た 点 に つ い て は ， 先 行 刺 激 と 標 的 刺 激 が 同 じ ニ オ イ

で あ っ た た め ， 主 観 的 強 度 の 差 に よ る 影 響 が ， 快 不 快 の 知 覚 に ま で

は 及 ば な か っ た と 考 え ら れ る 。  
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Ta b l e  2 - 2 - 1  

各 濃 度 の 刺 激 に 対 す る 主 観 的 強 度 評 定 値 （ 括 弧 内 は 標 準 誤 差 ）  

 
先 行 刺 激  標 的 刺 激（ 1 %） 

高 濃 度 先 行 群  n = 2 9  4 5 . 3 2  ( 3 . 5 9 )  2 6 . 7 9  ( 4 . 1 1 )  

低 濃 度 先 行 群  n = 2 8  3 5 . 5 9  ( 3 . 6 2 )  6 1 . 2 4  ( 3 . 4 8 )  

統 制 群  n = 1 2  - -  5 1 . 7 5  ( 5 . 6 5 )  

 

Ta b l e  2 - 2 - 2  

各 濃 度 の 刺 激 に 対 す る 快 不 快 度 評 定 値 （ 括 弧 内 は 標 準 誤 差 ）  

 
先 行 刺 激  標 的 刺 激（ 1 %） 

高 濃 度 先 行 群  n = 2 9  5 2 . 3 2  ( 3 . 4 2 )  5 2 . 7 1  ( 3 . 1 1 )  

低 濃 度 先 行 群  n = 2 8  5 9 . 5 2  ( 3 . 3 9 )  5 4 . 6 9  ( 3 . 7 8 )  

統 制 群  n = 1 2  - -  5 9 . 4 2  ( 6 . 3 9 )  

 

※ 各 群 の 先 行 刺 激 濃 度 は ， 高 濃 度 先 行 群 で は 1 0 %， 低 濃 度 先 行 群 で

は 0 . 1 %濃 度 で あ っ た  
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2 . 2 . 2  先 行 刺 激 の 感 情 価 ［ 実 験 4］  

 

目 的  

 実 験 3 の 結 果 ， 先 行 刺 激 と の 濃 度 差 に よ っ て ， ニ オ イ の 強 度 の 対

比 が 生 じ る こ と が 確 認 さ れ た 。 実 験 4 で は ， 先 行 評 価 し た 刺 激 と の

感 情 価 の 差 異 が ， 後 続 す る 標 的 刺 激 の 好 ま し さ へ 及 ぼ す 影 響 に つ い

て ，視 覚 刺 激 と の 比 較 を 含 め 三 つ の 実 験 を 行 っ た 。実 験 4 - 1 a お よ び

4 - 1 b で は ， 先 行 刺 激 で あ る 快 （ 不 快 ） な ニ オ イ 4 種 に 対 す る 好 ま し

さ の 評 定 後 に ， 標 的 刺 激 で あ る 不 快 （ 快 ） な ニ オ イ 4 種 を 続 け て 評

定 し ， 快 不 快 の 対 比 が 生 起 す る か 検 討 し た 。 こ の 刺 激 系 列 は ， 先 行

研 究 （ S t e v e n s o n  e t  a l . ,  2 0 0 7 ;  Z e l l n e r  e t  a l . ,  2 0 0 3） を 参 考 に 設 定 し た

も の で あ り ， 評 価 す る 刺 激 系 列 内 に お け る 感 情 価 の 変 化 が 1 度 の み

で あ っ た 。 そ こ で 本 実 験 で は ， 標 的 刺 激 と 感 情 価 の 異 な る 刺 激 （ 第

2 標 的 刺 激 ） を さ ら に 続 け て 評 定 し た 場 合 に ， 第 2 標 的 刺 激 の 好 ま

し さ に 対 し て も 対 比 が 生 じ る か を 併 せ て 検 討 し た 。 も し ， 2 回 目 の

感 情 価 の 変 化 で は 対 比 が 生 じ な か っ た 場 合 ， 刺 激 系 列 の 初 め に 既 に

評 定 し た （ す な わ ち 第 2 標 的 刺 激 と 同 程 度 の 感 情 価 を 持 つ ） 刺 激 に

つ い て の 自 身 の 評 価 内 容 を 基 準 と し て ， 第 2 標 的 刺 激 を 評 価 し て い

る と い う 記 憶 の 関 与 が 考 え ら れ ， 対 比 の 生 起 が ， 先 行 刺 激 の 存 在 に

よ る 情 動 系 へ の 影 響 で は な く ， 評 価 態 度 へ の 影 響 に 依 る 可 能 性 も 浮

上 す る 。 反 対 に ， 第 2 標 的 刺 激 に 対 し て も 対 比 が 生 じ る こ と が 確 認

さ れ れ ば ， 先 行 刺 激 の 感 情 価 が 評 価 者 の 情 動 系 へ 影 響 し て い る こ と

を 示 す 根 拠 の 一 つ と な り 得 る 。実 験 4 - 1 a で は ，感 情 価 が 同 程 度 で あ

る 先 行 刺 激 と 第 2 標 的 刺 激 に ，そ れ ぞ れ 異 な る 刺 激 4 種 を 提 示 し た 。

一 方 ，実 験 4 - 1 b で は ，先 行 刺 激 と 第 2 標 的 刺 激 に 同 じ 4 種 の 刺 激 を

提 示 し ， 先 に 一 度 嗅 い だ ニ オ イ に 対 す る 好 ま し さ が ， 感 情 価 が 異 な

る ニ オ イ が 刺 激 系 列 内 に 提 示 さ れ る こ と に よ っ て ， そ の 前 後 で 変 化

す る か 検 討 し た 。  

最 後 に ， 先 行 刺 激 の 感 情 価 に よ る 影 響 が ， 刺 激 間 の 感 覚 モ ダ リ テ
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ィ が 同 一 で あ る か 否 か に 関 わ ら ず 生 じ る か ， 先 行 刺 激 と 標 的 刺 激 を

そ れ ぞ れ 視 覚 刺 激 と 嗅 覚 刺 激 と し て 評 価 さ せ た 場 合 に つ い て ， 実 験

4 - 2 で 検 討 し た 。  

 

 

快 不 快 に お け る 対 比 の 検 討 1 ［ 実 験 4 - 1 a ］ 5  

 

方 法  

実 験 参 加 者  嗅 覚 刺 激 の 評 価 に 学 生 6 0 名 （ う ち 女 性 2 7 名 ， 平 均 年

齢 2 0 . 4 7± 1 . 0 7 歳 ）が ，視 覚 刺 激 の 評 価 に 2 0 歳 代 の 学 生 1 1 9 名 が 参 加

し た 。 快 刺 激 先 行 群 ， 不 快 刺 激 先 行 群 ， 統 制 群 に 約 同 人 数 ず つ 分 か

れ た 。  

刺 激  嗅 覚 刺 激 お よ び 視 覚 刺 激 の そ れ ぞ れ に つ い て ， 快 刺 激 8 種 お

よ び 不 快 刺 激 4 種 を 用 い た 。  

嗅 覚 刺 激 ： 快 刺 激 と し て 花 の 種 類 の 入 浴 剤 の ニ オ イ を ， 不 快 刺 激 と

し て 調 合 香 料 の 混 合 臭 を 用 い た（ Ta b l e  2 - 2 - 3）。不 快 刺 激 は い ず れ も ，

「 ト イ レ の 芳 香 剤 」 な ど ， 人 工 的 な ニ オ イ と 捉 え ら れ る 特 徴 の も の

で あ っ た 。 快 刺 激 に お け る 事 前 の 好 ま し さ 評 定 値 は ， 快 刺 激 8 種 の

平 均 が 5 7 . 6 3（ S E  =  1 . 2 2），不 快 刺 激 4 種 の 平 均 が 3 5 . 0 8（ S E  =  3 . 4 2）

で あ り ， 快 刺 激 の 評 定 値 が や や 低 か っ た も の の ， 不 快 刺 激 と の 間 に

は 相 対 的 に 有 意 な 好 ま し さ の 差 が 認 め ら れ た （ t  4  =  5 . 4 5 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  

5 . 3 4）。  

視 覚 刺 激 ： 快 刺 激 と し て 花 束 の 写 真 を ， 不 快 刺 激 と し て 仏 花 の 写 真

を 用 い た （ Ta b l e  2 - 2 - 4）。 い ず れ の 写 真 も カ ラ ー で ス ク リ ー ン 上 に   

                                                        

5  実 験 4 - 1 a は 3 5 t h  A s s o c i a t i o n  f o r  C h e m o r e c e p t i o n  S c i e n c e s  A n n u a l  M e e t i n g（ ポ

ス タ ー 形 式 ）， 第 1 1 回 香 り と 生 体 情 報 研 究 会 お よ び 日 本 心 理 学 会 第 7 8 回 大

会 （ い ず れ も 口 頭 形 式 ） に お い て 発 表 さ れ た 。  
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Ta b l e  2 - 2 - 3  

実 験 4 で 用 い た 嗅 覚 刺 激 材 料 と 提 示 分 量  

 嗅 覚 刺 激 材 料  提 示 分 量 （ ｇ ） 

快 刺 激  

（ 入 浴 剤 ）  

G a r d e n i a  1 . 5  

V i o l e t  1 . 0  

R o s e・ L e m o n・ O r a n g e  1 . 0  

R o s e  0 . 8  

L a v e n d e r・ G r a p e f r u i t  1 . 0（ 各 0 . 5）  

S w e e t  f l o r a l・ L i l y  0 . 5（ 各 0 . 5）  

L i l y  0 . 8  

J a s m i n e・ L a v e n d e r  1 . 0（ 3 : 7）  

不 快 刺 激  

（ 合 成 香 料 ）  

S a g e  3 0 %・ P e a c h  3 0 %・ G a l b a n u m  5 %  0 . 5  :  0 . 5  :  0 . 1  

C h a m o m i l e  3 0 %・ R a s p b e r r y  1 0 %  0 . 5  :  0 . 5  

A p p l e  3 0 %・ L a v e n d e r  3 0 %・ 1 - d e c a n o l  0 . 5  :  0 . 5  :  0 . 2  

A m b e r  3 0 % ・ C a s s i s s  3 0 % ・

c i s - 3 - H e x e n - 1 - o l  

0 . 5  :  0 . 5  :  0 . 0 5  

※ 並 列 表 記 の 刺 激 材 料 は ， そ れ ら の 混 合 臭 を 提 示 し た 。  

 

※ 快 刺 激 に つ い て は ， 各 分 量 の 粉 末 状 の 入 浴 剤 を 3 . 5 c c の 約 4 0℃ の

お 湯 に 溶 か し た 溶 液 を ボ ト ル に 入 れ て 提 示 し た 。 不 快 刺 激 に つ い て

は ，各 混 合 溶 液 を 0 . 5 g 染 み 込 ま せ た 綿 球 を ボ ト ル に 入 れ て 提 示 し た 。 

 

※ 不 快 刺 激 に つ い て ， d e c a n o l お よ び c i s - 3 - H e x e n - 1 - o l は 単 体 の 化 学

物 質 で あ り ， 原 液 を 使 用 し た 。 そ の 他 の ニ オ イ 物 質 は 合 成 香 料 で あ

り ，い ず れ も d i e t h y l  p h t h a l a t e に よ り 表 記 の 質 量 パ ー セ ン ト 濃 度 に 希

釈 し た 。   
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Ta b l e  2 - 2 - 4  

実 験 4 で 用 い た 画 像 刺 激  

 画 像 刺 激  

快 刺 激  

（ 花 束 ）  

  

  

  

  

不 快  

（ 仏 花 ）  
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提 示 し た 。  

手 続 き  実 験 参 加 者 は ， 一 つ ず つ 提 示 さ れ る ニ オ イ を 一 呼 吸 分 嗅 い

で ，あ る い は 写 真 を 見 て ，そ の 好 ま し さ を 1 0 0 m m の VA S（ 全 く 好 ま

し く な い ～ 非 常 に 好 ま し い ） に よ り 回 答 し た 。 快 刺 激 先 行 群 は ， 快

刺 激 4 種 （ 先 行 刺 激 ）， 不 快 刺 激 4 種 （ 標 的 刺 激 ）， 先 行 刺 激 と は 異   

な る 快 刺 激 4 種（ 第 2 標 的 刺 激 ）の 順 に ，全 1 2 種 の 刺 激 を 評 定 し た 。

不 快 刺 激 先 行 群 は ， 不 快 刺 激 4 種 （ 先 行 刺 激 ） に 続 け て 快 刺 激 4 種

（ 標 的 刺 激 ） の 順 に 全 8 種 を ， 統 制 群 は ， 先 の 2 群 が 最 後 に 評 定 し

た 快 刺 激 4 種 の み を 評 定 し た 。 各 刺 激 の 提 示 順 序 は 実 験 参 加 者 間 で

カ ウ ン タ バ ラ ン ス さ れ た 。 刺 激 間 イ ン タ ー バ ル は ， 嗅 覚 刺 激 ， 視 覚

刺 激 と も に 1 0 秒 間 で あ っ た 。  

分 析 ： 正 方 向 の 対 比 が 生 じ た か 確 認 す る た め に ， 不 快 刺 激 先 行 群 の

標 的 刺 激 4 種 の 評 定 値 の 平 均 と ， 快 刺 激 先 行 群 の 先 行 刺 激 4 種 の 評

定 値 の 平 均 を 比 較 し た 。 負 方 向 の 対 比 は ， 快 刺 激 先 行 群 の 標 的 刺 激

と ， 不 快 刺 激 先 行 群 の 先 行 刺 激 の 平 均 評 定 値 の 比 較 に よ っ て 確 認 し

た 。 ま た ， 群 内 で 対 比 が 続 け て 生 じ た か 確 認 す る た め に ， 快 刺 激 先

行 群 の 第 ２ 標 的 刺 激 と ， こ れ の み を 評 定 し た 統 制 群 の 評 定 値 を 比 較

し た 。  

 

結 果  

嗅 覚 刺 激 に お け る 快 不 快 の 対 比  各 群 の 評 定 値 を Ta b l e  2 - 2 - 5 に 示 し

た 。 不 快 刺 激 4 種 の 好 ま し さ の 平 均 値 を ， 快 刺 激 先 行 群 と 不 快 刺 激

先 行 群（ こ の 場 合 は 快 刺 激 先 行 群 に 対 す る 統 制 群 ）の 間 で 比 較 し た 。

不 快 刺 激 の 好 ま し さ は ， 快 刺 激 先 行 群 が 不 快 刺 激 先 行 群 に 比 べ て 有

意 に 低 く （ t  3 8  =  - 4 . 3 3 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  1 . 3 7）， 負 の 対 比 が 確 認 さ れ た 。

一 方 ，第 2 標 的 刺 激 の 快 刺 激 に 対 す る 評 定 値 を 群 間 で 比 較 し た 結 果 ，

主 効 果 は 非 有 意 で あ り （ F  2 ,  5 7  =  0 . 1 6 ,  n s ,  η 2  =  . 0 0）， 不 快 刺 激 先 行 群

と 統 制 群 の 間 に 差 は 認 め ら れ ず （ d  =  0 . 1 5）， 正 の 対 比 は 生 じ な か っ

た 。 快 刺 激 先 行 群 と の 間 に も 好 ま し さ に 差 は な か っ た （ d  =  0 . 0 1）。  
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Ta b l e  2 - 2 - 5  

嗅 覚 刺 激 に お け る 各 刺 激 に 対 す る 好 ま し さ 評 定 値  

（ 括 弧 内 は 標 準 誤 差 ）  

 
先 行 刺 激  標 的 刺 激  第 2 標 的 刺 激  

刺 激 の 感 情 価  快  不 快  快  

快 刺 激 先 行 群  n = 2 0  6 1 . 3 5  ( 2 . 9 2 )  3 6 . 1 6  ( 2 . 4 3 )  5 9 . 3 9  ( 2 . 0 6 )  

不 快 刺 激 先 行 群  n = 2 0  - -  5 1 . 1 8  ( 2 . 3 5 )  6 0 . 9 8  ( 2 . 3 5 )  

統 制 群  n = 2 0  - -  - -  5 9 . 4 6  ( 2 . 0 9 )  

 

 

 

     F i g u r e  2 - 2 - 1  嗅 覚 刺 激 に お け る 好 ま し さ 評 定 値 の  

            系 列 変 化 （ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  
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 各 刺 激 の 好 ま し さ 評 定 値 の 系 列 変 化 を み る と （ F i g u r e  2 - 2 - 1）， 特

に 先 行 刺 激 と 第 2 標 的 刺 激 の 快 刺 激 に お い て ， 同 じ 感 情 価 の 刺 激 系

列 内 で 評 定 値 が 徐 々 に 下 が る 傾 向 が み ら れ た 。 群 別 に ， 刺 激 系 列 ×

評 定 順 序 （ 1 ~ 4 番 目 ） の 2 要 因 参 加 者 内 分 散 分 析 を 行 っ た と こ ろ ，

快 刺 激 先 行 群 で は ， 先 行 刺 激 ， 標 的 刺 激 ， 第 2 標 的 刺 激 の 全 て に お  

い て ， 4 刺 激 中 1， 2 番 目 の 評 定 値 に 対 し て 3， 4 番 目 が 低 い こ と が

示 さ れ た （ F  3 ,  5 7  =  7 . 3 6 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 3 ,  M S e  =  1 7 6 . 8 3）。 不 快 刺 激 先

行 群 で は 交 互 作 用 が 有 意 で あ り （ F  3 ,  5 7  =  5 . 6 7 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 5）， 標

的 刺 激 で あ る 快 刺 激 に お い て ， 1 番 目 に 対 し て 3， 4 番 目 が 低 か っ た

（ F  3 ,  5 7  =  6 . 1 5 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 6）。 統 制 群 で も （ F  3 ,  5 7  =  9 . 6 4 ,  p  <  . 0 1 ,  

η 2  =  . 2 4），快 刺 激 の 評 定 値 が 1 番 目 に 比 べ て 3， 4 番 目 が ，ま た 2 番

目 に 比 べ て 4 番 目 が 低 か っ た （ M S e  =  1 9 9 . 8 9 ,  p  <  . 0 5）。  

視 覚 刺 激 に お け る 快 不 快 の 対 比  各 群 の 評 定 値 を Ta b l e  2 - 2 - 6 に 示 し

た 。 不 快 刺 激 4 種 の 好 ま し さ の 平 均 値 は ， 快 刺 激 先 行 群 が 有 意 に 低

く （ t  7 7  =  - 4 . 9 1 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  0 . 9 3）， 負 の 対 比 が 確 認 さ れ た 。 第 2 標

的 刺 激 で あ る 快 刺 激 の 評 定 値 に つ い て 3 群 の 間 で 比 較 し た 結 果 ， 主

効 果 が 有 意 で あ っ た （ F  2 ,  1 1 6  =  3 . 6 1 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 0 1）。 多 重 比 較 の

結 果 （ M S e  =  3 0 6 . 5 7）， 不 快 刺 激 先 行 群 の 評 定 値 が 統 制 群 よ り も 有 意

に 高 く ，正 の 対 比 が 確 認 さ れ た（ p  <  . 0 5 ,  d  =  0 . 7 0）。一 方 快 刺 激 先 行

群 で は ， 第 2 標 的 刺 激 の 快 刺 激 の 好 ま し さ は 統 制 群 と の 間 で 差 が 無

か っ た （ d  =  0 . 4 7）。  

 各 刺 激 の 好 ま し さ 評 定 値 の 系 列 変 化 を み る と （ F i g u r e  2 - 2 - 2）， 嗅

覚 刺 激 と 同 様 に ， 同 一 感 情 価 の 刺 激 系 列 内 で 評 定 値 が 徐 々 に 低 下 す

る 傾 向 が み ら れ た 。 群 別 に 分 析 し た と こ ろ ， 快 刺 激 先 行 群 で は ， 刺

激 系 列 と 評 定 順 序 の 交 互 作 用 が 有 意 で あ り（ F  6 ,  2 2 8  =  6 . 1 4 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  

=  . 0 2）， 単 純 主 効 果 検 定 の 結 果 （ F  3 ,  1 1 4  =  1 6 . 9 8 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 4），

先 行 刺 激 で あ る 快 刺 激 に お い て ， 1 番 目 に 比 べ て 3， 4 番 目 が ， 2 番

目 に 比 べ て 3 番 目 が 低 く ，ま た 3 番 目 は 4 番 目 よ り も 低 か っ た（ M S e  

=  2 0 8 . 1 1 ,  p s  <  . 0 5）。 他 の 刺 激 系 列 で は 評 定 順 序 に よ る 変 動 は  
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Ta b l e  2 - 2 - 6  

視 覚 刺 激 に お け る 各 刺 激 に 対 す る 好 ま し さ 評 定 値  

（ 括 弧 内 は 標 準 誤 差 ）  

 
先 行 刺 激  標 的 刺 激  第 2 標 的 刺 激  

刺 激 の 感 情 価  快  不 快  快  

快 刺 激 先 行 群  n = 3 9  6 3 . 6 1  ( 2 . 6 9 )  4 3 . 5 4  ( 2 . 8 8 )  7 1 . 8 1  ( 2 . 6 2 )  

不 快 刺 激 先 行 群  n = 4 0  - -  5 9 . 6 1  ( 2 . 6 0 )  8 1 . 1 8  ( 2 . 4 7 )  

統 制 群  n = 4 0  - -  - -  7 2 . 3 1  ( 3 . 1 9 )  

 

 

 

F i g u r e  2 - 2 - 2  視 覚 刺 激 に お け る 好 ま し さ 評 定 値 の 系 列 変 化  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  
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な か っ た 。 不 快 刺 激 先 行 群 で は （ F  3 ,  1 1 7  =  7 . 6 8 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 3），

い ず れ の 刺 激 系 列 内 で も ，1 番 目 に 比 べ て 他 が 低 か っ た（ M S e  =  1 8 1 . 1 8 ,  

p s  <  . 0 5）。統 制 群 で は 評 定 順 序 間 で 有 意 な 変 動 が な か っ た（ F  3 ,  1 1 7  =  

2 . 3 7 ,  p  <  . 1 0 ,  η 2  =  . 0 1： 多 重 比 較 の 結 果 ， い ず れ の 評 定 順 序 間 も 非 有

意 で あ っ た ）。  

 

考 察  

 視 覚 刺 激 に お け る 系 列 評 価 で は ， 正 と 負 の 両 方 向 で 対 比 の 生 起 が

確 認 さ れ ， 先 の 知 見 を 支 持 し た （ C o g a n  e t  a l . ,  2 0 1 3 ;  H a r r i s ,  1 9 2 9 ;  

H a y n - L e i c h s e n r i n g  e t  a l . ,  2 0 1 3 ;  P a r k e r  e t  a l . ,  2 0 0 8 ;  Z e l l n e r  e t  a l . ,  2 0 0 3 ）。

一 方 で ， 嗅 覚 刺 激 に お い て は ， 快 な 刺 激 に 続 い た 不 快 な 刺 激 に 対 す

る 好 ま し さ が よ り 低 下 す る 負 方 向 の 対 比 は 生 じ た が ， 不 快 な 刺 激 に

続 い た 快 な 刺 激 に 対 し て 正 の 対 比 は 生 じ な か っ た 。  

 ま た ， 刺 激 の 感 情 価 の 方 向 変 化 を 2 度 設 け た 場 合 に ， 群 内 で 対 比

が 続 け て 生 じ る か に つ い て ， 視 覚 と 嗅 覚 の 両 方 の 場 合 で ， 快 刺 激 先

行 群 に お い て ，負 の 対 比 に 続 け て 正 の 対 比 が 生 じ る こ と は な か っ た 。

す な わ ち ， 系 列 の 初 め に 評 価 し た 刺 激 と 同 程 度 の 感 情 価 を 持 ち ， 質

的 に も 類 似 し た 刺 激 を 再 度 評 価 し た 際 に は ， 先 に 知 覚 し た 刺 激 に 対

し て 行 っ た 評 価 の 記 憶 を 参 照 す る こ と が で き た た め に ， 先 行 し た 不

快 刺 激 と の 感 情 価 の 差 異 に よ る 影 響 を 受 け な か っ た 可 能 性 が 考 え ら

れ る 。 こ れ が 正 し け れ ば ， 快 不 快 の 対 比 は ， 先 行 刺 激 の 感 情 価 が 評

価 者 の 情 動 系 へ 影 響 を 及 ぼ し た こ と に よ る も の で は な く ， 評 価 に お

け る 態 度 が 影 響 し て い る 可 能 性 が 挙 げ ら れ る 。  
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快 不 快 に お け る 対 比 の 検 討 2 ［ 実 験 4 - 1 b ］ 6  

 

目 的  

 本 実 験 で は ，実 験 4 - 1 a の 結 果 の 再 現 性 を み る た め に ，嗅 覚 に お

け る 快 不 快 の 対 比 の 生 起 傾 向 に つ い て 検 討 し た 。ま た ，実 験 4 - 1 a で

は ， 刺 激 の 感 情 価 の 変 化 が 2 度 生 じ た 場 合 に ， 対 比 が 続 け て 起 き る

か を ， 不 快 刺 激 の 前 後 に 快 刺 激 を 評 価 す る 系 列 の み を 設 定 し て 検 討

し た 。 そ こ で 本 実 験 で は ， 快 刺 激 の 前 後 に 不 快 刺 激 を 評 価 す る 刺 激

系 列 も 含 め た 。さ ら に ，実 験 4 - 1 a で は ，先 に 評 価 し た 快 刺 激 と 感 情

価 が 同 程 度 で 質 的 に 類 似 し た 刺 激 を 不 快 刺 激 に 続 け て 評 価 し て も 対

比 は 生 じ な か っ た が ， こ れ が 先 の 刺 激 に 対 す る 記 憶 を 参 照 し て い た

こ と に 因 る か を 確 認 す る た め に ， 第 2 標 的 刺 激 を 初 め の 刺 激 と 同 一

刺 激 と す る こ と で 検 討 し た 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  嗅 覚 刺 激 の 評 価 に 学 生 4 4 名（ う ち 女 性 2 4 名 ，平 均 2 1 . 3 2

± 1 . 7 6 歳 ） が ， 視 覚 刺 激 の 評 価 に 学 生 4 4 名 （ う ち 女 性 1 8 名 ， 無 回

答 7 名 ， 平 均 1 8 . 3 0± 0 . 5 6 歳 ） が 参 加 し た 。 そ れ ぞ れ ， 快 刺 激 先 行 群

と 不 快 刺 激 先 行 群 に 2 2 名 ず つ 分 か れ た 。  

刺 激  実 験 4 - 1 a で 用 い た ， 視 覚 刺 激 ， 嗅 覚 刺 激 そ れ ぞ れ の 快 刺 激 4

種 （ 第 2 標 的 刺 激 ）， お よ び 不 快 刺 激 4 種 で あ っ た 。  

手 続 き  い ず れ の 群 も 1 2 種 の 刺 激 に つ い て ， 好 ま し さ を 1 0 0 m m の

VA S で 評 定 し た 。快 刺 激 先 行 群 は ，快 刺 激 4 種（ 先 行 刺 激 ），不 快 刺

激 4 種 （ 標 的 刺 激 ） に 続 け て ， 初 め に 提 示 さ れ た も の と 同 一 の 快 刺

激 4 種（ 第 2 標 的 刺 激 ）の 順 に 評 定 し た 。一 方 ，不 快 刺 激 先 行 群 は ，

不 快 刺 激（ 先 行 刺 激 ），快 刺 激（ 標 的 刺 激 ）に 続 け て ，初 め と 同 一 の

                                                        

6  実 験 4 - 1 b は 日 本 基 礎 心 理 学 会 第 3 2 回 大 会 に て ポ ス タ ー 形 式 で 発 表 さ れ た 。 
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不 快 刺 激 （ 第 2 標 的 刺 激 ） の 順 に 評 定 し た 。 対 比 の 生 起 に つ い て ，

各 群 の 初 め に 評 定 さ れ た 快 （ 不 快 ） 刺 激 4 種 と の 比 較 に よ り 分 析 し

た 。実 験 4 - 1 a で は ，同 じ 群 の 中 で 対 比 が 続 け て 起 き る か 快 刺 激 の み

を 対 象 に 検 討 を 行 っ た が ， 本 実 験 で は 不 快 刺 激 も 対 象 と し て 改 め て

検 討 し た 。  

 

結 果  

嗅 覚 刺 激 に お け る 快 不 快 の 対 比  不 快 刺 激 の 好 ま し さ （ Ta b l e  2 - 2 - 7）

は ， 快 刺 激 先 行 群 が 有 意 に 低 く （ t  4 2  =  2 . 6 8 ,  p  <  . 0 5 ,  d  =  0 . 8 1）， 再 び

負 の 対 比 が 確 認 さ れ た 。 ま た ， 不 快 刺 激 先 行 群 の 第 2 標 的 刺 激 で あ

る 不 快 刺 激 の 評 定 値 が ，快 刺 激 の 前 に 比 べ て 後 で 有 意 に 低 く な り（ t  

2 1  =  5 . 2 3 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  0 . 8 2）， 同 一 刺 激 に 対 し て も 快 刺 激 の 後 で 評 定

し た 場 合 に 負 の 対 比 が 生 じ た 。 一 方 ， 快 刺 激 に つ い て は ， 不 快 刺 激

先 行 群 で 好 ま し さ の 有 意 な 増 加 は 認 め ら れ ず （ t  4 2  =  - 0 . 2 9 ,  n s ,  d  =  

0 . 0 9），再 び 正 の 対 比 は 確 認 さ れ な か っ た 。ま た ，快 刺 激 先 行 群 の 中

で も 不 快 刺 激 の 前 後 で 好 ま し さ は 変 化 し な か っ た （ t  2 1  =  0 . 8 8 ,  n . s ,  d  

=  0 . 1 8）。  

 各 刺 激 の 好 ま し さ 評 定 値 の 系 列 変 化 を み る と （ F i g u r e  2 - 2 - 3）， 実

験 4 - 1 a と 同 様 に ，同 一 感 情 価 の 刺 激 系 列 内 で ，評 定 順 序 に 従 っ て 評

定 値 が 低 下 す る 傾 向 が み ら れ た 。 刺 激 系 列 （ 先 行 刺 激 ， 標 的 刺 激 ，

第 2 標 的 刺 激 ）×評 定 順 序（ 1 ~ 4 番 目 ）の 2 要 因 参 加 者 内 分 散 分 析 の

結 果 ， 快 刺 激 先 行 群 で は ， 評 定 順 序 の 主 効 果 が 有 意 で あ り （ F  3 ,  6 3  =  

3 . 5 2 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 0 2）， 1 番 目 に 比 べ て 4 番 目 が 低 か っ た （ M S e  =  

2 5 0 . 4 8 ,  p  <  . 0 5）。不 快 刺 激 先 行 群 で は（ F  3 ,  6 3  =  3 . 5 0 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 0 2），

1 番 目 に 比 べ て 3 番 目 が 低 か っ た （ M S e  =  4 1 0 . 7 5）。  

  

 

 

 



65 

 

 

 

 

Ta b l e  2 - 2 - 7  

嗅 覚 刺 激 に お け る 各 刺 激 の 好 ま し さ 評 定 値 （ 括 弧 内 は 標 準 誤 差 ）  

 先 行 刺 激  標 的 刺 激  第 2 標 的 刺 激  

快 刺 激 先 行 群  n = 2 2  
快  不 快  快  

5 9 . 4 4  ( 3 . 2 0 )  3 4 . 2 5  ( 3 . 6 1 )  5 7 . 1 7  ( 2 . 0 4 )  

不 快 刺 激 先 行 群  n = 2 2  
不 快  快  不 快  

4 7 . 1 7  ( 3 . 1 9 )  6 0 . 8 3  ( 3 . 5 9 )  3 4 . 1 9  ( 3 . 5 9 )  

 

 

 

F i g u r e  2 - 2 - 3  嗅 覚 刺 激 に お け る 好 ま し さ 評 定 値 の 系 列 変 化  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  
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視 覚 刺 激 に お け る 快 不 快 の 対 比  不 快 刺 激 の 好 ま し さ （ Ta b l e  2 - 2 - 8）

に つ い て ， 快 刺 激 先 行 群 が 統 制 群 と な る 不 快 刺 激 先 行 群 に 比 べ て 低

く （ t  4 2  =  - 3 . 8 2 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  1 . 1 8）， 再 び 負 の 対 比 が 確 認 さ れ た 。 不

快 刺 激 先 行 群 に お い て ， 第 2 標 的 刺 激 で あ る 不 快 刺 激 の 評 定 値 は ，

快 刺 激 の 前 に 比 べ て 後 で 有 意 に 低 く な り （ t  2 1  =  3 . 6 4 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  

0 . 7 9），同 一 刺 激 に 対 し て 群 内 で も 負 の 対 比 が 生 じ た 。不 快 刺 激 先 行

群 の 標 的 刺 激 で あ る 快 刺 激 の 評 定 値 は ， 快 刺 激 先 行 群 の 先 行 刺 激 と

比 べ て 有 意 に 高 く （ t  4 2  =  - 3 . 8 8 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  1 . 2 0）， 正 の 対 比 が 確 認

さ れ た 。 快 刺 激 先 行 群 の 第 2 標 的 刺 激 で あ る 快 刺 激 の 評 定 値 は ， 不

快 刺 激 の 前 後 で 変 わ ら ず （ t  2 1  =  0 . 2 8 ,  n s ,  d  =  0 . 0 4）， 群 内 で 対 比 は 続

け て 生 じ な か っ た 。  

 各 刺 激 の 好 ま し さ 評 定 値 の 系 列 変 化 を み る と （ F i g u r e  2 - 2 - 4）， 快

刺 激 先 行 群 で は 主 効 果 が 有 意 で あ っ た が （ F  3 ,  6 3  =  2 . 9 2 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  

=  . 0 1）， 多 重 比 較 の 結 果 ， 評 定 順 序 間 に 有 意 差 は な か っ た （ M S e  =  

1 2 2 . 0 8）。不 快 刺 激 先 行 群 で も 評 定 順 序 間 の 違 い は な か っ た（ F  3 ,  6 3  =  

0 . 1 1 ,  n s ,  η 2  =  . 0 0）。  

 

考 察  

 本 実 験 の 結 果 よ り ， 嗅 覚 刺 激 に 対 す る 好 ま し さ 評 価 に お い て ， 快

刺 激 が 先 行 し た 場 合 の 不 快 刺 激 に 対 す る 負 の 対 比 の み が 生 起 し ， 正

の 対 比 は 再 び 確 認 さ れ な か っ た 。 不 快 刺 激 に 対 す る 好 ま し さ は ， 群

内 で 快 刺 激 の 前 後 に 評 定 し た 場 合 に ， 快 刺 激 の 後 で よ り 低 下 し た こ

と が ， 両 感 覚 モ ダ リ テ ィ で 確 認 さ れ た 。  

 一 方 ，快 刺 激 に 関 し て は ，実 験 4 - 1 a と 同 様 に ，群 内 で 不 快 刺 激 の

前 後 に 評 価 し た 場 合 に ， そ の 間 に 好 ま し さ の 差 は 生 じ な か っ た 。 先

の 実 験 に お け る 評 定 結 果 に 関 す る 記 憶 の 影 響 を 検 証 す る た め に ， 本

実 験 で 用 い た 第 2 標 的 刺 激 は ， 初 め に 評 価 し た 先 行 刺 激 と 同 一 の 4

種 を 用 い て い た 。 そ れ に も 拘 わ ら ず ， 2 度 提 示 さ れ た 不 快 刺 激 の 好

ま し さ が ， 快 刺 激 を 間 に 評 価 し た こ と で 低 下 し た 結 果 は ， 快 不 快 に  
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Ta b l e  2 - 2 - 8  

視 覚 刺 激 に お け る 各 刺 激 の 好 ま し さ 評 定 値 （ 括 弧 内 は 標 準 誤 差 ）  

 先 行 刺 激  標 的 刺 激  第 2 標 的 刺 激  

快 刺 激 先 行 群  n = 2 2  
快  不 快  快  

6 5 . 0 5  ( 3 . 2 6 )  3 6 . 6 3  ( 4 . 0 9 )  6 4 . 4 4  ( 2 . 9 2 )  

不 快 刺 激 先 行 群  n = 2 2  
不 快  快  不 快  

5 5 . 4 8  ( 2 . 5 6 )  8 2 . 3 1  ( 2 . 8 7 )  4 3 . 1 4  ( 3 . 9 9 )  

 

 

 

F i g u r e  2 - 2 - 4  視 覚 刺 激 に お け る 好 ま し さ 評 定 値 の 系 列 変 化  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  
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お け る 対 比 が ， 評 価 者 の 評 定 に お け る 態 度 へ の 影 響 に よ っ て 生 じ て

い る も の で は な い 可 能 性 を 示 唆 す る 。 ま た ， こ の 結 果 は ， 視 覚 と 嗅

覚 の 両 感 覚 モ ダ リ テ ィ に お い て 認 め ら れ た こ と か ら ， 快 刺 激 よ り も

不 快 刺 激 に 対 し て ， 先 行 刺 激 と の 感 情 価 の 差 異 へ の 感 度 が よ り 高 い

こ と が 考 え ら れ る 。  

 先 行 研 究 で は ， 先 行 刺 激 と そ れ に 後 続 す る 標 的 刺 激 の 感 覚 モ ダ リ

テ ィ が 異 な る 場 合 に は ， 対 比 が 起 き な い こ と を 示 し て い る （ H a r r i s ,  

1 9 3 9 ;  S t e v e n s o n  e t  a l . ,  2 0 0 7）。 一 方 で ， 聴 覚 刺 激 と 嗅 覚 刺 激 の ク ロ ス

モ ー ダ ル で 検 討 し た 研 究 で は （ S e o  &  H u m m e l ,  2 0 1 1）， 先 行 し た 音 の

感 情 価 へ 後 続 し た ニ オ イ の 快 不 快 が 近 づ く と い う ， 同 化 の 傾 向 が 示

さ れ て い る 。 次 の 実 験 4 - 2 で は ， 感 覚 モ ダ リ テ ィ の 違 い が ， 快 不 快

の 対 比 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て ， 先 行 刺 激 と 標 的 刺 激 を そ れ ぞ れ 視 覚

刺 激 あ る い は 嗅 覚 刺 激 と し た 場 合 で 比 較 し て 検 討 を 行 っ た 。   
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異 な る 感 覚 モ ダ リ テ ィ 間 で の 快 不 快 の 対 比 の 検 討  

［ 実 験 4 - 2 ］ 7  

 

目 的  

 本 実 験 で は ， 先 行 刺 激 と 標 的 刺 激 が ， 異 な る 感 覚 モ ダ リ テ ィ の 刺

激 で あ る 場 合 に ，快 不 快 の 対 比 が 生 じ る か 検 討 し た 。実 験 4 - 1 a お よ

び 4 - 1 b に お い て ，嗅 覚 刺 激 の 場 合 に は ，不 快 刺 激 が 先 行 し た 場 合 の

快 刺 激 に 対 す る 影 響 が 認 め ら れ な か っ た 。 そ こ で 本 実 験 で は ， 不 快

な 嗅 覚 刺 激 と 快 な 視 覚 刺 激 を 用 い ，不 快 な 嗅 覚 刺 激 の 先 行 に よ っ て ，

快 な 視 覚 刺 激 の 好 ま し さ が 高 く な る 正 方 向 の 対 比 が 生 じ る か を 検 討

し た 。 こ れ に 加 え て ， 快 な 視 覚 刺 激 を 先 行 評 価 し た 場 合 の 不 快 な 嗅

覚 刺 激 に 対 す る 好 ま し さ へ の 影 響 も 検 討 し た 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  視 覚 刺 激 先 行 群 に 学 生 2 2 名 が ，嗅 覚 刺 激 先 行 群 に 学 生

2 0 名 （ う ち 女 性 は 1 1 名 ） が 参 加 し た 。  

刺 激  不 快 な 嗅 覚 刺 激 4 種（ 調 合 香 料 の 混 合 臭 ）と 快 な 視 覚 刺 激（ 花

束 の 写 真 ） 4 種 。  

手 続 き  嗅 覚 刺 激 先 行 群 は ， 不 快 な 嗅 覚 刺 激 に 続 け て 快 な 視 覚 刺 激

を 評 定 し た 。 標 的 刺 激 で あ る 快 な 視 覚 刺 激 と の 評 定 値 の 比 較 に は ，

実 験 4 - 1 a に お い て 視 覚 刺 激 を 評 定 し た 統 制 群 4 0 名 の デ ー タ を 使 用

し た 。 評 定 尺 度 に は 1 0 0 m の VA S を 用 い た 。  

 視 覚 刺 激 先 行 群 は ， 快 な 視 覚 刺 激 に 続 け て 不 快 な 嗅 覚 刺 激 を 一 つ

ず つ 評 定 し た 。統 制 群（ 1 1 名 ）は ，不 快 な 嗅 覚 刺 激 の み を 評 定 し た 。

な お ， こ の 2 群 に お い て は ， 各 感 覚 モ ダ リ テ ィ の 刺 激 系 列 に 6 種 の

                                                        

7  実 験 4 - 2 は 1 6 t h  I n t e r n a t i o n a l  S y m p o s i u m  o n  O l f a c t i o n  a n d  T a s t e に て ポ ス タ

ー 形 式 で 発 表 さ れ た 。  
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刺 激 を 用 い た 。  

 

結 果  

嗅 覚 刺 激 先 行 群  不 快 な 嗅 覚 刺 激 が 先 行 し た 場 合 の 快 な 視 覚 刺 激 に

対 す る 好 ま し さ（ M  =  7 6 . 1 5 ,  S E  =  2 . 3 8）は ，統 制 群（ M  =  7 2 . 3 1 ,  S E  =  

3 . 1 5） と の 間 に 差 は な く （ t  5 7 . 5 5  =  0 . 9 6 ,  n s ,  d  =  0 . 2 2）， 正 の 対 比 は 生

じ な か っ た 。同 一 感 情 価 の 刺 激 系 列 内 に お け る 評 定 順 序 間 の 違 い は ，

い ず れ の 群 で も 認 め ら れ な か っ た （ F s  < =  1 . 4 9 ,  n s）。  

視 覚 刺 激 先 行 群  快 な 視 覚 刺 激 の 後 に 評 価 し た 不 快 な 嗅 覚 刺 激 の 好

ま し さ （ M  =  5 4 . 2 8 ,  S E  =  4 . 8 8） は ， 統 制 群 （ M  =  4 8 . 3 8 ,  S E  =  4 . 8 2）

と の 間 に 差 が な く ，負 の 対 比 は 認 め ら れ な か っ た（ t  1 9  =  0 . 8 8 ,  n s ,  d  =  

0 . 2 9）。同 一 感 情 価 の 刺 激 系 列 内 に お け る 評 定 順 序 間 の 違 い は ，い ず

れ の 群 で も 認 め ら れ な か っ た （ F s  < =  1 . 3 2 ,  n s）。  

 

考 察  

 先 行 刺 激 と 標 的 刺 激 が 異 な る 感 覚 モ ダ リ テ ィ の 場 合 に は 対 比 が 生

じ な か っ た 。 本 実 験 の 結 果 は ， ク ロ ス モ ー ダ ル デ ザ イ ン で 対 比 を 検

討 し た 先 行 研 究 （ 色 と ニ オ イ ： H a r r i s ,  1 9 3 2 ;  ニ オ イ と フ レ ー バ ー ：

S t e v e n s o n  e t  a l . ,  2 0 0 7） の 結 果 を 支 持 す る も の で あ っ た 。 評 価 者 が 先

行 刺 激 と 標 的 刺 激 を 異 な る カ テ ゴ リ と 捉 え た 場 合 に は 対 比 が 生 じ な

い た め （ C o g a n  e t  a l . ,  2 0 1 3 ;  Z e l l n e r  e t  a l . ,  2 0 0 3 ,  2 0 0 9）， 感 覚 モ ダ リ テ

ィ の 違 い に よ っ て ， 両 者 が 分 離 し て 捉 え ら れ て い る 可 能 性 が あ る 。  

 一 方 で ， 先 行 し た 刺 激 の 感 情 価 に 近 づ く よ う に 後 続 刺 激 の 快 不 快

が 評 価 さ れ る 同 化 傾 向 の 現 象 （ ニ オ イ と 触 覚 ： C r o y  e t  a l . ,  2 0 1 4 ;  音

と ニ オ イ： S e o  &  H u m m e l ,  2 0 1 1）も ，本 実 験 で は 認 め ら れ な か っ た 。

た だ し ， こ れ ら の 実 験 で 用 い た 先 行 刺 激 と 標 的 刺 激 は そ れ ぞ れ 1 種

で あ り ， 本 実 験 の 刺 激 系 列 と は 異 な る も の で あ っ た 。 ま た ， 感 情 価

の 相 対 す る 刺 激 が 1 対 1 で 提 示 さ れ た 場 合 ， 評 価 者 の 要 求 特 性 が 評

価 へ 影 響 す る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 し た が っ て ， ク ロ ス モ ー ダ ル 条
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件 で の 系 列 効 果 に お い て 同 化 が 生 じ る と 結 論 づ け る こ と は で き な い 。 

 ま た ， S t e v e n s o n  e t  a l .（ 2 0 0 7） に お い て 先 行 提 示 し た 視 覚 刺 激 は ，

す べ て 食 品 で あ り（ ニ オ イ の 先 行 刺 激 と 一 致 す る 画 像 ），標 的 刺 激 で

あ る ド リ ア ン ジ ュ ー ス と 「 飲 食 品 」 と い う カ テ ゴ リ で は 同 一 で あ っ

た と い え る 。 本 実 験 で 用 い た 嗅 覚 刺 激 は ， 植 物 様 の 香 調 の 合 成 香 料

を 含 め て 作 成 さ れ た も の で あ り ， 快 な ニ オ イ と 比 べ て 相 対 的 に 不 快

度 が 高 か っ た が ，実 験 参 加 者 に は「 ニ オ イ の き つ い 芳 香 剤 」や「 花 」

と 命 名 さ れ る こ と も 多 か っ た 。 し た が っ て ， 花 束 の 写 真 と 概 念 的 に

似 て い る と 捉 え ら れ て い た 可 能 性 も あ る 。 し か し ， こ の 点 を 示 す 根

拠 は 本 実 験 結 果 か ら は 提 示 さ れ ず ， 先 行 刺 激 と 標 的 刺 激 に 関 連 性 を

生 じ さ せ る 要 因 と し て ， ど の 程 度 の 概 念 的 な 関 連 性 が あ れ ば 対 比 が

生 じ う る の か ， あ る い は 入 力 さ れ る 感 覚 チ ャ ネ ル の 同 異 が 対 比 の 生

起 に 関 係 し て い る の か と い う 問 題 に つ い て は ， さ ら な る 検 討 が 必 要

で あ る 。  
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2 . 2 . 3  先 行 刺 激 間 の 感 情 価 ［ 実 験 5］  

 

目 的  

 実 験 4 の 一 連 の 結 果 よ り ， 快 な ニ オ イ の 後 に 評 価 し た 不 快 な ニ オ

イ に 対 し て 負 の 対 比 が 生 じ る こ と が 確 認 さ れ た 。 実 験 4 で は ， 先 行

刺 激 と 感 情 価 が 異 な る と い う 刺 激 文 脈 に つ い て 検 討 し て い た が ， 本

実 験 で は ， 先 行 評 価 し た 刺 激 ペ ア の 刺 激 間 の 感 情 価 の 差 を 刺 激 文 脈

と し て ， 快 不 快 の 対 比 に つ い て 再 度 検 討 し た 。 実 験 刺 激 と し て ， 感

情 価 が 快 ， ニ ュ ー ト ラ ル ， 不 快 と 異 な る 3 種 を ， 快 刺 激 と ニ ュ ー ト

ラ ル 刺 激（ 刺 激 間 の 感 情 価 差 が 小 さ い ペ ア ），快 刺 激 と 不 快 刺 激（ 感

情 価 差 が 大 き い ペ ア ） で 組 み 合 わ せ ， 二 つ の ペ ア を 作 成 し た 。 こ の

二 つ の ペ ア の 各 刺 激 に つ い て 好 ま し さ を 評 価 す る 際 に ， 先 に ど ち ら

の ペ ア を 評 価 さ せ る か に よ っ て ， 実 験 参 加 者 の 対 象 刺 激 に 対 す る 快

不 快 の 範 囲 を 操 作 し た 場 合 ， 後 に 評 価 し た ペ ア の 刺 激 の ニ オ イ に 対

す る 好 ま し さ が 影 響 を 受 け る か 検 討 し た 。  

ま た ， 各 ペ ア の 刺 激 に つ い て 系 列 評 価 を し た 後 に ， ペ ア の 2 種 の

刺 激 に つ い て ，ど ち ら が よ り 好 ま し い か 選 択 を さ せ（ 選 好 判 断 ），系

列 評 価 の 場 合 と ， 刺 激 間 の 特 徴 を 比 較 し て 選 好 判 断 を 行 っ た 場 合 と

で ，先 行 ペ ア の 感 情 価 の 差 に よ る 影 響 が 異 な る か を 併 せ て 検 討 し た 。 

 

 

［ 実 験 5 a ］  

方 法  

実 験 参 加 者  学 生 4 5 名 （ う ち 女 性 1 5 名 ， 平 均 2 1 . 6 3± 1 . 1 1 歳 ） が ，

小 ペ ア 先 行 群 に 2 1 名 ， 大 ペ ア 先 行 群 に 2 4 名 に 分 か れ て 参 加 し た 。  

刺 激 感 情 価 が 相 対 的 に 異 な る 3 種 の ニ オ イ を 用 い た 。 快 刺 激 と し

て リ ン ゴ 様 の ニ オ イ を 呈 す る 合 成 香 料 （ 1 0 %） を ， ニ ュ ー ト ラ ル 刺

激 と し て グ レ ー プ フ ル ー ツ 様 の ニ オ イ を 呈 す る 合 成 香 料 （ 1 0 %） に

1 %  e t h y l  d e c a n o a t e を 1  :  0 . 0 5 の 割 合 で 加 え た も の を ， 不 快 刺 激 と し



73 

 

て モ モ 様 の ニ オ イ を 呈 す る 合 成 香 料 （ 1 0 %） に 1 - d e c a n o l を 1  :  0 . 0 5

の 割 合 で 加 え た も の を 用 い た（ い ず れ も 質 量 パ ー セ ン ト 濃 度 で あ り ，

d i e t h y l  p h t h a l a t e に よ り 希 釈 し た ）。 各 溶 液 を 綿 球 に 1 0 0 µℓ 染 み 込 ま

せ ， ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 サ ン プ ル 管 （ 容 積 1 1 m l） に 入 れ て 提 示 し た 。

感 情 価 の 差 が 小 さ い 快 刺 激 と ニ ュ ー ト ラ ル 刺 激 の ペ ア （ 以 下 ， 感 情

価 差・小 ペ ア ）と ，感 情 価 の 差 が 大 き い 快 刺 激 と 不 快 刺 激 の ペ ア（ 以

下 ， 感 情 価 差 ・ 大 ペ ア ） を 作 成 し た 。  

手 続 き  実 験 手 続 き を F i g u r e  2 - 2 - 5 に 示 し た 。 実 験 参 加 者 は ， 二 つ

の ニ オ イ ペ ア 全 4 種 の ニ オ イ の 好 ま し さ （ 全 く 好 ま し く な い ～ 非 常

に 好 ま し い ） お よ び 強 度 （ 無 ～ 強 ） を ， 一 つ ず つ 評 定 し た 。 評 定 は

1 0 0 m m の VA S で 行 っ た 。各 ニ オ イ は 一 呼 吸 分 嗅 が せ た 。感 情 価 差 ・

小 ペ ア に つ い て は ， 快 刺 激 の 後 に ニ ュ ー ト ラ ル 刺 激 を ， 感 情 価 差 ・

大 ペ ア に つ い て は ， 快 刺 激 の 後 に 不 快 刺 激 を 評 定 し た 。 小 ペ ア 先 行

群 は ， 感 情 価 差 ・ 小 ペ ア に 続 い て 大 ペ ア を ， 大 ペ ア 先 行 群 は ， 感 情

価 差 ・ 大 ペ ア に 続 い て 小 ペ ア の 順 で 評 定 を 行 っ た 。  

 系 列 評 価 に 続 け て ， 刺 激 ペ ア の 各 ニ オ イ に つ い て ， よ り 好 ま し い

ニ オ イ の 番 号 を 回 答 す る よ う 求 め た 。 こ れ に 続 け て ， 選 択 し た ニ オ

イ が 他 方 に 比 べ て ど の 程 度 好 ま し い か ， 選 択 刺 激 に 対 す る 非 選 択 刺

激 と の 相 対 的 な 好 ま し さ を ， 1 0 0 m m の VA S（ 全 く 好 ま し く な い ～ 非

常 に 好 ま し い ） に よ り 評 定 さ せ た 。  

 

結 果  

先 行 刺 激 間 の 感 情 価 差 に よ る 選 好 判 断 へ の 影 響  系 列 評 価 後 の 選 好

判 断 に お い て ， 快 刺 激 が 選 好 さ れ た 割 合 は ， 感 情 価 差 ・ 大 ペ ア に お

い て は ， 小 ペ ア 先 行 群 で は 8 5 %， 大 ペ ア 先 行 群 で は 8 9 %と ， い ず れ

も 高 か っ た が ，感 情 価 差・小 ペ ア に お い て は ，小 ペ ア 先 行 群 で は 7 4 %

で あ っ た の に 対 し て ， 大 ペ ア 先 行 群 で は 5 5 %と 低 く ， 快 刺 激 よ り も

快 度 を 低 く 設 定 し た ニ ュ ー ト ラ ル 刺 激 の 選 択 率 が 高 い 傾 向 が み ら れ

た 。 た だ し ， 2 群 の 比 率 の 差 を 検 定 し た 結 果 で は ， 群 間 に 統 計 的 有  
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F i g u r e  2 - 2 - 5  小 ペ ア 先 行 群 に お け る 好 ま し さ 評 価 の 流 れ  

※ 大 ペ ア 先 行 群 は 感 情 価 差 ・ 大 ペ ア に 続 け て 小 ペ ア の 評 価 を 行 っ た  

  

［小ペア先行群］

快刺激

感情価差・小ペア

の系列評価

感情価差・大ペア

の系列評価

• 選好判断

• 好ましさの差の評定

ﾆｭｰﾄﾗﾙ刺激

快刺激

不快刺激

• 選好判断

• 好ましさの差の評定
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意 差 は 認 め ら れ な か っ た （ z  =  1 . 2 7 ,  n s ,  r  =  . 2 0）。 以 降 の 分 析 は ， 両

ペ ア と も に 快 刺 激 を 選 好 し て お り ， か つ 快 刺 激 の 好 ま し さ を 他 方 よ

り 高 く 評 定 し た 実 験 参 加 者 （ 小 ペ ア 先 行 群 1 2 名 ， 大 ペ ア 先 行 群 1 0

名 ） を 対 象 に 行 っ た 。  

先 行 刺 激 間 の 感 情 価 差 に よ る 好 ま し さ 評 価 へ の 影 響  各 群 に お け る

二 つ の ペ ア の そ れ ぞ れ の ニ オ イ に 対 す る 好 ま し さ 評 定 値 に つ い て

（ Ta b l e  2 - 2 - 9），群（ 小 ペ ア 先 行 群 ，大 ペ ア 先 行 群 ）×刺 激（ 小 ペ ア ：

快 ， ニ ュ ー ト ラ ル ， 大 ペ ア ： 快 ， 不 快 ） の 2 要 因 混 合 分 散 分 析 の 結

果 ， 交 互 作 用 が 有 意 傾 向 で あ っ た （ F  3 ,  6 0  =  2 . 4 5 ,  p  <  . 1 0 ,  η 2  =  . 0 3）。

単 純 主 効 果 検 定 の 結 果 ，小 ペ ア 先 行 群 で は（ F  3 ,  6 0  =  2 4 . 4 8 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  

=  . 3 1）， 快 刺 激 と ニ ュ ー ト ラ ル ， 不 快 刺 激 の 間 に 有 意 差 が あ っ た が

（ M S e  =  1 3 5 . 2 9 ,  p s  <  . 0 5）， 大 ペ ア 先 行 群 で は （ F  3 ,  6 0  =  8 . 8 7 ,  p  <  . 0 1 ,  

η 2  =  . 1 1），快 刺 激 と そ の 他 2 刺 激 の 間 に は 差 が あ っ た が（ M S e  =  1 3 5 . 2 9 ,  

p s  <  . 0 5），ニ ュ ー ト ラ ル 刺 激 と 不 快 刺 激 の 間 に 有 意 差 が な か っ た（ d  

=  0 . 2 6）。ま た ，不 快 刺 激 の 好 ま し さ は ，大 ペ ア 先 行 群 に 対 し て 小 ペ

ア 先 行 群 が 有 意 に 低 い こ と が 認 め ら れ た （ F  1 ,  2 0  =  4 . 7 7 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  

=  . 0 5）。  

選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 間 の 好 ま し さ の 差  選 好 し た 快 刺 激 に 対 す る

好 ま し さ を 他 方 と 比 べ て 評 定 し た 値 を Ta b l e  2 - 2 - 1 0 に 示 し た 。群 ×ペ

ア の 2 要 因 混 合 分 散 分 析 の 結 果 ，有 意 な 交 互 作 用 が 認 め ら れ た（ F  1 ,  

2 0  =  5 . 7 5 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 0 8）。 単 純 主 効 果 検 定 の 結 果 ， 小 ペ ア 先 行 群

で は ， 小 ペ ア に 対 し て 大 ペ ア の 方 が ， 快 刺 激 が 好 ま し い 程 度 が よ り

大 き く ， ペ ア の 刺 激 間 の 感 情 価 差 は ， 大 ペ ア の 方 が 大 き い こ と が 認

め ら れ た （ F  1 ,  2 0  =  2 0 . 4 4 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 2 7）。 ま た ， 感 情 価 差 ・ 大 ペ

ア に お い て ， 小 ペ ア 先 行 群 に 比 べ て 大 ペ ア 先 行 群 で は ， 不 快 刺 激 と

比 較 し た 快 刺 激 に 対 す る 好 ま し さ が 低 い 傾 向 が 認 め ら れ た（ F  1 ,  2 0  =  

4 . 1 8 ,  p  <  . 1 0 ,  η 2  =  . 0 4）。  
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Ta b l e  2 - 2 - 9  

各 刺 激 の 好 ま し さ 評 定 値 （ 括 弧 内 は 標 準 誤 差 ）  

 感 情 価 差 ・ 小 ペ ア  感 情 価 差 ・ 大 ペ ア  

刺 激 の 感 情 価  快  ﾆ ｭ ｰ ﾄ ﾗ ﾙ  快  不 快  

小 ペ ア 先 行 群  n = 1 2  
7 7 . 5 8   

( 3 . 6 5 )  

5 8 . 1 7   

( 5 . 1 9 )  

7 7 . 9 2   

( 2 . 8 3 )  

4 1 . 6 7   

( 5 . 7 6 )  

大 ペ ア 先 行 群  n = 1 1  
7 7 . 4 0   

( 3 . 1 9 )  

6 2 . 9 0   

( 4 . 1 8 )  

8 0 . 2 0   

( 2 . 1 0 )  

5 9 . 0 0   

( 4 . 3 6 )  

 

Ta b l e  2 - 2 - 1 0  

ニ ュ ー ト ラ ル ま た は 不 快 刺 激 と 比 較 し た 快 刺 激 に 対 す る  

好 ま し さ 評 定 値 （ 括 弧 内 は 標 準 誤 差 ）  

 感 情 価 差 ・ 小 ペ ア  感 情 価 差 ・ 大 ペ ア  

 
ニ ュ ー ト ラ ル 刺 激 よ り  

好 ま し い 程 度  

不 快 刺 激 よ り  

好 ま し い 程 度  

小 ペ ア 先 行 群  n = 1 2  
4 5 . 1 7   

( 5 . 6 3 )  

8 0 . 0 0   

( 3 . 8 4 )  

大 ペ ア 先 行 群  n = 1 1  
5 7 . 4 0   

( 8 . 2 6 )  

6 6 . 1 0   

( 5 . 1 6 )  
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強 度 評 価  各 刺 激 の 強 度 評 定 値 を Ta b l e  2 - 2 - 1 1 に 示 し た 。群 ×刺 激 の

2 要 因 混 合 分 散 分 析 の 結 果 ，ニ オ イ の 主 効 果 の み が 有 意 で あ っ た（ F  

3 ,  6 0  =  8 . 6 3 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 1 5）。多 重 比 較 の 結 果（ M S e  =  1 5 9 . 0 5 ,  p  <  . 0 5），

い ず れ の 群 に お い て も ， 快 刺 激 に 比 べ て ニ ュ ー ト ラ ル お よ び 不 快 刺

激 が よ り 強 い と 評 価 さ れ て い た 。 ニ ュ ー ト ラ ル 刺 激 と 不 快 刺 激 の 間

に 強 度 の 差 は な か っ た 。  

 

考 察  

 本 実 験 の 結 果 ， 先 行 評 価 し た 刺 激 間 の 感 情 価 の 差 が ， 後 続 し て 評

価 し た ニ オ イ の 好 ま し さ へ 及 ぼ す 影 響 と し て ， 実 験 4 と 同 様 に 負 の

対 比 が 認 め ら れ た 。 す な わ ち ， 先 に 感 情 価 差 の 大 き い ニ オ イ ペ ア を

評 価 し た 群 で は ， 続 い て 評 価 し た 感 情 価 差 の 小 さ い ペ ア の 間 で 選 好

判 断 を 行 っ た 際 に ， 快 刺 激 の 選 択 者 が 少 な か っ た 。 こ の 点 は ， 不 快

刺 激 に 接 触 し て い た こ と に よ っ て ， 快 刺 激 と ニ ュ ー ト ラ ル 刺 激 の 間

の 感 情 価 差 が 過 小 評 価 さ れ た 傾 向 を 示 唆 し て い る 。 ま た ， 先 に 感 情

価 差 の 大 き い 快 刺 激 と 不 快 刺 激 の ペ ア を 評 価 し た 群 に 比 べ て ， 快 刺

激 と ニ ュ ー ト ラ ル 刺 激 の ペ ア を 先 に 評 価 し た 群 に お い て ， 続 い て 評

価 し た 不 快 刺 激 に 対 す る 不 快 度 が よ り 高 く な り ， 快 刺 激 と 比 較 し た

場 合 の 好 ま し さ の 差 も 大 き く な っ た 。 一 方 で ， 不 快 刺 激 の 後 に 評 価

さ れ た 次 の ペ ア の 快 刺 激 に 対 す る 好 ま し さ が 過 大 評 価 さ れ る 傾 向 は

無 く ， 本 実 験 か ら も 正 方 向 の 対 比 の 生 起 は 認 め ら れ な か っ た 。  

 以 上 よ り ， 本 実 験 で 用 い た 不 快 刺 激 に 対 す る 好 ま し さ は ， 先 に そ

れ よ り も 快 度 が 高 い 刺 激 を 評 価 し た こ と に よ っ て ， よ り 低 下 し て 感

じ ら れ た こ と が 示 さ れ た 。 た だ し ， 先 に 不 快 刺 激 を 評 価 し た 場 合 の

値 が 高 い 傾 向 が あ っ た た め ， よ り 各 刺 激 間 の 感 情 価 差 を 明 確 に し た

場 合 で も 同 様 の 結 果 が 認 め ら れ る か ，実 験 5 b に お い て 再 度 検 討 し た 。 
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Ta b l e  2 - 2 - 1 1  

各 刺 激 の 強 度 評 定 値 （ 括 弧 内 は 標 準 誤 差 ）  

 感 情 価 差 ・ 小 ペ ア  感 情 価 差 ・ 大 ペ ア  

刺 激 の 感 情 価  快  ﾆ ｭ ｰ ﾄ ﾗ ﾙ  快  不 快  

小 ペ ア 先 行 群  n = 1 2  
6 1 . 6 7   

( 4 . 9 4 )  

7 0 . 3 3   

( 3 . 9 0 )  

5 9 . 9 2   

( 4 . 9 1 )  

7 4 . 9 2   

( 6 . 0 8 )  

大 ペ ア 先 行 群  n = 1 1  
6 1 . 4 0   

( 2 . 4 4 )  

7 2 . 5 0   

( 4 . 9 7 )  

6 2 . 7 0   

( 4 . 2 3 )  

8 0 . 1 0   

( 4 . 0 9 )  
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［ 実 験 5 b ］  

 

方 法  

実 験 参 加 者  学 生 4 9 名 （ う ち 女 性 1 8 名 ， 平 均 1 8 . 6± 1 . 3 歳 ）  

刺 激 ニ ュ ー ト ラ ル 刺 激 と し て ， グ レ ー プ フ ル ー ツ 香 料 に

c i s - 3 - H e x e n - 1 - o l（ 1 %）を 1  :  1 . 2 の 割 合 で 加 え た も の を 用 い た 。不 快

刺 激 は ， モ モ 様 の ニ オ イ を 呈 す る 合 成 香 料 （ 1 0 % ） に 添 加 し た

1 - d e c a n o l の 質 量 を 実 験 5 a よ り も 増 や し ， 1  :  0 . 5 の 割 合 に し た も の

を 用 い た 。  

手 続 き  実 験 5 a と 同 様 で あ っ た 。  

 

結 果  

先 行 刺 激 間 の 感 情 価 差 に よ る 選 好 判 断 へ の 影 響  系 列 評 価 後 の 選 好

判 断 に つ い て ， 快 刺 激 が 選 好 さ れ た 割 合 は ， 感 情 価 差 ・ 大 ペ ア に お

い て は ，小 ペ ア 先 行 群 で 9 6 %，大 ペ ア 先 行 群 で 1 0 0 %で あ り ，い ず れ

も 高 か っ た 。 感 情 価 差 ・ 小 ペ ア に お い て は ， 小 ペ ア 先 行 群 で 8 8 %，

大 ペ ア 先 行 群 で 7 6 %で あ り ，実 験 5 a と 同 様 に 大 ペ ア 先 行 群 の 方 が 低

い 傾 向 が あ っ た が ， 2 群 の 比 率 の 差 の 検 定 を 行 っ た と こ ろ 統 計 的 有

意 差 は 認 め ら れ な か っ た （ z  =  1 . 0 4 ,  n s ,  r  =  1 5）。 実 験 5 a と 同 様 に ，

以 降 の 分 析 は ， 両 ペ ア と も に 快 刺 激 を 選 好 し て お り ， か つ 快 刺 激 の

好 ま し さ を 他 方 よ り 高 く 評 定 し た 実 験 参 加 者 （ 小 ペ ア 先 行 群 1 9 名 ，

大 ペ ア 先 行 群 1 8 名 ） を 対 象 に 行 っ た 。  

先 行 刺 激 間 の 感 情 価 差 に よ る 好 ま し さ 評 価 へ の 影 響  各 群 に お け る ，

二 つ の ペ ア の 各 ニ オ イ に 対 す る 好 ま し さ の 評 定 値 を Ta b l e  2 - 2 - 1 2 に

示 し た 。群（ 小 ペ ア 先 行 群 ，大 ペ ア 先 行 群 ） ×刺 激（ 2 ペ ア 4 種 ）の

2 要 因 混 合 分 散 分 析 の 結 果 ，刺 激 の 主 効 果 の み が 有 意 で あ っ た（ F  3 ,  

1 0 5  =  1 2 8 . 0 2 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 6 8）。多 重 比 較 の 結 果（ M S e  =  1 5 4 . 9 0 ,  p  <  . 0 5），

い ず れ の 群 に お い て も ， 快 刺 激 が 他 二 つ の 刺 激 よ り も 有 意 に 好 ま し

く ， ま た ニ ュ ー ト ラ ル 刺 激 は 不 快 刺 激 よ り も 有 意 に 好 ま し く 評 定 さ
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れ て お り ，実 験 5 a で み ら れ た 群 間 で の 不 快 刺 激 に 対 す る 好 ま し さ の

違 い は 生 じ な か っ た 。 不 快 刺 激 の 評 定 値 に つ い て 群 間 で 直 接 比 較 し

て も ，統 計 的 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た（ t  3 5  =  - 1 . 5 4 ,  n s ,  d  =  0 . 5 4）。  

選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 間 の 好 ま し さ の 差  選 好 し た 快 刺 激 に 対 す る

好 ま し さ を ，他 方 と 比 べ て 評 定 し た 値 を Ta b l e  2 - 2 - 1 3 に 示 し た 。群 ×

刺 激 ペ ア の 2 要 因 混 合 分 散 分 析 の 結 果 ， 刺 激 ペ ア の 主 効 果 の み 有 意

傾 向 で あ り （ F  1 ,  3 5  =  3 . 4 9 ,  p  <  . 1 0 ,  η 2  =  . 0 4）， 感 情 価 差 ・ 大 ペ ア に お

い て ， 快 刺 激 に 対 す る 好 ま し さ が よ り 高 く ， 群 間 の 違 い は 認 め ら れ

な か っ た 。  

強 度 評 価  各 刺 激 の 強 度 評 定 値 を Ta b l e  2 - 2 - 1 4 に 示 し た 。群 ×刺 激 の

2 要 因 混 合 分 散 分 析 の 結 果 ，ニ オ イ の 主 効 果 の み が 有 意 で あ っ た（ F  

3 ,  1 0 5  =  2 1 . 2 3 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 2 1）。 多 重 比 較 の 結 果 （ M S e  =  2 1 3 . 2 0）， 実

験 5 a と 同 様 に ，い ず れ の 群 に お い て も ，快 刺 激 に 比 べ て ニ ュ ー ト ラ

ル 刺 激 お よ び 不 快 刺 激 が よ り 強 い と 評 価 さ れ て い た 。  

 

考 察  

 各 ニ オ イ ペ ア の 選 好 判 断 は ，い ず れ の 群 も 快 刺 激 の 選 択 者 が 多 く ，

好 ま し さ の 評 定 値 か ら も ， 本 実 験 で 用 い た 3 種 の ニ オ イ の 感 情 価 は

よ り 明 確 な も の で あ っ た 。し か し ，実 験 5 a で 生 じ た 先 行 ペ ア の ニ オ

イ に お け る 感 情 価 差 の 影 響 は 認 め ら れ ず ， 感 情 価 が 明 確 に 異 な る ニ

オ イ の 間 で は 対 比 が 生 じ に く い 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 た だ し ， 不 快

刺 激 に 対 す る 好 ま し さ の 評 定 値 に つ い て は ，実 験 5 a と 同 様 に ，先 に

感 情 価 差 の 小 さ い ペ ア を 評 価 し た 群 が 低 い 傾 向 が み ら れ た 。 群 間 の

評 定 値 を 直 接 比 較 し た 場 合 に ， 統 計 的 な 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た

も の の ， そ の 差 に お け る 効 果 量 は 中 程 度 で あ っ た 。 し た が っ て ， 先

に 評 価 し た 刺 激 間 の 感 情 価 差 の 範 囲 に よ る 影 響 は 少 な か ら ず 生 じ て

い た 可 能 性 が あ る 。 実 験 4 の 刺 激 系 列 で は ， 先 行 刺 激 が 4 種 で あ っ

た こ と を 踏 ま え る と ， 感 情 価 の 異 な る 先 行 刺 激 へ の 接 触 回 数 が 少 な

か っ た こ と も ，明 確 な 対 比 が 生 じ な か っ た 原 因 の 一 つ と 考 え ら れ る 。  
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Ta b l e  2 - 2 - 1 2  

各 刺 激 の 好 ま し さ 評 定 値 （ 括 弧 内 は 標 準 誤 差 ）  

 感 情 価 差 ・ 小 ペ ア  感 情 価 差 ・ 大 ペ ア  

刺 激 の 感 情 価  快  ﾆ ｭ ｰ ﾄ ﾗ ﾙ  快  不 快  

小 ペ ア 先 行 群  n = 1 9  
7 8 . 7 4   

( 2 . 7 1 )  

4 8 . 8 4   

( 3 . 1 2 )  

7 2 . 8 4   

( 2 . 8 4 )  

2 8 . 2 6   

( 3 . 0 6 )  

大 ペ ア 先 行 群  n = 1 8  
8 1 . 3 3   

( 2 . 2 5 )  

4 3 . 7 2   

( 4 . 1 8 )  

7 8 . 6 7   

( 2 . 5 9 )  

3 5 . 8 9   

( 3 . 7 3 )  

※ 両 ペ ア で 快 刺 激 を 選 好 し た 実 験 参 加 者 の み  

 

T a b l e  2 - 2 - 1 3  

ニ ュ ー ト ラ ル ま た は 不 快 刺 激 と 比 較 し た 場 合 の  

快 刺 激 の 好 ま し さ 評 定 値 （ 括 弧 内 は 標 準 誤 差 ）  

 感 情 価 差 ・ 小 ペ ア  感 情 価 差 ・ 大 ペ ア  

 ニ ュ ー ト ラ ル 刺 激 よ り  

好 ま し い 程 度  

不 快 刺 激 よ り  

好 ま し い 程 度  

小 ペ ア 先 行 群  n = 1 9  
6 6 . 9 5   

( 5 . 4 1 )  

7 4 . 1 6   

( 5 . 7 0 )  

大 ペ ア 先 行 群  n = 1 8  
6 1 . 2 2   

( 5 . 4 7 )  

7 2 . 9 4   

( 4 . 7 9 )  
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Ta b l e  2 - 2 - 1 4  

各 刺 激 の 主 観 的 強 度 評 定 値 （ 括 弧 内 は 標 準 誤 差 ）  

 感 情 価 差 ・ 小 ペ ア  感 情 価 差 ・ 大 ペ ア  

刺 激 の 感 情 価  快  ﾆ ｭ ｰ ﾄ ﾗ ﾙ  快  不 快  

小 ペ ア 先 行 群  n = 1 9  
4 8 . 8 9   

( 5 . 0 3 )  

6 8 . 8 9   

( 4 . 0 0 )  

4 6 . 2 6   

( 4 . 2 0 )  

7 2 . 0 0   

( 3 . 0 1 )  

大 ペ ア 先 行 群  n = 1 8  
5 5 . 1 1   

( 3 . 7 5 )  

7 0 . 5 0   

( 4 . 5 3 )  

4 9 . 7 2   

( 5 . 0 8 )  

6 4 . 2 8   

( 4 . 6 0 )  
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2 . 2 . 4  ニ オ イ の 系 列 評 価 に お け る 快 不 快 の 対 比 効 果 の 生 起 特 徴  

 

 実 験 4 - 1 a お よ び 4 - 1 b の 結 果 ， 比 較 的 不 快 な ニ オ イ に 対 す る 好 ま

し さ は ， そ れ よ り も 快 な ニ オ イ を 先 に 評 価 し て い た 場 合 に よ り 低 く

な る ， 負 の 対 比 が 生 じ る こ と が 認 め ら れ た 。 評 価 者 の 構 え の 役 割 を

踏 ま え て 対 比 の 現 象 を 説 明 す る と ， 複 数 の 先 行 刺 激 へ の 系 列 接 触 に

よ り ， 刺 激 間 の 関 係 性 （ す な わ ち ， 質 的 特 徴 が 類 似 し た 同 様 に 快 な

ニ オ イ ） に 対 し て 形 成 さ れ た 構 え に よ っ て ， 次 の 刺 激 の 特 徴 も 同 様

で あ ろ う と い う 期 待 が 促 さ れ る 。 そ し て ， 後 続 刺 激 が 先 行 刺 激 と は

反 対 方 向 の 感 情 価 を 持 っ て い た た め に ， 構 え と の 不 一 致 が 生 じ ， 感

情 価 の 差 異 に 対 す る 過 大 評 価 が 生 じ た と 考 え ら れ る 。 先 行 刺 激 が 一

つ の 場 合 に は ， 対 比 が 明 確 に 生 じ な か っ た 点 （ 実 験 5） も 踏 ま え る

と ， 複 数 の 先 行 刺 激 の 関 係 性 が 文 脈 と な っ て ， 対 比 を 生 起 さ せ た こ

と が 示 唆 さ れ る 。  

 ま た ，実 験 4 に お い て ，実 験 的 に 設 定 し た 不 快 な ニ オ イ に 対 し て ，

先 行 刺 激 が 無 い 場 合 の 評 定 値 は ， 0 か ら 1 0 0 の 範 囲 で 5 0 か ら 6 0 の

間 で あ り ， こ れ は 視 覚 刺 激 に お い て も 同 様 で あ っ た 。 こ の 値 の 範 囲

は ， 評 価 尺 度 上 で は 快 で も 不 快 で も な い ， い わ ゆ る ニ ュ ー ト ラ ル な

感 情 状 態 と 解 釈 さ れ る が ，実 験 的 に 設 定 し た 快 刺 激 の 存 在 に よ っ て ，

よ り 不 快 方 向 へ の 過 大 評 価 が 認 め ら れ た こ と は ， 刺 激 に 対 す る 不 快

度 が ，文 脈 に よ っ て 変 動 す る こ と を 示 し た と い え る 。こ れ に 対 し て ，

実 験 5 b で 用 い た 不 快 刺 激 の 評 定 値 は 平 均 3 5 . 8 9 で あ り ，実 験 4 に 比

べ て 快 度 が 低 か っ た が ， こ の 場 合 に は 対 比 が 生 じ な か っ た 。 同 様 の

結 果 は ，人 物 の 顔 を 対 象 と し た 先 行 研 究（ C o g a n  e t  a l . ,  2 0 1 3）で も 報

告 さ れ て お り ， 感 情 価 が 極 端 に 異 な る 刺 激 間 で は ， 先 行 刺 激 と 標 的

刺 激 が 関 連 づ け て 捉 え ら れ な く な る た め に ， 対 比 の 現 象 は 生 じ な い

こ と が 考 え ら れ る 。  

 一 方 で ， 不 快 な ニ オ イ を 先 に 評 価 し た 後 ， 快 な ニ オ イ の 好 ま し さ

評 価 が よ り 高 く な る 正 の 対 比 は ， 一 貫 し て 生 じ な か っ た 。 し か し ，
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ニ オ イ の 実 験 と 同 一 手 続 き で 実 施 し た 画 像 に 対 す る 評 価 で は ， 正 と

負 の 両 方 向 で 対 比 が 生 じ ， 先 行 研 究 （ 画 像 ， Z e l l n e r  e t  a l . ,  2 0 0 3 ;  聴

覚 刺 激 ， P a r k e r  e t  a l . ,  2 0 0 8 ;  顔 写 真 ， C o g a n  e t  a l . ,  2 0 1 3 ;  

H a y n - L e i c h s e n r i n g  e t  a l . ,  2 0 1 3） を 支 持 す る も の で あ っ た 。 嗅 覚 刺 激

の 場 合 に 正 の 対 比 が 生 じ に く い 傾 向 は ， 他 の 研 究 で も 報 告 さ れ て お

り （ K n i e p  e t  a l . ,  1 9 3 1 ;  S t e v e n s o n  e t  a l . ,  2 0 0 7）， 嗅 覚 に 特 有 で あ る 可

能 性 が あ る 。  

 各 実 験 に お け る 好 ま し さ 評 定 値 の 系 列 的 な 変 化 を み る と ， 同 じ 感

情 価 の 刺 激 系 列 内 で 評 定 値 が 徐 々 に 下 が る 傾 向 が 認 め ら れ た 。 す な

わ ち ， 快 な 刺 激 系 列 に 不 快 な 刺 激 系 列 が 続 く 場 合 に は ， 個 々 の 刺 激

に 対 す る 評 定 値 は ， 一 方 向 的 に 低 下 す る よ う な 変 動 傾 向 を 示 す 。 こ

れ に 対 し て ， 不 快 な 刺 激 系 列 に 快 な 刺 激 系 列 が 続 く 場 合 に は ， 不 快

な 刺 激 系 列 内 で や や 低 下 し た 後 に ， 快 な 刺 激 系 列 へ の 切 り 替 わ り で

飛 躍 的 に 上 昇 し た 後 ，再 び 緩 や か に 低 下 す る よ う な 変 動 傾 向 を 示 す 。

こ れ よ り ， 快 不 快 の 対 比 が 生 じ る 過 程 が ， 正 方 向 と 負 方 向 で 異 な る

可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。 刺 激 系 列 の 感 情 価 が 切 り 替 わ っ た 時 点 に お け

る 評 定 値 の 変 化 量 を み る と ， 快 刺 激 系 列 の 4 番 目 と 不 快 刺 激 系 列 の

1 番 目 の 評 定 値 差 に 対 し て ，不 快 刺 激 系 列 の 4 番 目 と 快 刺 激 系 列 の 1

番 目 の 評 定 値 差 が 大 き い 傾 向 が ， 嗅 覚 と 視 覚 の 両 方 で 認 め ら れ た 。

し た が っ て ， 正 の 対 比 の 生 起 に は ， よ り 大 き な 評 定 値 の 変 化 が 必 要

と 考 え ら れ る 。 し か し ， 視 覚 の 場 合 に 比 べ て ， 嗅 覚 で は 不 快 系 列 か

ら 快 系 列 へ の 切 り 替 わ り 時 の 変 化 量 が 小 さ い 傾 向 が み ら れ た （ 嗅

覚：実 験 4 - 1 a ;  1 5 . 0 5 ,  4 - 1 b ;  2 0 . 8 2，視 覚：実 験 4 - 1 a ;  2 8 . 9 3 ,  4 - 1 b ;  2 7 . 3 6）。

こ れ よ り ， 嗅 覚 で は 不 快 な ニ オ イ が 先 行 し た 場 合 に ， 後 続 し た 快 な

ニ オ イ に 対 す る 評 価 が 十 分 に 高 く な ら ず（ 過 大 評 価 の 規 模 が 小 さ く ），

正 の 対 比 が 生 じ な か っ た と 考 え ら れ る 。  

 ニ オ イ の 嗜 好 に お け る 個 人 差 は 大 き い と さ れ る が （ c f .  第 1 章 ），

本 実 験 に お け る 快 刺 激 と 不 快 刺 激 の 評 定 値 間 に は 等 分 散 性 が 認 め ら

れ て お り（ 実 験 4 - 1 a：F  1 9  =  1 . 5 4 ,  p  =  . 1 8，実 験 4 - 1 b：F  2 1  =  1 . 0 1 ,  p  =  . 4 9），
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正 の 対 比 の 非 生 起 は ， 快 な ニ オ イ に 対 す る 好 ま し さ の 個 人 差 に よ っ

て 説 明 さ れ な い 。 こ れ と 関 連 し て ， 感 覚 モ ダ リ テ ィ に よ る 知 覚 特 性

に 着 目 す る と ， 視 覚 と 嗅 覚 で は 刺 激 の 快 不 快 と そ れ に 対 す る 嗜 好 の

関 連 性 が 異 な る 可 能 性 も 挙 げ ら れ る 。 快 刺 激 と し て 提 示 し た 花 束 の

写 真 は ，評 価 者 間 で 同 様 に 認 識 さ れ ，「花 束 」と い う 概 念 に 対 し て 好

ま し い と 評 価 さ れ や す い こ と が 考 え ら れ る 。 一 方 嗅 覚 で は ， 実 験 統

制 上 で 快 刺 激 と し た ニ オ イ の 質 の 捉 え 方 は 個 人 間 で 異 な り ， そ の 内

容 に よ っ て 好 ま し さ の 判 断 は 変 わ る 可 能 性 が あ り ， 刺 激 が 快 で あ っ

て も 好 ま し さ と は 相 関 し な い と 考 え ら れ る 。 感 情 価 の 異 な る 二 つ の

ニ オ イ に 対 す る 評 定 差 と ， 二 つ の う ち 選 好 し た ニ オ イ の 好 ま し さ を

他 方 と 比 較 し て 評 定 し た 値 と で は ， 後 者 が 大 き い 傾 向 が あ り ， 刺 激

の 快 不 快 と 選 好 の 乖 離 が 示 唆 さ れ た（ 実 験 5 a： 2 5 . 3 6  v s .  5 7 . 6 8，実 験

5 b： 3 6 . 2 0  v s .  7 3 . 3 0）。 し か し ， こ の 傾 向 は 刺 激 間 の 感 情 価 差 の 程 度

に 拘 わ ら ず み ら れ た た め ， 嗅 覚 に お い て ， 快 刺 激 に 対 す る 好 ま し さ

が 過 大 評 価 さ れ な い 結 果 を 説 明 す る こ と は で き な い 。  

 S t e v e n s o n  e t  a l .（ 2 0 0 7）は ，快 な 刺 激 へ の 反 復 接 触 に よ っ て 情 動 馴

化 の 効 果 が 生 じ て 評 価 者 の 情 動 系 が 不 快 方 向 へ 調 整 さ れ ， 続 い て 出

現 し た 不 快 な 刺 激 の 不 快 度 に 対 す る 感 度 が 高 く な る た め に 負 の 対 比

が 生 じ る と し て い る 。 生 態 学 的 に 重 要 な 回 避 シ グ ナ ル で あ る 不 快 刺

激 へ 働 く 感 受 性 バ イ ア ス （ R o z i n  &  R o y z m a n ,  2 0 0 1） の た め に ， 負 方

向 の 対 比 が 生 じ や す い と い う 。 ま た ， 快 な ニ オ イ と 不 快 な ニ オ イ で

は ， 検 出 速 度 （ B e n s a f i ,  R o u b y ,  F a r g e t ,  V i g o u r o u x ,  &  H o l l e y ,  2 0 0 2） や

神 経 経 路 （ K o b a l ,  H u m m e l ,  &  &  Va n  To l l e r ,  1 9 9 2 ;  Z a l d  &  P a r d o ,  1 9 9 7）

が 異 な り ， ニ オ イ の 快 と 不 快 が 対 称 関 係 で は 無 い 可 能 性 も あ る 。 本

研 究 で 扱 っ た ニ オ イ は 極 端 に 不 快 な も の で は な い た め ， 生 態 学 的 な

感 受 性 の 側 面 へ の 影 響 は そ れ ほ ど 大 き い も の で は な か っ た と 考 え ら

れ る 。 し か し ， 嗅 覚 に お い て は ， 比 較 的 快 な 刺 激 か ら 不 快 な 刺 激 へ

感 情 価 の 方 向 が 変 化 し た 場 合 と ， そ の 逆 の 方 向 の 変 化 で は ， 感 情 価

の 切 り 替 わ り に 対 す る 知 覚 反 応 が 異 な る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。   
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2 . 3  事 前 に 形 成 さ れ た 構 え  

 

 こ れ ま で の 実 験 で は ，対 象 刺 激 に つ い て 事 前 に 情 報 を 提 示 し た り ，

一 通 り 嗅 ぐ な ど し て 事 前 に 接 触 さ せ る こ と 無 し に ， ニ オ イ を 系 列 的

に 評 定 す る 手 続 き を 用 い た 。 こ の 場 合 ， 評 価 者 は ， 一 つ ず つ ニ オ イ

を 嗅 い で 知 覚 す る 過 程 で ， 先 行 し た い く つ か の ニ オ イ 間 の 関 係 性 に

つ い て 構 え を 形 成 し ， そ れ に よ っ て 次 の 刺 激 特 徴 に つ い て の 期 待 が

促 さ れ ， 次 の 刺 激 を 実 際 に 知 覚 し た 結 果 が フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ る こ

と で ，構 え の 内 容 を 更 新 さ せ て い く と い う 処 理 の 過 程 が 考 え ら れ る 。

こ の よ う に ， 評 価 す る ニ オ イ に 対 し て の 構 え が 順 次 更 新 さ れ て い く

場 合 に 対 し て ， 対 象 刺 激 の ニ オ イ を 一 通 り 嗅 い で か ら 評 価 を 行 っ た

場 合 に は ， あ ら か じ め 形 成 さ れ た 構 え を 基 準 と で き る た め に 基 準 評

価 の 過 程 で 順 次 構 え を 更 新 す る 必 要 は な く ， 対 象 刺 激 の ニ オ イ が 構

成 す る ま と ま り を よ り 意 識 し た ， 相 対 的 な 知 覚 や 評 価 が 行 わ れ る こ

と が 推 測 さ れ る 。  

 実 験 4 で は ， 感 情 価 が 同 程 度 の 刺 激 を 系 列 評 価 し た 場 合 に ， 好 ま

し さ の 評 価 が 刺 激 系 列 内 で 徐 々 に 低 下 す る 傾 向 が み ら れ た 。 上 記 の

知 覚 過 程 に 当 て は め て 考 え る と ， 刺 激 系 列 1 番 目 の 刺 激 が 第 1 に 形

成 さ れ る 構 え と な る た め ， 相 対 的 に 高 く な り や す い こ と が 評 価 結 果

に 反 映 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。 そ こ で 実 験 6 で は ， 評 定 前 に あ ら

か じ め 評 価 す る ニ オ イ を 一 通 り 嗅 が せ た 後 に ， 改 め て 各 ニ オ イ を 系

列 的 に 嗅 い で 評 定 さ せ た 場 合 に ， こ の よ う な 変 動 が 消 失 す る か 検 討

し た 。事 前 の 構 え の 提 示 に よ っ て 好 ま し さ 評 価 の 変 動 が 消 失 す れ ば ，

系 列 評 価 の 過 程 で 評 価 者 の 構 え が 随 時 更 新 を 受 け て い る と い う 上 記

の 知 覚 過 程 が 支 持 さ れ る 。  

 ま た ， 評 価 対 象 の 複 数 の ニ オ イ が ， ど の よ う な カ テ ゴ リ の も の で

構 成 さ れ て い る か ， 互 い に ど の 程 度 類 似 し た ニ オ イ で あ る か を ， あ

ら か じ め 把 握 し て い る こ と の 有 無 は ， ニ オ イ の 質 的 特 徴 の 知 覚 も 変

化 さ せ る の だ ろ う か 。 実 験 7 で は ， 実 験 2 と 同 様 に 各 ニ オ イ と 形 容
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詞 と の 当 て は ま り 度 を 評 定 す る 実 験 手 続 き に よ っ て ， ニ オ イ 間 の 弁

別 性 の 程 度 が 異 な る 二 つ の カ テ ゴ リ を 用 い て 検 討 し た 。  

 

 

2 . 3 . 1  快 不 快 へ の 影 響 ［ 実 験 6］ 8  

 

目 的  

 実 験 4 - 1 b に お い て ，感 情 価 が 同 程 度 の 刺 激 に つ い て 好 ま し さ を 評

価 し た 際 に ， 系 列 の 前 半 か ら 後 半 に か け て ， 評 定 値 が 低 下 す る 傾 向

が み ら れ た 。そ こ で 本 実 験 で は ，実 験 4 - 1 b と 同 じ 快 刺 激 セ ッ ト お よ

び 不 快 刺 激 セ ッ ト を 用 い て ， 実 験 参 加 者 が 各 刺 激 セ ッ ト の 4 種 の ニ

オ イ を ， 事 前 に 一 通 り 嗅 い だ 後 で ， 改 め て 系 列 的 に 好 ま し さ 評 価 を

行 っ た 場 合 の ， 評 定 順 序 間 の 好 ま し さ 評 価 結 果 を 分 析 し た 。  

 

 

方 法  

実 験 参 加 者  学 生 1 2 名 （ う ち 女 性 8 名 ， 平 均 年 齢 2 2 . 0 8± 1 . 0 8 歳 ）。  

刺 激 実 験 4 - 1 b で 用 い た 快 刺 激（ 入 浴 剤 ）お よ び 不 快 刺 激（ 調 合 香

料 の 混 合 臭 ） 各 4 種 を 快 刺 激 セ ッ ト お よ び 不 快 刺 激 セ ッ ト と し た 。  

手 続 き  初 め に ， 一 呼 吸 分 ず つ 4 種 の ニ オ イ を 嗅 い だ 後 に ， 再 び こ

の 4 種 の ニ オ イ に 対 す る 好 ま し さ を ， 1 0 0 m m の VA S（ 全 く 好 ま し く

な い ～ 非 常 に 好 ま し い ） に よ り 一 呼 吸 分 ず つ 嗅 い で 評 定 さ せ た 。 実

験 参 加 者 は ， 快 刺 激 セ ッ ト と 不 快 刺 激 セ ッ ト の 両 方 を 評 定 し た が ，

感 情 価 の 異 な る 刺 激 セ ッ ト へ 連 続 し て 接 触 す る こ と に よ る 系 列 効 果

が 生 じ な い よ う ，セ ッ ト 間 に は ，約 1 0 分 間 の イ ン タ ー バ ル を 設 け た 。

刺 激 セ ッ ト の 評 定 順 序 は ，実 験 参 加 者 間 で カ ウ ン タ バ ラ ン ス さ れ た 。 

                                                        

8  実 験 6 は 日 本 基 礎 心 理 学 会 第 3 2 回 大 会 に て ポ ス タ ー 形 式 で 発 表 さ れ た 。  
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結 果  

 好 ま し さ の 評 定 値 に つ い て ， 刺 激 セ ッ ト （ 快 ， 不 快 ） ×評 定 順 序

（ 1 ~ 4） の 2 要 因 参 加 者 内 分 散 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 刺 激 セ ッ

ト の 主 効 果 の み 有 意 で あ り （ F  1 ,  1 1  =  3 2 . 5 0 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 3 7）， 各 セ

ッ ト の 感 情 価 は 設 定 通 り に 評 価 さ れ て い た 。 一 方 で ， 評 定 順 序 の 主

効 果 お よ び 交 互 作 用 は 非 有 意 で あ り（ F s  <  1），実 験 4 - 1 b で 生 じ た ，

評 定 順 序 間 で の 評 定 値 の 変 動 は 生 じ な か っ た （ F i g u r e  2 - 3 - 1）。  

 

考 察  

 本 実 験 よ り ， 事 前 に 評 価 対 象 の ニ オ イ を 知 覚 的 に 経 験 す る こ と に

よ っ て ， 感 情 価 が 同 程 度 の 刺 激 に 対 す る 好 ま し さ 評 価 が ， 評 定 順 序

間 で 安 定 す る こ と が 示 さ れ た 。 事 前 に 経 験 し て い る こ と で ， 再 度 各

ニ オ イ の 好 ま し さ を 系 列 的 に 評 価 す る 際 に は ， 4 種 が ど の よ う な ニ

オ イ で あ る か と い う 構 え が 利 用 で き た こ と が 評 定 値 を 安 定 さ せ た と

考 え ら れ る 。 こ れ よ り ， 次 の 刺 激 の 特 徴 が 未 知 で あ る 系 列 評 価 の 過

程 に お い て は ， 先 行 刺 激 に よ っ て 形 成 さ れ た 構 え と 次 の 刺 激 の 特 徴

と の 照 合 が 行 わ れ ， そ の 結 果 を 受 け て 構 え が 更 新 さ れ て い く と 仮 定

し て い た 知 覚 過 程 が 支 持 さ れ た 。  
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事 前 提 示 無 し （ 実 験 4 - 1 b  n = 2 2）  

 

事 前 提 示 有 り （ 実 験 6  n = 1 2）  

 

F i g u r e  2 - 3 - 1  各 刺 激 セ ッ ト に お け る 好 ま し さ 評 定 値 の 系 列 変 化  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）   
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2 . 3 . 2  ニ オ イ の 質 へ の 影 響 ［ 実 験 7］ 9  

 

目 的  

 ニ オ イ と ニ オ イ の 質 的 特 徴 を 表 す 形 容 詞 と の 当 て は ま り 度 評 価 に

お い て ， 事 前 に 評 価 対 象 の ニ オ イ を 知 覚 的 に 経 験 し た か 否 か に よ っ

て ，ニ オ イ の 質 の 評 価 基 準 に 違 い が 生 じ る か 検 討 し た 。要 因 と し て ，

ニ オ イ 間 の 弁 別 性 の 程 度 が 異 な る 二 つ の カ テ ゴ リ （ 弁 別 性 の 高 い ニ

オ イ カ テ ゴ リ と し て フ レ ー バ ー テ ィ ， 低 い カ テ ゴ リ と し て ジ ャ ス ミ

ン テ ィ ） を 用 い た 。 形 容 詞 を 用 い た ニ オ イ の 評 価 は ， 各 ニ オ イ の 質

的 特 徴 を 分 析 的 に 知 覚 す る こ と が 求 め ら れ る 。 そ の た め ， 評 価 対 象

の ニ オ イ の 質 的 特 徴 が ， 互 い に 類 似 し て い る （ あ る い は 類 似 し て い

な い ） こ と を 把 握 し て 評 価 に 臨 む こ と に よ り ， そ れ を 把 握 し て い な

い 場 合 に 比 べ て ， ニ オ イ 間 の 関 係 性 を 反 映 し た 評 価 基 準 が 抽 出 さ れ

る 可 能 性 が あ る 。 ま た ， 次 の 刺 激 に 対 す る 構 え が 評 価 の 過 程 で 随 時

更 新 さ れ る 場 合 に 比 べ て ， 評 価 基 準 が 個 人 の 中 で 一 定 に な る こ と も

推 測 さ れ ， ニ オ イ の 質 の 知 覚 に お け る 個 人 差 が 縮 小 さ れ る 可 能 性 が

考 え ら れ る 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  事 前 提 示 無 し 群 に 2 0 代 の 学 生 3 0 名 （ う ち 女 性 1 6 名 ）

が ， 事 前 提 示 有 り 群 に 学 生 2 3 名 （ う ち 女 性 1 6 名 ， 平 均 2 3 . 0 9± 6 . 1 6

歳 ） が 参 加 し た 。  

刺 激 実 験 1 で 用 い た フ レ ー バ ー テ ィ 8 種 お よ び ジ ャ ス ミ ン テ ィ 8

種 （ い ず れ も 茶 葉 を 使 用 ） の ニ オ イ を 用 い た 。 提 示 方 法 も 実 験 1 と

                                                        

9  実 験 7 に お け る 事 前 提 示 無 し 群 の デ ー タ は ，実 験 1 で 行 っ た ニ オ イ の 快 不

快 評 価 の 前 に 行 わ れ た も の の 一 部 で あ る 。ま た ，本 実 験 結 果 の 一 部 は ，日 本

心 理 学 会 第 7 8 回 大 会 に て ポ ス タ ー 形 式 で 発 表 さ れ た 。  
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同 じ で あ っ た 。そ れ ぞ れ ，相 対 的 な ニ オ イ 間 の 弁 別 性 の 違 い と し て ，

弁 別 性 高 カ テ ゴ リ と 低 カ テ ゴ リ と し た 。  

ニ オ イ の 質 の 評 価 用 語  実 験 2 で 用 い た 2 4 の 形 容 詞 。  

手 続 き  実 験 参 加 者 は ，各 ニ オ イ の 質 的 特 徴 に つ い て ， 2 4 の 形 容 詞

そ れ ぞ れ に 対 す る 当 て は ま り 度 を 1 0 0 m m の VA S（ 全 く 異 な る ～ 完 全

に 一 致 す る ） で 評 定 し た 。 評 定 時 に ニ オ イ を 嗅 ぐ 回 数 は 1 回 と し た

が ， 嗅 覚 疲 労 が 起 き る 可 能 性 を 実 験 参 加 者 に 説 明 し た 上 で ， 嗅 ぎ 直

し は 可 と し た 。 事 前 提 示 有 り 群 は ， 形 容 詞 と の 当 て は ま り 度 を 評 定

す る 前 に ， 評 価 対 象 の ニ オ イ 8 種 を 一 呼 吸 分 ず つ 嗅 い だ 。 事 前 提 示

無 し 群 は ， あ ら か じ め 評 定 す る ニ オ イ を 嗅 ぐ こ と 無 し に ， 一 つ め の

ニ オ イ か ら 順 に 評 定 を 始 め た 。 な お ， 事 前 提 示 無 し 群 に お い て ， 弁

別 性 低 カ テ ゴ リ に つ い て 評 定 し た の は 3 0 名 中 1 6 名 で あ っ た 。 い ず

れ の 群 も ， 弁 別 性 高 カ テ ゴ リ に 続 け て 低 カ テ ゴ リ を 評 価 し た 。 各 カ

テ ゴ リ 内 で の ニ オ イ の 評 定 順 序 は 実 験 参 加 者 間 で ラ ン ダ ム で あ っ た 。

全 て の 手 続 き 終 了 後 に ， OA S へ の 回 答 を 求 め 実 験 を 終 了 と し た 。  

 

結 果  

 は じ め に ， 事 前 提 示 有 り 群 の デ ー タ に つ い て 行 っ た ， 最 近 隣 法 に

よ る ク ラ ス タ 分 析 の 結 果 よ り ， 外 れ 値 と し て 認 め ら れ た 8 名 の 実 験

参 加 者 を 除 外 し た ， 全 1 5 名 を 分 析 対 象 と し た 。  

カ テ ゴ リ 間 の 弁 別 性 の 違 い  形 容 詞 と の 当 て は ま り 度 評 定 値 の ば ら

つ き を 示 す 変 動 係 数 を ， カ テ ゴ リ 毎 に 算 出 し た 。 事 前 提 示 無 し 群 に

お い て ，弁 別 性 高 カ テ ゴ リ が 0 . 2 1，低 カ テ ゴ リ が 0 . 0 9 と ，評 定 値 の

ば ら つ き が 縮 小 し ， カ テ ゴ リ 間 の 弁 別 性 に 相 違 が あ っ た こ と が 確 認

さ れ た 。一 方 事 前 提 示 有 り 群 で は ，弁 別 性 高 カ テ ゴ リ が 0 . 2 2 で あ り ，

事 前 提 示 無 し 群 と 同 程 度 で あ っ た が ，弁 別 性 低 カ テ ゴ リ は 0 . 3 0 で あ

り ， 評 定 値 の ば ら つ き が 大 き い 傾 向 が み ら れ た 。  

ニ オ イ 質 の 評 価 基 準  形 容 詞 へ の 当 て は ま り 度 に つ い て ， カ テ ゴ リ

別 に 主 成 分 分 析 を 行 っ た（ Ta b l e  2 - 3 - 1）。解 釈 が 可 能 で あ っ た 第 3 主  
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成 分 ま で の 結 果 を 以 下 に 示 し た 。 ま ず ， 事 前 提 示 無 し 群 で 抽 出 さ れ

た 第 1 主 成 分 に お い て ， 弁 別 性 高 カ テ ゴ リ （ 寄 与 率 2 7 . 7 7 %）， 低 カ

テ ゴ リ （ 寄 与 率 2 2 . 8 1 %） と も に ，「 澄 ん だ 」「 清 潔 な 」「 明 る い 」 な

ど の 形 容 詞 が 正 に ，「濁 っ た 」「ネ ガ テ ィ ブ な 」「複 雑 な 」な ど が 負 に

負 荷 し た こ と か ら ，「 快 ‐不 快 」 と 解 釈 さ れ た 。 第 2 主 成 分 は ， 弁 別

性 高 カ テ ゴ リ で は「 柔 ら か い 」「温 か い 」「甘 い 」な ど が 正 に ，「鋭 い 」

「 力 強 い 」「 ス パ イ シ ー な 」 な ど が 負 に 負 荷 し た こ と か ら ，「 柔 ら か

い ‐鋭 い 」 と 解 釈 さ れ た （ 寄 与 率 1 5 . 9 1 %）。 弁 別 性 低 カ テ ゴ リ で は ，

「 深 い 」「特 徴 的 な 」「力 強 い 」な ど が 正 に 負 荷 し た た め ，「特 徴 の あ

る ‐な い 」 と 解 釈 さ れ た （ 寄 与 率 1 3 . 7 9 %）。 第 3 主 成 分 は ， 弁 別 性 高

カ テ ゴ リ で は「 女 性 的 な 」が 正 に ，「質 素 な 」が 負 に 負 荷 し た こ と か

ら ，「 華 や か さ 」 と 解 釈 さ れ た （ 寄 与 率 9 . 6 7 %）。 弁 別 性 低 カ テ ゴ リ

で は ，「あ い ま い な 」「柔 ら か い 」「女 性 的 」が 正 に ，「人 工 的 な 」「鋭

い 」 が 負 に 負 荷 し ， 弁 別 性 高 カ テ ゴ リ の 第 2 主 成 分 と 同 様 に 「 柔 ら

か い ‐鋭 い 」 と 解 釈 さ れ た （ 寄 与 率 1 0 . 0 3 %）。  

 一 方 ， 事 前 提 示 有 り 群 で は ， 第 1 主 成 分 は 事 前 提 示 無 し 群 と 同 様

に 弁 別 性 高 カ テ ゴ リ（ 寄 与 率 3 9 . 2 4 %），低 カ テ ゴ リ（ 寄 与 率 2 3 . 4 5 %）

と も に「 快 ‐不 快 」と 解 釈 さ れ た 。第 2 主 成 分 は ，弁 別 性 高 カ テ ゴ リ

で は ，「 鋭 い 」「 力 強 い 」「 ス パ イ シ ー な 」 が 正 に ，「 柔 ら か い 」 が 負

に 負 荷 し ，事 前 提 示 無 し 群 と 同 様 に「 柔 ら か い -鋭 い 」と 解 釈 さ れ た

（ 寄 与 率 1 4 . 0 2 %）。 弁 別 性 低 カ テ ゴ リ で は ， 事 前 提 示 無 し 群 の 第 2

主 成 分 と 比 べ て ，高 い 負 荷 量 を 示 し た 形 容 詞 が 少 な か っ た が ，「 複 雑

な 」「 力 強 い 」「 深 い 」 が 正 に 負 荷 し ，「 特 徴 の あ る -な い 」 と 解 釈 さ

れ た （ 寄 与 率 1 2 . 8 0 %）。 第 3 主 成 分 は ， 弁 別 性 高 カ テ ゴ リ で は 「 甘

い 」 が 正 に ，「 質 素 な 」 が 負 に 負 荷 し ，「 甘 さ 」 と 解 釈 さ れ た （ 寄 与

率 8 . 1 2 %）。弁 別 性 低 カ テ ゴ リ で は ，事 前 提 示 無 し 群 と 比 べ て 第 3 主

成 分 で 高 い 負 荷 量 を 示 す 形 容 詞 に 違 い は み ら れ た が ，「 シ ン プ ル な 」

「 柔 ら か い 」「温 か い 」が 正 に ，「人 工 的 な 」「ス パ イ シ ー な 」が 負 に

負 荷 し ，「 柔 ら か い ‐鋭 い 」 と 解 釈 さ れ た （ 寄 与 率 1 1 . 5 0 %）。  
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弁 別 性 高 カ テ ゴ リ （ フ レ ー バ ー テ ィ ）  

  

 

弁 別 性 低 カ テ ゴ リ （ ジ ャ ス ミ ン テ ィ ）  

F i g u r e  2 - 3 - 2  事 前 提 示 無 し 群 お よ び 有 り 群 に お け る  

各 カ テ ゴ リ の 多 次 元 尺 度 得 点 散 布 図  

※ A は 弁 別 性 高 カ テ ゴ リ に 含 ま れ た ジ ャ ス ミ ン テ ィ を 示 す  

  

事 前 提 示 有 り 群  事 前 提 示 無 し 群  

事 前 提 示 有 り 群  事 前 提 示 無 し 群  
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ニ オ イ の 関 係 性 の カ テ ゴ リ 間 比 較  各 カ テ ゴ リ に お け る 8 種 の ニ オ

イ の 布 置 関 係 を 群 間 で 比 較 す る た め に ， 形 容 詞 と の 当 て は ま り 度 評

定 値 に つ い て 算 出 し た 8× 8 の 相 関 マ ト リ ッ ク ス を 用 い て ，多 次 元 尺

度 構 成 法 に よ り 三 次 元 ま で で 解 析 を 行 っ た 。 各 ニ オ イ に つ い て 得 ら

れ た 多 次 元 尺 度 得 点 を 散 布 図 で 示 し た （ F i g u r e  2 - 3 - 2）。  

 カ テ ゴ リ 毎 に 各 群 で 抽 出 さ れ た 第 一 次 元 の 内 容 を 比 べ る と ， ま ず

弁 別 性 高 カ テ ゴ リ に お い て ， 事 前 提 示 無 し 群 で は ， 片 側 に リ ン ゴ ，

モ モ ， グ レ ー プ フ ル ー ツ ， ジ ャ ス ミ ン が ， も う 一 方 に 残 り の ニ オ イ

で 構 成 さ れ た 。 実 験 1 に お け る 各 ニ オ イ の 快 不 快 度 評 定 値 と 多 次 元

尺 度 得 点 の 間 （ r  8  =  . 7 0 ,  p  <  . 1 0）， ま た ，「 快 -不 快 」 と 解 釈 さ れ た 第

1 主 成 分 得 点 と の 間 （ r  8  =  . 6 5 ,  p  <  . 1 0） に 弱 い 正 の 相 関 関 係 が 認 め

ら れ た こ と か ら ， 快 不 快 で 特 徴 づ け ら れ た 。 な お ， 多 次 元 尺 度 得 点

と 主 成 分 得 点 の 間 に は 強 い 相 関 関 係 が 認 め ら れ た（ r  8  =  . 7 5 ,  p  <  . 0 5）。

事 前 提 示 有 り 群 で は ， 片 側 に バ ニ ラ ， シ ナ モ ン ， も う 一 方 に グ レ ー

プ フ ル ー ツ ， ラ ベ ン ダ ー ， カ モ ミ ー ル で 構 成 さ れ ， 甘 い と 感 じ ら れ

る ニ オ イ か 否 か で 特 徴 づ け ら れ た 。 主 成 分 分 析 で 抽 出 さ れ た 第 3 主

成 分 「 甘 さ 」 に お け る ， 各 ニ オ イ の 主 成 分 得 点 と ， 第 一 次 元 の 尺 度

得 点 の 間 に は 強 い 相 関 関 係 が 認 め ら れ た（ r  8  =  . 8 7 ,  p  <  . 0 5）。ま た ，

両 群 に お い て ， バ ニ ラ と シ ナ モ ン ， モ モ と リ ン ゴ が 近 接 し て 布 置 さ

れ た 。  

 弁 別 性 低 カ テ ゴ リ に つ い て は ， 事 前 提 示 無 し 群 で は ， 2 種 ず つ が

近 接 し て 四 つ の グ ル ー プ を 構 成 し た が ， 事 前 提 示 有 り 群 で は ， 銘 柄

A と C， お よ び F と G が そ れ ぞ れ グ ル ー プ を 成 し て い る 点 の み 共 通

し た 。  

 

考 察  

 本 実 験 で は ， 相 対 的 に ニ オ イ 間 の 弁 別 性 の 程 度 が 異 な る ， フ レ ー

バ ー テ ィ カ テ ゴ リ の ニ オ イ と ジ ャ ス ミ ン テ ィ カ テ ゴ リ の ニ オ イ を 用

い て ， 各 ニ オ イ の 質 の 知 覚 に 対 し て 事 前 の 構 え の 形 成 が 及 ぼ す 影 響
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を 検 討 し た 。 形 容 詞 と の 当 て は ま り 度 評 定 値 の ば ら つ き を ， 二 つ の

カ テ ゴ リ 間 で 比 較 し た と こ ろ ， 対 象 刺 激 が 未 知 の 状 態 で 評 価 を 行 っ

た 群 で は ， 評 定 値 の ば ら つ き が フ レ ー バ ー テ ィ カ テ ゴ リ に 対 し て ジ

ャ ス ミ ン テ ィ カ テ ゴ リ で は 小 さ く ， カ テ ゴ リ 間 に お け る ニ オ イ の 弁

別 性 の 違 い が 捉 え ら れ て い た こ と が 確 認 さ れ た 。 一 方 で ， 評 価 前 に

カ テ ゴ リ の ニ オ イ を 知 覚 的 に 経 験 し た 群 で は ， 弁 別 性 が 低 い ジ ャ ス

ミ ン テ ィ カ テ ゴ リ に お け る 評 定 値 の ば ら つ き が ， フ レ ー バ ー テ ィ カ

テ ゴ リ よ り も や や 大 き い こ と が 示 さ れ た 。 す な わ ち ， 事 前 に 対 象 刺

激 の ジ ャ ス ミ ン テ ィ の ニ オ イ を 経 験 し た 実 験 参 加 者 で は ， 8 種 の ニ

オ イ が 互 い に よ く 類 似 し た 質 的 特 徴 を 持 つ と い う 構 え が 形 成 さ れ た

た め に ， そ の 後 で 改 め て 評 価 を 行 っ た 際 に ， よ り ニ オ イ の 質 の 違 い

を 弁 別 し よ う と す る 意 識 が 強 ま っ た と 推 測 さ れ る 。  

 第 1 主 成 分 に お い て は ， 事 前 提 示 の 有 無 に 拘 わ ら ず ， 両 カ テ ゴ リ

で「 快 -不 快 」が 抽 出 さ れ た 。記 述 語 を 用 い た ニ オ イ の 分 類 に つ い て ，

様 々 な カ テ ゴ リ の ニ オ イ を 対 象 に し た 研 究 が 行 わ れ て い る が ， 快 不

快 の 評 価 基 準 が 主 要 な 次 元 と し て 抽 出 さ れ る こ と は 多 く の 研 究 で 一

致 を み て い る と こ ろ で あ り（ e . g . ,  斉 藤 ,  1 9 9 4 ,  p p . 1 4 0 1 - 1 4 1 2），本 実 験

の 結 果 も こ の 知 見 を 支 持 す る も の で あ っ た 。 ま た ， 第 2 お よ び 第 3

主 成 分 に お い て も ， 各 カ テ ゴ リ で ほ ぼ 同 様 の 評 価 基 準 が 抽 出 さ れ ，

事 前 提 示 の 有 無 に よ る ニ オ イ の 質 の 評 価 に 対 す る 明 確 な 影 響 は 認 め

ら れ な か っ た 。  

 ま た ， カ テ ゴ リ 内 の ニ オ イ の 布 置 関 係 を み る と ， 弁 別 性 低 カ テ ゴ

リ で は ， 群 間 で ニ オ イ の 布 置 関 係 が 異 な っ て い た 。 主 成 分 分 析 の 結

果 ， 群 間 で 同 様 に 解 釈 さ れ た 主 成 分 が 抽 出 さ れ た こ と か ら ， ニ オ イ

の 質 を 評 価 す る 基 準 は ， 対 象 刺 激 へ の 構 え の 有 無 に よ る 影 響 を 受 け

に く い と い え る 。 し か し ， 互 い に 質 が 類 似 し た 個 々 の ニ オ イ に 対 す

る 評 価 は ， 事 前 の 構 え の 形 成 に 拘 わ ら ず 安 定 し な い 可 能 性 が あ る 。  

 本 実 験 の 結 果 ， 事 前 の 構 え の 形 成 は ， ニ オ イ の 質 に 対 し て 明 確 に

は 影 響 し な か っ た 。 方 法 論 的 な 側 面 か ら 見 た 未 解 決 と し て ， 本 実 験
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で 行 っ た ニ オ イ の 質 的 特 徴 の 評 価 は ， あ ら か じ め 実 験 者 が 設 定 し た

記 述 語 を 介 し た も の で あ っ た 。 し た が っ て ， 実 験 参 加 者 の 評 価 基 準

が 少 な か ら ず 固 定 さ れ て い た た め に ， 事 前 の 構 え の 有 無 に よ る 影 響

が 生 じ な か っ た と 考 え る こ と も で き る 。 ニ オ イ の 質 の 評 価 方 法 と し

て ，記 述 語 を 用 い る 他 に ，対 象 刺 激 の ニ オ イ の 各 組 み 合 せ に つ い て ，

知 覚 的 類 似 性 を 評 定 す る 方 法 な ど が あ る 。 こ の 類 似 度 評 定 法 を 適 用

し た 場 合 に 抽 出 さ れ る 評 価 基 準 に は ， 限 定 さ れ た 言 語 情 報 を 介 さ ず

に 表 出 さ れ た 各 評 価 者 の 知 覚 内 容 が 反 映 さ れ る 。 し た が っ て ， 事 前

の 構 え の 形 成 や ， 評 価 刺 激 間 の 関 係 性 と い っ た ， 文 脈 に よ る 影 響 に

対 す る 感 受 性 が よ り 強 い 可 能 性 が あ る 。  
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2 . 4  本 章 の ま と め  

 

 本 章 で は ， 複 数 の ニ オ イ を 一 つ ず つ 系 列 的 に 評 価 す る 過 程 に お い

て ，知 覚 処 理 の 時 間 的 順 序 に よ り 生 じ る 刺 激 文 脈 の 影 響 を 検 討 し た 。 

 は じ め に ， ニ オ イ の 快 不 快 が ， 同 一 の 知 覚 場 面 に 存 在 す る 他 の 評

価 対 象 の ニ オ イ と の 関 係 性 に 応 じ て 変 化 す る か 検 討 し た （ 実 験 1）。

こ こ で の 関 係 性 と は ， カ テ ゴ リ の 多 様 性 を 指 す 。 日 常 の 様 々 な ニ オ

イ か ら 成 る 複 合 カ テ ゴ リ か ら ， 異 な る 種 類 の ジ ャ ス ミ ン テ ィ の ニ オ

イ か ら 成 る 単 一 の カ テ ゴ リ に か け て ， 同 じ カ テ ゴ リ 内 の ニ オ イ の 弁

別 性 が 低 下 す る と 同 時 に ，ニ オ イ の 快 不 快 の 差 も 縮 小 し た 。実 際 に ，

そ れ ぞ れ の カ テ ゴ リ に 共 通 し て 属 し た ニ オ イ の 快 度 も ， こ れ に 従 い

低 下 し た 。 し た が っ て ， ニ オ イ の 快 不 快 は ， 対 象 刺 激 間 の 関 係 性 と

い う 文 脈 に よ っ て 相 対 的 に 変 化 す る こ と が 示 さ れ ， 本 研 究 の 前 提 が

確 認 さ れ た 。  

 次 に ， 対 象 刺 激 間 の 関 係 性 を 把 握 す る 過 程 に 焦 点 を 当 て た 。 ニ オ

イ の 質 的 特 徴 に つ い て ，「食 品 で は な い ニ オ イ 」と い う 関 係 性 を 持 つ

先 行 刺 激 を 系 列 評 価 す る 過 程 で ， 評 価 者 に は ， 次 の 刺 激 も 同 様 の ニ

オ イ で あ る と い う 構 え が 形 成 さ れ る 。 そ の 後 に ， 先 行 刺 激 と は カ テ

ゴ リ の 異 な る 食 品 の ニ オ イ が 出 現 す る と ， 先 行 刺 激 が 無 い 場 合 の 評

価 に 比 べ て ， ニ オ イ の ポ ジ テ ィ ブ な 印 象 や 特 徴 性 が ， や や 低 下 す る

傾 向 が み ら れ た 。 一 方 で ， 同 定 さ れ や す く ， 特 徴 の 明 確 な ニ オ イ に

対 し て は ， 先 行 刺 激 の 関 係 性 と い う 文 脈 の 影 響 を 受 け な い こ と が 示

さ れ た （ 実 験 2）。  

 ニ オ イ の 濃 度 （ 実 験 3） や 感 情 価 （ 実 験 4， 5） の 側 面 で 関 係 性 を

持 つ 先 行 刺 激 は ， 後 続 す る ニ オ イ の 知 覚 に 対 し て 影 響 を 及 ぼ す こ と

が 示 さ れ た 。す な わ ち ，先 行 刺 激 と の 濃 度 や 感 情 価 の 差 異 に 対 し て ，

後 続 刺 激 の 強 度 や 快 不 快 度 が 拡 大 さ れ る 方 向 へ 評 価 さ れ る ， 対 比 の

現 象 が 確 認 さ れ た 。 対 比 が 生 じ る 知 覚 過 程 に つ い て は ， 先 の 節 で 示

し た 通 り で あ る が ，視 覚 刺 激 で の 検 討 結 果 と の 比 較 よ り ，嗅 覚 で は ，
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刺 激 の 感 情 価 が 不 快 か ら 快 へ 変 化 し た 際 に は ， そ の 感 情 価 差 に 対 す

る 過 大 評 価 の 程 度 が 小 さ い た め に ， 正 方 向 の 対 比 が 生 じ な い 可 能 性

が 見 出 さ れ た 。 ま た ， 不 快 な 嗅 覚 刺 激 の 後 に 評 価 し た 快 な 視 覚 刺 激

の 好 ま し さ は ，快 な 視 覚 刺 激 の み を 評 価 し た 場 合 と 変 わ ら な か っ た 。

不 快 な ニ オ イ の 後 に 提 示 さ れ た 触 覚 刺 激 の 快 度 が 低 下 し た （ C r o y  e t  

a l . ,  2 0 1 4） と い う 報 告 も あ り ， 不 快 な ニ オ イ に よ っ て 喚 起 さ れ た 情

動 状 態 が ， 後 の 快 な 刺 激 に よ っ て 喚 起 さ れ る 情 動 を 抑 制 し て い る 可

能 性 も 考 え ら れ る 。 嗅 覚 に お い て 正 方 向 の 対 比 が 生 じ な い 原 因 の 追

及 に は ， ニ オ イ の 快 不 快 度 と 個 人 の 嗜 好 と の 相 関 性 や ， 快 方 向 と 不

快 方 向 を 区 別 し た 評 定 手 法 の 工 夫 な ど ， さ ら に 詳 細 な 検 討 を 重 ね る

必 要 が あ る 。  

 以 上 の よ う な 系 列 評 価 の 過 程 で は ， 次 に 出 現 す る ニ オ イ の 特 徴 が

未 知 で あ り ， 先 行 刺 激 の 特 徴 か ら ， 次 の 刺 激 の 知 覚 に 対 す る 構 え が

形 成 さ れ る 。 構 え の 内 容 は ， 後 続 刺 激 の 知 覚 に よ る フ ィ ー ド バ ッ ク

を 受 け て 随 時 更 新 さ れ る と 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 知 覚 過 程 の た め

に ， 構 え と の 不 一 致 に よ る 知 覚 の 変 化 が 生 じ る 。 そ こ で ， 評 価 前 に

対 象 刺 激 へ 一 通 り 接 触 し ， 構 え が 事 前 に 形 成 さ れ た 場 合 に つ い て 検

討 し た 。  

 感 情 価 が 同 程 度 の 刺 激 に 対 す る 好 ま し さ の 評 価 は ， 事 前 に 構 え が

形 成 さ れ て い な い 場 合 に は 徐 々 に 低 下 す る 傾 向 が 認 め ら れ た （ 実 験

4）。 こ れ は ， 先 行 刺 激 に よ る 構 え の 形 成 と 更 新 が 行 わ れ る 中 で ， 系

列 初 め の 刺 激 が 第 1 の 基 準 と な る た め ， 相 対 的 に 評 価 が 高 く な り や

す い こ と に よ る と 考 え ら れ る 。 そ こ で ， 評 価 対 象 の ニ オ イ を 一 通 り

嗅 い だ 後 に ， 改 め て 系 列 評 価 を 行 う と ， 刺 激 系 列 内 で の 評 定 値 の 変

動 は 生 じ な か っ た（ 実 験 6）。す な わ ち ，系 列 評 価 の 過 程 で 構 え の 更

新 を 行 う 必 要 が 無 か っ た た め に ， 先 行 刺 激 か ら の 影 響 を 受 け ず ， 安

定 し た 好 ま し さ の 評 価 が 行 わ れ た と い え る 。  

 事 前 の 構 え の 形 成 は ， ニ オ イ の 質 的 特 徴 を 形 容 語 に よ っ て 記 述 す

る 場 合 に は ，そ の 評 価 基 準 自 体 に は 大 き く 影 響 し な か っ た（ 実 験 7）。
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実 験 2 に お い て も ， 先 行 刺 激 と の カ テ ゴ リ 変 化 に よ る ニ オ イ の 質 的

特 徴 に 対 す る 影 響 は ， 顕 著 に は 現 れ な か っ た 。 こ の 点 に つ い て ， 複

雑 な 化 学 信 号 に 対 し て 統 合 的 処 理 が 行 わ れ る と い う 嗅 覚 の 特 性 を 踏

ま え る と ， あ る 刺 激 に 対 す る 応 答 パ タ ー ン を 符 号 化 し ， 一 つ の 対 象

と し て 学 習 し た 場 合 ， そ の 応 答 パ タ ー ン の 断 片 が 提 示 さ れ た 場 合 に

も ， 学 習 し た 対 象 と し て 認 識 さ れ や す い 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 し た

が っ て ， ニ オ イ の 知 覚 に お け る 質 の 側 面 は ， 感 情 反 応 の 側 面 に 比 べ

る と ， 刺 激 文 脈 に 対 す る 感 度 が 低 い こ と も 考 え ら れ る 。  

 一 方 で ， 事 前 に 対 象 刺 激 の 知 覚 情 報 が 与 え ら れ る こ と に よ っ て ，

弁 別 性 が 低 い ニ オ イ に 対 し て は ，「 互 い に 非 常 に 似 通 っ た ニ オ イ で あ

る 」 と い う 構 え が 形 成 さ れ ， 各 ニ オ イ の 特 徴 を 弁 別 し よ う と す る 評

価 態 度 が 促 進 さ れ る 可 能 性 も 示 さ れ た（ 実 験 7）。ニ オ イ の 質 的 特 徴

を 表 す 記 述 語 や ， 知 覚 的 類 似 性 に 基 づ く ニ オ イ の 分 類 研 究 で は ， 評

価 者 が 評 価 対 象 の ニ オ イ を よ く 知 っ て い る 場 合 に は ， 評 価 結 果 よ り

抽 出 さ れ る 分 類 基 準 が ， 個 人 間 で 安 定 す る と い う 知 見 も あ る

（ M o s k o w i t z  &  B a r k e ,  1 9 7 6）。 し た が っ て ， ニ オ イ の 質 の 知 覚 は ， そ

の ニ オ イ に 関 す る 知 識 や 評 価 者 の 評 価 態 度 な ど 認 知 的 要 因 か ら の 影

響 を よ り 受 け や す い と 考 え ら れ る 。  
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第 3 章  

 

多 肢 選 択 の 過 程 に お け る 刺 激 文 脈 の 影 響  

（ 研 究 2）  
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研 究 背 景  

 

 第 2 章 で は ， 対 象 刺 激 を 一 つ ず つ 評 価 す る 過 程 に 焦 点 を 当 て た 。

こ の 場 合 ， 先 行 刺 激 の 特 徴 が 次 の 刺 激 の 参 照 と な る が ， 対 象 刺 激 間

の 特 徴 を 積 極 的 に 比 較 す る こ と は 求 め ら れ な い 。 第 3 章 で は ， 系 列

的 処 理 に 加 え て ， 刺 激 間 の 特 徴 比 較 も 行 わ れ る 多 肢 選 択 の 過 程 に 焦

点 を 当 て ， 刺 激 文 脈 に よ る ニ オ イ の 知 覚 へ の 影 響 を 検 討 し た 。  

 人 の 意 思 決 定 に 関 す る 研 究 の 中 で ， 認 知 心 理 学 や 社 会 心 理 学 の 領

域 で は ， 主 に 好 み に 基 づ い て 複 数 の 選 択 肢 か ら 一 つ を 選 択 す る 選 好

判 断 の パ ラ ダ イ ム を 用 い て ， 意 思 決 定 へ 及 ぼ す 要 因 に つ い て の 検 討

が 行 わ れ て き た 。 以 下 で は ， 選 択 の 過 程 に お け る 選 択 刺 激 に 対 す る

知 覚 処 理 の バ イ ア ス や ， 選 択 肢 へ の 接 触 順 序 に よ る 意 思 決 定 へ の 影

響 に つ い て こ れ ま で に 報 告 さ れ て い る 知 見 を 示 す 。  

 

選 択 の 過 程 で 生 じ る 選 択 刺 激 へ の 知 覚 処 理 バ イ ア ス  

 多 肢 選 択 に お け る 選 択 肢 の 知 覚 処 理 と 選 択 結 果 の 関 連 に つ い て ，

い く つ か の 知 見 が 報 告 さ れ て い る 。 同 時 に 提 示 さ れ た 二 つ の 顔 写 真

ま た は 幾 何 学 図 形 に つ い て ， よ り 好 ま し い 方 を 選 ぶ 際 に ， 最 終 的 に

選 ん だ 刺 激 に 向 け ら れ る 視 線 は ， 自 覚 的 な 判 断 に 先 立 ち ， 選 択 時 点

に 向 か っ て 徐 々 に 増 加 す る と い う（ 視 線 の カ ス ケ ー ド 現 象： S h i m o j o ,  

S i m i o n ,  S h i m o j o ,  &  S c h e i e r ,  2 0 0 3）。 こ の 現 象 は ， 好 ま し い 対 象 に 視 線

を 向 け る 選 好 注 視 （ B i r c h ,  S h i m o j o ,  &  H e l d ,  1 9 8 5） と ， 接 触 頻 度 が 高

い 対 象 に 好 感 を 抱 く よ う に な る 単 純 接 触 効 果 （ K u n s t - W i l s o n  &  

Z a j o n c ,  1 9 8 0 ;  Z a j o n c ,  1 9 6 8）の 相 互 作 用 に よ る も の と 解 釈 さ れ て い る 。

最 近 行 わ れ た 研 究 で は ， 楽 曲 （ L i n d s e n ,  G u r p r e e t ,  S h i m o j o ,  &  

B h a t t a c h a r y a ,  2 0 1 1） や ハ ン カ チ （ M i t s u d a  &  Yo s h i o k a ,  2 0 1 4） を 対 象

と し た 2 肢 選 択 課 題 で ， 最 終 的 に 選 択 さ れ た 刺 激 へ の 接 触 回 数 は ，

選 択 時 点 に 向 か っ て 増 加 し ， 選 択 課 題 全 体 の 接 触 時 間 も 非 選 択 刺 激

に 比 べ て 長 か っ た 。 こ れ よ り ， 選 択 刺 激 に 対 す る 知 覚 処 理 の バ イ ア
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ス は ， 感 覚 モ ダ リ テ ィ に 依 ら な い 現 象 で あ る こ と が 示 唆 さ れ る 。 一

方 ，N i t t o n o  &  Wa d a（ 2 0 0 9）は ，こ の よ う な 視 線 の バ イ ア ス 現 象 は ，

選 択 肢 の 明 る さ な ど の 物 理 的 特 性 を 判 断 基 準 と し た 選 択 で も 起 き る

こ と を 示 し て お り ， 自 覚 的 な 判 断 に 先 立 っ て 現 れ る 選 択 刺 激 へ の 知

覚 処 理 の バ イ ア ス が ， 選 好 と 特 異 的 に 関 連 し て い る か 否 か に つ い て

議 論 の 決 着 は つ い て い な い 。  

 ま た ， 選 択 肢 へ の 注 視 時 間 を 指 標 と し た 研 究 で は ， 各 選 択 肢 へ 最

初 に 視 線 を 向 け た 段 階 で ， 最 終 的 に 選 ん だ 刺 激 へ 視 線 が 偏 る こ と を

示 し て い る 。 G l a h o l t  &  R e i n g o l d（ 2 0 0 9 b）は ，風 景 や 人 物 な ど の 写 真

に 対 し て ， 好 ま し さ や 物 理 的 特 徴 に 基 づ く 選 択 課 題 を 行 っ た 。 そ の

結 果 ， 判 断 基 準 に 拘 わ ら ず ， 実 験 参 加 者 の 注 視 時 間 は 選 択 刺 激 に 対

し て よ り 長 い こ と が 認 め ら れ た 。 特 に 8 肢 選 択 を 行 っ た 場 合 に は ，

最 初 に 各 選 択 肢 へ 視 線 を 向 け た 段 階 で ， 選 択 刺 激 へ の 注 視 時 間 の バ

イ ア ス が 生 じ ， そ の 規 模 は 選 択 時 点 に 向 か っ て 大 き く な っ た 。 こ れ

よ り ， 選 択 肢 に 対 す る 最 初 の 符 号 化 処 理 段 階 で ， よ り 判 断 基 準 に 関

係 す る 選 択 肢 に 対 し て 選 択 的 に 符 号 化 処 理 が 行 わ れ た こ と が ， 注 視

時 間 の バ イ ア ス と し て 現 れ た と さ れ た 。 彼 ら は 他 に も ， 4 肢 を 先 行

提 示 し た 後 に ， そ の 4 肢 を 含 む 8 肢 を 同 時 提 示 す る 手 続 き で 選 択 課

題 を 実 施 し ， 先 行 提 示 し た 選 択 肢 を 選 ん だ 場 合 に は ， 先 行 提 示 し な

か っ た 選 択 肢 を 選 ん だ 場 合 に 比 べ て ， 選 択 刺 激 に 対 す る 注 視 頻 度 の

バ イ ア ス が 小 さ い こ と を 示 し た（ G l a h o l t  &  R e i n g o l d ,  2 0 0 9 a）。す な わ

ち ， 先 行 提 示 し た 4 肢 は ， そ の 段 階 で 刺 激 特 徴 の 符 号 化 処 理 が 行 わ

れ ， そ の 後 に 残 り の 選 択 肢 と と も に 提 示 さ れ た 際 に は 視 線 の 偏 り が

現 れ な か っ た と い え る 。 こ れ よ り ， 初 回 接 触 時 点 で 選 択 的 符 号 化 が

行 わ れ る と い う 考 え が 支 持 さ れ ， 初 回 以 降 の 接 触 段 階 は ， 選 択 刺 激

と 他 の 刺 激 と の 比 較 に あ た る と さ れ た 。 ま た ， 2 肢 選 択 課 題 で 好 き

な 方 を 選 ぶ 場 合 と 嫌 い な 方 を 選 ぶ 場 合 と で 比 較 し た 結 果 ， 初 回 接 触

時 点 で の 選 択 刺 激 に 対 す る 注 視 時 間 の バ イ ア ス は ， 好 き な 方 を 選 ぶ

場 合 で の み 生 じ ， こ の 現 象 は ， 選 好 注 視 が 初 回 の 符 号 化 段 階 で 生 じ
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た た め と す る 主 張 も あ る（ S c h o t t e r ,  B e r r y ,  M c K e n x i e ,  &  R a y n e r ,  2 0 1 0）。

以 上 よ り ， 主 に 視 覚 の 領 域 で 報 告 さ れ て い る 選 択 時 の 知 覚 処 理 バ イ

ア ス は ， 自 覚 的 な 判 断 に 先 立 っ て 各 選 択 肢 を 最 初 に 知 覚 し た 時 点 で

生 じ ， バ イ ア ス の 程 度 は ， そ の 後 選 択 時 点 に 向 か っ て 増 加 す る 傾 向

が 認 め ら れ て い る 。  

 嗅 覚 研 究 の 分 野 で S h i m o j o  e t  a l .（ 2 0 0 3） の 追 試 を 行 っ た 数 少 な い

研 究 （ 鈴 木 ・ 浮 田 ・ 八 木 ， 2 0 0 5） で は ， 実 験 参 加 者 に 複 数 の ニ オ イ

ペ ア を 提 示 し ， 時 間 や 回 数 に 制 限 を 設 け ず に 嗅 が せ ， 好 き な ニ オ イ

ま た は 嫌 い な ニ オ イ を 選 択 さ せ た 。 選 択 刺 激 を 選 択 課 題 中 に 嗅 い で

い た 時 間 は ，感 情 価 の 差 が 大 き い ペ ア が ，感 情 価 が 同 程 度 の ペ ア や ，

同 じ 刺 激 を ペ ア に し た 場 合 に 比 べ て 長 か っ た 。 選 択 肢 間 の 感 情 価 の

差 異 が 明 確 で あ れ ば ， 選 好 判 断 は 容 易 で あ り ， 相 対 的 に 好 ま し い ニ

オ イ の 嗅 ぎ 時 間 に 偏 り が 生 じ た と さ れ る 。 一 方 ， 視 線 の カ ス ケ ー ド

現 象 の よ う に ， 選 択 時 点 に 向 か っ て 選 択 刺 激 を 嗅 ぐ 行 為 が 増 加 す る

よ う な 現 象 は 生 じ な か っ た 。 こ の 点 に つ い て は ， 感 覚 モ ダ リ テ ィ 間

の 知 覚 処 理 形 式 の 違 い が 考 え ら れ る 。 S h i m o j o  e t  a l .（ 2 0 0 3） の 実 験

で は ， 選 択 肢 が 画 面 上 に 同 時 提 示 さ れ て お り ， 実 験 参 加 者 は そ れ ら

を 交 互 に 見 比 べ て 選 択 を 行 っ た 。 視 覚 刺 激 は ， 視 野 内 に あ る 複 数 の

対 象 物 を 同 時 的 に 知 覚 で き る た め ， 視 線 移 動 は 連 続 的 に 推 移 す る 。

一 方 ， 嗅 覚 刺 激 の 系 列 的 な 処 理 の ス タ イ ル を 踏 ま え る と ， カ ス ケ ー

ド 現 象 の よ う な ， 知 覚 処 理 の 連 続 的 増 加 と い う 傾 向 は ， 適 さ な い と

考 え ら れ る 。 ま た ， ニ オ イ の 知 覚 は ， 1 回 の 嗅 ぎ （ s n i f f） で 十 分 に

行 わ れ る と さ れ て い る（ L a i n g ,  1 9 8 3）。し た が っ て ，G l a h o l t  &  R e i n g o l d

（ 2 0 0 9 a ,  b）の よ う に ，各 刺 激 の 処 理 時 間 を 指 標 と し ，最 終 的 に 選 ん

だ 選 択 肢 に 対 す る 知 覚 処 理 の バ イ ア ス が ， 選 択 過 程 の 初 期 で 生 じ る

か を 検 討 す る 実 験 デ ザ イ ン が ， 嗅 覚 研 究 で は 有 用 と 考 え ら れ る 。  

 

操 作 さ れ た 知 覚 処 理 時 間 に よ る 選 好 へ の 影 響  

 自 発 的 な 注 視 行 動 の バ イ ア ス 現 象 に 対 し て ， 注 視 時 間 を 実 験 的 に
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操 作 し た 場 合 に ， 長 く 注 視 さ せ た 選 択 肢 へ 選 好 が 偏 る こ と も 示 さ れ

て い る （ S h i m o j o  e t  a l . ,  2 0 0 3）。 実 験 で は ， 魅 力 度 の 近 い 二 つ の 顔 写

真 を ， 一 方 は 3 0 0 m s， 他 方 は 9 0 0 m s と い う 提 示 時 間 で ， 画 面 の 左 右

に ，  2， 6， 1 2 回 交 互 に 繰 り 返 し 提 示 し た 。 実 験 参 加 者 に は ， 画 面

の 左 右 に 提 示 さ れ る 顔 写 真 に 視 線 を 追 従 さ せ た 後 に ， よ り 魅 力 的 な

顔 写 真 を 選 択 さ せ た 。そ の 結 果 ， 6 回 ま た は 1 2 回 繰 り 返 し 提 示 し た

場 合 に ， 長 く （ 9 0 0 m s） 提 示 し た 顔 写 真 が チ ャ ン ス レ ベ ル 以 上 の 確

率 で 選 ば れ た 。 し か し ， よ り 丸 み が あ る 顔 写 真 を 選 択 さ せ る と い っ

た ， 顔 の 形 態 的 特 徴 に 基 づ く 選 択 の 場 合 に は ， 長 く 提 示 し た 顔 写 真

の 選 択 率 に 偏 り は 生 じ な か っ た 。 一 方 ， 実 験 参 加 者 の 視 線 を 画 面 中

央 に 固 定 さ せ ， 注 視 点 に 二 つ の 顔 写 真 を 交 互 に 提 示 し た 場 合 に は ，

長 く 提 示 し た 顔 は チ ャ ン ス レ ベ ル 以 上 の 確 率 で は 選 択 さ れ な か っ た 。

す な わ ち ， 単 に 長 く 注 視 し た 刺 激 が 好 ま れ た と い う 単 純 接 触 効 果 で

は な く ，対 象 へ の 自 発 的 な 視 線 移 動 が 選 好 に は 必 要 で あ る と い え る 。

ほ と ん ど の 実 験 参 加 者 は ， 顔 写 真 の 提 示 時 間 の 違 い に 気 づ か ず ， 注

視 時 間 が 判 断 に 影 響 し た と い う 自 覚 も な か っ た た め ， 選 好 判 断 に は

潜 在 的 過 程 が 関 与 し て い る 可 能 性 も 示 唆 さ れ た 。 選 択 肢 へ の 自 発 的

な 視 線 移 動 の 必 要 性 に 関 し て は ， 疑 問 も 示 さ れ て は い る が ， 注 視 時

間 に よ る 選 好 の 操 作 は ， 他 の 研 究 か ら も 支 持 さ れ て い る （ B i r d ,  

L a u w e r e y n s ,  &  C r a w f o r d ,  2 0 1 2 ;  N i t t o n o  &  Wa d a ,  2 0 0 9）。  

 

個 人 の 認 知 ス タ イ ル  

 上 記 の 知 見 は ， 選 択 過 程 で の 知 覚 処 理 の 側 面 に 焦 点 化 し た も の で

あ る が ， 意 思 決 定 時 の 情 報 処 理 や 判 断 様 式 の 個 人 差 で あ る 認 知 ス タ

イ ル の 影 響 も ， 選 択 行 動 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 の 一 つ で あ る 。 た と え

ば ， 選 択 理 由 の 分 析 や ， 選 択 肢 の 多 く の 属 性 に 注 意 を 向 け て 意 思 決

定 を 行 う よ う な ， 熟 慮 的 な 認 知 ス タ イ ル は ， 選 択 後 の 選 択 刺 激 に 対

す る 満 足 感 を 減 少 さ せ る と い う （ W i l s o n ,  L i s l e ,  S c h o o l e r ,  H o d g e s ,  

K l a a r e n ,  &  L a F l e u r ,  1 9 9 3）。 熟 慮 的 な 認 知 ス タ イ ル で は ， ア ク セ ス し
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や す い 選 択 肢 属 性 に 焦 点 が 当 た り ， そ れ が 態 度 の 変 容 を 誘 起 す る と

さ れ て お り ，選 好 判 断 の 一 貫 性（ 同 じ も の を 選 好 す る 再 現 性 の 程 度 ）

や ， 判 断 の 正 確 性 （ 特 徴 的 に 優 れ た 方 を 選 択 し た か ） も 低 下 さ せ る

こ と が 報 告 さ れ て い る（ N o r d g r e n  &  D i j k s t e r h u i s ,  2 0 0 9）。こ の よ う に ，

意 思 決 定 時 の 認 知 ス タ イ ル と い う 個 人 特 性 が ，最 終 的 な 選 択 結 果 や ，

選 択 対 象 に 対 す る 印 象 へ 影 響 す る 側 面 が 示 さ れ て い る 。  

 

選 好 判 断 に 及 ぼ す 接 触 順 序 の 影 響  

 1 回 ず つ 系 列 的 に 提 示 さ れ た 複 数 の 選 択 肢 の 中 か ら ， 最 も 好 ま し

い も の を 選 ぶ 際（ 1 回 接 触 に よ る 系 列 的 選 択 課 題 ），接 触 し た 順 序 に

よ っ て 選 好 に 偏 り が 生 じ る こ と が 報 告 さ れ て い る 。 こ の 順 序 効 果

（ o r d e r  e f f e c t） に は ， 1 番 目 に 接 触 し た 選 択 肢 へ 選 好 が 偏 る 初 頭 効

果 （ p r i m a c y  e f f e c t） と ， 最 後 に 接 触 し た 選 択 肢 へ 選 好 が 偏 る 新 近 効

果 （ r e c e n c y  e f f e c t） が あ る 。 コ ン テ ス ト な ど ， 何 ら か の パ フ ォ ー マ

ン ス に つ い て 優 劣 を 判 断 す る よ う な 場 面 で は ， 新 近 効 果 が 一 貫 し て

生 じ た と い う 報 告 も あ る が （ B r u i n e  d e  B r u i n ,  2 0 0 5 ,  2 0 0 6 ;  B r u i n e  d e  

B r u i n ,  &  K e r e n ,  2 0 0 3 ;  L i  &  E p l e y,  2 0 0 9）， 初 頭 効 果 と 新 近 効 果 の 生 起

は ， 選 択 肢 や 選 択 者 側 の 特 性 に 依 存 す る こ と を 示 唆 す る 知 見 も 提 示

さ れ て い る 。  

 マ ー ケ テ ィ ン グ 分 野 の 研 究 （ B i s w a s ,  G r e w a l ,  &  R o g g e v e e n ,  2 0 1 0）

で は ， 2 種 の 飲 み 物 や 曲（ コ ン ピ ュ ー タ で 作 成 し た 2 5 秒 間 の メ ロ デ

ィ ー ） を 1 回 ず つ 系 列 的 に 提 示 し ， 実 験 参 加 者 に ど ち ら が 好 ま し い

か 回 答 さ せ る 実 験 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， ど ち ら も 同 様 に 好 ま し い 選

択 肢 で あ れ ば ， 2 番 目 に 提 示 し た も の を よ り 好 み（ 新 近 効 果 ），ど ち

ら も 同 様 に 好 ま し く な い 選 択 肢 で あ れ ば ， 1 番 目 に 提 示 し た も の を

よ り 好 む （ 初 頭 効 果 ） 傾 向 が み ら れ た 。 彼 ら は ， 記 憶 に お け る 系 列

位 置 効 果 の 新 近 効 果 よ り ，こ れ ら の 結 果 を 解 釈 し て い る 。す な わ ち ，

実 験 参 加 者 は 直 近 に 接 触 し た 刺 激 の 印 象 を 強 く 記 憶 し て い る た め ，

同 様 に 好 ま し い 選 択 肢 の 場 合 に は ， よ り 最 近 接 触 し た 方 を ， 同 様 に
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好 ま し く な い 選 択 肢 の 場 合 に は ， よ り 後 に 接 触 し た 方 を 選 好 す る と

解 釈 し た 。  

 M a n t o n a k i s ,  R o d e r o ,  L e s s c h a e v e ,  &  H a s t i e（ 2 0 0 9） は ， ワ イ ン に 対 す

る 選 好 判 断 を ， 選 択 肢 数 を 2 肢 か ら 5 肢 の 間 で 変 え て 実 施 し た 。 各

群 の 実 験 参 加 者 は ， 選 択 肢 の ワ イ ン を 1 回 ず つ 試 飲 し た 後 で ， 最 も

好 き な も の を 選 択 し た 。 実 際 に は ， す べ て 同 じ ワ イ ン が 提 示 さ れ て

い た の だ が ， 実 験 参 加 者 は ， そ れ ぞ れ の ワ イ ン が 異 な る 種 類 で あ る

と い う 期 待 を 持 っ て お り ， 全 て 同 じ 種 類 で あ る こ と に 気 づ い た 実 験

参 加 者 は い な か っ た 。 実 験 の 結 果 ， 全 て の 選 択 肢 群 で 初 頭 効 果 が 生

起 し た 。さ ら に ， 選 択 肢 が 多 い 場 合 （ 4， 5 肢 ）や ，ワ イ ン に つ い て

の 知 識 が 豊 富 な 実 験 参 加 者 に お い て は ， 新 近 効 果 も 生 じ る こ と が 示

さ れ た 。 各 順 序 効 果 の 生 起 過 程 に つ い て ， 以 下 の よ う に 解 釈 が さ れ

て い る 。 1 番 目 の 選 択 肢 に 接 触 し た 時 点 で は ， そ の 選 択 肢 が 現 時 点

で 最 も 好 ま し い も の と な る 。 続 い て 2 番 目 の 選 択 肢 に 接 触 す る と ，

実 験 参 加 者 は 1 番 目 の 選 択 肢 の 良 所 と ， 現 在 の 選 択 肢 が 持 つ 良 所 に

対 す る 印 象 を 比 較 し ， ど ち ら が よ り 好 ま し い か を 判 断 す る 。 こ の よ

う な 比 較 処 理 が ， 最 後 の 選 択 肢 ま で 行 わ れ る 。 こ の 系 列 的 な 比 較 過

程 で は ，1 番 目 が 最 も 良 い と い う バ イ ア ス（ f i r s t - i s - b e s t  b i a s :  C a r n e y  &  

B a n a j i ,  2 0 1 2） と ， 新 し く 接 し た も の を 好 む バ イ ア ス が あ る と い う 。

選 択 肢 数 が 多 け れ ば ， 後 に 接 触 し た 選 択 肢 が 選 ば れ る 可 能 性 が 確 率

的 に 高 く な り ， 特 に ワ イ ン の 知 識 が 豊 富 な 実 験 参 加 者 は ， そ う で は

な い 実 験 参 加 者 に 比 べ て ， 後 に 試 飲 す る 選 択 肢 に よ り 良 い 特 徴 を 見

出 そ う と す る た め ， 新 し く 接 し た も の を 好 む バ イ ア ス が 優 先 し ， 後

続 す る 選 択 肢 を 好 む 新 近 効 果 が 生 じ る 可 能 性 が 高 く な る 。 し た が っ

て ， 系 列 的 選 択 課 題 に よ る 選 好 判 断 で は ， 1 番 目 に 接 触 し た 選 択 肢

が 有 利 と な る が ， 比 較 対 象 と な る 選 択 肢 が 多 く ， 実 験 参 加 者 の 選 択

肢 に 関 す る 知 識 が 豊 富 な 場 合 に は ， 最 後 に 接 触 し た 選 択 肢 が ア ド バ

ン テ ー ジ を 持 つ と し て い る 。  

 ま た ，先 に 挙 げ た B i s w a s の グ ル ー プ は ，飲 食 品 ，香 水 ，楽 曲 と 様 々
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な 感 覚 刺 激 を 対 象 と し て ， 選 択 肢 間 （ 2 肢 ま た は 3 肢 ） の 弁 別 性 を

操 作 し た 研 究 も 行 っ て お り ， 選 択 肢 の 刺 激 特 徴 が 互 い に 類 似 し て い

る 場 合 に は 初 頭 効 果 が 生 じ ， 弁 別 性 が 高 い 場 合 に は 新 近 効 果 が 生 じ

た と 報 告 し て い る （ B i s w a s ,  L a b r e c q u e ,  L e h m a n n ,  M a r k o s ,  &  P r o d u c t s ,  

2 0 1 4）。 こ の 結 果 の 解 釈 に つ い て ， 馴 化 の 影 響 か ら 考 察 さ れ て い る 。

す な わ ち ， 選 択 肢 間 の 弁 別 性 が 低 い 場 合 に は ， そ の 特 徴 に 対 す る 感

覚 的 な 馴 化 （ s e n s o r y  h a b i t u a t i o n） が 生 じ る た め に ， 初 頭 効 果 が 引 き

起 こ さ れ ， 弁 別 性 が 高 い 場 合 に は ， 後 続 す る 刺 激 が 先 行 刺 激 の 感 覚

痕 跡 を 消 す た め に 新 近 効 果 が 起 き る と 考 え ら れ た 。 つ ま り ， 初 頭 効

果 と 新 近 効 果 の 誘 起 に は ， 選 択 肢 間 の 弁 別 性 が パ ラ メ ー タ と な っ て

い る こ と を 示 唆 し て い る 。 M a n t o n a k i s  e t  a l .（ 2 0 0 9） の 選 択 肢 は ， 全

て 同 じ ワ イ ン で あ っ た た め ， B i s w a s  e t  a l .（ 2 0 1 4） の 主 張 す る 馴 化 の

影 響 も 初 頭 効 果 の 生 起 に 関 与 し て い た 可 能 性 が 高 い 。以 上 の よ う に ，

選 好 判 断 に お け る 接 触 順 序 の 影 響 に お い て ， 初 頭 効 果 と 新 近 効 果 の

い ず れ が 生 じ る か は ， 選 択 肢 間 の 関 係 性 に 依 存 す る と い え る 。  

 

本 章 の 検 討 点  

 本 章 で は ，あ る 判 断 基 準 に 基 づ い て 複 数 の 選 択 肢 の 特 徴 を 比 較 し ，

判 断 基 準 に 最 適 な も の を 選 択 す る 過 程 に つ い て ， 選 択 肢 の 刺 激 間 の

関 係 性 が ， 選 択 過 程 で 表 出 さ れ る 嗅 覚 の 知 覚 処 理 （ 嗅 ぎ 時 間 ） や 最

終 的 な 判 断 へ 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。本 研 究 で 扱 う 判 断 基 準 と し て ，

意 思 決 定 に お い て 最 も 基 本 的 か つ 重 要 で あ る 選 好 に 焦 点 を 当 て た 。

多 肢 選 択 の 過 程 で は ， 判 断 基 準 に 基 づ い た 選 択 肢 間 の 特 徴 比 較 が 行

わ れ る た め ， 研 究 1 で 行 っ た 系 列 処 理 に 比 べ て ， 対 象 刺 激 間 の 関 係

性 を 把 握 す る こ と が ， よ り 重 要 に な る と 考 え ら れ る 。 し た が っ て 本

章 で 実 施 し た 各 実 験 で は ， 選 択 肢 間 の 弁 別 性 を 共 通 の 要 因 と し て 取

り 入 れ ， 選 好 判 断 の 難 易 度 に よ る 影 響 に つ い て 検 討 し た 。  

 先 述 し た 先 行 研 究 に は 2 肢 選 択 を 行 っ た も の が 多 い が ， よ り 現 実

場 面 に 近 い 実 験 状 況 で 検 討 を す る こ と と ， 複 数 の 刺 激 の 知 覚 に よ っ
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て ， 実 験 参 加 者 に 構 え を 形 成 さ せ る 目 的 か ら ， 本 研 究 で は ， 4 肢 以

上 の 多 肢 選 択 を 実 施 し た 。 実 験 8 お よ び 9 で は ， 選 択 過 程 に お け る

選 択 肢 の 知 覚 処 理 と ， 最 終 的 な 選 択 結 果 の 関 連 性 に つ い て ， 実 験 参

加 者 が ニ オ イ を 嗅 い で い る 時 間 に 着 目 し て 検 討 し た 。 実 験 1 0 で は ，

選 択 肢 へ の 1 回 接 触 に よ る 系 列 的 選 択 課 題 に お い て ， 接 触 順 序 が 選

好 判 断 へ 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。   
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3 . 1  選 択 肢 間 の 弁 別 性 （ 実 験 8） 1 0  

 

 本 実 験 で は ， 選 好 に 基 づ く 多 肢 選 択 の 過 程 に お け る ， 選 択 肢 の 知

覚 処 理 と 最 終 的 な 選 択 結 果 の 関 連 性 に つ い て ， 選 択 さ れ た ニ オ イ に

対 す る 嗅 覚 行 動 の バ イ ア ス が ， 実 験 参 加 者 の 自 覚 的 な 選 択 に 先 立 っ

て 現 れ る か 検 討 し た 。 多 肢 選 択 課 題 で は ， 実 験 参 加 者 の 自 由 な 方 略

に よ る ニ オ イ の 選 好 判 断 を 行 っ た 。 互 い に 比 較 さ れ る 選 択 肢 間 の 特

徴 弁 別 性 に よ っ て 選 択 の 難 易 度 が 変 わ り ， 選 択 過 程 の 行 動 や 選 択 結

果 へ 影 響 を 及 ぼ す と 考 え ら れ る 。 し た が っ て ， 選 択 肢 間 の 弁 別 性 を

変 え て 三 つ の 実 験 を 行 っ た 。  

 実 験 8 - 1 で は ， 比 較 的 好 ま し い 様 々 な 日 常 の ニ オ イ （ 洗 剤 ， 飲 料

な ど ） を 用 い た 。 実 験 8 - 2 で は ， よ り 弁 別 性 の 低 い フ レ ー バ ー テ ィ

の ニ オ イ を 用 い た 。 ま た ， 判 断 基 準 間 の 比 較 と し て ， 選 好 よ り も 主

観 性 が 低 い ， ニ オ イ の 強 度 を 判 断 基 準 と し た 場 合 に つ い て も 検 討 し

た 。 さ ら に ， 感 覚 モ ダ リ テ ィ 間 の 比 較 と し て ， 刺 激 の 処 理 が 系 列 的

で あ る と い う 点 で 嗅 覚 と 共 通 す る 触 覚 刺 激 と の 比 較 も 行 っ た 。 最 後

に 実 験 8 - 3 で は ， 三 つ の 実 験 で は 最 も 弁 別 性 の 低 い ジ ャ ス ミ ン テ ィ

の ニ オ イ を 選 択 肢 と し て ， 選 択 肢 カ テ ゴ リ の 教 示 の 有 無 も 要 因 に 取

り 入 れ ， 選 択 前 の 構 え の 形 成 に よ る 影 響 を 併 せ て 検 討 し た 。   

                                                        

1 0  実 験 8 は ， N a k a n o  &  A y a b e - K a n a m u r a（ 2 0 1 3） を 元 に 加 筆 修 正 さ れ た 。  
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3 . 1 . 1  複 合 カ テ ゴ リ で の 検 討 ［ 実 験 8 - 1］  

 

目 的  

 最 終 的 に 選 好 さ れ た ニ オ イ に 対 す る 嗅 ぎ 時 間 は ， 初 回 接 触 時 点 で

他 の ニ オ イ よ り も 長 い か ， 日 常 生 活 の 中 で 接 す る 食 品 や 生 活 用 品 な

ど で ニ オ イ の す る も の 7 種 を 選 択 肢 と し た 多 肢 選 択 課 題 に よ り 検 討

し た 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  2 0 代 の 学 生 3 4 名 （ う ち 女 性 2 2 名 ）。  

刺 激 洗 濯 洗 剤 ， 石 鹸 ， コ ー ヒ ー ， リ ン ゴ ， キ ン モ ク セ イ ， グ レ ー

プ フ ル ー ツ ，ペ パ ー ミ ン ト の 7 種 で あ っ た（ Ta b l e  3 - 1 - 1）。こ れ ら は ，

大 学 生 を 対 象 に 「 好 き な 」 香 り と 「 す っ き り す る 」 香 り を 自 由 記 述

さ せ た ア ン ケ ー ト 調 査 に よ り 選 定 さ れ た も の で あ っ た（ 中 野・有 冨・

綾 部 ， 2 0 1 0）。各 ニ オ イ の 提 示 分 量 は ，刺 激 間 で 同 程 度 の 強 度 に な る

よ う ， 実 験 者 に よ っ て 決 定 さ れ た 。 各 嗅 覚 刺 激 材 料 は ， 白 色 不 透 明

の ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 ボ ト ル （ 容 積 5 0 0 m l） に 入 れ て 提 示 し た 。  

手 続 き 嗅 覚 刺 激 材 料 の 入 っ た 7 本 の ボ ト ル を ， 実 験 参 加 者 に 対 し

て 正 面 横 一 列 に 配 置 し た 。 ボ ト ル の 並 び 順 は ， 実 験 参 加 者 毎 に ラ ン

ダ ム で あ っ た 。 実 験 参 加 者 は そ れ ぞ れ の ニ オ イ を 嗅 い で ， 最 も 好 き

な も の を 選 び ， 口 頭 で 実 験 者 に 回 答 し た 。 ニ オ イ を 嗅 ぐ 順 序 は 自 由

で あ り ， 同 じ ニ オ イ を 何 度 嗅 い で も よ い も の と し ， 選 択 す る ま で の

時 間 に 制 限 は 設 け な か っ た 。 な お ， ボ ト ル の 位 置 は 自 由 に 動 か す こ

と が で き た 。 最 終 的 な 選 択 が 行 わ れ る ま で の 実 験 参 加 者 の 様 子 を ，

ビ デ オ カ メ ラ で 撮 影 し た 。  

行 動 指 標 の 分 析  各 ニ オ イ の 嗅 ぎ 時 間 お よ び 選 択 行 動 パ タ ー ン は ，

実 験 者 を 含 む 嗅 覚 心 理 学 を 専 門 と す る 3 名 に よ っ て 定 義 さ れ た 。 各

指 標 に 関 し て は ，評 価 者 間 の 高 い 一 致 率 が 確 認 さ れ た（ F l e i s s  K a p p a  

=  0 . 7 0）。   
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Ta b l e  3 - 1 - 1  

実 験 8 - 1 で 用 い た 嗅 覚 刺 激 材 料 と 提 示 方 法 お よ び 選 択 率  

嗅 覚 刺 激 材 料  分 量 （ g）  提 示 方 法  選 択 率 ( % )  

洗 濯 洗 剤  7 . 0  液 体 洗 剤 の 原 液  2 9  

石 鹸  6 . 0  
ス ラ イ ス し た 固 形 石 鹸 を  

茶 パ ッ ク に 入 れ た も の  

 0  

コ ー ヒ ー  1 . 0  
約 9 c c の お 湯 で 溶 か し た  

粉 末 コ ー ヒ ー 溶 液  

 6  

リ ン ゴ  3 . 5  
芳 香 剤 溶 液 を 綿 球 に  

染 み 込 ま せ た  

2 6  

キ ン モ ク セ イ  0 . 2  固 形 芳 香 剤 の 破 片   0  

グ レ ー プ フ ル ー ツ  0 . 1  
精 油 を 綿 球 に  

染 み 込 ま せ た  

 9  

ペ パ ー ミ ン ト  0 . 1  
精 油 を 綿 球 に  

染 み 込 ま せ た  

2 9  

※ 各 刺 激 材 料 は ， そ れ ぞ れ の 提 示 方 法 に 記 載 さ れ た も の を ， 容 積

5 0 0 m l ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 の ス ク イ ー ズ ボ ト ル に 入 れ て 提 示 し た  
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 嗅 ぎ 時 間 は ， 実 験 参 加 者 が ボ ト ル を 鼻 先 に 近 づ け て か ら 離 し 始 め

る ま で の 間 と し た 。 選 択 課 題 で 1 番 初 め に 嗅 が れ た 時 点 の 嗅 ぎ 時 間

を ， 初 回 接 触 時 点 に お け る 嗅 ぎ 時 間 と し て ， 刺 激 毎 に 算 出 し た 。 選

択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間 を ， 残 り 6 種 の 非 選 択 刺 激 の 平 均 嗅 ぎ 時 間 と 比 較

し た 。  

 実 験 参 加 者 の 選 択 行 動 パ タ ー ン は ， 選 択 課 題 に お い て ， 全 て の 刺

激 を 一 通 り 1 回 ず つ 嗅 い だ 後 の 行 動 に 基 づ き ， 三 つ の パ タ ー ン に 分

類 し た 。 各 刺 激 を 1 回 ず つ 嗅 い だ 直 後 に 選 択 を 行 っ た 実 験 参 加 者 は

「 即 決 型 」に 分 類 さ れ た 。全 て の 刺 激 を 一 通 り 嗅 い だ 後 に ，少 数（ 2

あ る い は 3 肢 ） に 絞 り 込 み ， そ れ ら を 嗅 ぎ 比 べ た 後 に 選 択 し た 実 験

参 加 者 は 「 絞 り 込 み 型 」 に 分 類 さ れ た 。 全 て の 刺 激 を 一 通 り 嗅 い だ

後 に ， 四 つ 以 上 を 繰 り 返 し 嗅 ぎ 直 し て 選 択 し た 実 験 参 加 者 は 「 迷 い

型 」 に 分 類 さ れ た 。  

 以 上 の 分 析 点 お よ び 方 法 に つ い て は ， 以 降 の 実 験 8 - 2 お よ び 8 - 3

に お い て も 共 通 で あ っ た 。  

 

結 果  

選 択 の 所 要 時 間  全 実 験 参 加 者 の 平 均 所 要 時 間 は 2 m 7 s で あ り ，最 短

で 4 9 s か ら 最 長 3 m 4 7 s ま で ， 個 人 に よ っ て ば ら つ き が あ っ た 。  

選 択 刺 激 の 接 触 回 数  選 択 ま で に 各 刺 激 を 嗅 い だ 回 数 に つ い て ， 選

択 刺 激 （ M  =  2 . 6 5 ,  S E  =  0 . 1 6） が 非 選 択 刺 激 （ M  =  1 . 5 7 ,  S E  =  0 . 0 8）

よ り も 有 意 に 多 か っ た （ t  3 3  =  8 . 5 5 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  1 . 3 8）。  

接 触 時 点 に よ る 嗅 ぎ 時 間 の 変 動  選 択 の 所 要 時 間 に は 個 人 差 が み ら

れ た 。 ま た 嗅 ぎ 時 間 の 平 均 も ， 実 験 参 加 者 間 の 1 秒 未 満 か ら 4 秒 以

上 と ば ら つ き が あ っ た た め ， 実 験 参 加 者 毎 に 各 嗅 ぎ 時 間 を 標 準 化 し

た z 得 点 を 統 計 解 析 に 用 い た 。 つ ま り ， 数 値 が 正 方 向 に 大 き い ほ ど

嗅 ぎ 時 間 が 長 く ， 負 方 向 に 大 き い ほ ど 嗅 ぎ 時 間 が 短 い こ と を 示 す 。

以 下 ，「 嗅 ぎ 時 間 」 は 標 準 化 し た 値 を 指 す 。  

 選 択 を 行 う ま で に ， 各 刺 激 へ の 接 触 回 数 は 複 数 あ っ た 。 そ こ で ，   
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F i g u r e  3 - 1 - 1  選 択 課 題 に お け る ニ オ イ へ の 接 触 時 点 の 説 明  

※ 「 絞 り 込 み 型 」 行 動 パ タ ー ン の 例  
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先 行 研 究 （ S h i m o j o  e t  a l . ,  2 0 0 3） で 報 告 さ れ て い る ， 選 択 時 点 に 近 づ

く に つ れ て 選 択 刺 激 に 対 す る 注 視 行 動 が 増 加 す る よ う な 現 象 が 起 き

て い た か を 確 認 し た 。 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 に つ い て ， 課 題 の 開 始

後 ， 最 初 の 接 触 時 点 か ら ， 選 択 が 行 わ れ る 直 前 ま で の 接 触 時 点 に お

け る 嗅 ぎ 時 間 の 時 系 列 的 な 変 動 を 分 析 し た 。 分 析 に 用 い た 接 触 時 点

は「 初 回 」「 最 終 - 1（ 最 後 か ら 2 番 目 ）」「 最 終 」と し ，各 接 触 時 点 に

お け る 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間 を 算 出 し た 。 各 接 触 段 階 に

つ い て の 説 明 を F i g u r e  3 - 1 - 1 に 示 し た 。 選 択 は 各 実 験 参 加 者 の 自 由

方 略 に よ っ て 行 わ れ た た め ， 個 人 に よ っ て 刺 激 毎 の 接 触 回 数 は 異 な

る 。 し た が っ て ， 本 分 析 で は ， 選 択 刺 激 お よ び 非 選 択 刺 激 に 3 回 以

上 接 触 し て い た （ た だ し ， 選 択 刺 激 を 除 く 6 肢 の う ち ， 課 題 中 に 合

計 3 回 以 上 接 触 し な か っ た も の が 少 な く と も 一 つ 以 上 あ っ た ） 実 験

参 加 者 1 2 名 を 対 象 に 分 析 を 行 っ た （ 実 験 8 - 2， 8 - 3 も 同 様 ）。 選 択 刺

激 と 非 選 択 刺 激 に お け る 各 接 触 時 点 の 嗅 ぎ 時 間 を F i g u r e  3 - 1 - 2 に 示

し た 。  

 選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間 は 初 回 で 長 く ， 選 択 時 点 に 近 づ く に つ

れ て 短 く な っ た 。 選 択 （ 選 択 ， 非 選 択 ） ×接 触 時 点 （ 初 回 ， 最 終 - 1，

最 終 ） の 2 要 因 参 加 者 内 分 散 分 析 の 結 果 ， 交 互 作 用 が 有 意 傾 向 で あ

っ た （ F  2 ,  1 1  =  2 . 8 0 ,  p  <  . 1 0 ,  η 2  =  . 0 7）。 単 純 主 効 果 検 定 の 結 果 ， 初 回

接 触 時 点 に お い て ， 選 択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間 が 非 選 択 刺 激 よ り 長 か っ た

（ F  1 ,  1 1  =  5 . 0 4 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 0 3）。 ま た ， 選 択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間 が 時 系

列 的 に 変 動 し（ F  2 ,  2 2  =  5 . 8 1 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 1 7），多 重 比 較 の 結 果（ M S e  

=  0 . 5 0）， 初 回 に 比 べ て ， 最 終 - 1（ p  <  . 0 5 ,  d  =  1 . 2 9） お よ び 最 終 接 触

時 点 （ p  <  . 0 5 ,  d  =  1 . 4 0） の 嗅 ぎ 時 間 が 短 く な っ て い た 。  

選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス  先 行 研 究（ G l a h o l t  &  R e i n g o l d ,  

2 0 0 9 a ,  b ;  S c h o t t e r  e t  a l . ,  2 0 1 0）が 示 し た 初 回 接 触 時 点 に お け る 選 択 刺

激 へ の 行 動 バ イ ア ス が 生 じ て い た か ， 接 触 時 点 （ 初 回 ， 全 体 ） ×選

択 の 2 要 因 参 加 者 内 分 散 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 交 互 作 用 が 有 意

で あ り （ F  1 , 3 3  =  4 . 2 5 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 0 1）， 単 純 主 効 果 検 定 の 結 果 ， 選  
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F i g u r e  3 - 1 - 2  選 択 課 題 中 の 嗅 ぎ 時 間 の 時 系 列 変 化  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  

 

 

F i g u r e  3 - 1 - 3  選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）   

n  = 34 

n = 34 
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択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間 は 初 回 が 全 体 よ り も 長 く （ F  1 , 3 3  =  4 . 9 5 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  

=  . 0 2）， 初 回 の 嗅 ぎ 時 間 は ， 選 択 刺 激 が 非 選 択 刺 激 よ り も 長 か っ た

（ F  1 , 3 3  =  5 . 2 6 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 0 6）。（ F i g u r e  3 - 1 - 3）。  

 な お ， ニ オ イ の 種 類 別 に 平 均 嗅 ぎ 時 間 を 比 較 し た 結 果 ， い ず れ の

実 験 参 加 者 も 選 択 し な か っ た （ す な わ ち 比 較 的 好 ま し さ の 低 い ） 刺

激 の 嗅 ぎ 時 間 は ， 短 い 傾 向 が あ っ た が ， 統 計 的 に 有 意 な 差 は 認 め ら

れ な か っ た （ F  6 , 3 0  =  0 . 7 2 ,  n s ,  η 2  =  . 0 6 )。  

選 択 行 動 パ タ ー ン 間 の 比 較  三 つ の 行 動 パ タ ー ン に 分 類 さ れ た 実 験

参 加 者 の 内 訳 は ，「即 決 型 」 1 8 %，「絞 り 込 み 型 」 2 9 %，「迷 い 型 」 5 3 %

で あ り ，「 迷 い 型 」 が 最 も 多 か っ た 。 ま た 選 択 の 所 要 時 間 は ，「 即 決

型 」 が 最 も 短 く （ 1 m 1 9 s），「 迷 い 型 」 が 最 も 長 か っ た （ 2 m 2 9 s）。  

 選 択 課 題 に お け る 課 題 全 体 と 初 回 接 触 時 点 の 嗅 ぎ 時 間 に つ い て ，

行 動 パ タ ー ン （ 即 決 型 ， 絞 り 込 み 型 ， 迷 い 型 ） ×選 択 の 2 要 因 混 合

分 散 分 析 を 行 っ た 。課 題 全 体 で は ，い ず れ の 主 効 果（ 行 動 パ タ ー ン  F  

2 ,  3 1  =  0 . 5 9 ,  n s ,  η 2  =  . 0 1， 選 択  F  1 ,  3 1  =  1 . 2 1 ,  n s ,  η 2  =  . 0 3） お よ び 交 互

作 用 （ F  2 ,  3 1  =  0 . 8 2 ,  n s ,  η 2  =  . 0 4） も 非 有 意 で あ っ た 。 し か し ， 初 回

接 触 時 点 で は ， 全 実 験 参 加 者 で 分 析 し た 場 合 と 同 様 に 選 択 の 主 効 果

が 有 意 傾 向 で あ り （ F  1 , 3 1  =  3 . 2 5 ,  p  <  . 1 0 ,  η 2  =  . 0 6）， 行 動 パ タ ー ン の

違 い に 拘 わ ら ず ，選 択 刺 激 が 非 選 択 刺 激 に 比 べ て 長 く 嗅 が れ て い た 。 

選 択 後 の 快 不 快 度 評 価  本 実 験 の 約 3 カ 月 後 に ， 本 実 験 に 参 加 し た

3 4 名 の う ち 1 6 名 の 実 験 参 加 者 に 対 し て ， 選 択 課 題 に 用 い た 7 種 の

ニ オ イ に 対 す る 快 不 快 度 を 7 段 階 （ 1 非 常 に 不 快 ～ 7 非 常 に 快 ） で

評 定 さ せ た 。 そ の 結 果 ， 各 実 験 参 加 者 が 本 実 験 の 選 択 課 題 で 選 択 刺

激 （ M  =  5 . 9 4 ,  S E  =  0 . 3 1） が ， 非 選 択 刺 激 （ M  =  4 . 5 8 ,  S E  =  0 . 1 1） に

比 べ て 快 度 が 高 か っ た （ t  1 5  =  3 . 8 6 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  1 . 4 5）。  

 

考 察  

 最 終 的 に 選 択 さ れ た 刺 激 は ， 最 初 に 接 触 し た 時 点 で そ の 他 の 刺 激

に 比 べ て 長 く 嗅 が れ て い た 。 こ の 結 果 は ， 視 覚 研 究 で 報 告 さ れ て い
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る ，選 択 刺 激 に 対 す る 視 線 の バ イ ア ス（ G l a h o l t  &  R e i n g o l d ,  2 0 0 9 a ,  b ;  

S c h o t t e r  e t  a l . ,  2 0 1 0）と 同 様 の 現 象 で あ る 。一 方 で ，視 線 の カ ス ケ ー

ド 現 象 （ S h i m o j o  e t  a l . ,  2 0 0 3） の よ う に ， 選 択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間 が 選 択

時 点 に 近 づ く に つ れ て 長 く な る 傾 向 は み ら れ な か っ た 。 選 択 刺 激 へ

の 接 触 回 数 は 非 選 択 刺 激 に 比 べ て 多 か っ た が ， 最 終 接 触 時 点 で は 嗅

ぎ 時 間 が 短 く な る 傾 向 が み ら れ た 。 し た が っ て ， 各 選 択 肢 の 符 号 化

処 理 が 初 回 接 触 時 点 で 行 わ れ ， 以 降 の 接 触 は ， ニ オ イ を 確 認 す る た

め に 行 わ れ て い た と 考 え ら れ る 。  

 

 

3 . 1 . 2  単 一 カ テ ゴ リ で の 検 討 ［ 実 験 8 - 2］  

 

目 的  

 本 実 験 で は ， 選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間 バ イ ア ス の 再 現 性 を 確 認

し た 。 選 択 肢 に は ， 実 験 8 - 1 よ り も 選 択 肢 間 の 弁 別 性 が 低 い ， 単 一

カ テ ゴ リ （ フ レ ー バ ー テ ィ ） の ニ オ イ を 用 い た 。 選 択 肢 間 の 弁 別 性

が 低 下 す る ほ ど ， 判 断 の 難 易 度 は 上 が る た め ， 選 択 時 の 行 動 へ も 影

響 す る と 考 え ら れ る 。 ま た ， 選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス

が ， 選 好 と い う 判 断 基 準 に 特 有 な も の で あ る か を 検 討 す る た め に ，

ニ オ イ の 主 観 的 強 度 を 判 断 基 準 と し た 群 と の 結 果 を 比 較 し た 。 さ ら

に ， 他 の 感 覚 モ ダ リ テ ィ と の 比 較 と し て ， 嗅 覚 と 同 様 に ， 刺 激 の 処

理 が 系 列 的 で あ る 触 覚 刺 激 を 選 択 肢 と し た 場 合 に つ い て も 検 討 し た 。

触 覚 刺 激 を 用 い た ２ 肢 選 択 課 題 を 行 っ た 先 行 研 究 （ M i t s u d a  &  

Yo s h i o k a ,  2 0 1 4）で は ，視 覚 刺 激 の 場 合 と 同 様 に ，選 択 刺 激 の 接 触 時

間 が ， 選 択 時 点 に 向 か っ て 増 加 す る 現 象 が 起 き た こ と が 確 認 さ れ て

い る 。 本 実 験 で は ， 嗅 覚 刺 激 の 場 合 と 同 一 の 実 験 手 続 き を 実 施 し ，

結 果 を 比 較 し た 。  
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方 法  

実 験 参 加 者  2 0 代 の 学 生 4 3 名（ う ち 女 性 3 4 名 ）が ，選 好 判 断 群（ 2 3

名 ） お よ び 特 徴 判 断 群 （ 2 0 名 ） に そ れ ぞ れ 分 か れ て 参 加 し た 。  

刺 激  嗅 覚 刺 激 と し て ， フ レ ー バ ー テ ィ 6 種 の 茶 葉 （ Ta b l e  3 - 1 - 2）

を 用 い た 。 各 ニ オ イ は ， 提 示 分 量 の 茶 葉 を 入 れ た 茶 パ ッ ク を ， 容 積

2 5 0 m l ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 ボ ト ル へ 入 れ ， 中 身 が 見 え な い よ う に し て

提 示 し た（ 実 験 1， F i g u r e  2 - 1 - 1 参 照 ）。本 課 題 へ は 参 加 し て い な い 5

名 を 対 象 と し た ， 7 段 階 尺 度 に よ る 各 ニ オ イ の 評 定 の 結 果 ，強 度（ 0

無 臭 ～ 6 強 烈 ： M  =  3 . 2 0 ,  S E  =  0 . 1 9） お よ び 快 不 快 度 （ 1 非 常 に 不 快

～ 7 非 常 に 快 ： M  =  4 . 5 0 ,  S E  =  0 . 6 5） は ， 刺 激 間 で 同 程 度 で あ っ た 。 

 触 覚 刺 激 に は ， 手 触 り の 異 な る 6 種 の 布 地 （ Ta b l e  3 - 1 - 3） を 用 い

た 。 こ れ ら の 嗅 覚 刺 激 と 触 覚 刺 激 は ， 各 刺 激 の 質 的 特 徴 と ， そ れ を

表 す 形 容 詞 と の 当 て は ま り 度 に つ い て の 評 定 結 果 を 主 成 分 分 析 に よ

り 解 析 し ， 抽 出 さ れ た 評 価 基 準 と ， 刺 激 の 布 置 関 係 （ F i g u r e  3 - 1 - 4 ,  

3 - 1 - 5） を 参 考 に ， 互 い に 特 徴 が 異 な る 刺 激 と し て 選 定 し た 。  

手 続 き 選 好 判 断 群 は 最 も 好 き な ニ オ イ （ 布 地 ） を ， 特 徴 判 断 群 は

最 も 強 い ニ オ イ （ 最 も 弾 力 性 の 高 い 布 地 ） を 一 つ 選 択 し た 。 選 択 方

法 に 関 す る 手 続 き と ， 各 選 択 肢 へ の 接 触 時 間 の 測 定 お よ び 分 析 方 法

は ， 実 験 8 - 1 と 同 様 で あ っ た 。 た だ し ， 布 地 の 選 択 課 題 に お い て ，

実 験 参 加 者 は 正 面 に 設 置 さ れ た 不 透 明 の シ ー ル ド を 通 し て ， 間 仕 切

り で 区 切 ら れ た 状 態 で 置 か れ た 各 布 地 に 触 れ ， 視 覚 情 報 の 影 響 を 統

制 し た 。 各 群 と も ， 嗅 覚 刺 激 の 選 択 課 題 の 後 に 触 覚 刺 激 の 選 択 課 題

を 行 っ た 。改 変 を 行 っ た OA S へ の 回 答 に 加 え て ，意 思 決 定 過 程 に お

け る 性 格 特 性 の 影 響 を 検 討 す る た め に ，B i g  F i v e 尺 度（ 和 田 ，1 9 9 6）

へ の 回 答 を 併 せ て 行 っ た 。  

 

結 果  

嗅 覚 刺 激 の 結 果  

選 択 の 所 要 時 間  選 好 判 断 群 で 平 均 2 m 2 0 s（ 最 短 4 7 s， 最 長 5 m 2 6 s）  
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Ta b l e  3 - 1 - 2  

実 験 8 - 2 で 用 い た 嗅 覚 刺 激 と 提 示 分 量 お よ び 選 択 率  

嗅 覚 刺 激 （ 茶 葉 ）  分 量 （ g）  選 択 率  

リ ン ゴ   7 . 0  2 2（ 5）  

モ モ  1 0 . 0   9（ 5）  

ジ ャ ス ミ ン  1 0 . 0  5 7（ 5）  

カ モ ミ ー ル   8 . 0   4（ 2 0）  

カ モ ミ ー ル ・ オ レ ン ジ  1 0 . 0（ 3 : 7）  9（ 1 0）  

バ ニ ラ  1 3 . 0   0（ 5 5）  

※ 選 択 率 の 括 弧 内 は 特 徴 判 断 の 結 果 を 示 す  

 

 

F i g u r e  3 - 1 - 4  選 択 肢 と し た 各 ニ オ イ の 特 徴   
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Ta b l e  3 - 1 - 3  

実 験 8 - 2 で 用 い た 触 覚 刺 激 材 料 と 選 択 率  

布 地 （ 全 て 黒 色 ）  手 触 り の 特 徴  選 択 率  

A（ ス ウ ェ ッ ト 素 材 ）  あ ら い   0（ 1 8）  

B（ 毛 足 の 短 い フ ァ ー 素 材 ）  ぐ に ゃ ぐ に ゃ し た  1 9（ 4 5）  

C（ ベ ロ ア 素 材 ）  く た く た し た   5（ 0）  

D（ フ ァ ー 素 材 ）  し な や か な  6 7（ 1 8）  

E（ サ テ ン 様 素 材 ）  つ る つ る し た  1 0（ 0）  

F（ リ ボ ン 素 材 ）  ぺ ら ぺ ら し た   0（ 1 8）  

※ 選 択 率 の 括 弧 内 は 特 徴 判 断 の 結 果 を 示 す  

 

F i g u r e  3 - 1 - 5  選 択 肢 と し た 各 布 地 の 手 触 り の 特 徴  

※ 布 地 の 評 価 に 用 い た 形 容 詞 は ， 布 の 品 質 評 価 に 関 す る 先

行 研 究 （ 栗 原 ， 1 9 7 5） よ り 選 定 し た   
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で あ り ，強 度 判 断 群 で 平 均 2 m 4 7 s（ 最 短 1 m 5 s，最 長 5 m 4 4 s）で あ り ，

い ず れ も 個 人 間 で ば ら つ き が あ っ た 。  

選 択 刺 激 の 接 触 回 数  選 好 判 断 群 で は ，選 択 刺 激（ M  =  3 . 6 5 ,  S E  =  0 . 3 0）

が 非 選 択 刺 激（ M  =  2 . 0 5 ,  S E  =  0 . 1 5）よ り も 有 意 に 多 か っ た（ t  2 2  =  6 . 7 2 ,  

p  <  . 0 1 ,  d  =  1 . 4 1）。こ の 傾 向 は ，特 徴 判 断 群 に お い て も 同 様 で あ っ た

（ 選 択  M  =  4 . 0 0 ,  S E  =  0 . 7 0， 非 選 択  M  =  2 . 6 8 ,  S E  =  0 . 2 8， t  1 9  =  2 . 5 1 ,  

p  <  . 0 5 ,  d  =  0 . 5 6）。  

接 触 時 点 に よ る 嗅 ぎ 時 間 の 変 動  選 択 ま で の「 初 回 」「 最 終 - 1（ 最 後

か ら 2 番 目 ）」「 最 終 」 の 各 接 触 時 点 に つ い て ， 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺

激 の 嗅 ぎ 時 間 を 比 較 し た 。 選 好 判 断 群 （ 1 6 名 ） と 特 徴 判 断 群 （ 1 4

名 )の そ れ ぞ れ に つ い て ， 選 択 ×接 触 時 点 の 2 要 因 参 加 者 内 分 散 分 析

を 行 っ た 。選 好 判 断 群 で は ，接 触 時 点 の 主 効 果 が 有 意 で あ り（ F  2 ,  3 0  

=  4 . 3 1 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 0 9）， 多 重 比 較 の 結 果 ， 最 終 - 1 が 最 終 接 触 時 点

に 比 べ て 有 意 に 短 い（ M S e  =  0 . 6 7 ,  p  <  . 0 5）こ と が 認 め ら れ た（ F i g u r e  

3 - 1 - 6）。特 徴 判 断 群 で も 接 触 時 点 の 主 効 果 が 有 意 で あ り（ F  2 ,  2 6  =  3 . 5 2 ,  

p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 1 3）， 多 重 比 較 の 結 果 ， 初 回 に 比 べ て 最 終 接 触 時 点 の 嗅

ぎ 時 間 が 有 意 に 短 い（ M S e  =  1 . 1 6 ,  p  <  . 0 5）こ と が 認 め ら れ た（ F i g u r e  

3 - 1 - 7）。  

選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス  各 群 に つ い て ，選 択 ×接 触 時

点 （ 初 回 ， 全 体 ） の 2 要 因 参 加 者 内 分 散 分 析 を 行 っ た 。 選 好 判 断 群

で は ，主 効 果（ 選 択  F  1 ,  2 2  =  0 . 4 6 ,  n s ,  η 2  =  . 0 0，接 触 時 点  F  1 ,  2 2  =  0 . 2 9 ,  

n s , η 2  =  . 0 1） お よ び 交 互 作 用 （ F  1 ,  2 2  =  1 . 1 6 ,  n s ,  η 2  =  . 0 1） は い ず れ も

非 有 意 で あ っ た （ F i g u r e  3 - 1 - 8）。 特 徴 判 断 群 も 同 様 に ， い ず れ の 主

効 果 （ 選 択  F  1 ,  1 9  =  0 . 1 6 ,  n s ,  η 2  =  . 0 0， 接 触 時 点  F  1 ,  1 9  =  0 . 0 0 ,  n s ,  η 2  

=  . 0 0） お よ び 交 互 作 用 （ F  1 ,  1 9  =  1 . 7 8 ,  n s ,  η 2  =  . 0 2） も 非 有 意 で あ っ

た （ F i g u r e  3 - 1 - 9）。 ま た 実 験 8 - 1 と 同 様 に ， 6 種 の 間 で 嗅 ぎ 時 間 の 平

均 に 違 い は な か っ た （ 選 好 判 断 群 F  5 , 1 1 0  =  1 . 5 7 ,  n s ,  η 2  =  . 0 1， 特 徴 判

断 群 F  5 , 9 5  =  0 . 8 8 ,  n s ,  η 2  =  . 0 0）。  

選 択 行 動 パ タ ー ン 間 の 比 較  実 験 参 加 者 の 選 択 行 動 パ タ ー ン に つ い   
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F i g u r e  3 - 1 - 6  選 好 判 断 群 ： 選 択 課 題 中 の 嗅 ぎ 時 間 の 時 系 列 変 化  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  

 

F i g u r e  3 - 1 - 7  特 徴 判 断 群 ： 選 択 課 題 中 の 嗅 ぎ 時 間 の 時 系 列 変 化  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  

 

  

n = 23 

n = 20 
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F i g u r e  3 - 1 - 8  選 好 判 断 群 ： 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  

 

F i g u r e  3 - 1 - 9  特 徴 判 断 群 ： 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  

  

n = 23 

n = 20 
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て ， 各 群 で の 内 訳 は そ れ ぞ れ ，「 即 決 型 」 は 選 好 判 断 群 4 %， 特 徴 判

断 群 0 %，「 迷 い 型 」は 選 好 判 断 群 3 5 %，特 徴 判 断 群 3 0 %，「 絞 り 込 み

型 」は 選 好 判 断 群 6 1 %，特 徴 判 断 群 7 0 %で あ っ た 。「 即 決 型 」に 分 類

さ れ た 実 験 参 加 者 は 少 な か っ た た め ， 分 析 か ら は 除 外 し た 。 各 群 に

お け る 初 回 接 触 時 点 の 嗅 ぎ 時 間 に つ い て ，行 動 パ タ ー ン（ 絞 込 み 型 ，

迷 い 型 ） ×選 択 の 2 要 因 混 合 分 散 分 析 の 結 果 ， 選 好 判 断 群 で は 交 互

作 用 が 有 意 で あ っ た （ F  1 , 2 0  =  5 . 2 7 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 1 5）。 単 純 主 効 果 検

定 の 結 果 ， 絞 り 込 み 型 （ 8 名 ） は 迷 い 型 （ 1 6 名 ） に 比 べ て ， 選 択 刺

激 の 嗅 ぎ 時 間 が 長 か っ た （ F  1 , 2 0  =  5 . 2 6 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 2 0）（ F i g u r e  

3 - 1 - 1 0）。特 徴 判 断 群 で は ，主 効 果（ 行 動 パ タ ー ン  F  1 ,  1 6  =  0 . 6 1 ,  n s ,  η 2  

=  . 0 1，選 択  F  1 ,  1 6  =  0 . 0 0 ,  n s ,  η 2  =  . 0 0）お よ び 交 互 作 用（ F  1 ,  1 6  =  0 . 5 9 ,  

n s ,  η 2  =  . 0 3） は い ず れ も 非 有 意 で あ り ， 選 択 刺 激 へ の 行 動 バ イ ア ス

は 生 じ な か っ た 。  

ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ の 個 人 差 に よ る 影 響  OA S の 「 日 常 生 活 で

ニ オ イ は 重 要 で あ る 」 と い う 項 目 に つ い て ， 得 点 が 3（ ど ち ら で も

な い ）よ り 高 い ニ オ イ 重 視 群（ 選 好 判 断 群 1 6 名 ，特 徴 判 断 群 1 1 名 ）

と ， そ れ 以 外 の 非 重 視 群 （ 選 好 判 断 群 7 名 ， 特 徴 判 断 群 9 名 ） に 分

類 し た 。 選 好 判 断 群 と 特 徴 判 断 群 の そ れ ぞ れ で ， ニ オ イ 重 視 傾 向 ×

選 択 の 2 要 因 混 合 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 ， 選 好 判 断 群 で は 接 触 時 点

に 拘 わ ら ず ， 主 効 果 お よ び 交 互 作 用 は 非 有 意 で あ っ た （ F s  <  1）。 特

徴 判 断 群 で は 初 回 接 触 時 点 で 交 互 作 用 が 有 意 傾 向 で あ っ た （ F  1 , 1 8  =  

3 . 9 3 ,  p  <  . 1 0 ,  η 2  =  . 1 2）。 単 純 主 効 果 検 定 の 結 果 ， 選 択 刺 激 へ の 接 触

時 間 が ニ オ イ 重 視 群 で 長 い 傾 向 （ F  1 , 1 8  =  3 . 9 2 ,  p  <  . 1 0 ,  η 2  =  . 1 7） が

あ り ， ま た ， 非 選 択 刺 激 へ の 接 触 時 間 が 非 重 視 群 で 長 い 傾 向 が あ っ

た （ F  1 , 1 8  =  3 . 9 9 ,  p  <  . 1 0 ,  η 2  =  . 0 1）。  

外 向 性 傾 向 に よ る 影 響  B i g  F i v e 尺 度（ 和 田 ， 1 9 9 6）に お け る 外 向 性

因 子 の 平 均 得 点 に つ い て ， 4 点 （ ど ち ら と も い え な い ） を 基 準 に ，

実 験 参 加 者 を 外 向 性 群 （ 選 好 判 断 群 7 名 ， 特 徴 判 断 群 6 名 ） と 内 向

性 群 （ 選 好 判 断 群 6 名 ， 特 徴 判 断 群 6 名 ） に 分 類 し た 。  



126 

 

 

 

 

F i g u r e  3 - 1 - 1 0  選 好 判 断 群 ： 初 回 接 触 時 点 に お け る 各 選 択 行 動 パ

タ ー ン の 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  

 

F i g u r e  3 - 1 - 1 1  選 好 判 断 群 ： 初 回 接 触 時 点 に お け る 外 向 性 傾 向 別

の 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  
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初 回 と 全 体 の 嗅 ぎ 時 間 に つ い て ， 外 向 性 傾 向 ×選 択 の 2 要 因 混 合 分

散 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 選 好 判 断 群 の み で 外 向 性 傾 向 に よ る 影

響 が 認 め ら れ た （ F i g u r e  3 - 1 - 1 1）。 初 回 接 触 時 点 の 嗅 ぎ 時 間 に お い て

交 互 作 用 が 有 意 で あ り （ F  1 ,  1 2  =  7 . 2 4 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 2 5）， 単 純 主 効 果

検 定 の 結 果 ， 内 向 性 群 が 外 向 性 群 に 比 べ て ， 選 択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間 が  

長 く （ F  1 ,  1 2  =  7 . 2 4 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 3 5）， 非 選 択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間 は 短 い

（ F  1 ,  1 2  =  7 . 2 7 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 0 2） こ と が 示 さ れ た 。 外 向 性 群 は ， 選

択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間 が 非 選 択 刺 激 に 比 べ て 短 か っ た （ F  1 ,  1 2  =  6 . 9 8 ,  p  

<  . 0 5 ,  η 2  =  . 2 4）。  

 ま た ，ニ オ イ の 重 視 度 得 点 は ，外 向 性 群（ 4 . 2 9 点 ）が 内 向 性 群（ 3 . 2 9   

点 ） に 比 べ て 高 か っ た （ t  1 2  =  2 . 4 7 ,  p  <  . 0 5 ,  d  =  1 . 4 3）。 こ れ は ， 外 向

性 群 の 7 名 中 6 名 が 女 性 で あ っ た た め と 考 え ら れ る 。  

課 題 最 初 回 の 嗅 ぎ 時 間  選 好 判 断 群 で は ，最 初 回（ M  =  0 . 4 1 ,  S E  =  0 . 1 9）

が 2 回 目 以 降 （ M  =  - 0 . 0 8 ,  S E  =  0 . 0 4） よ り 有 意 に 長 く 嗅 が れ た （ t  2 2  

= 2 . 1 6 ,  p < . 0 5 ,  d  =  0 . 7 7）。一 方 ，特 徴 判 断 群 で は ，最 初 回（ M  =  0 . 2 1 ,  S E  

=  0 . 2 7） と 2 回 目 以 降 （ M  =  - 0 . 0 4 ,  S E  =  0 . 0 5） の 間 に 有 意 な 差 は な か

っ た （ t  1 9  =  0 . 7 8 ,  p < . 0 5 ,  d  =  0 . 3 0）。 選 択 課 題 の 最 初 回 に 嗅 い だ ニ オ

イ と ， 2 番 目 以 降 に 嗅 い だ ニ オ イ と の 間 で ， 被 選 択 率 に 違 い は な か

っ た（ 選 好 判 断 群 2 6 %：χ 2  5 ,  n = 2 3  =  2 . 8 3，特 徴 判 断 群 2 0 %：χ 2  5 ,  n = 2 0  

=  0 . 4 0）。  

選 択 後 の 快 不 快 度 評 価  選 好 判 断 群 で は ， 選 択 刺 激 （ M  =  5 . 9 7 ,  S E  =  

0 . 2 0） が 非 選 択 刺 激 （ M  =  4 . 2 5 ,  S E  =  0 . 1 8） に 比 べ て 有 意 に 快 度 が 高

く 評 定 さ れ た （ t  2 2  =  7 . 7 1 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  1 . 9 0）。 特 徴 判 断 群 で は ， 非 選

択 刺 激 （ M  =  4 . 4 2 ,  S E  =  0 . 1 6） が 選 択 刺 激 （ M  = 3 . 6 0 ,  S E  =  0 . 3 4） に

比 べ て 快 度 が 高 か っ た （ t  1 9  =  - 2 . 3 7 ,  p  <  . 0 5 ,  d  =  0 . 6 9）。  
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触 覚 刺 激 の 結 果  

 は じ め に ，選 択 課 題 で 全 て の 刺 激 に 接 触 し な か っ た 1 1 名 の 実 験 参

加 者 を 分 析 対 象 か ら 除 外 し ， 選 好 判 断 群 2 1 名 （ 男 性 3 名 ）， 特 徴 判

断 群 1 1 名 （ 男 性 3 名 ） を 対 象 に 以 降 の 分 析 を 行 っ た 。  

選 択 の 所 要 時 間  実 験 参 加 者 の 判 断 所 要 時 間 は ， 選 好 判 断 群 で 平 均

5 9 s（ 最 短 2 7 s， 最 長 1 m 5 2 s） で あ り ， 特 徴 判 断 群 で 平 均 1 m 4 8 s（ 最

短 3 1 s，最 長 5 m 3 0 s）で あ り ，い ず れ も 個 人 間 で ば ら つ き が あ っ た が ，

嗅 覚 刺 激 の 選 択 課 題 よ り も 全 体 的 に 短 い 傾 向 が み ら れ た 。  

選 択 刺 激 の 接 触 回 数  選 好 判 断 群 で は ，選 択 刺 激（ M  =  3 . 4 8 ,  S E  =  0 . 2 2）

が 非 選 択 刺 激（ M  =  1 . 8 8 ,  S E  =  0 . 1 0）よ り 有 意 に 多 か っ た（ t  2 0  =  7 . 8 5 ,  

p  <  . 0 1 ,  d  =  1 . 9 5）。 特 徴 判 断 群 で は 両 者 に 差 が な か っ た （ 選 択  M  =  

5 . 9 1 ,  S E  =  0 . 8 1， 非 選 択  M  =  4 . 7 5 ,  S E  =  0 . 3 6， t  1 0  = 1 . 1 0 ,  p  =  . 3 0 ,  d  =  

0 . 5 6）。  

接 触 時 点 に よ る 接 触 時 間 の 変 動  選 択 ま で の 「 初 回 」「 最 終 - 1」「 最

終 」 の 各 接 触 時 点 に つ い て ， 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 の 接 触 時 間 を 比

較 し た 。 選 好 判 断 群 （ 1 0 名 ） と 特 徴 判 断 群 （ 9 名 ） に つ い て ， 選 択

×接 触 時 点 の 2 要 因 参 加 者 内 分 散 分 析 を そ れ ぞ れ 行 っ た 。 選 好 判 断

群 で は ，主 効 果（ 選 択  F  1 ,  9  =  0 . 2 0 ,  n s ,  η 2  =  . 0 1，接 触 時 点  F  2 ,  1 8  =  0 . 0 3 ,  

n s ,  η 2  =  . 0 0） お よ び 交 互 作 用 （ F  2 ,  1 8  =  1 . 4 1 ,  n s ,  η 2  =  . 0 5） の い ず れ も

有 意 で は な か っ た （ F i g u r e  3 - 1 - 1 2）。 特 徴 判 断 群 で は ， 選 択 の 主 効 果

が 有 意 で あ り （ F  1 ,  8  =  8 . 7 4 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 1 7）， 選 択 刺 激 の 接 触 時 間

が 非 選 択 刺 激 に 比 べ て 長 く ， 接 触 時 点 間 の 有 意 な 変 動 は な か っ た

（ F i g u r e  3 - 1 - 1 3）。  

選 択 刺 激 に 対 す る 接 触 時 間 の バ イ ア ス  接 触 時 間 に つ い て ， 選 択 ×

接 触 時 点 （ 初 回 ， 全 体 ） の 2 要 因 参 加 者 内 分 析 を 各 群 で 行 っ た 。 選

好 判 断 群 で は ， 選 択 の 主 効 果 が 有 意 で あ り （ F  1 ,  2 0  =  6 . 1 5 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  

=  . 1 3）， 接 触 時 点 に 拘 わ ら ず 選 択 刺 激 が 非 選 択 刺 激 よ り 長 く 触 ら れ

て い た （ F i g u r e  3 - 1 - 1 4）。 特 徴 判 断 群 で も 全 体 的 に 選 択 刺 激 の 接 触 時

間 が 長 い 傾 向 が み ら れ た が ， 主 効 果 （ 接 触 時 点  F  1 ,  1 0  =  0 . 3 0 ,  n s ,  η 2   
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F i g u r e  3 - 1 - 1 2  選 好 判 断 群 ： 選 択 課 題 中 の 接 触 時 間 の 時 系 列 変 化  

         （ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 を 示 す ）  

 

 

F i g u r e  3 - 1 - 1 3  特 徴 判 断 群 ： 選 択 課 題 中 の 接 触 時 間 の 時 系 列 変 化  

        （ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 を 示 す ）   

n = 21 

n = 11 
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F i g u r e  3 - 1 - 1 4  選 好 判 断 ： 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 の 接 触 時 間  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 を 示 す ）  

 

F i g u r e  3 - 1 - 1 5  特 徴 判 断 ： 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 の 接 触 時 間  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 を 示 す ）  

  

n = 21 

n = 11 
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=  . 0 0，選 択  F  1 ,  1 0  =  2 . 8 6 ,  n s ,  η 2  =  . 1 4）お よ び 交 互 作 用（ F  1 ,  1 0  =  1 . 4 4 ,  

n s ,  η 2  =  . 0 2） は い ず れ も 非 有 意 で あ っ た （ F i g u r e  3 - 1 - 1 5）。  

選 択 行 動 パ タ ー ン 間 の 比 較  嗅 覚 の 場 合 と 同 様 の 基 準 で ， 実 験 参 加

者 の 選 択 行 動 パ タ ー ン を 分 類 し た 。 各 パ タ ー ン に 分 類 さ れ た 実 験 参

加 者 の 内 訳 は そ れ ぞ れ ，「 即 決 型 」は 選 好 判 断 群 5 %，特 徴 判 断 群 1 8 %，

「 絞 り 込 み 型 」 は 選 好 判 断 群 3 3 %， 特 徴 判 断 群 9 %，「 迷 い 型 」 は 選

好 判 断 群 6 2 %， 特 徴 判 断 群 7 3 %で あ っ た 。 選 好 判 断 群 で は ， 分 類 さ  

れ た 人 数 が 少 な い 即 決 型 を 除 き ，初 回 接 触 時 点 の 接 触 時 間 に つ い て ，

行 動 パ タ ー ン ×選 択 の 2 要 因 混 合 分 散 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 選

択 の 主 効 果 が 有 意 で あ り （ F  1 , 1 8  =  4 . 4 5 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 1 4）， 行 動 パ タ

ー ン に 拘 わ ら ず 選 択 刺 激 の 接 触 時 間 が 非 選 択 刺 激 よ り 長 か っ た 。 特

徴 判 断 群 で は ， 1 1 名 中 8 名 が「 迷 い 型 」に 分 類 さ れ た た め ，行 動 パ

タ ー ン 別 の 分 析 は 行 わ な か っ た 。 な お ， 布 地 の 種 類 別 の 平 均 接 触 時

間 に つ い て ，選 好 判 断 群 で は 布 地 に よ っ て 違 い が あ り（ F  5 ,  1 2 5  =  4 . 0 9 ,  

p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 1 6），B（ 毛 足 の 短 い フ ァ ー 素 材 ）に 対 す る 接 触 時 間 が ，

A（ ス ウ ェ ッ ト 素 材 ）や F（ リ ボ ン 素 材 ）に 比 べ て 長 か っ た（ M S e  =  0 . 4 3 ,  

p s  <  . 0 5）。 B の 選 択 率 が 他 と 比 べ て 高 か っ た わ け で は な い た め ， 選

好 判 断 と の 関 連 は な い と 考 え ら れ る 。 特 徴 判 断 群 で は 布 地 の 間 に 接

触 時 間 の 差 は な か っ た （ F  5 ,  6 5  =  0 . 5 9 ,  n s ,  η 2  =  . 0 5）。  

課 題 最 初 回 の 接 触 時 間  選 好 判 断 群 で は ，最 初 回（ M  =  0 . 3 3 ,  S E  =  0 . 1 8） 

が 2 回 目 以 降 （ M  =  - 0 . 0 6 ,  S E  =  0 . 0 4） よ り 接 触 時 間 が 長 い 傾 向 が み

ら れ た が ， 統 計 的 な 有 意 差 は な か っ た （ t  2 0  =  1 . 6 6 ,  n s ,  d  =  0 . 6 2）。 特

徴 判 断 群 も 同 様 に ， 最 初 回 （ M  =  0 . 2 5 ,  S E  =  0 . 2 0） と 2 回 目 以 降 （ M  

=  - 0 . 0 5 ,  S E  =  0 . 0 4）で 接 触 時 間 に 有 意 な 差 は な か っ た（ t  1 0  =  0 . 8 8 ,  n s ,  

d  =  0 . 4 6）。  

選 択 後 の 快 不 快 度  選 好 判 断 群 で は ，選 択 刺 激（ M  =  6 . 2 5 ,  S E  =  0 . 1 5）

が 非 選 択 刺 激（ M  =  4 . 3 6 ,  S E  =  0 . 0 9）に 比 べ て 有 意 に 快 度 が 高 く 評 定

さ れ た （ t  2 0  =  1 2 . 5 3 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  3 . 3 0）。 特 徴 判 断 群 で は 両 者 に 差 が

な か っ た （ t  1 0  =  0 . 3 0 ,  n s ,  d  =  0 . 1 6）。  
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考 察  

 選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス は ， 初 回 接 触 時 点 に お い て

も 課 題 全 体 で も ，判 断 基 準 の 違 い に 拘 わ ら ず 生 じ な か っ た 。実 験 8 - 1

の 選 択 肢 は 様 々 な ニ オ イ で あ り ， ニ オ イ の 質 を 弁 別 す る こ と が 容 易

で あ っ た と 考 え ら れ る 。 そ れ に 比 べ て ， 本 実 験 の 選 択 肢 で あ る フ レ

ー バ ー テ ィ の ニ オ イ は ， 互 い の 質 的 特 徴 の 弁 別 性 が 低 く ， 各 ニ オ イ

の 符 号 化 処 理 に 対 す る 負 荷 が 高 か っ た た め に ， 選 択 し た ニ オ イ に 対

す る 嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス が 生 じ な か っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。ま た ，

本 実 験 で も ， 初 回 か ら 最 終 接 触 時 点 へ 向 け て 嗅 ぎ 時 間 は 短 く な る 傾

向 が み ら れ た 。  

 し か し ， 以 下 の 個 人 特 性 に 関 す る 二 つ の 要 因 を 踏 ま え て 分 析 を 行

っ た 結 果 ， 選 好 判 断 に お い て 選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス

が 生 じ た こ と が 確 認 さ れ た 。 1 点 目 に ，「 絞 り 込 み 型 」の 行 動 パ タ ー

ン を 示 し た 実 験 参 加 者 で は ， 初 回 接 触 時 点 に お け る 嗅 ぎ 時 間 の バ イ

ア ス が 生 じ た 。 こ れ ら の 実 験 参 加 者 は ， 各 選 択 肢 を 初 め に 1 回 ず つ

嗅 い で ， 少 数 の 選 択 肢 に 絞 る こ と が で き て お り ， 1 回 接 触 で 好 き な

ニ オ イ と そ れ 以 外 の ニ オ イ と の 区 別 が で き て い た と 考 え ら れ る 。「迷

い 型 」 に 比 べ て 「 絞 込 み 型 」 に 分 類 さ れ た 実 験 参 加 者 数 は 少 な か っ

た も の の ， 統 計 的 に は 大 き い 効 果 量 が 認 め ら れ た 。 し た が っ て ， 初

回 接 触 時 点 で の 選 択 肢 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間 バ イ ア ス の 生 起 に は 選 択 肢

間 の 弁 別 性 が 影 響 し て い る と 考 え ら れ る 。  

 2 点 目 に ， 内 向 性 傾 向 の 実 験 参 加 者 に お い て も ， 初 回 接 触 時 点 で

の 選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス が 認 め ら れ た 。 外 向 性 傾 向

の 個 人 は ， 自 動 的 で 処 理 速 度 の 速 い 情 報 処 理 ス タ イ ル を 持 つ の に 対

し ， 内 向 性 傾 向 の 個 人 は ， 分 析 的 で 処 理 速 度 の 遅 い 情 報 処 理 ス タ イ

ル を 持 つ と さ れ て い る （ 川 原 ・ 松 岡 ,  2 0 0 7）。 し た が っ て ， 内 向 性 傾

向 の 実 験 参 加 者 は 選 好 判 断 に 際 し て ， 各 ニ オ イ の 符 号 化 処 理 に 多 く

の 時 間 を 費 や し た た め ， よ り 判 断 基 準 に 合 う ニ オ イ に 対 す る 選 択 的
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符 号 化 に よ る 嗅 ぎ 時 間 の 長 さ が 際 立 っ て 現 れ た 可 能 性 が あ る 。  

 ニ オ イ の 強 度 に 基 づ く 選 択 を 行 っ た 群 で も ， ニ オ イ の 重 要 視 度 が

高 い 実 験 参 加 者 で は ， 初 回 接 触 時 点 に お け る 選 択 刺 激 へ の 嗅 ぎ 時 間

バ イ ア ス が 認 め ら れ た 。 ニ オ イ 別 の 選 択 率 を み る と ， 特 徴 判 断 で は

バ ニ ラ の 選 択 率 が 高 い 傾 向 が あ り ， 選 好 判 断 に 比 べ て 選 択 難 易 度 が

低 か っ た と 考 え ら れ る 。 ニ オ イ へ の 関 心 が 高 い 個 人 は ， 関 心 の 低 い

個 人 に 比 べ て ， ニ オ イ の 強 度 と い う 判 断 基 準 に 従 っ て 各 ニ オ イ を 弁

別 す る こ と が で き た た め ， 選 択 刺 激 の ニ オ イ に 対 す る 符 号 化 処 理 に

よ り 長 い 時 間 を 費 や し ， バ イ ア ス が 生 じ た 可 能 性 が あ る 。  

触 覚 刺 激 の 選 択 課 題 で は ， 接 触 時 点 や 判 断 基 準 に 拘 わ ら ず ， 選 択

刺 激 に 対 す る 接 触 時 間 が 長 い こ と が 示 さ れ た 。 特 徴 判 断 群 で は 統 計

的 有 意 性 は 認 め ら れ な か っ た も の の ， 選 択 刺 激 の 接 触 時 間 は 長 く な

っ て お り ， 効 果 量 も 中 程 度 で あ っ た 。 ま た ， 選 択 時 点 ま で の 時 系 列

的 な 接 触 時 間 の 変 化 は ， ニ オ イ の よ う に ， 最 終 接 触 時 点 で 短 く な る

傾 向 は な く ， 初 回 接 触 時 点 と 同 程 度 か そ れ よ り も 長 か っ た 。 さ ら に

選 択 の 所 要 時 間 に つ い て も 布 地 の 選 択 が ニ オ イ の 選 択 に 比 べ て 短 く ，

各 選 択 肢 の 符 号 化 に 要 す る 負 荷 が ニ オ イ に 比 べ て 低 か っ た と 考 え ら

れ る 。以 上 の 傾 向 は ，先 行 研 究 で 示 さ れ て い る（ M i t s u d a  &  Yo s h i o k a ,  

2 0 1 4 ;  S h i m o j o  e t  a l . ,  2 0 0 3） 結 果 を 支 持 す る も の で あ っ た 。 ま た ， 触

覚 刺 激 を 扱 っ た M i t s u d a  &  Yo s h i o k a（ 2 0 1 4）は ，選 択 刺 激 に 対 す る 接

触 頻 度 の 割 合（ . 6 2 ま た は . 5 8）が ，視 覚（ G l a h o l t  &  R e i n g o l d ,  2 0 0 9 ,  . 8 1 ;  

S c h o t t e r  e t  a l . ,  2 0 1 0 ,  . 7 5 ;  S h i m o j o  e t  a l . ,  2 0 0 3 ,  . 8 3） や 聴 覚 （ L i n d s e n  e t  

a l . ,  2 0 1 1 ,  . 7 3）の 場 合 に 比 べ て 小 さ く ，そ の 原 因 に つ い て ，触 覚 に お

け る 刺 激 符 号 化 時 の 運 動 的 な 処 理 （ 腕 を 動 か す ） に か か る 負 荷 が ，

視 覚 （ 眼 球 移 動 ） や 聴 覚 （ 楽 曲 サ ン プ ル 再 生 の た め の ボ タ ン 押 し ）

に 比 べ て 大 き い た め と 解 釈 し て い る 。 彼 ら は 刺 激 処 理 時 の 運 動 に 言

及 し て い る が ， 刺 激 の 質 的 特 徴 の 把 握 に 要 す る 処 理 資 源 の 違 い か ら

の 考 察 も 可 能 で あ る 。 す な わ ち ， 嗅 覚 に お け る ， 知 覚 の 変 動 性 や 同

定 の 困 難 さ と い っ た 感 覚 特 有 の 知 覚 特 性 を 踏 ま え る と ， 他 の 感 覚 モ
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ダ リ テ ィ で 頑 健 に 報 告 さ れ て い る 選 択 刺 激 へ の 行 動 バ イ ア ス が ， 嗅

覚 で は 明 確 に 生 じ な い 原 因 の 一 つ と 考 え ら れ る 。  

 

 

3 . 1 . 3  単 一 下 位 カ テ ゴ リ で の 検 討 ［ 実 験 8 - 3］  

 

目 的  

 本 実 験 で は ， さ ら に 選 択 肢 間 の 弁 別 性 を 低 く す る こ と で 選 択 の 難

易 度 を 高 め る と と も に ， ニ オ イ の 間 で 符 号 化 に 要 す る 処 理 時 間 を 一

様 と し ， 再 度 嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス を 検 討 し た 。 選 択 肢 の 弁 別 性 は 先

の 二 つ の 実 験 よ り も 低 く ， 選 択 の 難 易 度 は 高 く な る 。 こ の と き ， あ

ら か じ め 選 択 肢 の ニ オ イ の カ テ ゴ リ が 何 で あ る か の 情 報 を あ ら か じ

め 実 験 参 加 者 に 教 示 す る こ と で ， 選 択 肢 に 対 す る 構 え が 形 成 さ れ る

こ と に よ る 影 響 を 併 せ て 検 討 し た 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  2 0 代 女 性 の 学 生 2 0 名 が 情 報 提 示 群 と 情 報 非 提 示 群 に

1 0 名 ず つ 参 加 し た 。本 実 験 で は ，選 択 肢 に ニ オ イ の 質 的 特 徴 が 類 似

し た ジ ャ ス ミ ン テ ィ の ニ オ イ を 用 い た 。 互 い に 類 似 し た ニ オ イ を 繰

り 返 し 嗅 ぎ 比 べ た 上 で 選 好 判 断 を 行 う こ と が ， 特 に 男 性 に と っ て 困

難 を 要 す る 可 能 性 が あ っ た た め ， 実 験 参 加 者 を 女 性 に 限 定 し た 。  

刺 激 銘 柄 の 異 な る ジ ャ ス ミ ン テ ィ 6 種 （ Ta b l e  3 - 1 - 4） を 用 い た 。

提 示 方 法 は ， 実 験 8 - 2 と 同 様 で あ っ た 。 事 前 に ， 7 名 の 女 性 参 加 者

を 対 象 に 行 っ た 7 段 階 尺 度 に よ る 評 定 の 結 果 ， 各 ニ オ イ の 主 観 的 強

度（ M  =  3 . 5 8 ,  S E  =  0 . 4 4）お よ び 快 不 快 度（ M  =  4 . 3 5 ,  S E  =  0 . 5 9）は ，

4 種 間 で 同 程 度 で あ っ た 。  

手 続 き 選 択 課 題 の 手 続 き は ， 実 験 8 - 1 と 同 様 で あ っ た 。 た だ し ，

情 報 提 示 有 り 群 に 対 し て は ， 課 題 前 に ， 選 択 肢 が す べ て ジ ャ ス ミ ン

テ ィ で あ る こ と を 教 示 し ， 情 報 提 示 無 し 群 に 対 し て は ， 実 験 8 - 1 お   
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Ta b l e  3 - 1 - 4  

実 験 8 - 3 で 用 い た 嗅 覚 刺 激 の 提 示 分 量 お よ び 選 択 率  

嗅 覚 刺 激  

（ ジ ャ ス ミ ン テ ィ ）  
分 量 （ g）  選 択 率  

A  1 0 . 0  7 0  ( 0 )  

B  1 0 . 0  0  ( 1 0 )  

C  1 0 . 0  1 0  ( 4 0 )  

D  1 0 . 0  1 0  ( 1 0 )  

E  8 . 0  0  ( 1 0 )  

F  1 0 . 0  1 0  ( 3 0 )  

※ 選 択 率 の 括 弧 内 は 情 報 提 示 群 の 結 果 を 示 す  
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よ び 8 - 2 と 同 様 に ， 6 肢 が 何 の ニ オ イ で あ る か は 一 切 教 示 し な か っ

た 。選 択 課 題 の 後 に ，各 ニ オ イ の 快 不 快 度 を VA S（ 1 非 常 に 不 快 ～ 7

非 常 に 快 ） に よ り 評 定 し た 。  

 本 実 験 の 選 択 肢 は 互 い に 弁 別 性 の 低 い ニ オ イ で あ る た め ， 選 択 の

難 易 度 が 高 い と 考 え ら れ ， 意 思 決 定 に 対 す る 個 人 の 認 知 ス タ イ ル が

影 響 す る 可 能 性 が あ る 。 そ の た め ， OA S に 加 え て ， 認 知 的 熟 慮 性 －

衝 動 性 尺 度 （ 滝 聞 ・ 坂 元 ， 1 9 9 1） へ の 回 答 を 各 実 験 参 加 者 に 求 め ，

実 験 を 終 了 と し た 。  

 

結 果  

選 択 の 所 要 時 間  実 験 参 加 者 の 判 断 所 要 時 間 は ， 情 報 提 示 群 で 平 均

3 m 2 s（ 最 短 1 m 2 1 s， 最 長 6 m 5 s） で あ り ， 情 報 非 提 示 群 で 平 均 2 m 4 1 s

（ 最 短 1 m 1 9 s， 最 長 5 m 6 s） で あ り ， 情 報 提 示 群 の 方 が 長 い 傾 向 が あ

っ た 。  

選 択 刺 激 の 接 触 回 数  群 ×選 択 の 2 要 因 混 合 分 散 分 析 の 結 果 ，選 択 の

主 効 果 が 有 意 で あ り ， 選 択 刺 激 （ 提 示 群  M  =  4 . 4 0 ,  S E  =  1 . 0 0， 非 提

示 群 M  =  3 . 1 0 ,  S E  =  0 . 3 0）が 非 選 択 刺 激（ 提 示 群 M  =  2 . 6 2 ,  S E  =  0 . 4 7，

非 提 示 群 M  =  1 . 9 8 ,  S E  =  0 . 1 8） に 比 べ て 接 触 回 数 が 多 か っ た （ F  1 ,  1 8  

=  2 0 . 0 2 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 1 3）。  

接 触 時 点 に よ る 嗅 ぎ 時 間 の 変 動  情 報 提 示 群 （ 9 名 ） と 情 報 非 提 示

群 （ 7 名 ） に つ い て ， 選 択 を 行 う ま で の 「 初 回 」「 最 終 - 1」「 最 終 」

の 各 接 触 時 点 に お け る 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間 を 比 較 し た

（ F i g u r e  3 - 1 - 1 6）。 情 報 提 示 群 で は ， 全 体 的 に 選 択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間 が

長 い 傾 向 が あ っ た が 統 計 的 な 有 意 性 は な か っ た （ 接 触 時 点  F  1 ,  8  =  

1 . 0 1 ,  n s ,  η 2  =  . 0 2，選 択  F  2 ,  1 6  =  1 . 5 5 ,  n s ,  η 2  =  . 0 7，交 互 作 用  F  2 ,  1 6  =  0 . 3 2 ,  

n s ,  η 2  =  . 0 1）。 情 報 非 提 示 群 で は ， 選 択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間 が 初 回 接 触 時

点 で 長 い 傾 向 が み ら れ た が ，こ ち ら も 統 計 的 な 有 意 性 は な か っ た（ 接

触 時 点  F  1 ,  6  =  0 . 3 2 ,  n s ,  η 2  =  . 0 1， 選 択  F  2 ,  1 2  =  1 . 6 8 ,  n s ,  η 2  =  . 1 0， 交

互 作 用  F  2 ,  1 2  =  1 . 1 1 ,  n s ,  η 2  =  . 0 7）。  
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情 報 提 示 群  

 

情 報 非 提 示 群  

F i g u r e  3 - 1 - 1 6  選 択 課 題 中 の 嗅 ぎ 時 間 の 時 系 列 変 化  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  

  

n = 10 

n  =  1 0  
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情 報 提 示 群  

 

情 報 非 提 示 群  

F i g u r e  3 - 1 - 1 7  選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）   

n = 10 

n = 10 
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選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス  初 回 接 触 時 点 に お け る 嗅 ぎ

時 間 に つ い て ， 群 ×選 択 の 2 要 因 混 合 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 ， 主 効

果 （ 群 F  1 ,  1 8  =  0 . 0 4 ,  n s ,  η 2  =  . 0 0， 選 択 F  1 ,  1 8  =  0 . 6 6 ,  n s ,  η 2  =  . 0 2） お  

よ び 交 互 作 用 （ F  1 ,  1 8  =  0 . 0 1 ,  n s ,  η 2  =  . 0 0） は い ず れ も 非 有 意 で あ っ

た （ F i g u r e  3 - 1 - 1 7）。 以 上 の 結 果 は ， 選 択 行 動 パ タ ー ン 別 に 分 析 し た

場 合 で も 同 様 で あ っ た 。 な お ， 各 選 択 行 動 パ タ ー ン に 分 類 さ れ た 実

験 参 加 者 の 内 訳 は 両 群 で 同 じ で あ り ，「 即 決 型 」 0 %，「 絞 り 込 み 型 」

3 0 %，「 迷 い 型 」 7 0 %で あ っ た 。  

認 知 的 熟 慮 性 の 影 響  認 知 的 熟 慮 性 － 衝 動 性 尺 度 得 点 が 2 0 点 未 満

を 熟 慮 性 低 群 ， 3 0 点 よ り 高 い 得 点 を 熟 慮 性 高 群 に 分 類 し た と こ ろ ，

2 0 点 未 満 の 実 験 参 加 者 が 3 名 と 少 数 で あ っ た た め ， 尺 度 得 点 が 3 0

点 よ り 高 い 熟 慮 性 高 群 8 名 に つ い て ， 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 の 嗅 ぎ

時 間 を 比 較 し た 。 接 触 時 点 （ 初 回 ， 全 体 ） ×選 択 の 2 要 因 参 加 者 内

分 散 分 析 の 結 果 ，交 互 作 用 が 有 意 で あ り（ F  1 , 7  =  6 . 2 9 ,  p  < . 0 5 ,  η 2  =  . 1 4 )，

単 純 主 効 果 検 定 の 結 果 ， 初 回 の 嗅 ぎ 時 間 は ， 選 択 刺 激 が 非 選 択 刺 激

に 比 べ て 長 か っ た （ F  1 , 7  =  6 . 6 8 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 2 8 )。 非 選 択 刺 激 に お

い て は ， 初 回 よ り 全 体 で の 嗅 ぎ 時 間 が 長 か っ た （ F  1 , 7  =  6 . 8 4 ,  p  < . 0 5 ,  

η 2  =  . 0 5 )。（ F i g u r e  3 - 1 - 1 8）。 熟 慮 性 高 群 の 選 択 行 動 パ タ ー ン は ， 迷 い

型 （ 2 1 %） に 対 し て 絞 り 込 み 型 （ 6 7 %） が 多 い 傾 向 が あ っ た 。  

課 題 最 初 回 の 嗅 ぎ 時 間  情 報 提 示 群 （ t  9  =  - 0 . 2 2 ,  n s ,  d  =  0 . 1 2）， 非 提

示 群 （ t  9  =  - 0 . 8 7 ,  n s ,  d  =  0 . 4 8） の 両 群 に お い て ， 最 初 回 と 2 回 目 以

降 の 嗅 ぎ 時 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。  

選 択 後 の 快 不 快 度  群 ×選 択 の 2 要 因 混 合 分 散 分 析 の 結 果 ，交 互 作 用

が 有 意 傾 向 で あ っ た （ F  1 ,  1 8  =  3 . 5 3 ,  p  <  . 1 0 ,  η 2  =  . 0 4）。 単 純 主 効 果 検

定 の 結 果 ，選 択 刺 激 の 評 定 値 は ，情 報 非 提 示 群（ M  =  5 . 3 6 ,  S E  =  0 . 3 0）

が 提 示 群（ M  =  4 . 6 2 ,  S E  =  0 . 2 6）よ り 高 い 傾 向 が あ っ た（ F  1 ,  1 8  =  3 . 1 6 ,  

p  <  . 1 0 ,  η 2  =  . 1 0）。情 報 非 提 示 群 で は 選 択 刺 激 が 非 選 択 刺 激（ M  =  4 . 7 6 ,  

S E  =  0 . 2 3）に 比 べ て 快 度 が 高 か っ た（ F  1 ,  1 8  =  5 . 3 6 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 0 7）。  
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F i g u r e  3 - 1 - 1 8  熟 慮 性 高 群 8 名 の 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間  

（ エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）  

  



141 

 

考 察  

 実 験 8 - 2 と 比 べ て ， 選 択 肢 の ニ オ イ は 質 的 特 徴 の 類 似 性 が 一 様 に

高 い も の で あ り ， 各 ニ オ イ の 符 号 化 に 要 す る 時 間 は 統 制 さ れ た と 考  

え ら れ る が ，本 実 験 に お い て も 嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス は 明 確 に 生 じ ず ，

選 択 肢 の ニ オ イ に 対 す る 構 え を 事 前 に 形 成 し た こ と に よ る 影 響 も な

か っ た 。  

し か し ， 意 思 決 定 に お け る 認 知 ス タ イ ル の 影 響 と し て ， 熟 慮 性 が

高 い 実 験 参 加 者 で は ， 選 択 刺 激 に 対 す る 初 回 接 触 時 点 の 嗅 ぎ 時 間 バ

イ ア ス が 生 じ た 。実 験 8 - 2 で は ，「絞 り 込 み 型 」の 選 択 行 動 パ タ ー ン

に お い て 嗅 ぎ 時 間 バ イ ア ス が 確 認 さ れ て お り ， 本 実 験 で も ， 熟 慮 性

傾 向 の 高 い 実 験 参 加 者 は ，「 迷 い 型 」（ 2 1 %）に 比 べ て「 絞 り 込 み 型 」

（ 6 7 %） の 行 動 パ タ ー ン を 取 る 人 が 多 か っ た 。 し た が っ て ， 選 択 の

過 程 で よ り 多 く の 情 報 を 収 集 し て 熟 考 し た 後 に 判 断 を 行 う よ う な ，

分 析 的 な 情 報 処 理 を 行 う 熟 慮 性 の 高 い 個 人 と ，「絞 り 込 み 型 」の 行 動

パ タ ー ン を 取 る 個 人 に は 共 通 し た 認 知 ス タ イ ル が 存 在 す る 可 能 性 が

あ る 。 実 験 8 - 2 に お い て ， 内 向 性 傾 向 の 実 験 参 加 者 で 嗅 ぎ 時 間 の バ

イ ア ス が 生 じ た こ と も ， こ の 点 を 支 持 す る も の で あ る 。  

選 択 肢 に 対 す る 事 前 の 構 え の 形 成 は ， 選 択 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間 へ は 影

響 を 示 さ な か っ た が ， 選 択 所 要 時 間 は 情 報 提 示 群 が 非 提 示 群 よ り 長

い 傾 向 が み ら れ ， 選 択 の 難 易 度 が 高 か っ た と 考 え ら れ る 。 ま た ， 選

択 後 の 快 不 快 度 評 価 に お い て も ， 情 報 非 提 示 群 で は ， 選 択 刺 激 が 非

選 択 刺 激 に 比 べ て 快 度 が 高 か っ た が ， 情 報 提 示 群 で は 両 者 に 差 が な

か っ た 。 こ れ ら の こ と か ら ， 情 報 提 示 群 で は ， 選 択 肢 間 の 特 徴 の 違

い を 弁 別 す る こ と が よ り 困 難 で あ っ た こ と が う か が え る 。す な わ ち ，

情 報 提 示 群 の 実 験 参 加 者 は ， 選 択 肢 が ジ ャ ス ミ ン テ ィ で あ る こ と を

事 前 に 教 示 さ れ て い た た め ，選 択 の 過 程 で は ，“ ジ ャ ス ミ ン テ ィ の ニ

オ イ ” に 関 す る 自 身 の 記 憶 情 報 と 各 選 択 肢 の ニ オ イ の 感 覚 表 象 を 比

較 し た と 考 え ら れ る 。 こ れ は ， 選 択 課 題 後 に ， 典 型 的 な ジ ャ ス ミ ン

テ ィ の ニ オ イ に 最 も 近 い と 思 う ニ オ イ を 選 択 さ せ た と こ ろ ， 選 択 課
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題 で 選 好 し た ニ オ イ の 選 択 者 数 は ， 情 報 提 示 群 （ 4 0 %） が 非 提 示 群

（ 2 0 %） よ り 多 か っ た 点 か ら も 支 持 さ れ る 。 一 方 で ， 情 報 非 提 示 群

は ， 各 選 択 肢 の ニ オ イ か ら の ボ ト ム ア ッ プ 情 報 を 手 が か り に 知 覚 処

理 を 行 っ た と 考 え ら れ る 。 こ の 点 は ， 選 択 課 題 後 の 各 ニ オ イ の 命 名

時 に ， 情 報 提 示 群 で は 「 ジ ャ ス ミ ン テ ィ 」 や 「 お 茶 」 以 外 に 命 名 さ

れ る こ と は な か っ た の に 対 し て ，情 報 非 提 示 群 は「 ア イ ス ク リ ー ム 」

「 レ モ ン 」 な ど の 回 答 も あ り 多 様 で あ っ た こ と か ら も 支 持 さ れ る 。

研 究 1 の 実 験 7 で は ， ジ ャ ス ミ ン テ ィ の ニ オ イ を 評 価 前 に 一 通 り 嗅

ぐ こ と で 構 え の 形 成 を 促 し た 結 果 ， ニ オ イ の 間 の 弁 別 性 が 高 ま っ た

傾 向 が み ら れ た が ， こ れ は 嗅 覚 以 外 の 情 報 は 与 え ら れ て い な か っ た

こ と に よ る と 考 え ら れ る 。 し た が っ て ， 言 語 的 情 報 に よ る 構 え の 形

成 は ， ニ オ イ の 知 覚 を 限 定 さ せ ， 最 終 的 な 選 択 や 評 価 へ 影 響 す る こ

と が 示 さ れ た 。  

 

 

実 験 8 の ま と め  

 本 実 験 で は ， 実 験 参 加 者 の 自 由 な 方 略 に よ る ， 選 好 に 基 づ く ニ オ

イ の 多 肢 選 択 課 題 を 行 い ， 選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス を

検 討 し た 。 ま ず ， 選 択 肢 間 の 弁 別 性 の 操 作 に つ い て ， 様 々 な 日 常 的

な ニ オ イ を 選 択 肢 と し た 実 験 8 - 1 か ら ， 互 い に 類 似 し た ジ ャ ス ミ ン

テ ィ の ニ オ イ を 選 択 肢 と し た 実 験 8 - 3 に か け て ， 選 択 所 要 時 間 が 長

く な っ て お り ， 選 択 の 難 易 度 が 操 作 さ れ た こ と が 確 認 さ れ た 。 研 究

1 の 実 験 1 に お い て も ， 本 実 験 と 同 様 の 弁 別 性 の 異 な る 三 つ の ニ オ

イ カ テ ゴ リ を 用 い た が ， ニ オ イ の 快 不 快 度 評 定 値 の ば ら つ き が カ テ

ゴ リ の 弁 別 性 低 下 に 従 い 縮 小 し た こ と が 示 さ れ た 。 し た が っ て ， 本

実 験 に お い て も ， 実 験 8 - 1 か ら 8 - 3 に か け て ニ オ イ の 快 不 快 の 差 異

が 縮 小 し ， そ れ に 合 わ せ て 選 好 判 断 の 難 易 度 も 上 が っ て い た と い え

る 。 選 択 後 の 快 不 快 度 評 価 で は ， 選 択 刺 激 が ， 非 選 択 刺 激 に 比 べ て

よ り 快 に 評 価 さ れ て お り ， 選 好 に 基 づ く 判 断 は 十 分 に 可 能 で あ っ た
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と い え る 。た だ し ，選 択 肢 の カ テ ゴ リ を 教 示 し た 場 合 に は（ 実 験 8 - 3），

選 択 後 の 快 不 快 度 に 選 択 結 果 が 反 映 さ れ ず ， 言 語 的 ラ ベ ル の 付 加 に

よ っ て ， 選 好 判 断 が 困 難 に な っ て い た と い え る 。  

 選 択 課 題 の 初 回 接 触 時 点 に お い て ， 選 択 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間 の

バ イ ア ス が 生 じ る こ と が ， 一 連 の 実 験 結 果 よ り 示 さ れ た 。 た だ し ，

こ の 現 象 が 生 じ る 要 因 と し て ， 選 択 肢 間 の 弁 別 性 が 高 い こ と ， ま た

は 評 価 者 が 各 選 択 肢 の 特 徴 を 自 身 の 嗜 好 に 基 づ い て 弁 別 で き て い る

こ と が 関 与 す る と い え る 。選 択 刺 激 に 対 す る 知 覚 処 理 の バ イ ア ス を ，

評 価 者 の 構 え の 役 割 を 踏 ま え た 上 で 従 来 の 知 見 に 沿 っ て 説 明 す る と ，

初 め に 一 つ ず つ 選 択 肢 を 知 覚 し て そ の 特 徴 を 符 号 化 す る 過 程 で ， 先

行 し た 選 択 肢 は ， 次 の 選 択 肢 と の 比 較 基 準 と し て 保 持 さ れ ， 判 断 基

準 で あ る 好 ま し さ に 基 づ い た 比 較 が 一 対 ず つ 行 わ れ る 。こ の 過 程 で ，

よ り 判 断 基 準 に 合 う 選 択 肢 に 対 し て は ， 選 択 的 な 符 号 化 処 理 が 行 わ

れ （ G l a h o l t  e t  a l . ,  2 0 0 9 a ,  b ;  S c h o t t e r  e t  a l . ,  2 0 1 0）， 知 覚 処 理 の バ イ ア

ス と し て 現 れ る 。 こ の バ イ ア ス の 生 起 に は ， 選 択 肢 間 の 特 徴 を 弁 別

す る 負 荷 が 低 い 必 要 が あ る と 考 え ら れ ， 嗅 覚 の 場 合 に は ， 他 の 感 覚

手 が か り が 無 い 場 合 に は 刺 激 間 の 弁 別 が 困 難 と な る 傾 向 が あ る た め

に ， 視 覚 で み ら れ る ほ ど の 頑 健 な バ イ ア ス 現 象 が 生 じ な か っ た 可 能

性 が あ る 。 ま た ， 判 断 基 準 に よ る 比 較 で は ， 嗅 覚 刺 激 の 場 合 に ， 強

度 に 基 づ く 判 断 で は 嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス が 生 じ ず ， 触 覚 刺 激 の 場 合

に は ， 選 好 と 特 徴 判 断 の 両 方 で 接 触 時 間 の バ イ ア ス の 傾 向 が 認 め ら

れ た 。 嗅 覚 に お け る 選 択 刺 激 へ の 知 覚 処 理 の バ イ ア ス は ， 特 に 選 好

と の 関 連 が 強 い 可 能 性 も 示 唆 さ れ た 。  

 一 方 で ， 実 験 8 - 2 や 8 - 3 で は ， 熟 慮 的 な 認 知 ス タ イ ル の 個 人 で は

嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス が 生 じ た こ と か ら ， 意 思 決 定 時 の 情 報 処 理 特 性

が ， ニ オ イ の 弁 別 処 理 や ， 選 択 時 の 行 動 バ イ ア ス に 関 与 し て い る 可

能 性 も 示 唆 さ れ た 。 熟 慮 的 認 知 ス タ イ ル は ， 選 択 後 の 満 足 感 を 減 少

さ せ る と い う 知 見 も あ る が （ W i l s o n  e t  a l . ,  1 9 9 3）， 本 実 験 で は 選 択 後

の 快 不 快 度 評 価 の 結 果 ， そ の よ う な 傾 向 は 認 め ら れ な か っ た 。  



144 

 

 本 実 験 で 確 認 さ れ た 嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス は ， 各 刺 激 へ の 初 回 接 触

時 点 で み ら れ て お り ， 課 題 全 体 の 接 触 時 点 や ， 選 択 時 点 ま で の 時 系

列 的 な 嗅 ぎ 時 間 の 変 動 で は ， 選 択 時 点 へ 近 づ く に つ れ て 嗅 ぎ 時 間 が

長 く な る よ う な 傾 向 は 認 め ら れ な か っ た 。 同 様 の 傾 向 は ， 2 肢 選 択

課 題 を 行 っ た 嗅 覚 研 究 （ 鈴 木 他 ， 2 0 0 5） で も 報 告 さ れ て い る 。 こ れ

に 対 し て ， 触 覚 刺 激 を 選 択 肢 と し た 場 合 （ 実 験 8 - 2） に は ， 従 来 の

研 究 （ 聴 覚 ： L i n d e n  e t  a l . ,  2 0 1 1 ;  触 覚 ： M i t s u d a  &  Yo s h i o k a ,  2 0 1 4 ;  視

覚 ： S h i m o j o  e t  a l . ,  2 0 0 3） が 示 す よ う に ， 選 択 刺 激 へ の 知 覚 処 理 時 間

が 選 択 時 点 に 向 か っ て 長 く な っ た 。 本 章 の 研 究 背 景 で も 述 べ た よ う

に ， 感 覚 モ ダ リ テ ィ 間 で の 知 覚 処 理 の 形 式 が 異 な る こ と に よ る と 考

え ら れ る 。 1 回 の 嗅 ぎ （ s n i f f） で ， ニ オ イ の 知 覚 は 十 分 に 可 能 で あ

る と さ れ て お り（ L a i n g ,  1 9 8 6），ニ オ イ の 知 覚 で は ，最 初 の 符 号 化 段

階 が 重 要 で あ る と い う 点 が ， 本 実 験 結 果 に も 反 映 さ れ て い る 可 能 性

が あ る 。 ま た ， 選 択 課 題 の 最 初 回 に 嗅 が れ た 刺 激 の 嗅 ぎ 時 間 も 長 い

傾 向 が 認 め ら れ た 。 こ の 刺 激 へ 選 好 が 偏 る 傾 向 は 無 か っ た た め ， 判

断 基 準 に 合 う 選 択 肢 へ の 選 択 的 符 号 化 で は な い と 考 え ら れ る が ， 刺

激 間 の 比 較 基 準 が 定 ま っ て い な い ， 最 初 回 の 刺 激 に 対 し て は ， 以 降

の ニ オ イ と の 比 較 基 準 を 形 成 す る た め に 符 号 化 処 理 が 費 や さ れ た と

考 え ら れ る 。   
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3 . 2  接 触 時 間 ［ 実 験 9］  

 

 視 覚 研 究 に お い て は ， 注 視 時 間 の 操 作 に よ っ て 長 く 注 視 さ せ た 刺

激 へ の 選 好 が 偏 る 結 果 が 報 告 さ れ て い る（ B i r d  e t  a l . ,  2 0 1 2 ;  N i t t o n o  &  

Wa d a ,  2 0 0 9 ;  S h i m o j o  e t  a l . ,  2 0 0 3）。 こ れ を 基 に 本 実 験 で は ， 実 験 参 加

者 の 鼻 呼 吸 の 呼 気 と 吸 気 の タ イ ミ ン グ を 実 験 的 に 統 制 し ， 他 よ り 長

く 嗅 が せ た ニ オ イ に 対 し て 選 好 が 形 成 さ れ る か を ， 4 肢 選 択 課 題 を

用 い た 以 下 の 三 つ の 実 験 に よ り 検 討 し た 。  

 実 験 9 - 1 a で は ， 4 肢 を 1 回 ず つ 嗅 が せ た 後 に 選 好 判 断 を 求 め た 。

実 験 9 - 1 b で は ， 4 肢 を 1 回 ず つ 嗅 ぐ 試 行 を ， 順 序 を 変 え て 3 回 行 っ

た 後 に 選 好 判 断 を 行 っ た 。 実 験 9 - 2 で は ， 実 験 9 - 1 a と 同 様 に 1 回 接

触 に よ る 選 択 課 題 を 行 い ， 選 択 肢 の 刺 激 に 対 す る 事 前 の 構 え の 形 成

に よ る 影 響 を 検 討 し た 。  

 

 

3 . 2 . 1  1 回 接 触 で の 検 討 ［ 実 験 9 - 1 a］ 1 1  

 

目 的  

 実 験 参 加 者 の 鼻 呼 吸 周 期 を 統 制 し ， 他 の 選 択 肢 よ り も 長 く 嗅 い だ

（ 吸 入 し た ） 刺 激 に 選 好 が 偏 る か を ， 弁 別 性 が 異 な る 二 つ の 選 択 肢

セ ッ ト を 用 い て 検 討 し た 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  2 0 代 の 学 生 2 3 名 （ う ち 女 性 1 6 名 ）。  

刺 激 弁 別 性 の 高 い 選 択 肢 セ ッ ト と し て 入 浴 剤 4 種 を 用 い た 。 事 前

に ， 4 名 を 対 象 に 行 っ た 7 段 階 尺 度 に よ る 評 定 の 結 果 ， 各 刺 激 の ニ

                                                        

1 1  実 験 9 - 1 a は 日 本 認 知 心 理 学 会 第 9 回 大 会 に て ポ ス タ ー 形 式 で 発 表 さ れ た 。 
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オ イ の 平 均 強 度 は 3 . 4 7（ S E  =  0 . 1 6），平 均 快 不 快 度 は 4 . 7 9（ S E  =  0 . 5 7）

で あ り ， 4 種 間 で 同 程 度 で あ っ た 。 弁 別 性 の 低 い 選 択 肢 セ ッ ト と し

て コ ー ヒ ー の 挽 き 豆 4 種 を 用 い た（ 各 提 示 分 量 は Ta b l e  3 - 2 - 1 に 記 載 ）。

コ ー ヒ ー の ニ オ イ は ， 比 較 的 不 快 感 が 低 く ， そ れ ぞ れ の ニ オ イ に よ

っ て 特 徴 が 異 な る が ，類 似 し た ニ オ イ と い う 基 準 で 選 定 し た 。な お ，

ニ オ イ の 類 似 性 が 極 め て 高 い た め ， 事 前 の 強 度 や 快 不 快 度 の 評 価 は

実 施 せ ず ， 4 種 を 同 じ 提 示 分 量 に す る こ と で 統 制 し た 。 各 刺 激 材 料

は ， 容 積 2 5 0 m l の ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 ボ ト ル へ 入 れ て 実 験 参 加 者 に 提

示 し た 。  

手 続 き 鼻 呼 吸 周 期 の 統 制 に つ い て ， 実 験 参 加 者 は ， コ ン ピ ュ ー タ

画 面 上 に 提 示 さ れ る 指 示 に 従 い ， 電 子 音 の 提 示 時 間 に 合 わ せ て ニ オ

イ を 一 呼 吸 分 ず つ 吸 入 し た 。こ の 手 法 は ，人 の s n i f f i n g（ く ん く ん 嗅

ぐ こ と ） パ タ ー ン に つ い て ， 時 間 や 回 数 ， 呼 吸 流 量 な ど 様 々 な 指 標

を 計 測 し て 分 析 を 行 っ た L a i n g（ 1 9 8 5）を 参 考 に し た 。ま た ，自 然 な

呼 吸 に よ る 1 回 あ た り の 嗅 ぎ 時 間 は ，平 均 で 約 1 6 0 0 m s と さ れ て い る

（ L a i n g ,  1 9 8 3）。こ の 知 見 を 基 に ，標 的 刺 激 の ニ オ イ を 吸 入 す る 場 合

に 1 5 5 0 m s， 他 の 3 種 を 吸 入 す る 場 合 に は 1 2 0 0 m s と し て ， 呼 気 と 吸

気 の タ イ ミ ン グ を 指 示 す る 電 子 音 の 提 示 時 間 を 決 定 し た 。 標 的 刺 激

と の 吸 入 時 間 の 差 異 は ， 予 備 実 験 に お い て ， 数 人 の 実 験 参 加 者 に 電

子 音 に 合 わ せ て ニ オ イ を 吸 入 さ せ ， 標 的 刺 激 と 他 刺 激 の 電 子 音 の 提

示 時 間 の 違 い に 気 づ か な い 最 大 の 時 間 差 で あ る こ と を 確 認 し た 上 で

決 定 し た 。 実 験 参 加 者 の 鼻 呼 吸 周 期 を A D I n s t r u m e n t s 社 製 P o w e r L a b  

4 . 0 の 鼻 呼 吸 気 温 測 定 プ ロ ー ブ に よ り 計 測 し ， 解 析 ソ フ ト C h a r t  4 . 0

に よ っ て 記 録 し た 。 実 験 参 加 者 の 鼻 腔 下 に 取 り 付 け た プ ロ ー ブ 先 端

に は ， 温 度 セ ン サ が 付 い て お り ， 鼻 呼 吸 に よ る 鼻 腔 下 の 温 度 変 化 が

電 圧（ m V）に 変 換 さ れ た 計 測 値 か ら ，ニ オ イ の 吸 入 時 間 を 算 出 し た 。  

 鼻 腔 内 を 通 る 空 気 の 量 に つ い て ， 鼻 呼 吸 周 期 に は ウ ル ト ラ デ ィ ア

ン リ ズ ム が あ り （ 福 原 ， 1 9 9 6 ;  M i r z a ,  K r o g e r ,  &  D o t y,  1 9 9 7）， 鼻 呼 吸

に お け る 鼻 腔 側 の 優 位 性 は ， あ る 一 定 の 周 期 で 変 動 す る 。 ま た ， 解   
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Ta b l e  3 - 2 - 1  

実 験 9 - 1 a で 用 い た 嗅 覚 刺 激 と 提 示 分 量  

選 択 肢  嗅 覚 刺 激  提 示 分 量 （ g）  

弁 別 性 高 セ ッ ト  

（ 入 浴 剤 ）  

L i l y  o f  t h e  v a l l e y  0 . 8 0  

V i o l e t  1 . 2 5  

G a r d e n i a  1 . 6 0  

L a v e n d e r  0 . 7 0  

弁 別 性 低 セ ッ ト  

（ コ ー ヒ ー ）  

G u a t e m a l a  

全 て  

8 . 0 0  

K i l i m a n j a r o  

To r a j a  m a m a s a  

M a n d h e l i n g  

※ 弁 別 性 高 カ テ ゴ リ の ニ オ イ は ， 粉 末 状 の 入 浴 剤 を 約 4 0 度 の お 湯

5 m l に 溶 か し た 溶 液 を ボ ト ル へ 入 れ て 提 示 し た 。 実 験 開 始 前 に 湯 煎

を し て ， ボ ト ル の ヘ ッ ド ス ペ ー ス 部 分 に ニ オ イ ガ ス が 溜 ま り や す い

よ う に し た 。 弁 別 性 低 カ テ ゴ リ の ニ オ イ は ， コ ー ヒ ー の 挽 き 豆 を 入

れ た 茶 パ ッ ク を ボ ト ル へ 入 れ て 提 示 し た 。 各 嗅 覚 刺 激 は ， 日 毎 に 新

し い も の に 交 換 し た 。  
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剖 学 的 に 鼻 腔 の 体 積 が 左 右 で 異 な る 場 合 ， 体 積 が 小 さ い 鼻 腔 側 は 空

気 の 流 量 も 少 な く な る （ Z h a o ,  S c h e r e r ,  H a j i l o o ,  &  D a l t o n ,  2 0 0 4）。 以

上 の 点 を 考 慮 し て ， 計 測 す る 鼻 腔 側 は ， 一 呼 吸 の 電 圧 振 幅 が よ り 大

き い 側 と し ， 実 験 参 加 者 毎 に 決 定 し た 。  

 実 験 参 加 者 は 各 選 択 肢 セ ッ ト に つ い て ， 4 肢 を 一 呼 吸 分 ず つ 吸 入

後 に ， 最 も 好 き な ニ オ イ を 選 択 し た 。 1 回 接 触 で 選 好 判 断 を 求 め る

た め ， 刺 激 間 の 特 徴 が 把 握 さ れ や す い よ う ， 各 選 択 課 題 の 始 め に ，

選 択 肢 が 入 浴 剤 （ ま た は コ ー ヒ ー ） の ニ オ イ で あ る こ と を 実 験 参 加

者 に 伝 え た 。 二 つ の 選 択 肢 セ ッ ト ， ニ オ イ の 提 示 順 序 お よ び ， 標 的

刺 激 と す る ニ オ イ の 種 類 は ， 実 験 参 加 者 間 で カ ウ ン タ バ ラ ン ス さ れ

た 。  

 選 択 課 題 の 1 試 行 の 流 れ を F i g u r e  3 - 2 - 1 に 示 し た 。 は じ め に ， 実

験 参 加 者 の 正 面 に 設 置 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ 画 面 に 提 示 さ れ る 「 吸 っ

て 」「吐 い て 」の 指 示 の 提 示 時 間 に 合 わ せ て ，実 験 参 加 者 は そ れ ぞ れ

3 秒 間 ず つ 鼻 で 呼 吸 を し た 。次 に「 嗅 い で 」の 文 字 が 提 示 さ れ た ら ，

嗅 覚 刺 激 の 入 っ た ボ ト ル の 蓋 を 開 け て 鼻 先 ま で 持 っ て い き ，「嗅 い で 」

の 文 字 が 消 え る と 同 時 に 電 子 音 が 提 示 さ れ ， そ の 間 ボ ト ル の 中 の ニ

オ イ を 一 呼 吸 分 嗅 い だ 。次 の ニ オ イ の 試 行 ま で の イ ン タ ー バ ル は 1 8

秒 間 で あ っ た 。  

 な お ， 実 験 8 に お い て ， 系 列 の 初 め に 接 触 し た ニ オ イ が 相 対 的 に

長 く 嗅 が れ て い る 傾 向 が み ら れ た た め ， 2 番 目 以 降 の ニ オ イ の 評 価

へ 及 ぼ す 影 響 を 考 慮 し ， 長 い 電 子 音 を 提 示 す る の は 2 番 目 以 降 と し

た 。 選 択 課 題 の 後 に ， 各 ニ オ イ の 快 不 快 度 に つ い て VA S（ 1 非 常 に

不 快 ～ 7 非 常 に 快 ） に よ り 評 定 し ， 実 験 を 終 了 し た 。  
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F i g u r e  3 - 2 - 1  選 択 課 題 に お け る ニ オ イ 吸 入 時 の 一 試 行 の 流 れ  

  

ボトルを所定の位置に
置いてください

2000ms

8000ms

1000ms

1200msまたは
1550ms

2000ms

3000ms

3000ms

1000ms

嗅いで

吐いて

吸って

音の提示♪



150 

 

結 果  

吸 入 時 間 の 統 制  提 示 さ れ た 電 子 音 の 長 さ が 試 行 に よ っ て 異 な る こ

と に 5 名 の 実 験 参 加 者 が 気 づ い た が ， ど の 試 行 で 長 か っ た か 弁 別 は

で き て は お ら ず ， 嗅 ぎ 時 間 が 選 択 に 影 響 し た と 報 告 し た 実 験 参 加 者

は い な か っ た 。 し か し ， 2 3 名 中 1 6 名 の 実 験 参 加 者 に お い て ， 呼 吸

周 期 の 実 測 値 か ら ， 長 い 電 子 音 が 提 示 さ れ た 試 行 に お い て 実 際 に 計

測 さ れ た 嗅 ぎ 時 間 が 4 試 行 中 最 も 長 く な っ て お ら ず ， そ の う ち の 8

名 が ， 一 方 の 条 件 の み こ れ に 該 当 し た 。 実 験 参 加 者 が ， 合 図 に 合 わ

せ て 鼻 呼 吸 を 行 う 方 法 に 馴 れ る よ う に ， 本 試 行 の 前 に 練 習 試 行 を 設

け て い た が ， 聴 覚 手 が か り に 合 わ せ た 呼 吸 の 制 御 は ， 実 験 参 加 者 に

と っ て 困 難 な 方 法 で あ っ た 可 能 性 が あ る 。  

 以 上 の 理 由 に よ り ， 以 降 の 分 析 は ， 吸 入 時 間 の 実 測 値 に 基 づ い て

実 施 し た 。 4 肢 中 で 最 も 長 か っ た 吸 入 時 間 の 平 均 は 2 3 7 0 m s（ S E  =  

0 . 1 1）， そ の 他 3 種 の 平 均 は 1 8 5 0 m s（ S E  =  0 . 0 9） で あ っ た 。 長 い 吸

入 時 間 と 短 い 吸 入 時 間 の 差 は 5 2 0 m s で あ り ，設 定 し た 電 子 音 の 時 間

差 3 5 0 m s よ り も や や 長 か っ た 。  

吸 入 時 間 の 差 に よ る 選 好 判 断 へ の 影 響  4 肢 中 ，最 も 長 く 嗅 い だ 刺 激

の 選 択 者 数 は ， 2 3 名 中 弁 別 性 高 セ ッ ト で 2 名 ， 弁 別 性 低 セ ッ ト で 6

名 で あ り ，チ ャ ン ス レ ベ ル（ 全 参 加 者 の 2 5 %）以 上 で 選 択 さ れ ず（ p  

=  . 3 0）， 最 も 長 く 嗅 い だ 刺 激 へ の 選 好 の 偏 り は 認 め ら れ な か っ た 。  

接 触 順 序 に よ る 選 好 判 断 へ の 影 響  1 ま た は 2 番 目 の 刺 激 が 選 好 さ

れ た 回 数 は ， 両 選 択 肢 セ ッ ト を 併 せ た 全 試 行 の 7 1 %で あ り ， 選 択 肢

の 系 列 前 半 に 嗅 い だ ニ オ イ に 対 し て 選 好 が 偏 る 傾 向 が あ っ た 。  

選 択 後 の 快 不 快 度 評 価  選 択 肢 セ ッ ト （ 弁 別 性 高 ， 低 ） ×選 択 の 2

要 因 参 加 者 内 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 ，交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た（ F  1 ,  

2 2  =  8 . 0 3 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 3）。 単 純 主 効 果 検 定 の 結 果 ， 弁 別 性 高 セ ッ

ト で は ，選 択 刺 激（ M  =  5 . 4 8 ,  S E  =  0 . 1 8）が 非 選 択 刺 激（ M  =  4 . 8 5 ,  S E  

=  0 . 1 8） に 比 べ て 快 度 が 高 く 評 価 さ れ て い た （ F  1 ,  2 2  =  1 6 . 1 8 ,  p  <  . 0 1 ,  

η 2  =  . 0 5）。 弁 別 性 低 セ ッ ト で は 両 者 に 有 意 差 は な か っ た （ 選 択 刺 激
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M  =  4 . 6 4 ,  S E  =  0 . 2 5，非 選 択 刺 激 M  =  4 . 6 8 ,  S E  =  0 . 2 1： F  1 ,  2 2  =  0 . 0 7 ,  n s ,  

η 2  =  . 0 0）。 ま た ， 4 肢 中 最 も 長 く 嗅 い だ 刺 激 と そ の 他 3 種 と の 間 に

も ， 両 選 択 肢 セ ッ ト で 快 不 快 度 に 差 は な か っ た （ F  <  1）。  

 

考 察  

 選 択 肢 間 の 弁 別 性 に 関 わ ら ず ， 嗅 ぎ 時 間 が 選 好 へ 影 響 す る 傾 向 は

示 さ れ な か っ た 。 視 覚 研 究 で は ， 2 肢 選 択 で 長 く 提 示 し た 刺 激 が ，

高 い 確 率 で 選 好 さ れ た の に 対 し て （ N i t t o n o  &  Wa d a ,  2 0 0 9 ;  S h i m o j o  e t  

a l . ,  2 0 0 3）， 8 肢 選 択 （ G l a h o l t  &  R e i n g o l d ,  2 0 0 9 a） で は ， 注 視 時 間 と

の 関 連 は 示 さ れ て い な い 。 ま た ， 選 択 後 の 快 不 快 度 評 価 で も ， 弁 別

性 低 セ ッ ト で は 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 の 間 で 差 が な か っ た 。 し た が

っ て ， 選 択 肢 が 2 肢 以 上 の 場 合 ， 今 回 設 定 し た 接 触 時 間 で は ， そ れ

ぞ れ の ニ オ イ の 表 象 が 適 切 に 形 成 さ れ ず ， 接 触 時 間 の 長 さ が 選 好 に

与 え る 影 響 が 弱 ま っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 そ こ で 実 験 9 - 1 b で は ，

各 選 択 肢 の ニ オ イ へ の 接 触 回 数 を 増 や し て 再 度 検 討 し た 。  

 

 

3 . 2 . 2  3 回 接 触 で の 検 討 ［ 実 験 9 - 1 b］  

 

目 的  

 本 実 験 で は ， 4 肢 を 1 回 ず つ 嗅 ぐ 試 行 を 3 試 行 実 施 し た 。 接 触 回

数 の 増 加 に よ っ て ，各 選 択 肢 の 符 号 化 処 理 が 十 分 に 行 わ れ る こ と と ，

標 的 刺 激 と そ れ 以 外 の 刺 激 の 間 の 累 積 的 な 嗅 ぎ 時 間 の 差 異 が よ り 大

き く な る こ と で ， 選 好 へ の 影 響 が 生 じ る か 検 討 し た 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  2 0 代 の 学 生 1 3 名 （ う ち 女 性 9 名 ）。  

刺 激  実 験 9 - 1 a で 用 い た 弁 別 性 の 高 い 選 択 肢 セ ッ ト（ 入 浴 剤 4 種 類 ）。 

手 続 き  4 肢 を 一 呼 吸 分 ず つ 吸 入 す る 試 行 を 3 試 行 続 け て 行 っ た 後
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に 選 好 判 断 を 求 め た 。 4 肢 の ニ オ イ を 吸 入 す る 順 序 は ， 試 行 毎 に ラ

ン ダ ム で あ っ た 。 本 実 験 で は ， 鼻 呼 吸 周 期 の 手 が か り と し て ， 実 験

参 加 者 の 正 面 に 設 置 さ れ た デ ィ ス プ レ イ に 提 示 さ れ た プ ロ グ レ ス バ

ー を 用 い た 。 そ の 他 の 手 続 き は 実 験 9 - 1 a と 同 様 で あ っ た 。  

 

結 果  

吸 入 時 間 の 統 制  3 回 接 触 の 累 積 吸 入 時 間 に お い て ，1 名 を 除 く 全 員

が ， 設 定 し た 標 的 刺 激 を 最 も 長 く 嗅 い で い た 。 最 も 長 く 嗅 が れ た 刺

激 （ M  =  8 1 2 0 m s） と 他 3 種 （ M  =  7 1 7 0 m s） と の 吸 入 時 間 差 は 9 6 0 m s

で あ っ た 。  

吸 入 時 間 の 差 に よ る 選 好 判 断 へ の 影 響  4 肢 中 最 も 長 く 嗅 い だ 刺 激

の 選 択 者 数 は 1 3 名 中 5 名 で あ り ，チ ャ ン ス レ ベ ル 以 上 に 選 択 者 が 偏

る 傾 向 は な か っ た （ p  =  . 7 3）。  

選 択 後 の 快 不 快 度 評 価  選 択 刺 激 （ M  =  4 . 4 3 ,  S E  =  0 . 1 6） と 非 選 択 刺

激（ M  =  4 . 4 1 ,  S E  =  0 . 1 7）の 間 に 快 不 快 度 の 差 は な か っ た（ t  1 2  =  0 . 0 9 ,  

n s ,  d  =  0 . 0 4）。吸 入 時 間 の 長 さ の 違 い で も 同 様 の 結 果 で あ っ た（ t  1 2  =  

- 1 . 6 0 ,  n s ,  d  =  0 . 5 9）。  

 

考 察  

 各 刺 激 へ の 接 触 回 数 を 増 や し ， 標 的 刺 激 と の 累 積 的 な 嗅 ぎ 時 間 の

差 異 が お よ そ 1 秒 あ っ た 場 合 で も ， 選 好 へ の 影 響 は 認 め ら れ な か っ

た 。 ま た ， 選 択 後 の 快 不 快 度 評 価 か ら 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 が 弁 別

さ れ て い な い 可 能 性 が 示 さ れ ， 吸 入 時 間 の 違 い に よ っ て 選 好 は 形 成

さ れ な い と 考 え ら れ る 。  
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3 . 2 . 3  事 前 に 構 え を 形 成 し た 場 合 で の 検 討 ［ 実 験 9 - 2］  

 

目 的  

 本 実 験 で は ， 選 択 肢 に ジ ャ ス ミ ン テ ィ の ニ オ イ を 用 い ， 4 肢 選 択

課 題 の 前 に ， そ れ ら と は 異 な る 2 種 の ジ ャ ス ミ ン テ ィ に つ い て の 選

択 課 題 を 実 施 し た 。 4 肢 の ニ オ イ と 質 的 特 徴 の 類 似 し た ニ オ イ を 先

に 経 験 さ せ る こ と で ， 実 験 参 加 者 の 構 え が 形 成 さ れ ， 呼 吸 周 期 が 統

制 さ れ た 状 態 で も ， ニ オ イ の 表 象 が 十 分 に 形 成 さ れ る と 考 え た 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  学 生 2 4 名 （ う ち 女 性 1 3 名 ， 平 均 2 1 . 0 8± 1 . 3 5 歳 ）。  

刺 激  実 験 8 - 3 で 用 い た そ れ ぞ れ 銘 柄 の 異 な る ジ ャ ス ミ ン テ ィ 6 種 。

提 示 方 法 も 実 験 8 - 3 と 同 様 で あ っ た 。  

手 続 き  実 験 参 加 者 に ， 選 択 肢 で あ る ジ ャ ス ミ ン テ ィ の ニ オ イ に つ

い て ， そ の 質 的 特 徴 へ の 構 え を 事 前 に 形 成 さ せ る た め に ， 4 肢 選 択

課 題 の 前 に ， こ の 4 肢 と は 異 な る 銘 柄 の ジ ャ ス ミ ン テ ィ 2 肢 の 選 択

課 題 を 実 施 し た 。 2 肢 選 択 課 題 と 4 肢 選 択 課 題 で 提 示 し た ニ オ イ は

そ れ ぞ れ 固 定 で あ り ， ニ オ イ の 提 示 順 序 お よ び 標 的 刺 激 と す る ニ オ

イ の 種 類 は ， 実 験 参 加 者 毎 に カ ウ ン タ バ ラ ン ス さ れ た 。  

 吸 入 時 間 の 操 作 は 両 選 択 課 題 で 実 施 し た 。標 的 刺 激 は 1 1 0 0 m s，そ

の 他 の 刺 激 は 8 0 0 m s 嗅 ぐ よ う に ，鼻 呼 吸 周 期 の 手 が か り と な る 電 子

音 を 提 示 し た 。鼻 呼 吸 周 期 の 統 制 方 法 は ，実 験 9 - 1 a と 同 様 で あ っ た 。

本 実 験 で は ， サ ー ミ ス タ に よ る 鼻 呼 吸 の 計 測 は 行 わ な か っ た 。  

 

結 果  

吸 入 時 間 の 差 に よ る 選 好 へ の 影 響  電 子 音 の 提 示 時 間 が 試 行 間 で 異

な る こ と に 気 づ い た 7 名 は 分 析 対 象 か ら 除 外 し た 。 4 肢 選 択 課 題 で

標 的 刺 激 と し た ニ オ イ の 選 好 割 合 は 1 7 名 中 3 名 で あ り ，チ ャ ン ス レ

ベ ル 以 上 の 選 択 者 の 偏 り は 認 め ら れ な か っ た （ p  =  1 . 0）。 ま た ， 2 肢
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選 択 課 題 に お け る 標 的 刺 激 の 選 好 割 合 は 9 名 （ 5 3 %） と チ ャ ン ス レ

ベ ル 程 度 で あ り ， 接 触 時 間 の 影 響 は 認 め ら れ な か っ た 。  

接 触 順 序 に よ る 選 好 判 断 へ の 影 響  選 択 肢 系 列 の 前 半 （ 1， 2 番 目 ）

に 接 触 し た 刺 激 が 選 好 さ れ た 割 合 は ， 全 試 行 の 半 数 程 度 （ 5 4 %） で

あ り ， 実 験 9 - 1 a の よ う な 偏 り は な か っ た 。 2 肢 選 択 課 題 で は ， 1 番

目 の ニ オ イ の 選 択 者 数 が 6 7 %と や や 多 か っ た が ， 統 計 的 に 有 意 な 偏

り で は な か っ た （ p  =  0 . 1 5）。  

 

考 察  

 本 実 験 に お い て も ， 吸 入 時 間 の 操 作 に よ る ニ オ イ の 選 好 へ の 影 響

は 認 め ら れ な か っ た 。ま た ，実 験 9 - 1 a で 認 め ら れ た 接 触 順 序 に よ る

選 好 の 割 合 の 違 い も 生 じ ず ， 4 肢 の ニ オ イ に 関 す る 構 え が 事 前 に 形

成 さ れ て い た た め に ， 系 列 の 前 半 に 接 触 し た 刺 激 に 対 す る 選 好 の バ

イ ア ス が 消 失 し た た め と 考 え ら れ る 。  

 

 

実 験 9 の ま と め  

 実 験 9 の 一 連 の 結 果 を Ta b l e  3 - 2 - 2 に 示 し た 。実 験 9 - 1 a に お い て 認

め ら れ な か っ た 接 触 時 間 に よ る 選 好 へ の 影 響 は ， 接 触 回 数 を 増 や し

た 場 合 （ 実 験 9 - 1 b） や ， 選 択 肢 と 知 覚 的 に 類 似 し た ニ オ イ を 先 行 提

示 し た 場 合 （ 実 験 9 - 2） で も 認 め ら れ な か っ た 。 鼻 呼 吸 周 期 の 統 制

に お け る 問 題 点 と 方 法 論 的 限 界 も あ る が ， 選 択 肢 の 知 覚 処 理 に お い

て 操 作 さ れ た 吸 入 時 間 の 差 異 は ， 選 好 判 断 に 大 き く 影 響 を 与 え な い

と 考 え ら れ る 。 本 章 の ま と め の 節 に て ， 実 験 8 に お け る 選 好 し た 刺

激 に 対 す る 知 覚 処 理 の バ イ ア ス に 関 す る 結 果 と の 比 較 に つ い て 考 察

す る 。  
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Ta b l e  3 - 2 - 2  

各 実 験 に お け る 標 的 刺 激 と 他 の 刺 激 と の 嗅 ぎ 時 間 差 と 選 好 割 合 の 結

果  

 
嗅 ぎ 時 間 の 差  

標 的 刺 激 の 被 選 好 率  

弁 別 性 高 セ ッ ト  弁 別 性 低 セ ッ ト  

1 回 接 触（ 実 験 9 - 1 a） 

n = 2 3  
約 5 0 0 m s  9 %  2 7 %  

3 回 接 触（ 実 験 9 - 1 b） 

n = 1 3  
約 1 0 0 0 m s  3 8 %  - -  

1 回 接 触 （ 実 験 9 - 2） 

n = 1 7  
約 3 0 0 m s  - -  2 5 %  

※ 被 選 好 率 の チ ャ ン ス レ ベ ル は 2 5 %。  

※ 実 験 9 - 1 a， 9 - 1 b の 嗅 ぎ 時 間 の 差 は 実 測 値 で あ り ， 実 験 9 - 2 は 設 定

上 の 数 値 を 示 す 。  
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3 . 3  接 触 順 序 ［ 実 験 1 0］ 1 2  

 

目 的  

 本 実 験 で は ，選 好 判 断 に 及 ぼ す 選 択 肢 へ の 接 触 順 序 の 影 響（ o r d e r  

e f f e c t）に つ い て ，各 刺 激 へ の 1 回 接 触 に よ る 系 列 的 選 択 課 題 に よ り

検 討 し た 。 先 行 研 究 （ B i s w a s  e t  a l . ,  2 0 1 4） に お い て ， 初 頭 効 果 （ 系

列 の 始 め に 接 触 し た 刺 激 へ 選 好 が 偏 る ） と ， 新 近 効 果 （ 系 列 最 後 の

刺 激 へ 選 好 が 偏 る ） の 生 起 は ， 選 択 肢 間 の 類 似 性 に 依 る こ と が 示 さ

れ て い る 。 し た が っ て ， 選 択 肢 間 の 弁 別 性 が 異 な る ニ オ イ の 選 択 肢

セ ッ ト を 用 い て 検 討 し た 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  学 生 4 2 名 （ う ち 女 性 1 3 名 ， 平 均 2 1 . 7 9± 1 . 3 0 歳 ）。  

刺 激  弁 別 性 高 セ ッ ト と 低 セ ッ ト と し て 各 4 種 の 刺 激 を 用 い た 。 弁

別 性 高 セ ッ ト に は ， リ ン ゴ ， モ モ ， グ レ ー プ フ ル ー ツ ， バ ニ ラ の フ

レ ー バ ー テ ィ を ， 弁 別 性 低 セ ッ ト に は ， 銘 柄 の 異 な る 4 種 類 の ジ ャ

ス ミ ン テ ィ を 用 い た 。 各 刺 激 は 本 研 究 の 実 験 7 に お い て ， 快 不 快 度

が 同 程 度 に 評 価 さ れ た ニ オ イ と し て 選 定 さ れ た 。 各 ニ オ イ は ， 茶 葉

1 g を 茶 パ ッ ク に 入 れ ， 容 積 3 4 m l の ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 サ ン プ ル 管 に

入 れ て 提 示 し た 。  

手 続 き  実 験 は 2 回 に 渡 っ て 別 日 に 実 施 し た 。実 験 1 日 目 に お い て ，

実 験 参 加 者 は 評 価 用 紙 に 記 載 さ れ た 順 序 に し た が っ て ， 四 つ の 刺 激

を 一 呼 吸 ず つ 嗅 い だ 後 に ， 最 も 好 き な も の を 選 択 さ せ た 。 ニ オ イ を

嗅 ぐ 順 序 ， お よ び 選 択 肢 セ ッ ト の 順 序 は ， 実 験 参 加 者 間 で カ ウ ン タ

バ ラ ン ス さ れ た 。 選 択 課 題 後 ， セ ッ ト 毎 に ， 各 ニ オ イ の 強 度 （ 無 臭

～ 強 ）， 快 不 快 度 （ 不 快 ～ 快 ）， 接 触 頻 度 （ 全 く 接 し な い ～ 非 常 に よ

                                                        

1 2  実 験 1 0 は 日 本 基 礎 心 理 学 会 第 3 3 回 大 会 に て ポ ス タ ー 形 式 で 発 表 さ れ た 。 
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く 接 す る ），熟 知 度（ 全 く 知 ら な い ～ 非 常 に よ く 知 っ て い る ）に つ い

て ，そ れ ぞ れ 1 0 0 m m の VA S で 評 定 し ， 1 回 目 の 実 験 を 終 了 し た 。な

お ， ニ オ イ の 評 価 で 再 度 各 ニ オ イ を 嗅 い だ 際 に ， 先 ほ ど 選 好 し た ニ

オ イ と は ， 別 の ニ オ イ が 最 も 好 き だ と い う よ う に ， 選 択 結 果 が 変 わ

っ た 場 合 に は ，先 の 結 果 を 変 更 し て も よ い こ と を 教 示 し た 。ま た ， 2

回 目 の セ ッ シ ョ ン ま で の 期 間 内 に ， 実 験 参 加 者 が 1 回 目 の セ ッ シ ョ

ン で 嗅 い だ ニ オ イ に つ い て 意 識 す る こ と を 防 ぐ た め に ，1 週 間 後 に ，

再 度 同 じ 課 題 を 行 う こ と は 伝 え な か っ た 。  

 2 回 目 の セ ッ シ ョ ン も 1 回 目 と 同 様 に ， 各 セ ッ ト に つ い て 選 択 課

題 を 行 っ た 後 ， 各 ニ オ イ の 強 度 ， 快 不 快 度 ， 接 触 頻 度 を 評 価 し た 。

選 択 課 題 の 際 ， 1 週 間 前 の 選 択 結 果 を 思 い 出 す 必 要 は 無 く ， 今 回 感

じ た 好 ま し さ で 判 断 す る よ う 教 示 し た 。 ま た ， 選 択 肢 セ ッ ト の 順 序

は 1 回 目 の 選 択 課 題 と は 逆 順 と し ， 選 択 肢 4 種 の ニ オ イ へ の 接 触 順

序 も ， 1 回 目 の 課 題 と は 異 な る 順 序 で 行 っ た 。 選 択 課 題 お よ び ニ オ

イ の 評 価 の 後 に ， 今 回 選 択 し た ニ オ イ が 1 回 目 の 課 題 と 同 じ で あ っ

た か 否 か を 回 答 し ， ま た そ の 確 信 度 （ 全 く 確 信 が な い ～ 絶 対 に 確 信

が あ る ） に つ い て ， 1 0 0 m m の VA S に よ り 評 定 し ， 実 験 を 終 了 し た 。 

 

結 果  

接 触 順 序 別 の 被 選 好 率  1 回 目 の 実 験 参 加 者 数 は 4 2 名 で あ り ，そ の

う ち の 2 5 名 が 2 回 目 の 選 択 課 題 に も 参 加 し た 。  

 弁 別 性 高 セ ッ ト に お い て は ， 接 触 順 序 に よ る 選 好 の 有 意 な 偏 り は

1，2 回 目 と も に 生 じ な か っ た（ 1 回 目：χ 2  3 ,  n = 4 2  =  1 . 8 1 ,  n s，φ  =  0 . 2 1，

2 回 目：χ 2  3 ,  n = 2 5  =  5 . 8 8 ,  n s ,  φ  =  0 . 4 8）。一 方 ，弁 別 性 低 セ ッ ト で は ，

接 触 順 序 に よ る 有 意 な 偏 り が 認 め ら れ （ 1 回 目 ： χ 2  3 ,  n = 4 2  =  3 4 . 3 8 ,  p  

<  . 0 1 ,  φ  =  0 . 9 0， 2 回 目 ： χ 2  3 ,  n = 2 5  =  2 6 . 0 4 ,  p  <  . 0 1 ,  φ  =  1 . 0 2）， ラ イ

ア ン 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ，1 番 目 の 刺 激 が ，2 番 目 以 降 の 刺 激 よ

り も 有 意 に 高 い 割 合 で 選 好 さ れ た （ F i g u r e  3 - 3 - 1）。  

個 人 内 の 選 好 一 貫 性  2 回 の セ ッ シ ョ ン に 参 加 し た 2 5 名 を 対 象 に ，  
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両 日 と も 同 じ ニ オ イ を 選 好 し た 人 数 の 割 合 は ， 弁 別 性 高 セ ッ ト で

6 4 %（ κ =  0 . 5 0 ,  p  <  . 0 1）， 低 セ ッ ト で 3 2 %（ κ =  0 . 1 3 ,  n s） で あ り ， 弁

別 性 高 セ ッ ト に お い て ， 有 意 に 個 人 の 選 好 一 貫 性 が 高 い こ と が 示 さ

れ た 。  

選 好 結 果 に 対 す る 再 認 性 と 確 信 度  2 回 目 の 選 択 課 題 で 選 択 し た 刺

激 が ， 1 回 目 と 同 じ ， ま た は 異 な る と ， 正 し く 再 認 で き て い た 実 験

参 加 者 の 割 合 は ，弁 別 性 高 セ ッ ト で は 5 6 %，弁 別 性 低 セ ッ ト で は 2 0 %

で あ っ た 。 再 認 解 答 へ の 確 信 度 に お い て は ， 弁 別 性 高 セ ッ ト （ M  =  

6 7 . 6 1 ,  S E  =  5 . 5 9） と 弁 別 性 低 セ ッ ト （ M  =  5 9 . 2 5 ,  S E  =  4 . 5 9） の 間 で

有 意 な 差 は な か っ た （ t  2 6  =  0 . 8 6 ,  n s ,  d  =  0 . 3 3）。  

ニ オ イ へ の 関 心 度 に よ る 影 響  先 行 研 究（ M a n t o n a k i s  e t  a l . ,  2 0 0 9）に

お い て ， 選 択 対 象 の ニ オ イ に 対 し て 知 識 が 豊 富 な 個 人 で は ， 親 近 効

果 が 生 じ る 傾 向 が あ る と さ れ て い た 。 こ の 知 見 を 基 に ， 各 選 択 肢 セ

ッ ト に つ い て ， 選 択 肢 系 列 の 前 半 （ 1， 2 番 目 ） お よ び 後 半 （ 3， 4

番 目 ） の 刺 激 を 選 択 し た 実 験 参 加 者 間 で ， OA S 得 点 を 比 較 し た 。 選

択 肢 系 列 の 前 半 と 後 半 の 大 き く 二 つ に 分 け た 理 由 は ， 弁 別 性 の 低 い

ジ ャ ス ミ ン テ ィ セ ッ ト に お い て ， 系 列 4 番 目 を 選 択 し た 実 験 参 加 者

が い な か っ た た め で あ る 。 な お ， OA S へ の 回 答 は 本 実 験 と は 別 日 に

行 っ て お り ， 回 答 し た 2 8 名 の デ ー タ を 分 析 対 象 と し た 。  

 弁 別 性 高 セ ッ ト に お い て ，選 択 肢 系 列 前 半 の 選 択 者 に お け る OA S

合 計 得 点 の 平 均（ 1 4 名 ，M  =  7 7 . 1 4）は ，系 列 後 半 の 選 択 者（ 1 4 名 ，

M  =  7 0 . 7 1） に 対 し て 有 意 に 高 か っ た （ t  2 6  =  2 . 3 9 ,  p  <  . 0 5 ,  d  =  0 . 9 4）。

弁 別 性 低 セ ッ ト に お い て は ， 系 列 前 半 の 選 択 者 （ 2 0 名 ， M  =  7 5 . 0 0）

と 後 半 の 選 択 者 （ 8 名 ， M  =  7 1 . 2 5） の 間 に 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ

た （ t  2 6  =  1 . 1 7 ,  n s ,  d  =  0 . 5 4）。  

選 択 後 評 価  選 択 課 題 後 に 行 っ た ， 各 刺 激 の 快 不 快 度 ， 強 度 ， お よ

び 接 触 頻 度 の 評 価 結 果 を F i g u r e  3 - 3 - 2 に 示 し た 。 評 価 項 目 毎 に ， 刺

激 セ ッ ト ×実 験 日 ×選 択 の 3 要 因 参 加 者 内 分 散 分 析 を 行 っ た 。 な お ，

実 験 日 も 要 因 に 含 め た た め ，こ の 分 析 は 2 日 間 と も 参 加 し た 2 5 名 を  
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F i g u r e  3 - 3 - 2  各 刺 激 セ ッ ト に お け る 選 択 刺 激 と 非 選 択 刺 激 の  

快 不 快 度 （ 上 ）， 強 度 （ 中 ）， 接 触 頻 度 （ 下 ）  

（ n  =  2 5， エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 ）   
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対 象 に 行 っ た 。  

快 不 快 度  刺 激 セ ッ ト と 選 択 の 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た （ F  1 ,  2 4  =  

9 . 6 6 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 3）。 単 純 主 効 果 検 定 の 結 果 ， 両 刺 激 セ ッ ト に お

い て ，選 択 刺 激 が 非 選 択 刺 激 に 比 べ て 快 と 評 価 さ れ（ 弁 別 性 高： F  1 ,  

2 4  =  9 8 . 9 5 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 2 5，弁 別 性 低：F  1 ,  2 4  =  2 4 . 5 7 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 7），

選 択 刺 激 の 快 度 は 弁 別 性 高 セ ッ ト が 低 セ ッ ト に 比 べ て 高 か っ た（ F  1 ,  

2 4  =  7 . 7 5 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 4）。 ま た ， 刺 激 セ ッ ト 別 に 評 定 順 序 を 要 因

と し た 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 ， 弁 別 性 低 セ ッ ト で 主 効 果 が 有 意 で あ

り（ F  3 ,  7 2  =  5 . 9 2 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 9），1 番 目 に 評 価 し た 刺 激（ M  =  6 8 . 5 8 ,  

S E  =  3 . 3 1） が 2 番 目 以 降 （ 3 種 の 平 均 ： M  =  5 9 . 2 0 ,  S E  =  2 . 5 4） の 刺

激 と 比 べ て 快 度 が 高 か っ た （ M S e  =  1 0 1 . 2 8 ,  p  <  . 0 5）。  

強 度  刺 激 セ ッ ト と 選 択 の 交 互 作 用 が 有 意 で あ り （ F  1 ,  2 4  =  1 2 . 2 9 ,  p  

<  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 2）， 選 択 刺 激 （ F  1 ,  2 4  =  1 0 . 3 1 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 4） と 非 選

択 刺 激 （ F  1 ,  2 4  =  5 2 . 8 4 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 1 7） の 両 方 で ， 弁 別 性 高 セ ッ ト

が 低 セ ッ ト に 比 べ て 高 か っ た 。 弁 別 性 低 セ ッ ト 内 で は ， 選 択 刺 激 が

非 選 択 刺 激 に 比 べ て ニ オ イ の 強 度 が 強 か っ た（ F  1 ,  2 4  =  1 0 . 2 4 ,  p  <  . 0 1 ,  

η 2  =  . 0 3）。 評 定 順 序 間 で 比 較 し た と こ ろ ， 弁 別 性 低 セ ッ ト で 主 効 果

が 有 意 で あ り （ F  3 ,  7 2  =  5 . 8 1 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 8）， 1 番 目 の 刺 激 （ Ｍ  =  

6 3 . 1 2 ,  S E  =  3 . 5 0） が 2 番 目 以 降 （ 3 種 の 平 均 ： M  =  5 2 . 7 7 ,  S E  =  3 . 0 8）

に 比 べ て 強 か っ た （ M S e  =  1 1 9 . 9 0 ,  p  <  . 0 5）。  

接 触 頻 度  刺 激 セ ッ ト と 選 択 の 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た （ F  1 ,  2 4  =  

5 . 0 3 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  =  . 0 1）。 両 刺 激 セ ッ ト で ， 選 択 刺 激 が 非 選 択 刺 激 に

比 べ て 接 触 頻 度 が 高 く 評 価 さ れ （ 弁 別 性 高 ： F  1 ,  2 4  =  5 . 1 4 ,  p  <  . 0 5 ,  η 2  

=  . 0 1， 弁 別 性 低 ： F  1 ,  2 4  =  2 0 . 8 5 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 0 5）， 非 選 択 刺 激 の 接

触 頻 度 は 弁 別 性 高 セ ッ ト が よ り 高 か っ た （ F  1 ,  2 4  =  9 . 3 2 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  

=  . 0 3）。 ま た 刺 激 セ ッ ト と 実 験 日 の 交 互 作 用 が 有 意 傾 向 で あ り （ F  1 ,  

2 4  =  3 . 8 1 ,  p  <  . 1 0 ,  η 2  =  . 0 1）， 2 回 目 の 選 択 課 題 で は ， 弁 別 性 高 セ ッ ト

が 低 セ ッ ト に 比 べ て 接 触 頻 度 が 高 い 傾 向 が あ っ た （ F  1 ,  2 4  =  6 . 8 4 ,  p  

<  . 0 5 ,  η 2  =  . 0 3）。 評 定 順 序 間 で 比 較 し た と こ ろ ， 弁 別 性 低 セ ッ ト で



162 

 

主 効 果 が 有 意 で あ り （ F  3 ,  7 2  =  1 1 . 4 3 ,  p  <  . 0 1 ,  η 2  =  . 1 1）， 1 番 目 の 刺

激（ Ｍ  =  6 0 . 7 6 ,  S E  =  3 . 3 0）が 2 番 目 以 降（ 3 種 の 平 均： M  =  4 8 . 5 2 ,  S E  

=  3 . 1 2） に 比 べ て 評 定 値 が 高 か っ た （ M S e  =  1 1 9 . 9 0 ,  p  <  . 0 5）。  

 

考 察  

 刺 激 間 の 弁 別 性 が 低 い 場 合 に お い て ， 1 番 目 に 接 触 し た 刺 激 へ 選

好 が 偏 る 初 頭 効 果 が 示 さ れ た 。 こ れ は ， 選 択 肢 の 特 徴 が 互 い に 類 似

し た 場 合 に 初 頭 効 果 が 生 じ る こ と を 示 し た 先 行 研 究 （ B i s w a s  e t  a l . ,  

2 0 1 4） の 結 果 を 支 持 す る も の で あ っ た 。 す な わ ち ， 特 徴 が 類 似 し た

刺 激 へ の 反 復 的 な 接 触 に よ っ て ， そ の 特 徴 に 対 す る 馴 化 が 生 じ ， 系

列 初 め の 刺 激 に 対 す る 印 象 が 相 対 的 に 強 く な っ た た め と 考 え ら れ る 。

選 択 課 題 で は ， 刺 激 間 の イ ン タ ー バ ル は 嗅 覚 疲 労 が 起 き な い 程 度 に

空 け て い た た め ， 末 梢 レ ベ ル で の 順 応 は 生 じ て い な か っ た と 考 え ら

れ る が ， 各 ニ オ イ の 強 度 評 価 で は ， 1 番 目 に 評 価 し た 刺 激 の ニ オ イ

に 対 す る 強 度 が ， 2 番 目 以 降 に 比 べ て 強 か っ た 。 た だ し ， こ の 結 果

は 選 択 後 に 行 わ れ た も の で あ り ， 自 身 の 選 好 結 果 が 反 映 さ れ て い た

可 能 性 も 高 い た め ， 直 接 的 な 根 拠 と は な ら な い か も し れ な い 。  

 初 頭 効 果 が 生 じ た 原 因 と し て ， 第 2 章 の 実 験 4 で み ら れ た ， 刺 激

系 列 内 で の 好 ま し さ 評 価 の 低 下 が 挙 げ ら れ る 。 感 情 価 が 同 程 度 の 刺

激 の 系 列 評 価 で は ， 1 番 目 の 刺 激 が 第 1 の 参 照 刺 激 と な る た め に ，

後 の 刺 激 に 比 べ て 相 対 的 に 評 価 が 高 く な る こ と が 考 え ら れ た 。 初 頭

効 果 は こ の 傾 向 が 選 好 に 現 れ た と い う 可 能 性 も 考 え ら れ る 。  

 一 方 で ， 弁 別 性 が 高 い 刺 激 セ ッ ト で は 系 列 間 で 選 好 の 偏 り は 生 じ

な か っ た 。 弁 別 性 高 セ ッ ト に お い て は ， 好 ま し く 感 じ る ニ オ イ が 個

人 内 で 一 貫 し て い た た め に ， 接 触 順 序 の 影 響 を 受 け な か っ た と 考 え

ら れ る 。 選 択 肢 間 の 弁 別 性 が 高 い 場 合 に は ， 系 列 後 半 の 刺 激 へ の 印

象 が 強 く 残 る た め 新 近 効 果 が 起 き る （ B i s w a s  e t  a l . ,  2 0 1 4） こ と や ，

選 択 肢 数 が 多 け れ ば 1 番 目 の 選 択 肢 に 対 す る 比 較 対 象 が 増 え る た め

に ， 新 近 効 果 が 生 じ る （ M a n t o n a k i s  e t  a l . ,  2 0 0 9） こ と が 示 唆 さ れ て
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い る 。 本 実 験 で 用 い た 弁 別 性 高 セ ッ ト の フ レ ー バ ー テ ィ は ， 低 セ ッ

ト に 比 べ て 接 触 頻 度 が 全 体 的 に 高 い 傾 向 も み ら れ た こ と か ら ， 比 較

的 親 近 性 の 高 い も の で あ っ た こ と が 推 測 さ れ ， そ の た め に 個 人 内 で

選 好 一 貫 性 が 高 か っ た 可 能 性 が あ る 。 し た が っ て ， よ り 選 択 肢 数 を

増 や し た 場 合 に は ， 接 触 順 序 の 影 響 が 現 れ る こ と も 考 え ら れ る 。  

 た だ し ，ニ オ イ に 対 す る 関 心 度 の 個 人 差 に つ い て 分 析 し た と こ ろ ，

弁 別 性 高 セ ッ ト に お い て ，系 列 前 半 の 刺 激 を 選 択 し た 実 験 参 加 者 は ，

系 列 後 半 の 実 験 参 加 者 に 比 べ て OA S 得 点 が 高 い 傾 向 が み ら れ た 。弁

別 性 低 セ ッ ト で は ， 統 計 的 有 意 差 は な か っ た も の の ， 中 程 度 の 効 果

量 が 認 め ら れ た 。 M a n t o n a k i s  e t  a l .（ 2 0 0 9） で は ， 選 択 肢 に 関 す る 知

識 の 高 い 個 人 で は ， 後 に 接 触 し た 選 択 肢 に 良 所 を 見 出 そ う と す る た

め に 新 近 効 果 が 生 じ や す い と し て お り ， 本 実 験 結 果 と は 異 な る 傾 向

が 示 さ れ て い る 。 し か し ， こ の 研 究 に お け る 選 択 肢 へ の 知 識 と は ワ

イ ン を 対 象 と し た も の で あ り ， 一 般 的 な ニ オ イ へ の 関 心 度 と は 質 が

異 な る た め ， 一 概 に 比 較 す る こ と は で き な い 。 本 研 究 の 結 果 か ら 結

論 づ け る こ と は で き な い が ， ニ オ イ へ の 関 心 度 が 高 い 個 人 で は ， よ

り 1 番 目 の 刺 激 特 徴 を 重 視 す る 傾 向 が あ る の か も し れ な い 。   
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3 . 4  本 章 の ま と め  

 

 本 章 で は ， 複 数 の 刺 激 間 の 特 徴 を 比 較 し ， 選 好 判 断 を 行 う 多 肢 選

択 の 過 程 に つ い て ， 選 択 肢 と し た 刺 激 間 の 関 係 性 が ， ニ オ イ の 知 覚

や 最 終 的 な 選 択 結 果 へ 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。  

 は じ め に ， 多 肢 選 択 の 過 程 に お け る 知 覚 処 理 と 選 択 結 果 の 関 連 性

に つ い て ， 実 験 8 と 9 よ り 検 討 し た 。 選 択 肢 の ニ オ イ を 自 由 に 嗅 ぎ

比 べ て 選 択 し た 場 合 に は ， 最 終 的 な 決 定 に 先 立 っ て ， 選 択 刺 激 が よ

り 長 く 嗅 が れ る 現 象 が 生 じ た（ 実 験 8）。こ れ は ，他 の 感 覚 領 域 で 報

告 さ れ て い る 現 象 と 一 致 す る も の で あ り ， 選 択 肢 へ の 初 回 接 触 時 点

に お け る 選 択 的 符 号 化 （ G l a h o l t  &  R e i n g o l d ,  2 0 0 9 a ,  b） や ， 選 好 注 視

（ S c h o t t e r  e t  a l . ,  2 0 1 1）に よ る も の と 考 え ら れ ，個 人 の 嗜 好 が 自 覚 的

な 判 断 に 先 立 っ て 行 動 に 現 れ る こ と を 示 し て い る 。た だ し 嗅 覚 で は ，

刺 激 間 の 弁 別 処 理 が 他 の 感 覚 に 比 べ て 困 難 な 側 面 が あ り ， 選 択 刺 激

へ の 知 覚 処 理 の バ イ ア ス は ， 特 徴 が 弁 別 さ れ や す い ニ オ イ を 選 択 肢

と し た 場 合 や ， 評 価 者 が ニ オ イ を 弁 別 で き て い た 場 合 に 生 じ る こ と

が 示 さ れ た 。  

 自 発 的 に 行 わ れ た 知 覚 処 理 は ， 個 人 の 嗜 好 が 反 映 さ れ る 傾 向 が み

ら れ た が ， そ の 反 対 に ， 鼻 呼 吸 周 期 を 実 験 的 に 制 御 し ， ニ オ イ の 吸

入 時 間 を 操 作 し た 場 合 に は ， 嗅 ぎ 時 間 は 選 好 へ 影 響 し な か っ た （ 実

験 9）。視 覚 研 究 で も ，実 験 参 加 者 の 視 線 を 固 定 し た 状 態 で 注 視 時 間

を 操 作 し た 場 合 に は ， 選 好 へ の 影 響 が な か っ た 結 果 を 示 す も の も あ

り （ S h i m o j o  e t  a l . ,  2 0 0 3）， 操 作 さ れ た 知 覚 処 理 は ， 選 好 の 形 成 に 関

与 し な い 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 ま た ， ニ オ イ を 嗅 ぐ s n i f f i n g の 特 徴

に は 個 人 差 が あ る と さ れ（ L a i n g ,  1 9 8 2），実 験 8 で も そ の 傾 向 が み ら

れ た 。 し た が っ て ， 規 定 さ れ た 周 期 に 合 わ せ る よ う 鼻 呼 吸 が 統 制 さ

れ た こ と に よ り ， ニ オ イ の 知 覚 に 費 や さ れ る 処 理 資 源 が ， 呼 吸 動 作

へ 割 か れ ， 選 好 へ の 影 響 が 生 じ な か っ た 可 能 性 も 考 え ら れ る 。  

ニ オ イ の 知 覚 は ， 初 め の 自 然 な 嗅 ぎ が 重 要 で あ り （ L a i n g ,  1 9 8 3），
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選 好 判 断 を す る こ と は ， 1 回 の 接 触 で 可 能 で あ る こ と が 本 研 究 で も

示 さ れ た 。 し か し ， 1 回 接 触 の 場 合 に は ， 知 覚 の 系 列 処 理 で 生 じ る

時 間 的 順 序 が ， 選 択 結 果 へ の 影 響 要 因 と な る 側 面 が 示 さ れ た 。 互 い

の 特 徴 が 類 似 し た ニ オ イ に つ い て 選 好 判 断 を 行 う 際 ， 選 択 肢 系 列 の

1 番 目 に 嗅 い だ ニ オ イ へ の 選 好 が 偏 っ た（ 実 験 1 0）。特 徴 の 類 似 し た

ニ オ イ へ の 反 復 接 触 は ，そ の 特 徴 に 対 す る 感 覚 的 な 馴 化 を 生 じ さ せ ，

最 初 に 嗅 い だ ニ オ イ に 対 す る 印 象 が 相 対 的 に 強 く な っ た （ B i s w a s  e t  

a l . ,  2 0 1 4） こ と が ， 選 好 に 結 び つ い た と 考 え ら れ る 。 こ れ に 関 連 し

て ， 感 情 価 が 同 程 度 の ニ オ イ の 系 列 評 価 で は ， 刺 激 系 列 の 後 半 に か

け て ， 徐 々 に 好 ま し さ が 低 下 す る 変 動 性 が 示 さ れ て お り （ 実 験 4），

弁 別 性 の 低 い ニ オ イ の 選 択 肢 で み ら れ た 接 触 順 序 に よ る 選 好 の 偏 り

は ， こ の 変 動 性 が 選 択 結 果 へ 影 響 し た と も 考 え ら れ る 。  

以 上 の 実 験 結 果 よ り ， 多 肢 選 択 の 過 程 で は ， 刺 激 間 の 弁 別 性 が ，

知 覚 処 理 で 現 れ る 行 動 や ， 最 終 的 な 判 断 へ の 影 響 要 因 と な る こ と が

示 さ れ た 。   
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4 . 1  本 研 究 で 得 ら れ た 知 見  

 

 ニ オ イ の 知 覚 は ， 複 雑 な 化 学 信 号 を ， ま と ま り を 持 っ た 一 つ の 対

象 物 と し て 統 合 的 に 捉 え る こ と で 成 立 す る 。 そ の た め に ， 多 様 な 化

学 物 質 の 受 容 パ タ ー ン に 対 し て 意 味 づ け を 行 う と い っ た ， 知 覚 学 習

が 必 要 と な る 。 知 覚 学 習 の 内 容 は 個 人 の 経 験 に 依 存 す る た め ， ニ オ

イ の 知 覚 は ， ど の よ う な 状 況 で そ の 刺 激 に 接 す る か と い う 様 々 な 環

境 的 文 脈 や ， そ れ に よ っ て 促 さ れ る 知 覚 者 の 期 待 に 依 存 し て 柔 軟 に

変 化 す る 。 本 研 究 で は ， ニ オ イ の 知 覚 に 影 響 を 及 ぼ す と 考 え ら れ る

文 脈 の 中 で も ， 知 覚 あ る い は 評 価 の 対 象 と な る 嗅 覚 刺 激 と 時 間 的 に

近 接 し て 接 触 し た ， 他 の 嗅 覚 刺 激 が 構 成 す る 刺 激 文 脈 的 要 因 に つ い

て 検 討 を 行 っ た 。  

 

系 列 評 価 と 多 肢 選 択 の 過 程 に お け る ニ オ イ の 知 覚  

 系 列 評 価 の 過 程 に つ い て 検 討 し た 各 実 験 結 果 よ り ， 先 行 評 価 し た

嗅 覚 刺 激 の 特 徴 に よ っ て ， そ の 後 の 嗅 覚 刺 激 の 知 覚 が 変 化 す る こ と

が 認 め ら れ た 。 特 に ， 先 行 刺 激 と の 濃 度 や 感 情 価 の 方 向 が 異 な る と

い う 刺 激 文 脈 が ， ニ オ イ の 強 度 や 好 ま し さ に 影 響 を 及 ぼ す こ と が 認

め ら れ た 。 ニ オ イ の 系 列 評 価 に お い て ， 次 に 提 示 さ れ る ニ オ イ が 未

知 で あ る 場 合 に は ， 評 価 者 が 刺 激 ご と に 構 え を 更 新 し て い る 可 能 性

が あ り ， そ の と き に 形 成 さ れ て い る 構 え に よ っ て う な が さ れ た 期 待

に 照 ら し て ， 各 刺 激 は 相 対 的 に 評 価 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。  

 先 行 刺 激 と の カ テ ゴ リ （ 可 食 性 ） が 異 な る と い う 刺 激 文 脈 が ， 後

続 刺 激 の ニ オ イ の 質 へ 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 結 果 ， 先 行 刺 激 の 存 在

が ニ オ イ の 可 食 性 を 変 化 さ せ る よ う な 影 響 は な か っ た 。 し か し ， 先

行 刺 激 が 存 在 し た 場 合 に ， 後 続 刺 激 の ニ オ イ の 快 度 （ 形 容 詞 「 ポ ジ

テ ィ ブ な 」へ の 当 て は ま り 度 ）が 低 下 す る 傾 向 が み ら れ た こ と か ら ，

刺 激 文 脈 に よ っ て ニ オ イ の 質 が 変 化 し な く と も ， ニ オ イ の 快 不 快 の

側 面 へ は 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。  
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 多 肢 選 択 の 過 程 で は ，選 好 判 断 を 基 準 と し て 一 連 の 実 験 を 行 っ た 。

評 価 の 対 象 と な る 選 択 肢 の ニ オ イ 間 の 弁 別 性 が ， 選 択 過 程 で 表 出 さ

れ る 嗅 ぎ 時 間 や ， 選 択 結 果 へ の 影 響 要 因 と な る こ と が 示 さ れ た 。 系

列 評 価 で は ， 先 行 し た 刺 激 と の 特 徴 差 と い う 刺 激 文 脈 が 重 要 で あ る

が ， 対 象 と な っ た す べ て の 刺 激 の 中 で 判 断 を 行 う 必 要 が あ る 場 合 に

は ， 刺 激 間 が ど の よ う な 関 係 性 か と い う 刺 激 文 脈 が ， 重 要 な 要 因 に

な る と い え る 。 嗅 覚 系 に お い て ， 刺 激 間 の 関 係 性 に つ い て 意 味 的 情

報 が 与 え ら れ な い 場 合 に は 弁 別 が 困 難 と な る た め ， ニ オ イ 間 の 類 似

性 に よ る 選 択 過 程 の 違 い が 現 れ た と 考 え ら れ る 。  

 ま た ， 最 終 的 に 選 択 さ れ た 刺 激 に 対 す る 嗅 ぎ 時 間 の バ イ ア ス が ，

各 選 択 肢 へ の 初 回 接 触 時 に 生 じ た 点 と ， 選 択 刺 激 へ の 接 触 時 間 が 選

択 時 点 に 向 か っ て 漸 次 的 に 増 加 す る 傾 向（ 視 覚： S h i m o j o  e t  a l . ,  2 0 0 3，

聴 覚 ： L i n d s e n  e t  a l . ,  2 0 1 1， 触 覚 ： M i t s u d a  &  Yo s h i o k a ,  2 0 1 4 ;  本 研 究

実 験 8 - 2） が ， 本 実 験 で は 認 め ら れ な か っ た 点 か ら ， 選 好 に 基 づ く

ニ オ イ の 多 肢 選 択 で は ， 最 初 の 接 触 が 特 に 重 要 と 考 え ら れ る 。 実 際

に ， 各 選 択 肢 に 複 数 回 接 触 で き た 場 合 で も 選 択 結 果 は 変 わ ら ず （ 実

験 1 0）， 一 定 期 間 を 空 け て も 選 択 刺 激 の 快 度 が 高 く 評 価 さ れ る （ 実

験 8 - 1）な ど ，個 人 内 の 選 好 一 貫 性 が 高 い 傾 向 も み ら れ た 。た だ し ，

そ の 傾 向 は 選 択 肢 間 の 弁 別 性 に 依 存 し ， 互 い に 類 似 し た ニ オ イ の 間

で は 選 好 一 貫 性 が 低 い 側 面 も み ら れ た （ 実 験 1 0）。  

 最 初 に 各 選 択 肢 の ニ オ イ を 系 列 的 に 知 覚 す る 過 程 で は ， 内 的 に 各

ニ オ イ の 評 価 が 行 わ れ て お り ， 系 列 評 価 で 示 さ れ た 知 覚 過 程 と 共 通

す る こ と が 推 測 さ れ る 。 す な わ ち ， 最 初 に 嗅 い だ ニ オ イ に よ っ て ，

次 の ニ オ イ と の 比 較 基 準 が 形 成 さ れ ， そ れ が 評 価 者 の 構 え と な っ て

ニ オ イ ご と に 更 新 さ れ ， 最 終 的 に 選 好 判 断 と し て 出 力 さ れ る 。 特 に

選 択 肢 の ニ オ イ が 互 い に 類 似 し て い る 場 合 に は ， 1 番 目 の 選 択 肢 へ

選 好 が 偏 る 傾 向 が あ り ， 同 程 度 の 感 情 価 を 持 つ ニ オ イ の 系 列 評 価 に

お い て ， 徐 々 に 評 定 値 が 低 下 し た 現 象 と 一 致 す る も の で あ っ た 。  
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ニ オ イ の 知 覚 に お け る 快 不 快 の 側 面 に つ い て  

 ニ オ イ の 知 覚 的 側 面 と し て ，強 さ ，質 ，快 不 快 が 挙 げ ら れ る が（ e . g . ,  

W i l s o n  &  S t e v e n s o n ,  2 0 0 6）， 本 研 究 で は ， 嗅 覚 に お い て 特 に 重 要 と さ

れ て い る 快 不 快 の 側 面 （ e . g . ,  斉 藤 ,  1 9 9 4 ,  p p . 1 4 0 1 - 1 4 1 2） に 着 目 し ，

多 く の 実 験 で 評 価 や 判 断 の 基 準 と し て 検 討 し た 。 知 覚 時 の 文 脈 に よ

り も た ら さ れ る 知 覚 者 の 構 え が ，刺 激 の 評 価 に 影 響 を 及 ぼ す こ と は ，

感 覚 知 覚 の 研 究 領 域 に お い て 従 来 示 さ れ て き た 知 見 で あ る が ， 本 研

究 の 一 連 の 実 験 結 果 よ り ， 嗅 覚 に お い て も そ れ が 当 て は ま る こ と が

示 さ れ た 。  

 ニ オ イ の 強 さ ， 質 ， 快 不 快 は ， そ れ ぞ れ 異 な る 側 面 で あ る が ， 相

互 に 影 響 を 受 け る 。 こ の 中 で も ， ニ オ イ の 知 覚 の 重 要 な 側 面 と さ れ

る 快 不 快 が ， 何 に よ っ て 決 定 づ け ら れ て い る か と い う 問 題 は ， 嗅 覚

研 究 に お い て ， 長 年 に 渡 り 関 心 の 高 い テ ー マ と さ れ て き た 。 ニ オ イ

の 快 不 快 は ， ニ オ イ 物 質 の 物 理 化 学 的 特 徴 に よ っ て 決 ま っ て お り ，

何 の ニ オ イ で あ る か が 認 識 さ れ て い な く と も 判 断 さ れ る と す る ， 快

不 快 中 心 理 論 の 主 張 も 提 示 さ れ て い る（ H a d d a d ,  We i s s ,  K h a n ,  N a d l e r ,  

M a n d a i r o n ,  B e n s a f i ,  S c h n e i d m a n ,  &  S o b e l ,  2 0 1 0 ;  K h a n ,  L u k ,  F l i n k e r ,  

A g g a r w a l ,  L a p i d ,  H a d d a d ,  &  S o b e l ,  2 0 0 7）。 し か し ， 第 1 章 で 述 べ た よ

う に ， 言 語 的 ま た は 他 感 覚 情 報 の 文 脈 が ， ニ オ イ の 質 的 特 徴 を 認 識

す る 手 が か り と な り ， そ れ ら の 情 報 に 付 随 す る 意 味 や 価 値 に 応 じ て

ニ オ イ の 快 不 快 が 決 定 さ れ る こ と は ， 多 く の 実 験 結 果 で 一 致 を み て

い る （ d e  A r a u j o  e t  a l . ,  2 0 0 5 ;  D u B o s e  e t  a l . ,  1 9 8 0 ;  H e r z  &  v o n  C l e f ,  2 0 0 1 ;  

M o r r o t  e t  a l . ,  2 0 0 1 ;  杉 山 他 ， 2 0 0 0）。 す な わ ち ， 知 覚 学 習 に よ っ て 貯

蔵 さ れ て い る ニ オ イ の 記 憶 と ， 受 容 器 を 介 し て 入 力 さ れ た ニ オ イ 物

質 の 情 報 と の 照 合 に よ っ て ニ オ イ の 質 が 知 覚 さ れ ， そ の 内 容 に 依 存

し て 快 不 快 の 知 覚 が 生 成 さ れ る と い う ， オ ブ ジ ェ ク ト 中 心 理 論 に 基

づ く も の で あ る （ O l o f s s o n ,  2 0 1 4 ;  O l o f s s o n ,  B o w m a n ,  K h a t i b i ,  &  

G o t t f r i e d ,  2 0 1 2 ;  R o u b y  &  B e n s a f i ,  2 0 0 5 ;  W i l s o n  &  S t e v e n s o n ,  2 0 0 6）。 本

研 究 で 着 目 し た ， 同 一 知 覚 場 面 に 存 在 す る 他 の 嗅 覚 刺 激 に よ っ て 構
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成 さ れ る 文 脈 の 影 響 は ， 従 来 の 知 覚 過 程 モ デ ル に 対 し て ， 嗅 覚 刺 激

間 の 関 係 性 と ， 知 覚 処 理 の 時 間 的 順 序 性 の 次 元 を 新 た に 加 え る も の

で あ り ， ニ オ イ の 快 不 快 の 知 覚 過 程 に 関 す る 知 見 を 拡 張 す る こ と が

で き る 。 さ ら に は ， そ の ニ オ イ が 「 何 の ニ オ イ で あ る か 」 と い う 情

報 が 与 え ら れ て い な い 状 況 で ， 提 示 さ れ る 嗅 覚 刺 激 の 系 列 が ， 知 覚

者 に 自 然 と 構 え を 取 ら せ る こ と が 示 さ れ た 。 こ れ は ， あ る ニ オ イ に

対 す る 快 不 快 の 知 覚 が ， そ れ が 何 の ニ オ イ で あ る か と い う 認 識 で 決

定 す る だ け で な く ， 先 に 接 触 し た ニ オ イ の 特 徴 （ 感 情 価 の 方 向 が 異

な る な ど ） と い っ た 刺 激 文 脈 に よ っ て も 決 ま り 得 る こ と を 示 唆 し て

い る 。  

 次 の 4 . 2 節 で は ， 刺 激 文 脈 の 影 響 を 踏 ま え た ニ オ イ の 快 不 快 に お

け る 知 覚 過 程 に つ い て ， よ り 詳 細 な 説 明 を 試 み た 。 こ れ に 続 け て ，

4 . 3 節 で は ，系 列 評 価 の 検 討 の 結 果 み ら れ た ，嗅 覚 に お け る 快 と 不 快

の 知 覚 が 別 次 元 的 で あ る 可 能 性 に つ い て 論 じ る 。最 後 に 4 . 4 節 で は ，

本 研 究 に お け る 意 義 と 残 さ れ た 課 題 お よ び ， 今 後 さ ら に 検 討 す べ き

展 望 点 を ま と め て 考 察 し ， 本 研 究 の 結 び と し た 。   
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4 . 2  刺 激 文 脈 を 踏 ま え た ニ オ イ の 知 覚 過 程  

 

 本 研 究 で 主 に 検 討 し た ， ニ オ イ の 快 不 快 の 側 面 に 焦 点 を 当 て ， 刺

激 文 脈 の 影 響 を 踏 ま え た ニ オ イ の 知 覚 過 程 の 説 明 を 試 み る 。 F i g u r e  

4 - 2 - 1 に ，刺 激 系 列 内 で 感 情 価 の 変 化 が 生 じ た 場 合 の 系 列 評 価 に お い

て ， 本 研 究 の 実 験 結 果 よ り 示 さ れ た 知 覚 過 程 を 図 示 し た 。  

 1 番 目 の 嗅 覚 刺 激 が 比 較 的 快 い ニ オ イ で あ っ た 場 合 ， 評 価 者 は 快

方 向 の 反 応 を 出 力 す る と 共 に ， 次 の 刺 激 も 比 較 的 快 い ニ オ イ で あ る

だ ろ う と い う 構 え を 形 成 し ， 快 へ の 期 待 を 持 つ 。 2 番 目 の 嗅 覚 刺 激

も 1 番 目 と 同 様 の 特 徴 を 持 ち ， 比 較 的 快 で あ っ た 場 合 ， 評 価 者 の 快

へ の 期 待 に 対 し て フ ィ ー ド バ ッ ク が 与 え ら れ ， 1 番 目 の 刺 激 に よ っ

て 形 成 さ れ た 構 え が 更 新 さ れ る （ c f .  第 2 章 実 験 6）。 そ し て ， 2 番

目 の 刺 激 に 対 す る 反 応 （ 評 価 ） は ， 1 番 目 に 比 べ る と や や 下 が る 可

能 性 が あ る 。 こ れ は ， 第 2 章 の 実 験 4 や 第 3 章 の 実 験 9 の 一 部 お よ

び 1 0 に お い て 示 さ れ た よ う に ，互 い に 特 徴 の 類 似 し た ニ オ イ を 系 列

的 に 知 覚 し た 場 合 に は ， 系 列 最 初 の ニ オ イ が 好 ま れ や す い 傾 向 を 表

し た も の で あ る 。 し た が っ て ， 比 較 的 快 い 刺 激 に つ い て 選 好 判 断 を

行 う 場 合 に も ，先 行 刺 激 が 次 の 刺 激 と の 比 較 対 象 と な り ，「最 も 好 ま

し い 」 と い う 基 準 に 対 す る 評 価 者 の 構 え は ， 選 択 肢 毎 に 更 新 さ れ る

と 考 え ら れ る 。  

 こ の よ う に ， 複 数 の 刺 激 を 知 覚 す る 過 程 で ， 快 へ の 期 待 を う な が

す 構 え が 形 成 さ れ た と こ ろ で ， こ れ ま で の ニ オ イ に 対 し て 相 対 的 に

不 快 な ニ オ イ が 提 示 さ れ た 場 合 ， 評 価 者 の 快 へ の 期 待 と は 不 一 致 と

な り ，そ の 不 快 さ が よ り 過 大 に 評 価 さ れ る（ 負 の 対 比 ）。そ れ に よ り ，

評 価 者 の 構 え は 更 新 さ れ ， 後 続 す る 刺 激 に 対 し て は ， 不 快 が 予 期 さ

れ る よ う に な る 。 実 験 4 の 一 連 の 結 果 ， 快 刺 激 は 系 列 後 半 に か け て

評 定 値 が 低 下 す る 傾 向 が あ っ た が ， 不 快 刺 激 の 場 合 に は ， こ れ と 同

様 の 傾 向 は 全 て の 実 験 で 認 め ら れ な か っ た 。 し た が っ て ， 比 較 的 不

快 な ニ オ イ に 対 す る 快 不 快 評 価 が 順 次 低 下 す る と い う 変 動 の 程 度 は ，



172 

 

快 な ニ オ イ に 比 べ て 小 さ い と 考 え ら れ る 。  

 刺 激 系 列 内 の 刺 激 の 感 情 価 が ， 快 方 向 か ら 不 快 方 向 へ 変 化 す る 場

合 と は 反 対 に ， 次 の 刺 激 に 対 し て 不 快 の 予 期 を う な が す 構 え を 評 価

者 が 取 っ て い る 状 態 で ， 快 な ニ オ イ が 提 示 さ れ た 場 合 で は ， そ れ を

よ り 快 と 評 価 す る よ う な 過 大 な 反 応 は 生 じ に く い 。 こ れ は ， 第 2 章

に お い て 述 べ た よ う に ， 不 快 な 刺 激 か ら 快 な 刺 激 へ 切 り 替 わ る 際 に

対 比 が 生 じ る に は ， 快 か ら 不 快 へ の 変 化 時 に 比 べ て よ り 大 き な 過 大

評 価 が 必 要 と な り ， 嗅 覚 刺 激 で は ， 相 当 す る 過 大 評 価 が 生 起 し な い

と い う 特 徴 が 原 因 と し て 考 え ら れ る 。  

 複 数 の 先 行 刺 激 へ の 接 触 に よ っ て ， 評 価 者 は 先 行 刺 激 間 の 関 係 性

を 捉 え ， 次 の 刺 激 の 特 徴 に 対 す る 予 期 を 促 す 構 え を 形 成 す る 。 本 研

究 で 示 さ れ た 快 不 快 の 対 比 は ， 同 様 に 快 で あ る 刺 激 へ の 系 列 接 触 に

よ っ て 形 成 さ れ た 構 え と は ， 感 情 価 が 不 一 致 で あ る （ す な わ ち 不 快

な ）刺 激 に 対 し て ，そ の 差 異 を 拡 大 し て 反 応 し た 結 果 と 説 明 で き る 。

こ の 知 覚 過 程 は ， 感 覚 モ ダ リ テ ィ の 違 い に よ ら ず 当 て は め る こ と が

で き る が ， 嗅 覚 で は ， 先 行 刺 激 と の 感 情 価 の 変 化 に 対 す る 感 情 反 応

が ， 感 情 価 の 方 向 に よ っ て 異 な る 特 徴 が 見 出 さ れ た 。 し た が っ て ，

嗅 覚 に お け る 快 不 快 の 知 覚 過 程 は ， 快 方 向 と 不 快 方 向 を 分 離 し て 捉

え る 必 要 性 も 挙 げ ら れ る 。 こ の 点 に つ い て ， 次 の 4 . 3 節 に て さ ら に

詳 し く 考 察 す る 。  
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4 . 3  ニ オ イ に 対 す る 快 不 快 の 非 一 次 元 性 の 可 能 性 に つ い て  

 

 4 . 2 節 に 続 い て ，本 節 で は ニ オ イ に 対 す る 快 不 快 の 知 覚 が ，そ の 感

情 の 方 向 に よ っ て 異 な る 可 能 性 に つ い て 議 論 す る 。  

 ニ オ イ の 検 出 速 度 は ， 不 快 な ニ オ イ が 快 な ニ オ イ に 対 し て 速 い と

さ れ て い る （ B e n s a f i  e t  a l . ,  2 0 0 2）。 ま た ， 嗅 覚 誘 発 電 位 の 潜 時 が ，

快 な ニ オ イ で は 右 鼻 腔 で 速 く ， 不 快 な ニ オ イ で は 左 鼻 腔 で 速 い と い

う 報 告（ K o b a l  e t  a l . ,  1 9 9 2）や ，不 快 な ニ オ イ に 対 し て は 扁 桃 体 が 活

性 し た の に 対 し て ，快 な ニ オ イ で は 無 臭 の 場 合 と 変 わ ら な い（ Z a l d  &  

P a r d o ,  1 9 9 7） な ど ， ニ オ イ の 快 不 快 に よ っ て 神 経 回 路 が 異 な る 可 能

性 を 示 唆 す る 知 見 も あ る 。  

 こ の よ う な ， ニ オ イ の 快 と 不 快 に お け る 行 動 的 ま た は 生 理 的 反 応

の 違 い は ， 嗅 覚 刺 激 の 特 性 の み に は 依 ら な い 。 第 1 章 で も 挙 げ た よ

う に ， 同 じ 嗅 覚 刺 激 に 対 し て ， 快 な ニ オ イ で あ る こ と を 示 す 名 前 を

付 加 し た 場 合 に 比 べ て ， 不 快 な ニ オ イ を 示 す 名 前 を 付 加 し た 場 合 で

は ， 吸 入 流 量 や 皮 膚 電 位 反 応 の 低 下 （ D j o r d j e v i c  e t  a l . ,  2 0 0 8） や ， 活

性 脳 部 位 が 異 な る （ d e  A r a u j o  e t  a l . ,  2 0 0 5） と さ れ て い る 。 他 に も ，

快 な ニ オ イ （ バ ナ ナ 様 の ニ オ イ を 呈 す る I s o a m y l  a c e t a t e） と 不 快 な

ニ オ イ （ 銀 杏 の ニ オ イ の 原 因 と も さ れ る B u t y l i c  a c i d） の 2 種 混 合 臭

を 提 示 し ， 実 験 参 加 者 に そ の ニ オ イ の 快 度 に 注 意 を 向 け る よ う 指 示

し た 条 件 と ， 不 快 度 に 注 意 を 向 け さ せ た 条 件 と の 間 で ， P E T 計 測 に

よ り 活 性 脳 部 位 を 比 較 し た 研 究 も あ る （ D j o r d j e v i c ,  B o y l e ,  &  

J o n e s - G o t m a n ,  2 0 1 2）。 実 験 の 結 果 ， 条 件 間 で 共 通 し た 活 性 傾 向 （ 腹

側 線 条 体 や 前 帯 状 皮 質 ） が 認 め ら れ た 一 方 で ， ニ オ イ の 快 度 へ 注 意

を 向 け た 場 合 に は ， 感 覚 知 覚 に 関 わ る 梨 状 皮 質 や 扁 桃 体 が よ り 活 性

し ， 不 快 度 へ 注 意 を 向 け た 場 合 に は ， 注 意 に 関 わ る 右 頭 頂 部 の 活 性

が 認 め ら れ る な ど ，条 件 間 に お け る 神 経 回 路 の 相 違 点 も 認 め ら れ た 。

こ れ ら の 知 見 は ， 同 一 の 嗅 覚 刺 激 で あ っ て も ， 知 覚 者 の 構 え に よ っ

て は ， ニ オ イ の 快 と 不 快 で 異 な る 知 覚 過 程 が は た ら く 可 能 性 を 示 唆
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し て い る 。  

 た だ し ， 以 上 に 挙 げ た 研 究 は い ず れ も ， ニ オ イ の 快 度 と 不 快 度 が

そ れ ぞ れ 極 端 で あ る 刺 激 を 扱 っ て 検 討 さ れ た も の で あ る 。 嗅 覚 の 生

態 学 的 観 点 か ら み て も ， 不 快 度 の 高 い ニ オ イ に 対 す る 情 報 処 理 が 特

異 的 な 点 は 当 然 と も い え る 。 し た が っ て ， 本 研 究 で 対 象 と し た ， 先

行 刺 激 に よ っ て 快 不 快 が 変 動 す る よ う な ニ オ イ の 場 合 に も 当 て は め

る こ と が 妥 当 で あ る か は ， 慎 重 に 議 論 す る 必 要 が あ る 。 ま た ， ニ オ

イ に 対 し て 知 覚 さ れ る 不 快 さ に 比 べ て ， 快 さ の 知 覚 に は 個 人 差 が あ

り ， 多 く の 個 人 間 で 快 く 感 じ る ニ オ イ の 一 致 を み る こ と の 難 し さ も

指 摘 さ れ て お り（ S t e v e n s o n  e t  a l . ,  2 0 0 7），対 象 と す る 刺 激 の 種 類 も 嗅

覚 心 理 学 研 究 に お い て は 重 要 な 点 で あ る 。  

 加 え て ， 心 理 学 的 研 究 で 用 い る 評 価 尺 度 に 工 夫 を 施 す と い う 手 法

も 提 案 さ れ る 。 ほ と ん ど の 場 合 ， 快 不 快 度 評 定 を 行 う 際 に は ， 両 極

に「 不 快 」「快 」と い っ た ラ ベ ル を 付 し た 尺 度 が 用 い ら れ て き た 。し

か し ， ニ オ イ の 快 度 と 不 快 度 が 一 次 元 的 で は な い 可 能 性 を 検 討 す る

た め に は ， 快 度 と 不 快 度 に 分 け た 別 の 尺 度 を 使 っ た 評 定 を 行 い ， 両

者 の （ 負 の ） 相 関 関 係 を 確 認 す る 必 要 性 が 挙 げ ら れ る 。 本 研 究 の 対

比 に 関 す る 実 験 で 扱 っ た 尺 度 は ，「好 ま し さ 」の 程 度 を 尋 ね る も の で

あ っ た た め ，必 ず し も 両 極 的 な 次 元 で は 無 か っ た と い え る 。し か し ，

刺 激 の 感 情 価 が 快 か ら 不 快 へ 変 化 し た 場 合 に 比 べ て ， 不 快 か ら 快 へ

変 化 し た 場 合 の 評 定 値 の 変 動 量 が 小 さ い こ と が ， 視 覚 刺 激 の 評 価 結

果 と の 比 較 か ら も 示 さ れ た 。 後 者 の 場 合 に は ， 先 行 し た 不 快 な ニ オ

イ と の 感 情 価 差 に 対 す る 知 覚 的 変 動 が 前 者 に 比 べ て 細 か く ， 前 者 と

同 じ 評 定 尺 度 で は ， 刺 激 文 脈 の 影 響 が 現 れ な い 可 能 性 も あ る 。 評 価

者 が 把 握 し や す い よ う に ， 尺 度 上 の 刻 み を 細 分 化 し た り ， 付 加 す る

ラ ベ ル を 変 え る な ど ， よ り 「 解 像 度 の 高 い 」 尺 度 で 評 定 を 行 う こ と

に よ っ て ， こ の 点 を 明 ら か に で き る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。  
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4 . 4  本 研 究 の 意 義 と 今 後 の 展 望  

 

 本 研 究 で は ，系 列 処 理 の 過 程 で 生 じ る ニ オ イ に よ っ て 構 成 さ れ る ，

様 々 な 刺 激 文 脈 を 主 な 要 因 と し て ， ニ オ イ の 知 覚 へ の 影 響 を 検 討 し

た 。 複 数 の ニ オ イ を 評 価 す る 場 面 に 着 目 し た 嗅 覚 関 連 の 研 究 は ， 製

品 特 徴 の 分 析 を 専 門 と す る 官 能 評 価 の 分 野 や ， 消 費 者 の 嗜 好 特 性 に

重 き を 置 く マ ー ケ テ ィ ン グ の 分 野 で 行 わ れ た も の が ほ と ん ど で あ っ

た 。 本 研 究 の 意 義 は ， 感 覚 知 覚 心 理 学 の 観 点 か ら ， 様 々 な 日 常 の ニ

オ イ を 刺 激 文 脈 と し た 実 験 的 検 討 に よ り ， ニ オ イ の 知 覚 過 程 に お け

る 新 た な 特 徴 を 見 出 し た 点 に あ る 。 わ れ わ れ は ， 常 に 多 種 多 様 な ニ

オ イ 物 質 に 曝 さ れ て 生 活 し て い る が ， 意 識 的 に 注 意 を 向 け よ う と し

な け れ ば 気 づ か な い こ と が 多 い （ S e l a  &  S o b e l ,  2 0 1 0）。 意 識 的 に 注 意

を 向 け ， ニ オ イ の 評 価 を 行 う 場 面 と し て は ， 香 り 付 き 製 品 の 購 買 時

が 容 易 に 思 い 付 く が ， そ の よ う な 場 合 に 嗅 ぎ 比 べ る 香 り と い う の は

同 じ 商 品 に 付 加 さ れ て い る た め に 比 較 的 類 似 し た も の が 多 い 。 本 研

究 の 実 験 で 用 い た 嗅 覚 刺 激 は ， 生 活 用 品 や 食 品 な ど 様 々 な カ テ ゴ リ

の ニ オ イ を 集 め た 日 常 臭 を 刺 激 セ ッ ト し た 場 合 を 除 い て ， い ず れ も

互 い に ニ オ イ の 類 似 性 が 高 い も の で あ っ た 。 こ の よ う な 嗅 覚 刺 激 を

対 象 と し て ， 系 列 評 価 や 多 肢 選 択 に お け る 刺 激 文 脈 の 影 響 を 検 討 し

た 点 は ， 実 生 活 に も 即 し た 実 験 場 面 で あ っ た と い え る で あ ろ う 。  

 知 覚 処 理 の 時 間 的 順 序 に よ っ て 生 じ た 現 象 は ， 他 の 感 覚 モ ダ リ テ

ィ で も 確 認 さ れ て い る も の で あ る が ， 本 研 究 の 結 果 か ら ， 感 覚 間 で

共 通 す る 知 覚 過 程 の 中 で も ， 嗅 覚 に 特 有 と み ら れ る 側 面 が い く つ か

示 さ れ た 。 た だ し ， 本 研 究 で 行 っ た 嗅 覚 と の 直 接 的 な 比 較 は ， 視 覚

や 触 覚 に 限 定 さ れ ， ま た ， 全 て の 実 験 で 感 覚 間 比 較 を 実 施 す る ま で

に は 至 ら な か っ た 。 今 後 は ， 同 一 条 件 下 で の 異 な る 感 覚 間 比 較 に よ

る 検 討 を さ ら に 重 ね ， 嗅 覚 と 他 の 感 覚 と の 知 覚 機 構 に お け る ， 共 通

点 や 相 違 点 の 抽 出 が 必 要 で あ る 。 こ れ は 同 時 に ， 本 研 究 で 確 認 さ れ

た 現 象 の 頑 健 性 を さ ら に 保 証 す る も の と も な る 。  
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 ま た ， 方 法 論 的 な 課 題 と し て ， 評 定 尺 度 を 使 っ た 評 価 手 法 で は ，

評 定 値 の 変 動 が ， 実 際 の 嗅 感 覚 の 変 化 を 反 映 し て い る か ， 評 定 の 過

程 で 生 じ た 変 化 を 反 映 し て い る か を 厳 密 に 区 別 で き な い 点 が 挙 げ ら

れ る 。 こ れ は ， 心 理 学 研 究 に お い て 常 に 問 題 と さ れ る と こ ろ で は あ

る が ，本 研 究 で は ，文 脈 と な っ た 刺 激 の 出 現 に よ る 快 不 快 の 変 動 が ，

前 の 評 定 結 果 の 記 憶 に 因 ら な い 可 能 性 （ 実 験 4 - 1 b） や ， 評 価 者 の 意

識 的 な 制 御 の 関 与 が 少 な い と 考 え ら れ る ， 嗅 ぎ 時 間 の 指 標 よ り 見 出

さ れ た 知 見 （ 実 験 8） も 提 示 さ れ た 。 今 後 は さ ら に ， 評 価 態 度 に お

け る バ イ ア ス や 要 求 特 性 な ど の 影 響 を 統 制 す る 評 価 手 法 の 工 夫 が 求

め ら れ る 。 こ れ に 加 え て ， 評 価 時 の 自 律 神 経 系 や 脳 神 経 活 動 を 指 標

に 取 り 入 れ ， 心 理 的 評 価 結 果 と の 対 応 関 係 を 検 証 す る 根 拠 と し て 活

用 し て い く こ と も 有 用 で あ ろ う 。  

 本 研 究 で 行 っ た ニ オ イ の 質 の 評 価 は ， 様 々 な 形 容 語 を 用 い て ニ オ

イ の 質 的 な 特 徴 を 記 述 す る も の で あ り ， 強 度 や 快 不 快 度 の 評 定 に 比

べ て ， 実 験 参 加 者 に 対 し て ， よ り 分 析 的 な 知 覚 処 理 が 要 求 さ れ た と

考 え ら れ る 。 ニ オ イ の 質 に 対 す る 刺 激 文 脈 の 影 響 は 明 確 に 確 認 さ れ

な か っ た が ， ニ オ イ の 評 価 に 際 し て の 評 価 者 の 態 度 や ， 評 価 対 象 へ

の 関 心 度 と い っ た ， 個 人 特 性 が 影 響 要 因 と な る 可 能 性 も 示 唆 さ れ た

（ 実 験 7）。ま た ，ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ に お け る 個 人 差 は ，評 価

対 象 の ニ オ イ に 対 す る 親 近 性 を よ り 高 く 評 価 す る 傾 向 な ど が 一 部 で

み ら れ た も の の ， 各 実 験 の 主 な 指 標 へ の 影 響 と し て 顕 著 に は 現 れ な

か っ た 。 こ の 結 果 は ， ニ オ イ が 構 成 す る 刺 激 文 脈 の 影 響 が ， 日 常 生

活 で 嗅 覚 情 報 処 理 に 重 き を 置 く か 否 か に 依 ら な い 可 能 性 を 示 唆 す る

も の で も あ る 。 ま た ， ニ オ イ へ の 気 づ き や す さ は ， ニ オ イ の 同 定 能

力 と 関 連 す る こ と も 示 さ れ て お り （ c f .  第 1 章 1 . 4 節 ）， ニ オ イ の 特

徴 に つ い て の 分 析 的 な 知 覚 や ， 意 味 づ け が 深 く 関 与 す る 同 定 な ど ，

高 次 の 処 理 が 求 め ら れ る 場 面 で は ， よ り 重 要 な 指 標 に な る と 考 え ら

れ る 。 こ の よ う な 高 次 の 処 理 が 行 わ れ る 場 合 に ， 刺 激 文 脈 的 な 要 因
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の 影 響 が 及 ぶ 範 囲 を 検 討 す る こ と も ， 本 研 究 の 知 見 を さ ら に 発 展 さ

せ る こ と が 期 待 さ れ る 。  

 対 象 と す る 実 験 参 加 者 の 世 代 も 影 響 要 因 の 一 つ で あ る 。 著 者 に よ

る 先 行 研 究 で ， 平 均 2 0 歳 代 の 若 年 群 と 平 均 6 0 歳 代 の 高 齢 群 を 対 象

に ，視 覚 刺 激（ 図 形 ）と 嗅 覚 刺 激（ 合 成 香 料 ）の そ れ ぞ れ に つ い て ，

擬 音 語 や 擬 態 語 を 用 い て 評 価 を 行 う と い う 実 験 を 行 っ た （ 中 野 ，

2 0 1 2）。そ の 結 果 ，視 覚 刺 激 に つ い て は ，二 つ の 年 齢 群 間 で 同 様 の 評

価 傾 向 が み ら れ た の に 対 し て ， 嗅 覚 刺 激 に つ い て は ， 若 年 群 に 比 べ

て 高 齢 群 で は 異 な る ニ オ イ を 弁 別 し て 評 価 す る こ と が 困 難 で あ る 傾

向 が み ら れ た 。 こ の 結 果 は ， 世 代 間 に お い て ， 多 様 な 香 り 付 き 日 用

品 へ の 慣 れ や 関 心 度 が 異 な る と い っ た 側 面 が 反 映 さ れ た 可 能 性 も 考

え ら れ る 。 ま た ， 加 齢 に 伴 う 記 憶 力 の 低 下 に よ っ て ， 特 に ニ オ イ の

弁 別 や 同 定 と い っ た 嗅 覚 能 力 が 減 退 す る 傾 向 も あ る た め （ S t e v e n s ,  

C a i n ,  &  D e m a u q u e ,  1 9 9 0）， 幅 広 い 世 代 を 検 討 対 象 と す る 場 合 に は ，

各 世 代 に 合 わ せ て 実 験 手 法 を 十 分 考 慮 す る 必 要 が あ る 。  

 最 後 に ， 刺 激 文 脈 の 影 響 を 制 御 す る 評 価 手 法 を 提 案 す る こ と が ，

次 な る 課 題 と し て 挙 げ ら れ る 。 本 研 究 で 示 さ れ た 知 見 の 範 囲 で 考 察

す る と ， 評 価 者 の 構 え の 統 制 ， あ る い は 操 作 が 重 要 な 鍵 と な る 。 先

行 研 究 で は ， 評 価 者 へ の 教 示 に よ っ て ， 快 不 快 の 対 比 の 生 起 を 操 作

す る こ と に 成 功 し て い る 例 も あ る が（ e . g . ,  Z e l l n e r  e t  a l . ,  2 0 0 9），言 語

的 情 報 の 影 響 を 受 け や す い ニ オ イ の 知 覚 で は ， 評 価 者 の 知 覚 の 範 囲

を 限 定 す る こ と に な り ， ニ オ イ の 弁 別 性 を 低 下 さ せ る 原 因 に も な る

（ 実 験 8 - 3）。系 列 評 価 の 過 程 で は ， 構 え の 時 系 列 的 な 更 新 が ニ オ イ

の 知 覚 変 化 を 引 き 起 こ す と 考 え ら れ る た め ， 先 行 刺 激 と の 時 間 間 隔

を 空 け る こ と や ， 評 価 順 序 を 変 え た 再 テ ス ト 結 果 の 平 均 値 を 採 用 す

る な ど は ， 最 も 簡 単 な 解 決 策 か も し れ な い 。 し か し ， 評 価 基 準 の 非

一 貫 性 や ， 嗅 覚 疲 労 の 問 題 が 生 じ る 可 能 性 も 含 ん で い る 。 一 方 で ，

選 好 判 断 な ど 刺 激 間 の 比 較 が 必 要 な 場 合 に は ， 対 象 刺 激 の ア ン カ ー

と な る 特 徴 を 持 つ ニ オ イ と の 一 対 比 較 に よ り ， 対 象 刺 激 間 の 好 ま し
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さ の 違 い を 相 対 的 に 判 断 す る と い っ た 方 法 も 挙 げ ら れ る 。 こ の 場 合

も ， ア ン カ ー 刺 激 と な る ニ オ イ の 選 定 基 準 は ， 評 価 対 象 の ニ オ イ カ

テ ゴ リ や 評 価 の 目 的 な ど ， ケ ー ス バ イ ケ ー ス で 変 え る 必 要 が あ る 。

嗅 覚 特 性 に よ る 方 法 論 的 な 制 限 が あ る こ と は 止 む を 得 な い が ， ニ オ

イ の 知 覚 過 程 を 研 究 す る 上 で は ， 設 定 し た 知 覚 場 面 に よ っ て ， 知 覚

者 の 構 え に ど の よ う な 影 響 が あ る か を 常 に 考 慮 す る こ と が 重 要 と い

え よ う 。刺 激 文 脈 に よ る 影 響 過 程 に つ い て 理 解 が 進 む こ と に よ っ て ，

こ れ を 逆 手 に 取 り ， 特 定 の ニ オ イ に 対 す る 捉 え 方 を 意 図 的 に 操 作 す

る よ う な ， 応 用 的 な 文 脈 の 利 用 も 可 能 と な る か も し れ な い 。
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れるにおい刺激に対して  に おい・かおり環境学会誌 ,  3 8 ,  4 4 4–4 5 2 .  

K u n s t -Wi l s o n ,  W.  R . ,  Z a j o n c ,  R .  B .  ( 1 9 8 0 ) .  A ff e c t i v e  d i s c r i m i n a t i o n  o f  s t i m u l i  
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